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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『聖女の魔力は万能です』（著：橘由華）お試し版が収録されています。
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〝サトゥーです。新しい土地を旅する時は、事前にネットで調べたものです。異世界では人の噂うわさが主な情報源なので不正確な事もままありますが、それもまた情緒深くて良いモノです。〟






「もうすぐ迷宮都市なのよね？」

　そわそわと待ちきれない様子で聞いてきたゆるふわ紫髪のアリサに「すぐだよ」と答える。

　もっとも、馬車の中にいる仲間達はみんなアリサと同じような感じだ。

「ん、わくわく」

　窓外を眺めて鼻歌を歌っていたミーアが、幼い美び貌ぼうにうきうきとした表情を乗せてこちらを見た。

　勢いよく振り返ったせいで、ツインテールにした彼女の青緑色の髪が翻りエルフの特徴である少し尖とがった耳が覗のぞく。

「ひらひらり～」

　鞭むちのように飛んできたミーアの髪を狭い馬車の中で華麗に避よけたのは白髪ショートに猫耳猫尻しつ尾ぽのタマだ。

　ピンク色の動きやすい服の上に、白い革かわ鎧よろいを着込んでいる。

「あうち、なのです」

　ミーアの髪が鼻先をかすって、余裕のある悲鳴を上げたのは茶色いボブカットの髪に犬耳犬尻尾のポチだ。

　タマと色違いの服とお揃そろいの革鎧を着ている。

「ごめん」

「これくらいへっちゃらなのです！」

　謝るミーアに、ポチはニパッと笑って許したようだ。

「ご主人様」

　ルルの呼ぶ声がしたので、御者台に続くハッチを開いて顔を出す。

　振り向いた拍子にルルの美しい黒髪がベールの奥でサラリと揺れ、思わず目が吸い寄せられる。他ほかに想おもい人がおらず、彼女が中学生くらいの子供じゃなかったら、一瞬で恋に落ちてしまっただろう。

　傾城という表現さえ控えめな彼女が、不美人に思えるこの世界の人族は見る目がない。

　なお、ルルのベールは彼女の顔を隠すためではなく、日差しと砂すな埃ぼこりから彼女の美しい髪と美貌を守るための物だ。

「前方に停止した商隊がいると報告します」

　無表情な顔で淡々と告げたのは、見た目が巨乳美女で実年齢ゼロ歳のホムンクルスのナナだ。

　馬車と並走するラプトル似の走竜に騎乗しているため、彼女の豊かな胸がリズミカルに躍動する。

「私とナナで先行して、確認して参りましょうか？」

　ナナと反対側を並走する走竜に乗るのは橙とう鱗りん族のリザだ。

　凜り々りしい顔で手綱を握るリザは、蜥蜴とかげのような尻尾を持ち、首筋や手の先がオレンジ色の鱗うろこに覆われている以外は人族と区別がつかない。

「ちょっと待って──」

　オレはマップを開いて、商隊とやらを確認してみた。

　荷馬ならぬ愚ぐ鹿しかという使役動物の背に荷物を載せた三〇人ほどの商隊のようだ。

　責任者は──王女？

　中央の馬車にはノロォーク王国という小国の王女様が乗っており、愚鹿を引く者達も商人ではなくノロォーク王国の兵士達のようだ。王女の護衛も兼ねているのだろう。

　騎士と従士は各一名で、この人達は大おお角つの鹿じかという騎獣に乗っている。

　ちなみに馬車を引くのは、短角大鹿という子象サイズの使役獣だ。

「──あれはノロォーク王国の王女様一行みたいだね」

「へー、西の果ての小国から、お輿こし入いれかしら？」

　馬車の中からアリサが顔を出した。

　後で聞いた話だが、ノロォーク王国を含む小国群は大陸の中央部にあり、ノロォーク王国以西には不毛な砂漠が広がっているので、そう呼ばれているとの事だった。

　迷宮都市を基準にすると、すぐ北にあるエルエット侯爵領のさらに北にある小国だ。

「探索者」

　アリサの予想に、馬車の中のミーアが首を横に振って、自分達と同じだと告げる。

「それはないわよ。あの小国群は女性の社会進出が喜ばれないもの」

　そういえば元クボォーク王国王女のアリサも、学問は不要だと言われて教師を付けて貰もらえなくて独学で母国の文字を覚えたって言っていた。

「ララキエは女王制だったみたいだし、こっちの世界も時代や地方で随分違うみたいだね」

　オレの脳裏に、南海の砂糖航路での出来事が思い浮かぶ。

　海かい龍りゆう諸島で助けた記憶喪失のレイを連れて南洋の国々を旅したのが、つい昨日の事のようだ。

　採れたての南国フルーツや砂糖工場での作りたてのお菓子、陽気な船乗り達と酌み交わしたラム酒、美お味いしい思い出は色々あれど、やはり特筆すべきはマグロだ。

　新鮮な巨大マグロの大トロ。あの蕩とろけるような旨うまみは思い出すだけで、口の中で涎よだれが溢あふれそうになる。

　他にも、レイの故郷ララキエを復活させ世界の再支配を企たくらむ骸がい骨こつ王おうの陰謀を阻止したりしたっけ。

　記憶の蘇よみがえったレイや彼女の義妹ユーネイアも一緒に連れてきたかったのだが、迷宮近くや人の多い場所はレイの身体からだに障るので、彼女達とは南の島で別れた。

　もちろん、迷宮都市で落ち着いたら、エルフの里のアーゼさんに会いに行くついでに寄ろうと思っている。

　アーゼさんやレイ達とは、ほぼ毎日、空間魔法の「遠話テレフオン」で言葉を交わしているので、離れている気があんまりしないけどさ。




　砂交じりの風が、オレを回想から引き戻す。

「砂漠からの風か──」

「砂漠ですか？」

「ああ、迷宮都市の向こうに見える稜りよう線せんの先には大砂漠があるんだ」

　オレの呟つぶやきを聞き留めたルルにそう告げる。

　馬車が走る細い街道の両りよう脇わきにも、乾燥地帯に強いベリアというサボテンとアロエの中間のようなトゲトゲ植物が疎まばらに生えている。

　このベリアは迷宮都市のある盆地全体に分布し、迷宮都市の向こう側、稜線との中間地点あたりからは巨大ベリアのような形をした魔覇王樹イビル・ベリアという植物型の魔物が繁茂している。

　マップによると、魔覇王樹イビル・ベリアの浸食を抑えるために大量の結界柱が立てられているらしい。

「ふーん、それで空気が乾燥しているのね」

「ん、湿度不足」

　ぼやくアリサとミーアの髪についた砂埃を払ってやり、ベリアに向けていた視線を前方に戻す。

　王女一行の先に、迷宮都市の高く重厚な城壁が威容を誇り、城門の左右を守護するように厳いかつい顔の巨像が座していた。

「にゅ～？」

「ぴょこん、なのです」

　オレ達の会話が気になったのか、タマとポチが馬車の中から顔を出した。

「きょじん～？」

「おっきいのです！」

　タマとポチが城壁門の両脇に座る岩の巨像を指差す。

　座っているのに、一〇メートルはある外壁と同じ高さに頭がある。

「あれは岩のゴーレムであると告げます」

「強そうですね。魔ま槍そうでも傷つけられるか自信がありません。やはり、魔法で体勢を崩してから──」

　ナナの言葉に続いて、ナチュラルに攻略法を考え出したリザの真剣な声が聞こえてくる。

　オレの視界には「岩魔巨人ロツク・ゴーレム」とＡＲ表示されている。レベル四三もあるから、迷宮都市セリビーラの守護神的な存在なのだろう。

　迷宮とは逆側の門に配置されているのが、少し謎なぞだけどさ。

「くぅ、実感が湧わいてきた！　もうすぐ冒険者デビューなのね！」

　アリサが堪こらえきれないという風に身体を震わせる。

　きっと武者震いだろう。

「サトゥー」

　ミーアがオレの袖そでを引っ張る。

「おっきな銀貨なのです」

「めだる～？」

　ミーアが妖よう精せい鞄かばんから取り出したのは、細い鎖が付いた銀色のメダリオンだ。

　ＡＲ表示によると「『蔦つたの館やかた』の鍵かぎ」とある。

「ギリルから」

　ボルエナンの森でトラザユーヤ氏の研究所を管理していた家妖精のギリル氏の事だろう。

　トラザユーヤ氏はミーアの母方の祖父であり、エルフの賢者とも言われる人物だ。

「何のメダルなの？」

　アリサがもっともな疑問を口にした。

「ん、認証のメダリオン」

　ギリル氏と竜泉酒を一緒に飲んだ時に、トラザユーヤ氏の従者として迷宮都市に住んでいたという話を聞いた気がする。

「たぶん、エルフ達が迷宮都市で暮らしていた時に使っていた館の鍵じゃないかな？」

「ん」

　アリサの問いに答えると、ミーアが正解だとばかりに頷うなずいて見せた。

「へー、鍵なんだ──なんだか魔法道具マジツク・アイテムみたいね。裏にエルフの文字が書いてあるわ」

　アリサはエルフの里に滞在している間に、僅わずかながらエルフ語の文字を覚えたらしい。

　相変わらず、知識欲に素直というか勤勉だ。

「なになにぃ～、この文字は『魔力』よね。次は『流せ』かな？」

　呟きながらアリサが何気なくメダルに魔力を流す。

「──あっ」

　ミーアが驚いて手を伸ばした。

「え？　何か不ま味ずかった？」

　アリサが慌てて魔力を流すのを止やめたが、それは少し遅かったようだ。

「うわぁああああああああ」

「セリビーラの像が動いたぞ！」

「に、にげろぉおおおおおおおお」

「踏みつぶされるぞぉおおおおお」

　前方からノロォーク王国一行の悲鳴が聞こえる。

　その向こうではセリビーラの門前に鎮座していた二体のゴーレムが動き出し、こちらに向かって数歩歩き出すのが見えた。

「ご主人様、大変です！」

　御者台のルルが緊迫した声を発する。

　ルルはゴーレムの事を言っているんだろうけど、その手前もなかなか大変な事になっている。

　ノロォーク王国一行の愚鹿達がベリアが生える荒れ地に逃げ出し、手綱を引く兵士達を引き摺ずっていく。

　同様に急反転して荒れ地に逃げようとした短角大鹿が、馬車を横転させていた。

　騎士と従士の二人は騎獣の大角鹿を、なんとか御しているようだ。

　向こうに見えるゴーレム達が、片かた膝ひざを突いて臣下の礼を取る。

「見ろ！　婆ばあや！　セリビーラの門番殿が、わらわの到着を歓迎してくれておるのじゃ！」

「お姫ひい様、危のうございます」

　倒れた馬車から少し離れたところに立つ幼女が、ゴーレムを指差して興奮気味に叫んでいる。

　敷物の上に立っている事から見て、停止した馬車から降りて休息していたらしい。

　馬車事故に巻き込まれた者がいないようで一安心だ。

『マスター、ご帰還をお待ちしておりました』

『マスター、無事のご帰還を祝福いたします』

　エコーの掛かった声が周囲に響く。エルフ語の声はアリサの持つメダリオンから出ていた。

「もしかして、これのせいかしら？」

「ん、貸して」

　オレの後ろから顔を出したアリサの呟きにミーアが首肯する。

　ミーアがアリサから受け取ったメダリオンをゴーレムの方に翳かざす。

『我は主人代行なり。汝なんじらの挨あい拶さつを嬉うれしく思う。なれど、汝らの任務は重要なり、疾とく職務に復帰せよ』

『承知』

『承知』

　ミーアがエルフ語でメダリオンに語りかけると、ゴーレム達から応答があり、元の台座に戻っていった。

「ありがとう、ミーア」

「ん」

　メダルの裏に小さな字が刻んである。

　ミーアはそれを読み上げたようだ。

「迂う闊かつな事をしちゃって、ごめんなさい」

「これからは説明書をちゃんと読む事」

　オレは反省するアリサにそう告げて、馬車を降りる。

　ゴーレムが台座に戻っても騒ぎの収まる様子のないノロォーク王国一行のフォローをするためだ。

　とりあえず、怪け我が人にんの治療と修理不能なくらい壊れた馬車の代わりに、オレ達の馬車を提供するくらいはしないとね。





◆






「ほう？　華美ではないが、なんと雅みやびで丁寧な造りをした馬車なのじゃ」

　馬車に乗り込んだノロォーク王国のミーティア王女が、感心したように馬車の中を見回す。

　大きな瞳ひとみのせいか、くるくると良く動く表情は見ていて飽きない。

　アリサ達と変わらない幼い外見だが、彼女はルルと同い年の一四歳だ。顔つきが幼いだけでなく、茶色い髪を短めのドリル・ツインテールにしているのが、それを助長しているのだろう。

　オレのこちらでの公称年齢と一歳しか違わないとはとても思えない。

　彼女に続いて、彼女の乳母である老女が乗り込んだところで、馬車が出発した。

　なお、定員オーバーだったので、タマとポチはリザとナナの走竜に同乗している。

　ちょっと狭いのでオレも御者台へ移った。

　騎士と従士の娘が護衛として馬車の左右を固めていた。

「お初にお目に掛かる！　ノロォーク王国の騎士ラヴナと申す！」

　騎士が兜かぶとを脱ぎ、耳が痛くなるような大きな声で名乗りを上げる。

　驚いた事に、彼女は女騎士だ。

　もっとも、女騎士という言葉で万人が想像する姿とはかけ離れ、「巌いわお」という表現が似合いそうな男前で、いかにも頼りになりそうな重厚さがある。

　きっと、ノロォーク王や王女様からも信頼され重用されているに違いない。

　レベルは二九で近接系の戦闘スキルに優れるようだ。

　なお、年齢は外見の深みに似合わず、まだ二四歳と若かった。

「こちらこそ初めまして、ラヴナ殿。私はシガ王国ムーノ男爵の家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

　オレは非礼にならないように、名乗りを上げる。

　従士娘も「リュラです」と名乗っていたが、こちらは地味な女戦士といった感じだった。

「それにしても乗り心地の良い馬車なのじゃ」

「ええ、お姫ひい様。さすがは大国の馬車でございますねぇ」

　ミーティア王女と乳母の老女がオレの馬車を褒めるのが車内から聞こえた。

　馬車の振動をゼロにする低出力空力機関は止めてあるのだが、素のサスペンションや座席のクッションだけでも称賛に値するようだ。

「王女様も探索者になりに来られたのかしら？」

　よそ行き口調のアリサが、ミーティア王女に話しかける。

　ちゃんと、一般に忌避される紫髪を隠す金髪カツラ着用だ。

「うむ、その通りじゃ──」

「お姫ひい様」

「──分かっておる。冗談じゃ。わらわは太守殿の娘御の病を癒いやしに来たのじゃ」

　背後から聞こえるミーティア王女の言葉が気になって、マップ情報を確認したところ、彼女は「ヘラルオンの巫み女こ」という称号と「浄じよう化かの息い吹ぶき」という先天性スキルギフトを持っていた。

　レベルは四で神聖魔法や「神託」スキルは持っておらず、他ほかには「礼儀作法」スキルを持っている。

　なお、太守の四女が「ゴブリン病：慢性」「瘴しよう気き中毒：慢性」という二つの病気にかかっているようだ。

　この内、瘴気中毒のみがグレー表示となっており、程度の差こそあれ迷宮都市の二割ほどの人々が罹り患かんしている。

　瘴気に弱い半幽霊ハーフ・ゴーストのレイを連れてこなかったのは正しい選択だったようだ。

　一般人に影響があるくらい瘴気が濃かったら、彼女には辛つらい場所だったはずだしね。

　なお、「ゴブリン病」の方は珍しいようで、貴族の子供の中に何人か患っている者がいる程度だった。

「こんなにお若いのにお医者様なのですか？」

「いや、わらわにはヘラルオン神の加護がある。体調の悪い者に息を吹きかけるだけじゃ」

　王女の持つ「浄化の息吹」は、なかなか便利なギフトらしい。

　それにしても会話が聞こえてくるのはアリサと王女がほとんどで、ミーアは一向に会話に加わる様子がない。

「そちらの娘は無口なのじゃな」

「ええ、ミーアは人見知りなのです」

「違う」

　王女とアリサの会話にミーアが小さな声で異を唱えた。

「ようやくわらわを見てくれたのじゃ──なんと！」

　王女の様子がおかしいので、御者台裏のハッチを開いて中を覗のぞく。

「エルフ様だったのじゃ！　無礼を許してたもれ。わらわはノロォーク王国の第六王女ミーティア・ノロォークと申しまする」

「ボルエナンの森の最も年若いエルフ、ラミサウーヤとリリナトーアの娘、ミサナリーア・ボルエナン」

　狭い車内で礼を尽くして名乗った王女に、ミーアが満足そうに頷いて自分も名乗り返した。

　そういえばミーアは自分からちゃんと名乗らない相手には冷たい感じだったっけ。

「ボルエナン！　ミサナリーア様は賢者トラザユーヤ様の氏族の方じゃったのか！」

「賢者？」

　興奮する王女の勢いに押されて、ミーアが困惑顔だ。

「やはり、賢者様が建てられた『蔦の館』に逗とう留りゆうされるのかや？」

「むぅ？」

　王女の問いにミーアが言いい淀よどむ。

「どこに逗留するかはご主人様次第ですので、その『蔦の館』に行くかはまだ分かりません」

「そういえば『エルフ以外には「蔦の館」の門前に辿たどり着つくこともできぬ』と聞いた事があるのじゃ」

　王女はなかなか迷宮都市に詳しいようだ。

　ちょっとマップ検索してみたが、迷宮都市内に「蔦の館」という建物は見付からなかった。

　ギリル氏達が迷宮都市を去った後に破壊されたか、隠いん蔽ぺいされているかのどちらかだろう。オレの予想は後者だ。
















「王女様は迷宮都市に来られた事があるのですか？」

「いや、王国の外に出るのは今回が初めてじゃ。先の話は迷宮都市で修行しておった兄上からお聞きした話なのじゃ」

　王女の話によると、ノロォーク王国の人達は魔物避よけの素材になる「ノロォーク茨いばら」を定期的に納品に来て、そのついでに迷宮で修行と出稼ぎをしてから帰るらしい。

　オレの持つ書物にも、「ノロォーク茨」を使った魔物避けのレシピがあった。

　その本の説明によると、このレシピで造られた魔物避けは他のレシピの物よりも安価で効果が長持ちするのが特徴らしい。

　そんな会話を聞いている内に迷宮都市の東門へと辿り着いた。

　さきほど、門前の巨大ゴーレムがいきなり動き出した事件があったせいか、野次馬が集まりだしており、なんとなく騒然とした雰囲気だ。

　それを横目に入市手続きをし、門を通り過ぎる。

「どちらに向かいますか？」

　東門前の広場の左側に役所を兼ねた太守公館、右側に探索者ギルド、正面の大通りを一〇〇メートルほど進むと城壁で囲まれた宮殿のような太守の住居がある。

　南西方向に見える城のような構造物は、マップによると迷宮方面軍の駐屯地らしい。

「滞在中は太守閣下の館やかたの離れに部屋を用意して頂けると聞いているが、先触れもなしに訪れるのは失礼にあたる。一度、そちらの太守公館で挨拶をして先触れを出して頂こう」

　巌の女騎士がそう告げて馬首を左側に向けた。

　オレ達は太守公館前のエントランスに馬車を着け、女騎士と二人で太守公館の中に足を踏み入れる。

　オレは付き添いついでに手紙を届けにきた。

　砂糖航路で漂流しているところを救助した太守次男のレイリー氏からの手紙とオレの挨拶状だ。

　他領の貴族が訪問した時に挨拶の一つもしないのは失礼に当たるのだが、太守夫妻は迷宮都市を留守にしているようなので挨拶状を用意した。

　レイリー氏によると、迷宮都市セリビーラの太守を任されるのは王都の門閥貴族の中でも、最上級の権勢を持つ上級貴族だけらしい。

　なお、迷宮都市にはレイリー氏の弟妹が暮らしており、彼の姉兄は王都にいるそうだ。

「ノロォーク王国のミーティア王女様、ですか？」

　出迎えに現れた中年官吏が当惑した顔で、女騎士に確認する。

　中年官吏の様子に、女騎士が不機嫌そうに「そうだ」と告げた。

「少々お待ち下さい。すぐに応接間を用意いたします」

　中年官吏は部下に応接間の準備を指示し、自分は予定表らしき書類を確認する。

「──載っていないな。ソーケル太守代理に確認してこい」

「ソーケル様はまだ出仕しておりませんが……」

「またかっ！　太守夫妻がお留守とはいえ、太守代理ともあろう者がっ──どうせ娼しよう館かんあたりだろう。首に縄を付けてでも連れ戻せ」

　眉み間けんに皺しわを寄せた中年官吏が、小声で部下に命じるのを「聞き耳」スキルが拾ってきた。

　どうやら、ソーケル氏というのが仕事をしていないために、ミーティア王女を出迎える準備ができていなかったようだ。

　しばらくして応接室の準備ができたと女性職員が報告にやってきた。

「では私達はこれで失礼します」

　ミーティア王女を送り届ける役目も果たした事だし、オレ達はここで去ろう。

「なんじゃ、もう行ってしまうのか、サトゥー殿？　わらわはもそっとアリサやミサナリーア様とお話をしたいのじゃ」

「お姫ひい様、あまり無理を言ってはいけませんよ」

　ミーティア王女の可か愛わいい我が儘ままを乳母が窘たしなめる。

「ミーティア様も迷宮都市に滞在なさるのでしょう？　でしたら、いつでもお話しできますよ。落ち着き先が決まりましたら、ご連絡いたします」

　渋るミーティア王女達が応接室へと向かうのを見送り、役人のいる公館窓口に向かう。

　オレの姿を見つけた中年官吏が奥から飛び出てきた。

「王女様に何か失礼でもございましたか？」

「いえいえ、私は太守閣下への手紙をお預けしに参っただけです」

　中年官吏の誤解を解きつつ、懐から家紋入りの布に包んだ手紙を取り出す。布の中に入っているのは、オレの挨あい拶さつ状と太守次男のレイリー氏からの手紙の二通だ。

　中年官吏が丁寧な仕草で、オレから手紙を受け取り、雅みやびな細工が施された盆の上に載せる。

　不意に中年官吏の眉まゆがピクリと動いた。

「──ダルトン、休暇の私を呼び出した理由はその若造か？」

　後ろから居丈高な声が掛けられたので振り向く。

　そこに立っていたのは二〇歳くらいの青年で、耽たん美び系の美び貌ぼうを不機嫌に歪ゆがめながら、こちらに値踏みするような視線を向けてきた。

　彼が太守代理のソーケル氏だ。

「お初にお目に掛かります。ムーノ男爵の家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

「どこかの小国の王族かと思ったら、単なる名誉士爵か──」

　ソーケル氏がこちらを見下した発言の途中で顔を顰しかめた。

「──ペン、ドラゴン、だと?!」

　先ほどの表情が消え、深い憎しみに変わる。

　彼とは初対面のはずなんだが、どうしてこんなに親の敵かたきみたいに睨にらまれるんだろう？

「勇者に取り入り、殿下を貶おとしめた、あの逆賊か！」

「何か誤解があるようですね」

　オレと接点のあった中で、シガ王国貴族が殿下と呼ぶなら、公都で絡まれたシャロリック第三王子の事だろう。

「キサマのせいで、殿下は護国の聖剣クラウソラスもシガ八剣の地位も失われたのだ！」

　はて？　オレの扮ふんする勇者ナナシのせいと言われるならともかく、サトゥーとしてのオレ自身は王子とほとんど接点がなかったはずなんだけど？

　それに聖剣クラウソラスはオレのストレージの中にあるけど、公式には国王に渡した贋がん作さくが本物だって事になっているはず。

　たぶん、聖剣クラウソラスが「失われた」っていうのは、王子の手から離れたって事を言っているんだと思う。

　王子が公都の黄肌魔族事件で老化したせいで、治療と静養のために王都へと送還されたとは聞いていたけど、そのままシガ八剣の役職を失ったのは知らなかった。

「私のせいと言われても、何の事やら？　公都の晩ばん餐さん会やテニオン神殿で二度ほどお言葉を頂いたくらいで、他には特に接点もございません」

　その二回もイヤミを言われた程度だった気がする。

「言い逃れするか！　この凡夫──手紙？　勇者の次は太守夫人に取り入る気か！」

　激げき昂こうの途中で、ソーケル氏が中年官吏の持つ盆からオレの手紙をかっさらい、激情のままに握りしめる。

　中年官吏や太守公館の人達が、彼の無礼な行いに顔を顰めた。

　オレの手紙はともかく、太守令息のレイリー氏の手紙まで握りつぶしてしまっている。

「その手紙ですが──」

　太守令息のレイリー氏のモノだと続けようとしたところに、第三者が割り込んできた。




「──いけませんねぇザマス」




　奇妙な言葉遣いで現れたのは、ぽっちゃりと太った柔和な顔の老貴族だった。

　緑色が彼のテーマカラーなのか、衣服だけでなくアクセサリーや小物に至るまで緑系の色合いの品で統一している。ご丁寧な事に緑色のマニキュアや口紅まで塗っているようだ。

　ＡＲ表示によると、迷宮都市セリビーラに居を置く貴族で伯爵家の前当主らしい。

　変な語尾なので念のために種族や状態を確認したが、ごく普通に人族で憑ひよう依いもされていない。語尾だけで「魔族かもしれない」と疑うのは少し失礼だったようだ。

「ポプテマ相談役！」

　中年官吏がほっとしたように緑貴族の名を呼ぶ。

　緑貴族と相性が悪いのか、ソーケルの表情が気まずいモノに変わった。

「せっかくの手紙をこんな風に扱ってはいけませんザマス」

　ソーケルの手から優しく手紙を抜き取る。

「これはちゃんと太守様に手渡すので安心するザマス」

「ありがとうございます」

　にこりと微ほほ笑えむポプテマ相談役の目が笑っていなかった気がするが、オレとしてはレイリー氏の手紙が彼の両親に届けば文句はないので、素直に礼を言う。

「ふんっ、付き合っていられん」

　周りから空気扱いされていたソーケルが肩を怒らせて応接間の方に逃げた。

　彼と相対するミーティア王女が心配だったが、巌いわおの女騎士や乳母さんもいるし大丈夫だろう。

　オレはポプテマ相談役や太守公館の人達に騒がせた事を詫わびて、暇いとま乞ごいをする。

　それにしても、ソーケルのような短慮で情緒不安定な者を太守代理に任命してしまうとは……レイリー氏には悪いけど、彼の父親でここの太守をするアシネン侯爵はあまり有能な為政者ではないようだ。

　これからの迷宮都市生活がちょっと心配だね。





◆






「ねえ、まずはギルドに行って冒険者の登録をしましょう！」

　太守公館を出て馬車に乗り込むなり、アリサがそんな事を言い出した。

　まずは、宿を取るべきではないだろうか？

　それに、冒険者ではなく探索者だ。

「でね、でね！　まずはＦランク冒険者として登録するの！　そしたら『女子供がするような仕事じゃないぜ？』とか嫌な中堅冒険者が絡んできて、あっさり叩たたきのめしちゃうのよ！」

　貴族相手に絡んでくるような無謀なヤツはいないと思う。

　それにＦって──。

　過去の勇者や転生者によって、アルファベット自体は存在するようだけど、正直言ってマイナーな文字だから使われていないと思う。

「んで！　注目を集めた後、迷宮に入って新人にはありえないほどの成果を出して、受付のお姉さんを引かせるのよ」

　引かせてどうする。

「で、成果の中にレアな変異種とかの討伐部位があって、ギルド長の部屋に呼ばれて、特別にＣランクとかＢランクまで一気に駆け上がるのよ～」

　中空を見つめて鼻息荒くまくし立てたアリサに、年少組が割れんばかりの拍手をしている。

「うふふ、ご主人様、行き先は探索者ギルドで宜よろしいですか？」

「ああ、頼むよ」

　楽しそうなルルの問いに答えると、ほどなく馬車は太守公館前の探索者ギルドの裏手にある駐車場へと入っていった。

　馬番らしきギルドの職員の誘導で、空いている駐車スペースへ馬車を入れる。

　馬番の娘さんなのか、小学生くらいの女の子もお手伝いをしていて微笑ましい。

「先に行くわよ！」

「待って～？」

「なのです！」

「ずるい」

　地に足が着いていなそうなアリサに釣られて、ポチ、タマ、ミーアの三人もタタタッと軽快に正門の方へ駆けて行った。

　リザとナナから走竜の手綱を預かり、年少組の付き添いに先行して貰もらう。

　周囲を見回すと、他ほかの馬車は御者が残っている。

「すまない、この子達の登録に来たんだ。しばらく馬車と走竜を頼めないかな？」

「はい、旦だん那なしゃま。さまっ」

　オレは手の空いていたお手伝いの女の子に声を掛ける。

　嚙かんだのが恥ずかしいのか、女の子が赤くなって俯うつむいていた。ポンポンと頭を軽く撫なでて「よろしくね」と頼んで、チップを弾んでおく。

「行こう、ルル」

「はい、ご主人様」

　オレはメイド服姿のルルを連れて、探索者ギルドの正門へ向かった。




　初夏のような気温の外と違い、探索者ギルドの中はひんやりと快適だ。床は大理石でできており、どこか大企業のロビーのような雰囲気がある。

　入って右手に会議ブースのような場所があり、ギルド職員らしき人間と豪商らしき人物が商談をしているようだ。

　フロアの奥には銀行のようなカウンターがあり、八つほどある窓口の内の二つだけに受付の職員がいる。受付は二〇歳ほどのキャリアウーマンっぽい女性と、三〇歳くらいのイケメンの二人だけだ。

　先に入っていたアリサ達は、女性職員の窓口で話し込んでいた。

　他には客がいないようで、男性職員はアリサ達の方を微笑ましそうに見ている。

「早く、早く！」

「ご主人様～？」

「こっちなのです！」

「こっち」

　姦かしましい幼女達に呼ばれてカウンターに向かう。職員のお姉さんは苦笑いだ。

「初めまして士爵様。私わたくし、本日の担当をさせて頂きます、ケーナと申します。本日はご登録という事ですが、普通登録をなさいますか？　それとも特別登録をなさいますか？」

　公都で仲良くなった探索者達やエルフ師匠達からは、そんな話を聞いた事がない。

　なお、オレが士爵だというのはアリサ達から聞いた情報のようだ。

「その二種類の登録は何が違うんだい？」

「特別登録は探索者身分証として初めから黄金証が受け取れます。もちろん、普通登録と違って有料ですが、こちらは魔法道具になっていて、位置特定信号を定期的に発信します。迷宮突入時に探索帰還予定を登録しておいて頂ければ、猶予期間を経た後にその信号を辿たどって救助部隊が急行します」

　位置特定とかノーサンキューだね。

　それに、定期信号の発信間隔が一日に数回しかないという話だから、どちらかというと救助のためというよりは遺品回収が目的な気がする。

「そんなに深く潜る予定もないから、普通の登録で頼む」

「はい、承知いたしました。それでは、みなさんの名前をお願いします」

　なぜか身分証の提示は求められなかったので、念のために確認する。

「身分証はいらないのかい？」

「はい、最初の登録では名前のみで構いません。少数ですが探索者の中には、偽名や通り名で登録されている方もいらっしゃいますよ」

　ふむ、管理はかなり緩いみたいだ。資源を産出する国有鉱山みたいな場所に入らせるのに、管理しなくていいのか少しだけ気になる。

「では、以上の八名様で宜しいですね？」

　職員の確認に首肯しようとしたところで、闖ちん入にゆう者があった。

「待つのじゃ！　わらわも一緒に登録なのじゃ」

　現れたのは先ほど太守公館で別れたはずのミーティア王女だ。

「ラヴナ殿達は一緒じゃないのですか？」

「うむ、無礼な貴族とケンカしておるので、その隙すきに探索者登録に来たのじゃ」

　巌の騎士ラヴナとソーケルは馬が合わないと思ったが、王女そっちのけでケンカするとは困ったモノだ。

「ですが、勝手に登録しては叱しかられませんか？」

「これでも来年で成人じゃ。父王様からも登録だけなら良いと言質をとってあるから大丈夫なのじゃ」

　保護者の許可があるならいいか。

「では、ミーティア様の分も登録をお願いします」

　オレは職員に「殿下の分は黄金証で」と耳打ちしながら、テーブルの上に代金の金貨が入った小袋を載せる。

　さすがに王女様に木証を持たすのもマズイだろう。

　黄金証なら、今回のようにミーティア王女が巌の騎士達を撒まいて迷宮に入っても追跡できるだろうしね。

「承知いたしました」

　職員が王女のフルネームと年齢、逗とう留りゆう予定場所を確認して、記帳を行う。

　名前だけでいい木証とは大違いだ。

「黄金証の発行には時間がかかりますので、後日、太守様の別館にお届けいたします」

「うむ、頼んだぞ」

　ミーティア王女が嬉うれしそうに頷うなずく。

「殿下！」

　扉を壊すような勢いで、巌の騎士が現れた。

「さすがラヴナ、早いのう──」

　どうやら、王女がいなくなったのに気付いて捜しにきたようだ。

「──もそっと遅くても良かったのじゃが」

　王女が小さな声で愚痴を言う。

「お戻り下さい、殿下」

「仕方ない──また会おうなのじゃ、アリサ、ミサナリーア様。それにサトゥー殿も、先ほどの助力を感謝するのじゃ」

　迷宮都市に運んだ礼は言われたから、今の感謝の言葉は黄金証の代金を奢おごったことだろう。

　オレ達は王女達を出口まで見送ってから、職員の所に戻る。

「お待たせしてすみません」

「いいえ、構いませんよ」

　オレは職員に詫びて、手続きに戻る。

「では、こちらが木証となります」

　職員が紐ひもの付いた小さな木板をオレ達に渡してくる。

　木板には今日の日付と三桁けたの通し番号が焼き印で押してあった。

「この木証が探索者としての当座の身分証になります。木証は見習い探索者用で、迷宮に入って一人当たり五つ以上の魔コ核アを持ち帰る事によって、正探索者の証である青銅証を与えられます」

　身分証は木証、青銅証、赤鉄証、ミスリル証、黄金証の五種類があるそうだ。

　赤鉄証は毎月一定数の魔核を回収できる中堅以上の探索者に与えられ、ミスリル証は「階層の主フロア・マスター」を倒すような一流の探索者に与えられるらしい。

　黄金証は先ほど説明を受けたように、貴族や大金を惜しげもなく積めるような富豪専用だ。

「木証は翌々月までに魔核を一つも収められなければ失効しますので、ご注意下さい」

　なるほど、身分証だけが目的の者は篩ふるい落とされるらしい。

「ねえ、これを貰ったって事は、迷宮に入っていいの？」

「はい、いいですよ」

　女性職員がにっこり笑って頷く。

「でも、ちゃんと装備を整えてからにしてね？」

「は～い！」

「あい～？」

「はい、なのです！」

「ん」

　年少組の楽しそうな声がギルドに響く。

　迷宮行きを明日あしたまでお預けにするのは無理みたいな雰囲気だ。

　せっかくだし、宿をとって馬車や走竜達を預けたら、ちょっとだけ迷宮を覗のぞきに行ってみるとしよう。




「思ったよりも良い部屋ね」

　オレ達は探索者ギルドで紹介してもらった「栄光の剣」亭という高級宿に五泊六日で部屋を取った。馬車の管理や馬の世話に定評があるらしい。子羊料理も自慢との事だ。

　宿の部屋は一泊金貨二枚というけっこうな値段だったが、八人分の料金と考えたらそれほどでもないかもしれない。

　人族のみの棟と亜人混在の棟が分かれているのはトラブル防止のためだろう。

「それじゃ、装備を着替えたら呼んでくれ。ロビー前の喫茶室でお茶でも飲んで待っているよ」

　オレはそう告げて、着替えるために服を脱ぎだした仲間達を置いて部屋を出た。

　もうちょっと、恥じらいを教えた方がいいかもしれない。

　廊下の窓から厩きゆう舎しやが見えたので、ちょっと寄ってみた。

　探索者ギルドのお墨付きがあるだけあって、馬や走竜達は満足そうな様子だ。

　オレの浮遊馬車は駐車時に外見だけそっくりな普通の馬車と交換してあるので、秘密がばれる心配はない。「贋がん作さく」スキルの補助のお陰で細かな汚れもバッチリ偽装してある。

「若様、申し訳ありません。そちらの馬車の洗浄は専門の業者が来てからになりますので……」

「いや、少し馬達の様子を見にきただけだ」

　恐縮する厩舎長にそう答えて厩舎を去り、喫茶室でお茶を楽しむ。

　高級宿だけあって、良い茶葉だ。

「──ご主人様、お待たせいたしました」

　着替え終わったリザが呼びに来たので部屋に戻る。

　武装は相変わらずの魔槍ドウマだが、それ以外の装備類は迷宮用に新調したモノだ。

「新しい鎧よろいもよく似合っているよ」

「き、恐縮です」

　せっかくなので、褒めてみたらリザが真っ赤になって照れた。

　一見白い革鎧に甲虫系の甲殻を使った胸当てや肩当てを追加した軽戦士風の装備だが、その実態はシガ王国の重装騎士を遥はるかに超える防御力がある。

　革鎧部分の表面を定番の「鎧井守ハード・ニユート」の薄革で偽装しているものの、その下には大怪魚トヴケゼェーラの強きよう靭じんすぎる皮が隠されている。

　更には聖剣クラスの攻撃にも耐えるように、オリハルコン製の帷子かたびらもサンドしてみた。

　ちょっと過保護が過ぎるかもしれないが、仲間達が怪け我がをしないように最大限の配慮をしてある。

　なお、甲殻は単なる飾りなので、大砲の一撃を受けたら割れてしまうだろう。

　甲殻の表面には彫金スキルの練習がてら、華美になりすぎない模様を付けておいた。

「マスター、一人ずつ登場するので称賛を期待すると告げます」

　どうやら、ファッションショー形式らしい。

　一番手はリザだったようで、次がナナとの事だ。

「アダマンタイト合金の大盾で仲間を守ると誓います！」

　ナナが守護騎士のようなポーズで、棒読みのセリフを告げる。

　なんとなく、ソーシャルゲームのキャラ参入シーンみたいだ。

　ナナの装備はリザとほぼ同じだが、帷子がオリハルコン製の重厚な鎖帷子に替わっている。

　甲殻も飾りではなく、内側にアダマンタイト合金製の板金で補強しておいた。

　大盾もアダマンタイト合金製だが、外側に戦蟷螂ウオー・マンテイスの甲殻を張って偽装してある。

　リザと同様に武器の魔剣は以前のままだ。

　鞘さやは鎧や盾に合わせて新調した。

　なお、よく見ないと分からないが、ナナの装備一式に付けた飾り模様は、応援するヒヨコの大群にしてある。

「うん、すごく頼りになりそうだ」

「マスターの称賛に感謝だと告げます」

　分かりにくいが、照れているらしい。

「じゃじゃん～？」

「じゃじゃじゃじゃーん、なのです！」

　三番手と四番手のタマとポチが部屋に入ってきて、シュピッとシュタッのポーズで動きを止める。

　きっと称賛の言葉待ちだろう。

「二人とも、とっても可か愛わいいくてカッコいいよ」

「にへへ～？」

「ポチはやるのですよ！」

　タマがくねくねと照れ、ポチはシャドーボクシングのようなスタイルでやる気をアピールする。

　二人の装備はそっくりだが、細かなところが若干違う。

　ポチはナナの大盾を小さくした盾を装備し、盾と胸に肉球マークが可愛くプリントしてある。

　タマは同型の魔剣をもう一本追加した二刀流スタイルで、飾りの甲殻の代わりにフリル状の魔法装置がくっついている。

　この魔法装置は表面滑性を強化した薄い魔力防御壁を生み出す。

　残念ながらオレのお手製ではなく、砂糖航路の旅の途中でサルベージした船から得た装置の流用だ。本来は船と海の摩擦を減らして速度を上げるための装置だったらしい。

「ほめて」

　次はミーアが現れて、くるりと回って見せる。

　ミニスカートだがインナーにショートパンツを組み込んであるので、下着が見える事はない──はずだ。きっとさっき見えたシマシマはショートパンツの柄に違いない。

「ミーアはお姫様みたいに可愛いよ」

　ストレートな要求にベタな褒め言葉を返す。

　ミーアの新装備は魔法少女モノにでも出てきそうな、フリフリの服装に甲虫系の胸当てを付けたドレスアーマーともいうべき装備になった。

　ドレスアーマーの素材はオレのローブと同じユリハ繊維の生地を外側のダミーに使い、内側は大怪魚の銀皮繊維を使ってある。

　この銀皮繊維は上級光魔法や聖剣すら弾はじき返すという逸話があるそうだ。

　ゲームなんかだと後衛は紙装甲というのが定番だが、ミーアの防御力は前衛の獣娘達と比較しても遜そん色しよくがない。

　武装については、山樹の枝を削り出して作った細く可か憐れんな長ちよう杖じようをダミー装備している。

　迷宮内では詠唱不要の火ひ杖づえや雷かみなり杖づえを標準装備し、水魔法や精霊魔法使用時には世界樹の枝から作った長杖を使う予定だ。

　エメラルド色に輝く世界樹の晶枝エメラルド・ブランチを使った杖は、扱いの難しさから使い手を選ぶので、まだミーアやアリサには渡していない。

　ミーアに続いて、ルルが入ってきた。

「ご主人様、私なんかがこんなに可愛い服を着ていいんでしょうか？」

　メイド服を基調にした鎧はメイド戦士物のコスプレ衣装のようだったが、ルルの魅力をたまらないほど発揮してくれている。

「──作って良かった」

「え、あの……ご主人様、そんなに見つめられたら恥ずかしいです」

　しみじみと呟つぶやきながら、ルルという芸術を眺めていたら、本人からストップが入ってしまった。
















「とっても、よく似合っているよ」

　今日ほど自分の語ご彙いのなさが恨めしいと思ったことはない。

　オレが詩人だったなら、ルルの奇跡のようなメイド姿をもっと称賛できたのに……。

「ありがとうございます。お世辞でも嬉うれしいです」

　ルルがそんな事を言うので「本心だよ」と訂正しておいた。

　さて、ルルの装備だが、材質はミーアと同じモノを使用している。

　ただし、エルフの里で護身術を学んだルルには、後衛陣の守護役も兼ねて貰もらいたいので、銀皮繊維の密度を増やして防御力を上げた。

　更に服の中には「身体強化」の魔法陣やルーンを縫い込んである。

　他の子達の装備にないのは、既に自分で使えたり、スキル取得の妨げになったり、魔力浪費の原因になったりするからだ。

　武装の方だが、砂糖航路でルルに持たせていた小型魔砲改造の狙そ撃げき用魔法銃は、使用を禁止してある。閉鎖空間で使うには威力が大きすぎるし、運用に蒼そう貨かが必要になるからね。

　新装備にはライフル型の雷杖銃というのを用意してみた。

　これはオレがカスタマイズした雷杖と同じ仕組みの銃で、雷撃の集束度を調整できるようにしてある。

「じゃじゃーん！　最後のトリは真打アリサちゃんよ！　この可愛さに全銀河が惚ほれるぅう～」

　アリサの装備はミーアの色違いだ。

「うん、惚れた惚れた」

　オレは適当にあしらいながら、皆にお揃そろいのマントを渡していく。

　青を基調としたマントで、背中と右胸にペンドラゴン家の紋章がミスリル糸で刺し繡しゆうしてある。

　このマントは後衛の服と同じ素材に、防寒や防臭防汚効果のある魔法陣やルーンを裏側に刺繡しておいた。

　外側は見分けやすいように同色にしてあるが、裏地は各人の好みに合わせて変えてある。

「ちょっとー、アリサちゃんだけ扱いが雑ぅー！　拗すねるわよ！」

　アリサが頰ほおを膨らませて抗議していた。

「悪い悪い、アリサも新装備が素敵だよ。日曜朝の番組からオファーが来そうだ」

「えへへ～、そうかな～、それほどでもあるけど」

　さすがにちょっとかわいそうだと思って褒めたら、噓うそを吐ついたピノキオのように鼻高々に胸を反らして喜んだ。

「危ないよ～？」

「アリサ、早くマントを着るのです」

「ん、迷宮行く」

　そんなアリサを年少組が窘たしなめる。

「おっと、忘れるところだったわ」

　アリサがバサリと音を立ててマントを身に着ける。

「マスター、剣は装備しないと使えないと忠告します」

　ナナがゲームの武器屋みたいなセリフを言いながら、妖よう精せい剣を手渡してくれた。

　重いし服がズレるから普段は身に付けていないのだが、せっかくの探索者デビューだし、ナナから受け取った妖精剣を装備する。

「うん、凜り々りしいわ！」

　腕を組んだアリサが偉そうに頷うなずく。

　タマとポチがその左右で、アリサのマネをしてコクコクと頷いていた。




「さあ、迷宮に出発よ！」

　クルリと入り口を向いたアリサが拳こぶしを天に突き上げて宣言した。

「あいあいさ～？」

「れっつらごー、なのです」

「ん、出発」

　年少組の先導で、オレ達は宿を出る。

　迷宮に繫つながる西門までは、宿に呼んでもらったチャーター馬車で向かう。

　迷宮都市の街路は入り組んでおり、迷路のような様相を醸していた。

　おそらくは迷宮から魔物が氾はん濫らんした時に、遅滞防御するための設計なのだろう。

　マップで見る限り、南北の門を繫ぐ大通り以外は全すべてそんな感じだった。

　もっとも、そんな都市の仕組みに興味があるのはオレだけのようで、他ほかの子達はまだ見ぬ迷宮に思いを馳はせているようだ。

「えへへ～、リアル迷宮って初めてよ。やっぱ、スプリガンの試練場とは違うの？」

　アリサの言う「スプリガンの試練場」とは迷宮を模した施設で、探検好きのスプリガン達が訓練するためにあるそうだ。

　オレがクラゲ対策に忙しくて構ってあげられなかった頃ころに、エルフ師匠達が訓練に連れて行ってくれたらしい。

　なんでも、その試練場は「揺り篭クレイドル」を作ったトラザユーヤ氏の設計との事だ。

「ぜんぜんちがう～？」

「あんな遊び場じゃないのです！　ニクワキチーオドル本物のセンジョウなのです！」

　テンションの上がったタマとポチが座席から立ち上がり、得意そうに胸を張って主張する。

　そんな珍しい二人の姿も、なかなか可愛くて良い。

「二人共、そんな調子では迷宮で怪我をしますよ。気を引き締めなさい」

「あいあい～」

「はいなのです」

　アリサに先輩風を吹かせていたタマとポチを、リザが窘めている。

　ミーアとルルは緊張しているのか、言葉少なだ。ナナは平常運転なので大丈夫だろう。

　そんな楽し気な会話を聞いている内に、馬車は迷宮前広場へと到着した。

　一〇〇〇人以上の人が整列できるほどの広場があり、その奥に白亜の建物がそびえ立っていた。

「──あれが西ギルド。迷宮都市セリビーラで一番賑にぎやかな場所さ」

　お上りさんのように、その建物を眺めていると、横を通りかかった中年探索者がそう教えてくれた。

　彼が自慢気に告げるのも分かる。小国の宮殿並みに立派な建物だ。

　オレ達は探索者西ギルドの建物を眺めた流れで、その前を行きかう人達を眺める。

「うわっ、みんな派手な鎧よろいね～」

「はではで～」

「トリさんみたいなのです」

「カブキ者？」

　ミーアの感想が少しヘンだが、オレも仲間達の感想に同意する。

　魔物の部位を使った鎧が多いのは良いのだが、あの無駄に見える突起や羽などの装飾には、どんな意味があるのだろう？　やはり、威嚇のためなのだろうか？

「妙な装備が多いですね」

「仮設装備だと推測します」

　リザとナナが首を傾かしげるのも分かる。

　迷宮都市の探索者達の装備は独特だ。歳としの若い人ほど謎なぞ装備の人間が多い。

　服に木片や何かの骨を縫い付けて防具にしている者や、石せき斧ふや尖とがった骨を穂先にした槍やりを武器にしている者もいた。資金がなくて装備を揃えられないのだろう。

　プタの街の魔ま狩人かりゆうどの方が、まだまともな装備だった気がする。

　公都の試合に出ていた探索者達はわりと普通の外見だったから、探索者でも上位の者達はＴＰＯを弁わきまえていたようだ。

「人族以外も多いですね」

「獣人系や鱗うろこ族系が多いみたいだ」

　リザの言葉に首肯する。

　他の都市と異なり、自分達の種族を誇示している者が多い。

　フードを被かぶった者は妖精族や魔法使い、それから貴族の関係者みたいだ。

　怪け我が人にんも多いらしく、血や泥で汚れた包帯で顔や身体からだを覆っている者も少なくない。

「ご主人様、怪我をしている人が多いですね」

　包帯の人や杖を突く人を見て、ルルが心配そうに呟く。

「そうだね。神官や魔法使いの数にも限りがあるだろうし、魔法薬を常用するのはコストが高いからね」

　オレ達は自作魔法薬が使いたい放題だし、ミーアやオレの回復魔法もあるから大丈夫だ。

　ＡＲ表示によると多くは怪我人だったが、中には「魔人薬：中毒」のようにヤバそうな薬品の中毒状態の者も交ざっていた。

　この「魔人薬」という名前には聞き覚えがある。

　外道が使うような禁止薬品だと、ボルエナンの森のエルフ達が言っていた。ボルエナンの禁書庫にレシピがあったが、エルフ達に警告されたので読んでいない。

　まったく、ファンタジー世界に危ド険ラ薬ツ物グは似合わないよ。

「さ、迷宮門へ向かいましょ！」

「ん、道草禁止」

　探索者西ギルド内を見物したかったが、妙に混雑していたのでオレ達は年少組にせかされるまま迷宮に繫がる西門へと足を向けた。

　ここと西門の間には道路沿いに一メートルほどの低い壁があり、その向こうが学校のグラウンドほどの広さもあるすり鉢状の階段になっていた。なんとなく、野外コンサート場を彷ほう彿ふつとさせる。

　西門はすり鉢状の階段の奥端にあった。

　ここからだと二メートルくらいの段差を飛び越えないといけないので、オレ達は露店通り沿いの細い階段に向かう。

　ここは迷宮へ向かう定番通路らしく、売り子が次々に寄ってきた。

「貴族様、携行食糧や水は足りていますか？　一食銅貨一枚ですよ。いかがですか？」

「貴族様！　ランタンにゴブリン油はいかがでっか？　安いよ！」

「ばーか、貴族様がそんな臭い油を使うもんか。貴族様、うちは普通の獣油だよ！」

「そこの貴族の若様、レベルアップ前のゲン担ぎに『宝物庫アイテムボツクス』に触れていきませんか？　お一人銀貨一枚頂きますが、上う手まくいけば若様やお嬢様方にも『宝物庫』スキルが宿るかもしれませんよ？」

　なんとも賑やかだ。

　興味を惹ひかれるものもあったが、一人に構うと囲まれそうなのでスルーして通り過ぎる。

「よう、そこの新人探索者の貴族様。迷宮の地図はいらないですかい？」

　今度は言葉遣いが微妙に敬語になっていない男が、地図を片手に寄ってきた。

　オレにはマップがあるから地図なんていらないので、その横を通り過ぎようとする。

「待って下せえ！　うちの地図はそんじょそこらの地図とは格が違うですぜ！　赤鉄の探索者達から聞いた情報で描かいてあるんですぜ！」

　赤鉄という単語に、思わず足を止めてしまった。

　たしか、赤鉄と言ったら、ベテラン探索者とイコールで結べるはず。

　オレは足を止めて男を振り返る。

「いくらだ？」

「一区画あたり銀貨三枚だよ」

　相場スキルによると、地図の相場は大銅貨一枚から三枚だ。

　ボッタクリにも程がある。

「大銅貨三枚なら買おう」

「おいおい、それは値切りすぎじゃないですかい？」

「それ以上なら別にいらないよ」

「待った、今回は特別に大銅貨三枚でいい！」

　オレが立ち去ろうとすると、男が素早く値引きの要求を吞のんだ。

「うちは迷宮都市で一番正確な地図を売ってるんだ。この地図が役に立ったら、是非とも次からもウチで買っておくれよ」

　オレは貨幣と地図を交換する。地図の端には汚い字で第一区画と書かれていた。地図は線と変な記号だらけで、読み方が分からない。

　平面の紙に立体的な地図を描くために色々と試行錯誤しているようだ。

「どう読むんだ？」

「読み方は大銅貨一枚──」

「それくらい、さっきの料金の内だ」

　更に小金を掠かすめ取ろうとする小男の言葉に被せるように、サービスを強要した。

「この印はなんだい？」

「これは標識碑さ」

　小男の要領を得ない説明を纏まとめると、標識碑というのは昔の探索者達が迷宮の探索済みエリアに設置したもので、一定の間隔で迷宮に配置されているそうだ。

　この標識碑には「区画番号」「入り口からの距離」「通し番号」という三つの情報が刻まれているらしい。

　さらに、もう一つ重要な機能がある。

　魔物が近寄ると赤い光を出し、人が近寄ると青く光るそうだ。暗い迷宮で、探索者の同士討ちを防ぐ役割を果たしているらしい。

「でも、若様。標識碑が青く光っているからって気を許しちゃいけませんぜ？」

「どうしてだい？」

「迷宮の中にいるのは探索者や運搬人だけじゃない──迷賊って呼ばれる探索者を狙ねらう盗賊がいるんだ」

　ボルエナンの森で、エルフ師匠の一人がそんな事を言っていた気がする。

「ヤツらが傍そばに寄っても、標識碑は青く光っちまうのさ」

　──なるほど、人間だと油断したところをザクッとやられるわけか。

「そんなヤツらに襲われたら、どう対処すればいい？」

「そいつぁ、難しいところだねぇ──」

　向こうから斬きりかかってきたら、殺すなり捕まえて犯罪奴隷として売り払うなり好きにしていいらしいのだが、友好的な振りをされると普通の探索者と区別が付かないらしい。

　そのため、他の探索者と出会った場合は顔見知りでもない限り、お互いに距離を取るまで警戒を解いてはいけないそうだ。

「良い情報だ。感謝する」

　オレが礼を告げると、男は満足そうに手を振って次の客を探し始めた。

　男が新しい客を見つけて移動すると、今度は丈の短い服を着た子供達が寄ってくる。なかなか忙しい場所だ。

　この子達は物もの乞ごいか、浮浪児だろうか？

　そう思って詳細情報を調べたら、職業欄が「荷運び」となっていた。

　なぜか、小さな女の子が多い。

「貴族様、雇ってください」

「雇って、一日賤貨二枚でいいよ」

「あたし、一日賤貨一枚でいい！」

「ちょっと、割り込まないでよ」

「ご飯をくれるなら、お金なんていらない。なんでもするから！」

　幼女達がオレの傍に纏わり付いてくる。

　勇者ハヤトが聞いたら「ＮＯタッチだ、サトゥー！」と叫びそうな光景だ。オレの服を摑つかもうとした幼女は、リザがやんわりと押し返してくれた。

「離れなさい」

　そう言ってリザが一ひと睨にらみしたら、幼女達は少し距離を取ったが売り込みを止やめない。

　きつく言って追い払うのもかわいそうだが、どの子もレベル一から二と低いので、危なくて迷宮に連れて行くのは無理だ。

　幼女達の間から、きゅるきゅると可か愛わいいお腹なかの鳴る音が聞こえた。

　そんな空腹の幼女達に同情したのか、タマとポチが何か言いたそうにオレを見上げてくる。

　このまま見捨てるのもかわいそうだ。

　周囲を見回すと饅まん頭じゆう売りの娘が足早に寄ってきた。なかなか利に敏さとい。

「迷宮饅頭はいかが？　一個賤貨一枚でお腹一杯だよ」

　これは迷宮都市では定番らしく、芋の粉で作った皮で豆と芋の餡あんをくるんでいるらしい。

　蒸し饅頭というよりは「お焼き」に近い料理のようだ。

　けっこう大きいので、子供なら満腹になるだろう。

「うあ、迷宮饅頭だ」

「久しぶりのごはんだあ」

「うん、ご馳ち走そうだね」

「いっぱい働くよ貴族様」

　迷宮饅頭を受け取った幼女達が、はぐはぐとひたむきに食べ始める。

　その食いっぷりに興味を引かれたので、幼女達に与えるついでにオレ達の分も買って味見してみた。

　──マズイ。

　セーリュー市で食べたガボの実の料理と真っ向勝負ができそうなマズさだ。

　この激マズ饅頭がご馳走だなんて、この子達の普段の食生活が少し心配になる。

「ぴりぴりなのです」

　ポチが舌を突き出して微妙な顔になる。

　どうやら、中に入っている芋や豆の赤黒いスジを食べると軽い麻ま痺ひ状態になってしまうらしい。

　さすがは迷宮都市、街中で食事をする時にも罠わなに注意しないといけないとは……。

「サトゥー、綺き麗れいになって」

　謎なぞ発言がミーアから飛び出した。彼女にしては長文だ。

「綺麗？」

「精霊光」

　どうやら、普段は抑えている精霊光を解放しろと言いたいらしい。

　念のためにマップ検索で、精霊視スキルを持つ者が市内にいないことを確認する。

　オレの精霊光は派手で特徴的だから、用心はしないとね。

　精霊光を解放する直前に、ミーアの意図に気付いて瘴しよう気き視しを有効にしてみた。

　──げっ。

　露店通りの食品の多くに、カビのような黒い靄もや状の瘴気がこびり付いている。

　それほど瘴気が濃くないので、ミーアも瘴気を払う力のある精霊光を解放させようとしたようだ。

　ミーアには瘴気視はないが、瘴気の濃い場所には精霊が近寄らないので、異変に気付いたのだろう。

「綺麗」

　オレが精霊光を解放すると、ミーアがうっとりした顔でオレの精霊光を見つめる。

　ほんの一分ほど解放しただけで、露店通り一帯の瘴気が薄れたようだ。

　手元の迷宮饅頭には僅わずかな瘴気も残っていない。

「何があったの？」

　不思議そうなアリサに、瘴気の話をする。

　恐らくここで売られているのは、浄化処理をしていない魔物の肉なのだろう。

　どうりで、慢性的な瘴気中毒になっている人が二割もいるはずだ。

「でも、これはマズイままね」

　アリサがぼやくように、瘴気が除去されても迷宮饅頭は激マズのままだった。

　食べる気にもならず捨てるわけにもいかず、扱いに困っていたところ、手に持っていた迷宮饅頭を見つめる子供がいたので、プレゼントして事なきを得た。捨てる神あれば拾う神ありだね。

「さて、そろそろ迷宮に入ろう」

　幼女達をその場に残して西門へ向かう。

　なぜか、幼女達が付いてこようとしたのだが、連れて行けないと言って置き去りにした。

「幼女達が仲間にして欲しそうに、こちらを見ている」

「やかましい」

　アリサが何かのゲームのシステムメッセージのような事を言っているがスルーだ。

　オレ達を通した西門が閉まる向こう側で、幼女達が名残惜しそうな顔をしていたが、心を鬼にして引き返さなかった。







　死の行進





〝サトゥーです。多人数参加型のネットゲームでは魔物を団子状に引き連れて逃げる行為はトレインと呼ばれ、色々と迷惑なのでトレインをする者は他のプレーヤー達から嫌われていました。〟






「おおっ！　まさに迷宮への入り口って感じね」

「ん」

　西門を抜けると下りの階段になっていて、五メートルほど降りると、四トントラックでも走行できそうな幅と高さがある半地下の通路になっていた。

　セーリュー市の迷宮を思い出したのか、タマとポチがオレの左右に無言で陣取る。

　二人の視線は周囲に油断なく注がれ、いつものお気楽な様子が消えた。

　それに触発されたように、他ほかの子達からも浮ついた雰囲気が消えていく。

　緊張のしすぎは問題だけど、これくらいなら大丈夫だろう。

　天井付近に格子の付いた明かり取りの窓があるので、それなりに明るい。松たい明まつがないと歩けないほどではないが、本を読むのは辛つらいくらいの明るさだ。

　明かり取りの窓の向こう側に、時折、巡回しているらしい兵士の足が見える。

　マップによると、ここは「死の通路」という名前で迷宮はもう少し先らしい。

　この通路は三〇メートルごとに折れ曲がっており、迷宮の入り口は見えない。通路の折れ目に当たる部分にはスライド式の鉄格子があり、緊急時には閉鎖できるようになっていた。

　兵士の巡回路もそうだが、迷宮から魔物が出てきた時の備えが色々とあるらしい。

　──おや？

　前方から四人の探索者が来るのをレーダーが捉とらえた。

　レベルは七から九と低い──いや、一般的な騎士がレベル一〇ほどと言っていたから、中堅の探索者なのかもしれない。

　そのうちの一人が大おお怪け我がをしているみたいだ。

「誰だれか来る～？」

「血の匂においなのです」

　折れ曲がった通路の向こうからやってくる探索者達に、タマとポチが素早く気付いた。

　少しして通路の向こうから探索者達が姿を現す。

「ナナ、アリサとルルを守りなさい」

「了解」

　それを見たリザがナナに指示を出した。

　ミーアはいいのか？　と思ったが、ミーアの前にリザが移動する。

「俺は、『赤い氷』のジェジェだ！　怪我人がいるんだ！　争い事は、またにしてくれ」

　先頭の青年がそう叫んで手を大きく振る。彼が言う「赤い氷」とは彼のパーティー名のようだ。

　ここからだと怪我人の顔は見えないが、鎧よろいが大きく裂け、傷口に巻きつけてあるシャツに血が染みて滴っている。

「うげっ、すごい大怪我……」

「ご主人様」

　アリサとルルが怪我人を見て怯おびえている。

　盗賊や海賊の怪我は何度も見ているはずだけど、薄暗い場所や雰囲気と相まって、怪我人と自分達を重ねてしまったのかもしれない。

「サトゥー？」

　ミーアが治癒魔法を使っていいか目で確認を取ってきたので、手で制する。

「私は、新人探索者のサトゥーと申します。良かったら、この薬を使ってあげて下さい」

　そう言って格納鞄ガレージ・バツグから、水増し魔法薬を二本ほど差し出す。

　彼らのレベルなら、これで充分回復するはずだ。

「すまんが、手持ちがない。魔コ核アを売却したリーダーが追いついてきたら支払う。ずうずうしいが、先に薬を貰もらえないだろうか？」

「ええ、どうぞ」

　元々、無料でプレゼントするつもりだったので、二つ返事で了承して、ジェジェに魔法薬の小瓶を差し出す。

「うん？　まさか魔法薬なのか？」

「ええ、そうです。そんな事より、早く飲ませてあげて下さい」

「ああ、恩に着る」

　一瓶で六割近く回復した。傷口に布を巻いてあるので見えないけど、傷は塞ふさがっただろう。

「……ああ、身体からだが楽になった。感謝する少年」

　ジェジェに支えられて魔法薬を与えられた探索者が、掠かすれる声で礼を言ってくれた。

　そのまま起き上がろうとするが貧血で再びジェジェの腕の中に戻る。下級の魔法薬では失った血液まで復活しないので、しばらく静養が必要だ。

「では、これで」

「ま、待ってくれ。まだ、代金を支払っていない」

「人からの貰い物なので、気にせずお納め下さい。ご縁があったら、またお会いしましょう」

　いつまでも見物していてもしかたないので、そう言って彼らの前を辞去する。

　後ろから「一の四区画に『はぐれ』の兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスがうろついているから、絶対に近寄るな」と忠告が聞こえたので、手を上げて感謝の意を表しておいた。

　怪我人を見て不安になったのか、ルルとミーアの顔色が悪い。

　アリサもテンションが下がっているが、二人ほどではないようだ。

「二人とも、今日は止めておくかい？」

「だ、大丈夫です」

「大丈夫」

　無理をして気丈に振る舞う二人の手を握って歩き出す。

　このまま調子が戻らないようなら、迷宮の入り口まで行って引き返すことにしよう。

　──なんて事を心配していたのは杞き憂ゆうだったようで、手を繫つないで歩くのが嬉うれしかったのか、すぐに自然な笑顔を見せるようになった。




「到着～？」

「怖い顔の門なのです」

「あれが迷宮に降りる門なのかしら？」

「たぶんね」

　通路の端は結構な広間になっており、正面には五メートルほどの高さの大きな扉があった。

　扉は漆黒の謎金属でできており、表面には真っ赤な鬼面が浮き彫りにされている。

　門の前には幅広い数段の階段があり、その手前には石のカウンターが設置されていた。

　カウンターの後ろには探索者ギルドの職員数名と、魔法使いを含む高レベルの護衛が四名ほど控えている。

　そこでは探索者風の青年とギルドの女性職員が、魔核の買い取り金額で何やら揉もめていた。

「さっきの人達のリーダーかしら？」

「そうみたいだね」

　アリサに答えながら周囲を見回すと、カウンターの反対側、広場の片隅で様々な種族の子供達が座り込んでいるのが目に入った。

　全体的に粗末な衣装で、武器や防具を装備する者は皆無だ。

　ＡＲ表示される詳細情報によると、この子供達はレベル三以下の荷運び人らしい。

　外で会った人懐っこい子達と違い、誰も近寄ってこない。

「こども～？」

「子供がいっぱいなのです」

「むぅ？」

　ポチ、タマ、ミーアが不思議そうに首を傾かしげている。

　別に示し合わせたわけではないと思うが見事に仕草が揃そろっていて、微笑を誘う。アリサが「出遅れた」という口惜しそうな顔をしていた。

　さて、その子供達だが、一声も発しないのに目だけはオレをロックオンしている。

「何しているのかしらね？」

「目が怖いです」

　アリサも不思議そうだ。ルルが気味悪そうにしているが、まったく同感だ。

　子供ばかりだったので、ナナが拉ら致ちしないか心配だったのだが──。

「幼さが足りないと否定します」

　──という事だった。




「ご主人様、こっちこっち！」

　アリサがカウンター横の掲示板前から手招きする。

　掲示板には何枚ものビラが貼はりつけられていた。

「これは魔物素材の依頼票かな？」

　ギルドからの依頼はなく、大部分は職人や屋台の主あるじなどが依頼主のようだ。貴族や商人からの依頼も少数だが存在している。

　張り紙は下半分が空きスペースになっていて、日付と名前や記号らしきものが書き込んであった。

「そうです──」

　オレの呟つぶやきに返事をしたのはアリサではなく、掲示板の横に座っていた身なりのよい少年だ。

　ＡＲ表示によると、迷宮都市内の商人の子供だった。

「──貴族の若様には代読や代筆は不要だと思いますが、お得な依頼をご紹介する事は可能です」

　小遣い稼ぎに来ているのだろう。識字率の低いこの国では、代読や代筆はそれなりに需要がありそうだ。

　オレは小銭を少年に手渡し、お得な依頼とやらを教えて貰う。

「迷宮蛙メイズ・フロツグの肉や甲虫系の魔物の外殻は、常時募集があるのでお勧めです」

　オレの横でリザが「あれは美味です」と呟きながら頷うなずいている。セーリュー市の迷宮内でやった焼肉パーティーを思い出しているのだろう。

　チラリと視線を送ると、リザの横でタマとポチもマジメな顔でこくこくと頷いている。
















　きっとリザのマネをしているに違いない。

「こっちの蟻あり蜜みつや迷宮茸ダンジヨン・フアンガーなんかの方がお得じゃないの？」

「蟻蜜は危険な迷宮蟻メイズ・アントの巣に侵入しないといけませんし、迷宮茸ダンジヨン・フアンガーは迷宮の奥の方の区画に行かないといないそうです。どちらも割りに合いません」

　門前の小僧ではないが、少年はここで小遣い稼ぎをするうちに迷宮に詳しくなったようだ。

「それに、募集の張り紙は常時出ているわけではないので、ご注意下さい。迷宮突入時にあったからといって、出てきた時に残っているとは限りません」

　それもそうか、依頼主だって重複して素材を持ってこられても困るだろうしね。

「ご主人様、職員の方がお呼びです」

　リザに促されて振り返ると、理知的な顔立ちの女性職員が手招きしていた。

　どうやら、「赤い氷」のリーダーとの値段交渉は終わったらしい。

　オレは少年に情報のお礼にチップを渡し、職員の方に向かう。

「何でしょう？」

「失礼ですが、新人探索者の方ですか？」

「はい、本日からお世話になります。サトゥーと申します」

「あら、ご丁寧に。登録時に聞いたと思いますが、迷宮で手に入れられた魔核はここで買い取りいたします。他ほかにも、そこの壁に張り出してある魔物の部位の買い取りもここで代行します」

　職員の立て板に水といった説明を拝聴する。

「それと、黄金証を持つ方以外は強制ではないのですが、貴族籍にある方は迷宮に入る時にこちらで探索予定期間を伝えてから入るようにして頂いております」

「分かりました。すぐ戻るとは思いますが、六日で申請します」

　職員の要請通りに帰還予定を告げる。六日というのは宿の宿泊予定最終日と同じに合わせたからだ。

　たぶん、最長でも今日の夕方までには戻ってくると思うけどさ。

　──そうだ、ついでに聞いてみよう。

「ところで、あの子供達は何なんですか？」

「ああ、荷運び希望の子供達ですよ。あそこで、探索者のパーティーに雇われるのを待っているんです。鐘一つで外の子達と交替なんですが、自分から売り込むのは禁止しています」

　壁に反響して煩うるさいですからね、と職員が付け加えた。

　それにしても荷運びなら、あんな子供より大人を雇った方がいいんじゃないだろうか？

　そんな話をしているところに、迷宮の扉が開いて一〇人ほどの探索者達が出てきた。平均レベル二〇の戦士のみのパーティーだ。その内の三人ほどが荷運び人のようだ。こちらのパーティーで雇われている荷運び人は大柄な獣人達だった。

　荷物を下ろして休憩する者が多い中、熊くまみたいなヒゲ面の探索者がこちらに向かって歩いてくる。

　たぶん、探索者パーティーのリーダーだろう。彼だけがレベル三〇もある。

「よう、ベナ。取り込み中悪いが、猪いのしし蜘ぐ蛛もの肉の買い取りは、まだあるか？」

「ごめんなさいね。今朝、『梟ふくろうのヒゲ』が持ってきたから、当分買い取り依頼は出ないと思うわ」

　オレと話していた職員はベナさんと言うらしい。

「ちっ、またしても、あいつらか。仕方ねえ、ベナ、この肉を焼いてくれ」

「はいはい。リック、奥から焼き肉台を持ってきて。貸出料は石炭代込みで大銅貨一枚。私の手間賃は背肉の一番良いところを一枚でいいわ」

「ちゃっかりしてやがるぜ」

　熊ヒゲ探索者が大銅貨を職員に押し付けると、子供達の方を振り向く。

「おい、ガキども！　お前等にも振る舞ってやる。食う前に『ドゾン様カッコイイ』か『ドゾン様ありがとう』か好きな言葉で俺様を称賛しろよ」

　熊ヒゲ探索者がそう子供達に宣言すると、耳が痛くなるような歓声が上がった。

　タマやポチも食べた事のない種類の肉に興味がありそうだったが、欠食児童達のご馳ち走そうを奪うのはかわいそうなので、自重するように手信号で指示しておく。

「──そろそろ行こう」

　オレ達はそれぞれの木証を迷宮門前の職員に見せて扉の前に向かう。

　迷宮への入場料というのはないらしい。

「扉開ける～？」

「ポチも扉を開けるのです」

「扉は重たいから大変だぞ？」

　タマとポチが重厚な迷宮の扉を開けに向かうと、微ほほ笑えましそうな顔で職員が注意する。

「うんしょ～？」

「えいやー、なのです」

「──え？」

　軽々と扉を開けたタマとポチを見て、職員が顎あごが外れそうなほど驚いていた。

　大げさな人だ──。オレは少し苦笑しながら、二人が開いてくれた扉を潜くぐる。





◆






「うあ、今度は階段かぁ……」

　迷宮の入り口の奥は、幅の広い階段だ。普通の階段や螺ら旋せん階段ではなく、つづら折りになっている。元々は天井が高く幅の広い傾斜路だった所に、階段を設しつらえたのだろう。

　階段の手すりには等間隔で矢狭はざ間まが設けられ、階下に矢を射掛けられるようになっている。

　おそらく魔物が侵入してきた時の対処用なのだろう。つづら折りの各段の踊り場には砲座があり、布が掛けられた大砲が鎮座していた。ＡＲ表示によると、魔力砲ではなく実体弾を撃つタイプだ。

　砲座には兵士が二人ずつ配置されている。

　彼らはヒマみたいで、将棋のようなボードゲームで遊んでいた。酒を飲んだり居眠りしたりしていないだけ、マシなのだろう。兵士達は人族だけでなく、狼おおかみ人や獅し子し人などの強そうな獣人もいた。

　通りすがりに挨あい拶さつすると面倒くさそうにしながらも、手を振り返したり「おう」と軽く返事をしてくれたりとフレンドリーな感じだ。

「ちかりたび～」

「頑張って、アリサ」

　アリサとルルの会話を見守りつつ、いつものように全マップ探査をしてみた。

　──広い。

　公都地下の迷宮遺跡と比べても、ありえないほど広い。

　地上のマップと比較したところ、シガ王国の西に広がる大砂漠の地下まで延びているようだ。

　マップ名は「セリビーラの迷宮：上層」となっていたので、これほど広くても全体ではない。少なくとも、更に下層があるはず。

　全体図が分かるように縮尺を調整してみた。

　まるで、地下に縦横無尽に延びる地下茎で繫がった一〇〇以上の塊茎みたいだ。

　そして、その一つ一つが、巨大な空洞を中心にした三〇個から一〇〇個近い小部屋の集合体となっている。

　探索者ギルドでは、この一つの塊茎を区画という単位で呼んでいるようだ。

　──それに魔物が多い。

　試しに魔物検索を行ったら、パソコンの処理落ちのように表示が固まってしまうほどだった。

　幸い、検索のキャンセルができたので、今度は入り口から近い数区画だけを検索してみる。

　一番最初の第一区画は、魔物よりも探索者の方が多い。

　今度はもう少し広めに、第一区画と直接繫つながっている第二から第五区画までの探索者を集計したところ、一五〇〇人以上がいる事が判わかった。

　一ソ人ロで挑んでいる者は希まれで、たいていが三人から五人ほどのパーティーを組んでいるようだ。

　第二と第四区画は距離が近いが、第三と第五区画は日帰りでは辛つらそうなほど離れており、後者は一〇人以上のレベル二〇から三〇の集団が遠征している。

「ご主人様、まだ階段が続くの？」

「まだ半分程だよ。アリサは筋トレかジョギングでも始めて、基礎体力を付けた方がいいな」

「うい～」

　泣きそうな顔のアリサの背を軽く押して階段を進む。

　南の島からララキエの遺跡に繫がる大階段の時と違って、ここには人目があるから術理魔法で浮かべて運ぶわけにはいかない。

　甘やかし過ぎな気もするけど、歩けなくなったら抱えて運んでやろう。




「たっちだうん～？」

「到着なのです」

「ふぃ～、やっと一番下か～」

　結局、アリサは階段の途中でへばってしまったので、オレが背負って連れてきた。

「マスター、前方に扉だと告げます」

「ん、大きい」

　ナナとミーアが言うように、正面を塞ふさぐ両開きの扉は高さ五メートル近い巨大なモノだった。

　どうやら、奥に押して開くタイプらしい。

「これは魔物が押し寄せてきた時に、封鎖しやすいようにでしょうか？」

「そうさ、お嬢ちゃん。冥めい府ふの入り口にようこそ」

　扉を押し開いたリザの言葉に答えたのは、扉の向こうにいた軍服を着た小柄な狐きつね人びとの男性だ。

「何が冥府の入り口だ！　縁起でもねぇ！」

「痛いよ、隊長」

　筋骨隆々の軍人が狐人の頭に拳げん骨こつを落とす。

　トロールかオーガのような体格だが、隊長氏は人族だ。

「見ない顔だな？　ここは迷宮方面軍の最前線駐屯地でもある。あまり長居せず、三方の通路の何ど処こかから迷宮に行くように」

　二人の軍人の背後には、魔法の照明で照らされた野球場の半分ほどの広さの空洞が広がっており、そこには三〇〇人ほどの兵士が詰めていた。

　三箇所ある大扉の前には防御陣地が築かれ、扉を囲むように大砲や魔力砲が何門も配置されている。

　小さな通路に繫がっていた扉や穴は、埋めて塞がれているようだ。

　たぶん、守りやすいようにだろう。

「隊長、奥の通路は赤鉄専用でしょ？　ちゃんと言わなきゃ」

「やかましい、これから言うところだったんだ」

　二度目の拳骨が狐人の頭に落ちる。

　肉体言語はほどほどに。

「奥の通路は迷宮中層へ降りるための『奈な落らく』の部屋にしか繫がっていない。実力のない者を送り出して、魔物の連ト鎖レ暴イ走ンを引き起こされたら堪たまらんからな」

　隊長氏の言う「連鎖暴走」とは、ネットゲームでよく見る魔物を数じゆ珠ず繫ぎに引き連れて逃げる行為の事だろう。

「そうそう、迷宮内の連鎖暴走は重犯罪だから注意しなよ？　特にこの駐屯地まで引き連れてきたら、良くて高額の罰金、悪いと犯罪奴隷で炭鉱送りだからね」

「雑ざ魚こなら罰金も安いが、兵士に殉職者が出たら罰金では済まんからな」

　忠告してくれる二人の軍人に礼を告げ、オレ達はその場を辞去する。

　二人はそのままオレ達が降りてきた階段の方へと歩いて行った。

「なんだか、ゲームのチュートリアルに出てきそうな人達だったわね」

　アリサが二人を見送りながら呟つぶやいた。

　せっかく親切に教えてくれたのに酷ひどいことを言う。

「そんな言い方をしたらダメだよ」

「はーい、注意しまーす」

　軽く窘たしなめると、アリサも素直に自分の失言を反省していた。




「マスター、左右どちらの通路を選びますかと問います」

「そうだね──こっちにしよう」

　さっき忠告して貰もらった事だし、「はぐれ兵蟷螂ソルジヤー・マンテイス」のいる一の四区画に向かう。

　うちの子達なら余裕で勝てるし、場所に不相応な敵を放置するのも危ないしね。

　なお、一の四区画というのは、「第一区画から入った第四区画」の事らしい。これは同じ第四区画でも別の区画からしか入れない場所があるからできた呼び方だそうだ。

「おい、アンタ！」

　主回廊への扉を潜る時に、兵士の一人に呼び止められた。

「そんな格好で大丈夫か？」

「はい、大丈夫です」

　普段着に妖よう精せい剣だけだと、軽装に見えたのだろう。

「それに今日は様子見ですから、第一区画を一回りしたら帰ります」

「ああ、それがいい」

　忠告してくれた親切な兵士にそう告げて、リザ達の開けた扉を潜る。

「広い通路ね」

　アリサ達が通路を見回して感心した声を出す。

「さっき買った地図によると、大回廊って呼ばれているみたいだね」

「思ったよりも暗いわ」

「歩くのには問題なさそうですが、待ち伏せする魔物を見落としそうですね」

　通路には片側にだけヒザから下を照らすような弱い照明がある。

　あの照明器具らしき石碑が、地図売りが言っていた標識碑という魔法装置らしい。話に聞いていた通り、オレ達が近付くと白から青へと照明の色が変わった。

「魔灯マナ・ライトを使いますか？　と問います」

「そうだね。少し暗いから灯あかりを出そうか──ナナ、頼む」

「イエス・マスター」

　オレが術理魔法の「魔灯マナ・ライト」を出しても良かったのだが、明るすぎて他ほかの探索者から不自然に思われそうなのでナナに任せた。

　ナナの理術が発動し、前衛陣の兜かぶとと後衛陣の杖つえの先に「魔灯マナ・ライト」が付与される。

　兜には「魔灯マナ・ライト」が前方だけを照らすようにした専用の飾りがあるのだ。

「ご主人様、陣形はどうしますか？」

「移動中は中央にルル、アリサ、ミーア、前衛にナナ、タマ、ポチ、後衛はリザとオレで行こう」

　タマとポチの二人が前なら、罠わなや魔物を確実に見つけてくれるだろうし、リザが最後尾にいれば後ろから襲われても対処してくれる。

　そろそろオレに頼らなくても戦えるはずだし、過保護は控えめにして皆の成長を促した方がいいかもしれない。

「わたげ～？」

「上の方に何かいるのです」

　二人の兜に付与された「魔灯マナ・ライト」が、天井付近を漂うテニスボールサイズの綿毛のようなモノを照らし出す。結構多い。

「むぅ、精霊喰いスピリツツ・イーター」

　それを見たミーアが珍しく怒気を漲みなぎらせて、妖よう精せい鞄かばんから火ひ杖づえを取り出して構える。

　精霊視を発動すると、ミーアが「精霊喰いスピリツツ・イーター」と呼んだように、小精霊の光が綿毛に捕食されているのが判わかった。

　この「精霊喰いスピリツツ・イーター」は魔物の一種らしい。

「──殲せん滅めつ」

　火杖から放たれた火弾が天井に当たって飛び散り、周囲にいた綿毛を一瞬で燃え上がらせる。

「脆もろいわね」

　アリサが言うように、飛び散った火が触れただけで、なんの抵抗もなく燃え尽きてしまった。

　全すべての「精霊喰いスピリツツ・イーター」を掃除し終わったところで、ミーアが「ふんす」と擬音を付けたくなるようなやり遂げた顔で火杖をしまう。

「お疲れ様」

「ん、頑張った」

　胸を張るミーアの頭を撫なでてやった。

「空間魔法で敵の探査をするわ」

　アリサが長杖を片手に皆を見回す。

「ん、次やる」

「おっけー、交互に探査しましょ」

　ミーアの精霊魔法にも索敵に有用な呪じゆ文もんがあるので、次回の探索は自分に任せろと主張しているようだ。

「行くわよ！」

「あい～」

　タマが耳を押さえると同時に、アリサが魔法を発動する。

　術理魔法の「信号」に近い魔力の流れを感じた。

「何もいないわね」

「虫いる～？」

「ちっちゃな蜥蜴とかげやコウモリさんもいるのです」

　アリサのボヤキに、タマとポチがそれぞれの見つけた生き物を指差す。

「そうじゃないわよ。魔物がいないって言っているの」

　アリサが二人に訂正した。

「ざんねん～」

「それは困ったのです」

　タマとポチが「が～ん」と口で言いそうな顔で仲間達を見回す。

　どうしていいか判らないようだ。

「大丈夫だよ。もう少し奥に行ったら色々いるから」

　オレがそう言うと二人も気を取り直したので、迷宮探索を始めた。

　今いる第一区画は探索者が多すぎるのか、魔物がほとんどいない。

　たまに魔物の群れが移動している通路もあるのだが、探索者のいる通路とは繫がっていないので、お互いに出会う事がないようだ。

　しばらく観察していたら、それらの通路に横穴が繫がって遠くの方で戦いが始まった。

　なるほど、こういう仕組みで魔物が湧くＰＯＰするらしい。

「灯りがあっても見通しが悪いと告げます」

　ナナが言うように、通路の壁際に円柱や石像が並んでいたり、意味不明な石段が通路の途中に生えていたりする。

　それに天井からはカーテン状の遮しや蔽へい物が垂れていた。恐らく、蜘く蛛もの巣すに埃ほこりが堆たい積せきしてできたモノだろう。

　他にも、小通路と見分けの付かない窪くぼみなんかもある。

　天井付近にある通気口風の穴は、小型の魔物の通路としても使われているようで、ときおり蛾がのような魔物や芋虫の魔物が頭を出して、天井付近をふらふらと浮かぶ綿毛風の「精霊喰いスピリツツ・イーター」を捕食していた。

　どちらもレベル一ひと桁けた前半だったので、他の探索者用に放置してある。




「何かいる～？」

「道の向こうから戦う音が聞こえるのです」

　前方からの戦闘音にタマとポチが気付いた。

　この通路の先六〇メートルほどの場所で、五人の探索者がデミゴブリン三匹と戦っている。

　迷宮の中は天井付近の風穴から常に低い騒音が出ているため、音で遠くの気配を感じるのは難しいようだ。

　実際、タマやポチも、いつもより気が付くのが遅かった。

　レーダー情報によると戦闘場所はオレ達のいる大回廊ではなく、枝分かれした先の通路のようだ。大回廊からはそれほど離れていない。

　その近くを通りかかると、接近したオレ達に気が付いた探索者の一人が、警戒の声を上げてきた。

「このゴブリンは俺達のだ。お前らは向こうに行け」

「分かった」

　あまり気を散らさせても悪いので、短く答えを返す。

　なかなかの乱戦らしく、レベル一か二のデミゴブリン相手なのに、探索者達は皆怪け我がを負っている。

　探索者達はレベル三前後の新人のようだ。草くさ紐ひもを編んだベストに骨を縫い付けた鎧よろいと、自分で作ったようにぐらぐらな短たん槍そうや軽ピックアックスで戦っている。

　全員戦士ばかりだが、魔法スキルを持つ者は探索者の中でも数％ほどの希少な存在なので、不思議な話でもない。

　そんな事を考えながら大回廊を歩いていると、先頭のナナがクルリと振り返る。

「マスター、挙動不審な幼生体を発見したと報告します」

「何を見ているんだろう？」

　大回廊の片側が崖がけになった場所で、下を覗のぞき込んでいる子供達がいる。

　一番年長の男の子が探索者で、残り五人の子供達は運搬人のようだ。

　子供達は草紐を編んだ担架のようなモノを持っている。

「ボマ兄ちゃん、後ろ！」

　運搬人の子供が警告を発すると、探索者の男の子や他の子達が警戒心も露あらわに振り返り、武器を構える。武器と言っても棍こん棒ぼう未満の棒きれだ。

　どうやら、驚かせてしまったらしい。

「やあ、こんにちは」

　剣の柄つかから手を離して話しかけても、彼らの態度は変わらない。

　オレは仲間達をその場に待たせて、崖の傍そばに歩み寄る。

　崖下を覗くと、青年探索者達がデミゴブリンと死闘を繰り広げている姿があった。

「くそう、この太っちょゴブリンめ！」

　青年探索者達の言う「太っちょ」とは、デミゴブリン・グラップラーという少し強めの格闘タイプらしい。

「こうなったら──奥の手だ」

　リーダーらしき斧おの使いが、何かの丸薬を飲む。

　すると、急に斧使いの動きが速くなり、さっきまで力負けしていたグラップラーと互角以上に戦えるようになった。

　ＡＲ表示によると、あの斧使いがさっき飲んだのは「魔人薬」だったようだ。

　これだけ効果の高い薬なら、危険な禁止薬品だと分かっていても、手を出すヤツもいるだろう。

　もっとも、禁止されている以上、なんらかの副作用があるんだと思うけどさ。

　そこからはすぐに決着が付き、倒したデミゴブリン達を解体して魔核を抜き取り始めた。

　やがて、崖下の探索者達は魔核を回収し終わったデミゴブリンの死し骸がいを放置し、次の獲物を探して移動を始める。

　その内の一人が子供達に気付いたようで、「ちっ、死ル骸ー漁タりーか」と吐き捨てるように呟つぶやいていた。

　確かに、男の子の称号に「死ル骸ー漁タりー」というのがある。

「行くぞ！　他の魔物に喰くわれる前に回収するんだ！」

　崖下の探索者達が姿を消すのを待って男の子がそう言うと、子供達が草紐の網を持って崖下への階段を降りていく。

　ちょっと興味があったので、男の子を呼び止めて尋ねてみた。

「ゴブリンの死骸なんて何に使うんだい？」

「に、肉屋に売る」

　──マジか。

　迷宮都市ではデミゴブリンの肉まで食べるのか……。

　最近は魔物の肉に抵抗が薄れてきたけど、さすがに人間と同じような形をした生き物を口にする勇気はない。

「ち、違うぞ！　盗とるんじゃない！　捨ててあるヤツを拾うだけだ！」

　オレの沈黙を勘違いしたのか、男の子が自分の正当性を訴える。

「ああ、すまない。それを疑っていたわけじゃないんだ」

「い、言っておくけど、喰うんじゃないぞ？　あんなの喰ったら、病気になって身体からだが爛ただれて腐っちまう」

　オレの勘違いに気付いた男の子が訂正してくれた。

　デミゴブリンの肉を食べると死ぬほどではないが高確率で病気になるらしいので、迷宮の外への持ち出しが禁止されているそうだ。

「ゴブリン病っていうヤツかい？」

「さあ？　違うと思うけど？」

　オレの予想を聞いた男の子が首を傾かしげる。

「それじゃ、肉屋さんはあれを何に使うんだ？」

「スライムに喰わせて油と骨にするんだよ」

　──ほう？

　男の子に肉屋の場所を聞いてマップ検索してみた。

　迷宮内の小部屋に「肉屋」と「スライム使い」という称号を持った蜥蜴人族の調教師テイマーがいる。彼の傍にいるのは数匹のオイル・スライムという調教テイムされた魔物だ。

　ここからだと結構距離があるので、探索者達が自分で持って行こうとしなかったのも分かる。

「ゴブリンも生活に役立てるのか……人間は凄すごいね」

「そうさ、俺達を『死ル骸ー漁タりー』ってバカにするヤツらも、俺達が死骸を肉屋に持って行かないと、骨鎧の折れた骨の交換もできないし、ランタンに格安のゴブリン油だって使えなくなるんだ」

　堰せきを切ったように男の子が捲まくし立たてる。

　なかなかストレスが溜たまっていたようだ。

「それに死骸を迷宮に放置したら『核無し』や『呪のろい持ち』がウロウロしちゃうんだぜ？」

「──それは？」

　初めて聞く単語だったので、「核無し」や「呪い持ち」について尋ねてみた。

「『核無し』は魔核のない動ゾ死ン体ビさ。『呪い持ち』は動かない死骸なんだけど、近寄ったら足を摑つかまれて呪いをうつされちゃうんだ」

　さすがは迷宮……うかつに死体にも近寄れないらしい。

「『太っちょ』重いぃ」

「兄ちゃんも、手伝ってぇ」

「待ってろ！　すぐ行く」

　先に崖下へ行っていた運搬人の子供達から、男の子にヘルプ呼び出しが入った。

　オレは踵きびすを返そうとする男の子に、情報のお礼として人数分の銅貨を手渡す。

「うわっ、こんなにいいの？」

「もちろんさ、色々と聞かせてくれてありがとう」

「へへんっ、いいって事よ！」

　上機嫌で階段を降りていく少年を見送り、オレも仲間達が待つ方へと戻った。




「やっぱり、第一区画は魔物の取り合いが酷ひどいね」

　その後も大回廊沿いに進むと、駆け出し探索者達が奮闘する姿や必死に魔物を取り合う姿を見かけた。

「マスター、標識碑の文字に変化があると報告します」

「よん～？」

「一の四区画って書いてあるのです」

　前を歩く三人が、大きめの標識碑に書いてある文字を読み上げた。

　ここは第一区画を巡回する経路と第四区画の分岐点になっている。

　レーダーの表示圏ギリギリに赤い光点が映りだした。

「そろそろ魔物が増えるかしら？」

「ああ──」

　オレはアリサの問いに、ゆっくりと頷うなずきながら、マップを開いて確認する。

　赤い光点の主は迷宮蟻メイズ・アントだ。それも非常に数が多い。

　迷宮蟻メイズ・アントは合計三〇〇匹前後、それが一〇匹から五〇匹の小集団に分かれて移動している。

　そして、その蟻から逃げるように三パーティーの探索者と運搬人、合計一二人がこちらに向かって移動しているようだ。

　迷宮方面軍の人に教えて貰もらった「魔物の連ト鎖レ暴イ走ン」ってヤツだろう。

　オレにとっては大した事がない相手だが、この数はちょっと凄い。

　現地の探索者達にとっては結構大きな事件じゃないだろうか？

「──もうすぐたっぷり戦えるよ」

「ちょっち調べてみるわ」

　オレの言葉に、アリサが尋常じゃないモノを感じたらしい。

「次、やる」

「そっか、次はミーアの番だったわね」

　ここに来るまで、アリサの空間魔法とミーアの精霊魔法で交互に探索していたから、次はミーアが調べる番だという話だろう。

「■■■　■　臆病な風カウアダイス・シルフ」

　ミーアが索敵系の精霊魔法を使う。

　淡い黄緑色の光を帯びた風が迷宮を駆け抜け、ミーアに情報を届ける。

「サトゥー、敵たくさん」

　まるでオレが嫌われ者みたいな言い方は止やめてくれ。

「人来る～？」

「きっと、この音は虫なのです」

　地面に耳を当てて音を聞いていたタマとポチが、遠くから接近する探索者達や魔物の足音を捉とらえたようだ。

「どれくらい来るの？」

　深刻そうなアリサがオレに正確な敵の数を聞いてくる。

「それは人か敵か、どっちだい？」

　ちょっと意地悪な言い方をしてみた。

　アリサから「敵よ」と即答で返ってきたので、三〇〇匹前後と素直に答える。

「さ、さんっびゃく？」

「マスター、撤退を進言します」

「ご主人様、私もナナに賛成です」

「ん」

　震えるルルが腕に摑まってくる。皆、なかなか的確で慎重な判断だ。

　約四〇倍の敵数と聞いて戦いたいと思うような脳筋は、常に余力を残す必要のある迷宮には向かない。

「だいじょび～？」

「大丈夫なのです。ご主人様と一緒なら余裕なのです！」

　いたよ、脳筋娘達が。

　タマとポチが不思議な決めポーズを取っている。

　二人の頭に手を置きながら、問いかける。

「オレが一緒じゃなかったらどうする？」

「もちろん、逃げるのです」

「すたこらさっさ～？」

　──おや？

　脳筋じゃなくて、オレを信頼してくれていたようだ。

「うん、それでいい。格下の敵でもオレが一緒じゃない時は、三倍を超える敵には挑まないようにね」

　砂糖航路で戦ったアンデッドや海賊達は数が多かったけど、オレも一緒にいたし、仲間達が相手にしたのは多くても三倍から五倍程度だったしね。

　もっとも、危険度で言ったらララキエ事件で戦った骸がい骨こつ王おうや海王の方が遥はるかに上だけどさ。

「どうしても戦いを避けられない時は？」

「どうしたらいいと思う？」

　アリサの問いに質問で返す。

「そうね──地の利かな？」

「正解、相手が数を活いかせない場所を陣取るのが良い」

「土地嵌はめはネトゲでソロ狩りする時の基本だったしね」

　なるほど、そういう知識か──。

　オレがやっていたＭＭＯ－ＲＰＧだとソロは一撃で倒せるような雑ざ魚ことしか戦わないものだったんだが、ゲームが違えば色々違うようだ。

　さて、知り合いでもない探索者を助ける義理はないんだが、せっかくの魔物だし皆の経験値になって貰おうと思う。

「今回は魔物から逃げている連中がいるから、助けるためにも一戦しよう」

　適当な理由を付けて戦闘を提案する。皆から即答で了解の返事があった。

「もちろん、オレがいない時は、自分達の命を最優先にして、一目散に逃げるんだよ？」

　念のため、そう釘くぎを刺しておいた。

　オレ達は少し道を引き返し、多数の敵と戦いやすい段差と瓦が礫れきが溜まっている場所に陣取った。

　大回廊を川に喩たとえると、高さ二メートルほどの中州に陣地を築いた感じだ。

　川底にあたる部分は床にある瓦礫のせいで走りにくく、さらに陣地に上がるには垂直に近い段差を越えるか、迷宮蟻メイズ・アント達が接近するのとは反対側にある傾斜を上がるしかない。

　それに、ここなら戦っている前衛の頭越しに、後衛が魔法行使や遠隔攻撃できる。

　問題は大回廊が湾曲しているために五〇メートルほど先までしか見えない事と、逃げてくる探索者達がいるので、通路に罠わなを仕掛けられない事くらいだろう。

　もっと戦いやすい場所に土魔法で陣地を造ろうとも思ったのだが、なぜか迷宮の床は土魔法の効果が阻害される感じだったので、無理をせずに移動した。

「──おっと、忘れるところだった」

　オレは仲間達に「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」の魔法をかける。

　敵が格下でも、安全確保はしておかないとね。




「くる～？」

「来たのです！」

　大回廊の向こうから、兎人二人と鼠人一人のパーティーが、文字通り脱だつ兎との如ごとく逃げてきた。

　まだ姿は見えないが、その後ろからは人族の男性パーティー、最後尾には人族の女性パーティーが続いている。

「逃げろ！」

「おい、アンタら、迷宮蟻メイズ・アントの集団が来るぞ」

「喰くわれたくなかったら、マゴマゴしてないで逃げろ！」

　獣人パーティー「逃げ矢」が横を通り過ぎる時に、口々に危険を訴えて逃げるように忠告してくれる。全員レベル七から一〇の戦士達だ。

「マスター、次が来たと告げます」

　続く人族の男性パーティーは探索者三人と運搬人二人の構成だ。

　探索者達はリーダーがレベル一三で、他ほかの二人がレベル一〇弱くらい。運搬人の二人は体格が良いもののレベル四前後しかない。

「おい、奴隷ども！　蟻あり蜜みつの壷つぼを落とすんじゃねぇぞ！」

　手足や首に包帯を巻いたリーダーが、運搬人を振り返って叱しつ咤たする。

　どうやら、運搬人の二人は彼の奴隷のようだ。

「落としたら、お前らの手足を切り取って蟻どもに喰わせるからな！」

　奴隷達は無慈悲な主あるじの言葉に答える事なく、無言で男の後を追いかけている。

「ベッソ、『麗しの翼』が遅れてるぞ」

「ふん、ジェナは勿もつ体たいないが、壷は二個分あれば赤字にはならねえ」

「そうだな、あいつらが喰われてる間に逃げ切ろうぜ」

　彼らはゲスな会話を交わした後、こちらに一いち瞥べつをくれただけで横を通り過ぎて行った。

　獣人パーティーと違って、警告の一つもナシだ。

　そして、その二集団にかなり遅れて、人族の女性パーティーが来た。女性探索者が二人と運搬人が二人の四人組だ。

　運搬人は普段着に背負しよい子こだけだが、女性探索者の二人は草くさ紐ひものベストに骨を縫い付けた鎧よろいと木盾、それに青銅穂先の短槍を装備している。

　女性探索者のベストの内側はおヘソの見える短いシャツ、下半身は脚線美を主張した魅惑のホットパンツだ。

　足の付け根の日焼けの跡が色っぽい。

　暗い迷宮で活動する探索者にしては不思議だが、良いモノは良いのだ。

　オレにとってはスポーティーな衣装だったが、シガ王国の標準からしたら、半裸と言っても良いような扇情的な姿じゃないかと思う。

「ご主人様、魔物が！」

「女の子が追いつかれそうです」

　アリサとルルが女性達の背後に迫る迷宮蟻メイズ・アントの先頭集団を指差す。

　運搬人の一人は足を怪け我がしているようで、もう一人の運搬人に手を引かれて、なんとか逃げ延びている感じだ。

「ううっ、この位置関係じゃ魔法に巻き込んじゃう」

「むぅ」

「魔法銃も射線が取れません」

　後衛の三人が悔しそうに唇を嚙かむ。

　二人の運搬人の後ろから、人間と変わらない大きさの迷宮蟻メイズ・アントが追いつきかけている。

　仲間達が介入する前に追いつかれそうだったので、術理魔法の「理力の手マジツク・ハンド」で一番近いヤツの足を払って転倒させておいた。

　この魔法は「手」と付いているが、実際は魔法的な念動力サイコキネシスなのだ。

　とりあえずは、これで大丈夫だろう。

「そこの人達！　逃げろ！　迷宮蟻メイズ・アントの連鎖暴走だ！」

　遠くから女性探索者の一人が叫ぶ。

　男っぽい喋しやべり方だが、二〇代前半のスレンダーな女性だ。美人ではないが愛あい嬌きようのある顔立ちをしている。

　もう一人の女性探索者は愛嬌さんより少し若い感じで、黒い髪を後ろに一まとめにした美人さんだ。

　愛嬌さんの方がイルナ、美人さんの方がジェナという名前らしい。

「煙玉か閃せん光こう玉は持っていない？　追いつかれそうなの！」

「悪いが手持ちにない！」

　美人さんの叫びにそう返す。

　残念ながら彼女の求めるようなアイテムは持っていないのだ。

　花火フアイアワークスの魔法で代用はできそうだが、そんな魔法を使うくらいなら誘導矢リモート・アローで殲せん滅めつする。

「イルナさん！」

　悲鳴に振り返った彼女達が、迷宮蟻メイズ・アントに追いつかれそうになっている運搬人達を見て息を吞のんだ。

「助けて！　蟻が！　蟻が！」

「お姉ちゃん、あたしはいいから、お姉ちゃんだけでも逃げて」

　姉妹愛を見せ付ける二人の運搬人の後ろから、三〇匹ほど迷宮蟻メイズ・アントが追いつきかけている。

　さっき排除した迷宮蟻メイズ・アントは、少し後ろで団子状態になって藻も搔がいていた。

「ご主人様」

「もう少し──」

　問い掛けるリザを少しだけ待たせる。

　──射線が開けた！

「今だ！　戦闘開始！」

「えい～？」

「やー、なのです！」

　オレの声にタマとポチが素早く反応し、手に持っていた拳こぶし大だいの石を投げる。

　その石が運搬人姉妹に喰いつこうとした迷宮蟻メイズ・アントに、ごすっと音がしそうな勢いでクリーンヒットした。

「ナナ、挑発を！」

「この働き蟻め！　ストレスで禿はげるまで働けと告げます！」

　ナナの挑発が入り、迷宮蟻メイズ・アント達の敵意がこちらを向く。

　──それはいいのだが、あまりセンシティブな内容の挑発は止やめて欲しい。

「……■■　水縛ウオータ・ホールド」

「こそっと超・次元足払いデイメンジヨン・スネア！」

　ミーアの魔法とアリサの魔法がダブルで発動し、爆走する迷宮蟻メイズ・アント達を転ばせる。

　アリサの魔法名は「次元足払いデイメンジヨン・スネア」のはずなので、「超」はなんとなくのノリで付けたに違いない。

「撃ちます！」

　ルルの雷かみなり杖づえ銃がミーアの魔法で濡ぬれた迷宮蟻メイズ・アント達を感電させる。

「魔法、使い？」

　先ほど助けた女性探索者のどちらかが呟つぶやくのが聞こえた。

「タマ、ポチ、行きますよ」

「がってん～？」

「しょーちなのです！」

　いつものように赤い残光を曳ひきながら、魔ま槍そうと一体になったリザが突撃していく。迷宮蟻メイズ・アントを一撃必殺で蹂じゆう躙りんしていく様は圧巻だ。

　タマが二本の魔剣に魔力を通し、くるくると踊るように迷宮蟻メイズ・アントを倒していく。雑魚相手だと二刀流のタマの殲滅速度が一番速い。

　ポチも魔剣に魔力を通すのに慣れてきたようで、直線的な動きで的確に迷宮蟻メイズ・アントの甲殻の隙すき間まに魔剣を突きたてて倒していく。
















「攻撃は最大の防御だと告げます」

　ナナは挑発で群がってきた迷宮蟻メイズ・アントを、大盾によるシールドバッシュと「柔打ソフト・スタン」を発動した魔剣であしらっている。

　身体強化による怪力を上う手まく使って、倒すよりも押し戻したり捌さばいたりする事を目的とした動きだ。

　この辺の立ち回りは、ボルエナンの森でエルフ師匠達から学んだのだろう。

　迷宮蟻メイズ・アントがレベル四から六しかないので、なんとなく物足りなそうだ。

「あたし達も行こう──」

「凄すごい、あの硬い迷宮蟻メイズ・アントを、あんなに簡単に倒してる」

　二人の女性探索者達が啞あ然ぜんとした顔で呟くのが聞こえた。初めはリザ達に加勢しようとしていたみたいだが、途中でその足を止めた。

　自分達では足手まといになると判断したらしい。

「さっきのピカッて光った魔法が蟻の防御を弱めるモノだったのかも」

　ルルが使った雷杖銃の暴徒鎮圧用拡散モードによる攻撃が、魔法に見えたようだ。

「助かりました、貴族様」

　女性探索者のリーダーらしき愛嬌さんが話しかけてきた。

　戦闘中だが、余裕があるからいいだろう。

　見下ろしながらだと話しにくいので、彼女達のいる段差下へ飛び降りる。

　女性探索者の美人さんの方は、足を怪我していた運搬人妹の手当てをしてやっている。運搬人姉は背中の荷物が重いのか、地面に膝ひざを突いて荒い息を整えていて周りを見ていない。

　美人さんは「応急手当」スキルを持っているようだし、魔法薬を提供する必要はないみたいだ。

「気にしなくていいよ。それより、一ついいかな」

「も、もちろん、街に戻ったら御礼は必ず」

「いや、そんなのはいいんだけど、どうして私が貴族だと判わかったんだい？」

　なぜか、迷宮都市で会う人達に、オレが商人ではなく貴族だと一目で見抜かれてしまうのが不思議だったのだ。

　今回はスウトアンデルの船乗り酒場の時みたいに香水を付けているわけでもないし、シワ一つない新品のシャツというわけでもないのだ。

　家紋入りの馬車や船に乗っているなら分かるんだけどさ。

「えーっと、ですね」

　愛嬌さんが少し気まずそうにしながらも、オレの質問に答えてくれた。

「こんな迷宮に上等なローブを着て」

　そうか服装の問題だったのか。

　でも、魔法使いでもローブは着ると思う。

「おまけに、そんな高価そうな剣を腰に下げて」

　仲間達の魔剣はちゃんと地味可か愛わいい鞘さやを用意したのに、自分の分を地味な鞘にするのを忘れていた。

　いや、ローブと剣の組み合わせが悪いのかもしれない。

「それに」

　まだあるのか……。

「あんな、ドレス姿のお嬢さん達やメイドまで迷宮に連れてくる酔きょ──人なんて貴族様だけだよ」

　愛嬌さんが「酔狂」と言いかけて訂正した。

　──ああ、なるほど。

　確かに危険な迷宮に令嬢やメイドを連れてくるなんて「酔狂」な事をするのは、貴族くらいなものだろう。

　後衛陣のドレスアーマーは騎士が着る金属鎧よりも遥はるかに防御力が高いのだが、そんな事は見た目では判らないもんね。

　そんな気の抜ける会話の間に、仲間達は果敢に敵を殲滅していた。

　三〇匹いた迷宮蟻メイズ・アントも、あと一〇匹ほどに減っている。

　途中、ナナの「挑発」効果が切れて、タマとポチが複数の迷宮蟻メイズ・アントに囲まれそうになっていたが、アリサやミーアが後ろから魔法で援護して事なきを得ていた。

「タマ！　左に壁を作ったから右からやりなさい」

　特にアリサの「隔絶壁デラシネーター」という障壁系の魔法が活躍していた。

　これの上位にある「迷路ラビリンス」という魔法だと、「隔絶壁デラシネーター」の迷路を作り出して敵を閉じ込めたり任意に解放したりできるらしい。

　消費魔力が多いそうだが、後続の迷宮蟻メイズ・アントが追いついてきたら使ってみると言っていた。

　後続の迷宮蟻メイズ・アント本隊はあと一〇分ほどは辿たどり着つきそうもないが、この回廊に隣接する魔物用の通路を進む迷宮蟻メイズ・アントの小集団が近くまで接近している。一〇匹ちょいの群れだ。

「フォークを持つほうが右よ！」

「あい～」

　左右が分からずに挙動不審になったタマへ、アリサのアドバイスが飛ぶ。

　一見左右が逆の指示に聞こえるが、タマとポチは食事の時にナイフ＆フォークではなく、右手にフォーク、左手にスプーンを持っているので、この表現は正しい。

「ねぇねぇ、あんなに乱戦なのに、誰だれも怪我していないわ」

「え？　ウソ？」

　女性探索者の二人が仲間達の戦いを見て驚きの声を上げている。

　前衛陣は何度か迷宮蟻メイズ・アントの攻撃を受けているが、過剰スペックの防具とオレの「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」の魔法のお陰で誰も負傷していない。

「……本当だ。これが赤鉄の探索者なんだね」

　愛嬌さんが勘違いしているが、そんな憧しよう憬けいの篭こもった眼まな差ざしをされると、「実は木証の探索者なんです」とは訂正しにくい。

「かさかさ～？」

「壁のっ、向こうからっ、音がするのです！」

　タマとポチが壁の向こう側の通路を移動する迷宮蟻メイズ・アントの気配を感じたらしい。

　あんなに激しく戦いながら、良く判るものだ。

「サトゥー、標識碑」

　ミーアが段上から指差す方を見ると、運搬人姉妹に反応して青かった標識碑が、赤と青の交互点滅を始めている。

　向こう側の通路にいる敵にも反応しているようだ。

「貴族様！　あれは湧わき穴あなができる前兆だ。あそこから魔物が出てくるよ！」

　愛嬌さんから、そう警告された。

　一見石壁に見える通路の壁が粘膜のように薄くなったように見えたあと、小さな通路ができる。

「おっと危ない」

　勢いよく飛び出てきた迷宮蟻メイズ・アントが運搬人姉妹に襲いかかりそうだったので、その間に瞬動もかくやという速さで割り込んだ。

　鞘から抜きはなった妖よう精せい剣で、迷宮蟻メイズ・アントを真っ二つにする。

　うっかりすると石床まで真っ二つにしてしまいそうだったので、なるべく手加減を心がけた。

「す、凄い……」

「なんて綺き麗れいな剣かしら」

　後ろに下がった女性探索者達が、こちらを感嘆の表情で見つめる。

　運搬人姉妹が床を這はうようにして、女性探索者達の近くに逃げ込んだ。

　──ん？　あれは！

　女性探索者達がいる場所の後ろにも、湧穴の兆候が現れるのが見えた。

「そこの君、後ろだ！」

　気が付いてなさそうなので、警告してやる。

「えっ？　こっちにも湧穴？　ジェナ、やるよ」

「ま、まって！　何か変よ！」

　二人の探索者達の前に湧穴ができて、一匹の兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスが狭い隙間から身を捩よじって這い出てくる。

　たぶん、こいつが迷宮に入る前に「赤い氷」のジェジェが教えてくれた「はぐれ」だろう。

　兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスは普通のカマキリと違い、六本の足と四本の前肢を持つ。捕食用の小さな前肢と戦闘用の剣のような形をした大きな前肢だ。

　体高は二メートル半近いのでなかなか威圧感がある。

「「「きゃあああああ」」」

　這い出てきたのが兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスだと知ると、女性探索者達と運搬人姉妹が恥も外聞もない悲鳴を上げた。

　美人さんの方は短槍を取り落とし、愛あい嬌きようさんの方も予想外の敵の出現に腰が抜けたようで、地面にへたり込んだ。

　この女性探索者パーティー「麗しの翼」の二人は、愛嬌さんがレベル八、美人さんがレベル六しかなく、這い出てきた兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスは遥かに格上のレベル一六なので、この反応もしかたない。

　現代人でいえば、野犬かと思って藪やぶを突つついたら巨大なヒグマが出てきたような感じだろう。

　──ＫＵＷＫＵＷＡＡＡＭＷＡ。

　未いまだに湧穴を通り抜けられないくせに、兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスが怯おびえる四人を見下ろして哄こう笑しようするかのような咆ほう哮こうを上げた。

「お、お前達は逃げろ！」

「あ、あたし達が足止めするから早く！」

　女性探索者の二人が涙で汚れた顔に決死の表情を浮かべて叫ぶ。

　震える手で短槍を握り、運搬人姉妹を逃がそうと身振りで逃走を促す。

　見上げた心意気だが、さすがに、こいつの相手は無理だ。

　オレの前の湧穴から、ようやく最後の迷宮蟻メイズ・アントが這い出てきたので斬きり伏せ、女性探索者達の所へ向かう。

「悪いけど、取るよ」

　オレは一言断って、兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスが振り下ろした剣肢を妖精剣で撥はね上げる。

　──ＫＵＷＫＵＷＡＡＡＭＷＡ。

　不気味な咆哮を上げる兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスの頭部に向けて、オレは妖精剣を一いつ閃せんさせた。

　魔刃を発生させない加減がだいぶ分かってきたよ。

「か、加勢します！」

「け、けん、牽けん制せいだけでも」

　女性探索者達がへっぴり腰でオレの左右に位置取る。

　せっかくの申し出だが、戦いは既に終わっているのだ。

　上から落ちてきた黒い影に驚いて、女性探索者達が後ろに一歩下がる。

「えっ？」

「うそっ！」

　地面に転がった兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスの頭部を見て、二人が悲鳴に似た驚きの声を上げた。

　ボタボタと緑色の血液が地面に水たまりを作っていき、兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスの巨体が地面に転がった。

「まさか、さっきの一撃で？」

「貴族様、凄い」

　ヒーローを見るような輝く表情で称賛してくれる二人に面おも映はゆい気分になりながら、仲間達の方を見る。

　仲間達の方も、もうすぐ戦いが終わりそうだ。

「き、貴族様、二度も命を救ってくれてありがとう」

「「「ありがとうございます」」」

　女性探索者達や運搬人姉妹が礼を言ってきた。

「あんなに凄すごい剣技は初めて見た」

「そうよね。さすがは赤鉄の探索者様だわ」

　少しやり過ぎた気もするが、レベル三〇のミスリル剣使いならこれくらいは普通のはずだし、大丈夫だろう。

　彼女達のお礼の言葉に軽く手を振って応こたえ、戦いを終えたリザ達の所に向かう。

「マスター、素材の回収を行いますか？」

「魔核だけでいいよ。蟻の甲殻は脆いから使い道がないしね」

「ご主人様、僭せん越えつですが──」

　オレがそう言うと、珍しくリザが異を唱えた。

「──甲殻は鎧よろいや盾の材料になるはずです。迷宮蟻メイズ・アントの前肢にある鉤かぎ爪づめは、短剣や草刈り鎌がまなどにするのが良いと思われます」

　リザの故郷では蟻系の魔物は道具の素材に重宝していたらしい。

　迷宮蟻メイズ・アントの甲殻は普通の鉄剣でも割れてしまうくらい脆もろいが、ゴブリンの骨を使った骨鎧よりは丈夫だろうし、需要があるようなら地上に持ち帰ってもいいかもしれない。

　金銭面はともかく、新人探索者達の助けになりそうだしね。

「にく～？」

「焼肉祭りしないのです？」

　迷宮蟻メイズ・アントの死し骸がいから魔核を回収していたタマとポチが肉も解体するか尋ねてきた。

「やめておきましょう。蟻の魔物肉は苦いばかりで食べられる身も少ないですから。それに、子供が食べると食中毒を起こす事もあります」

　リザが言う通り食中毒は怖い。残念そうなタマとポチには悪いが、後でストレージに保管してある食事を出してあげるから、今は焼き菓子と水で我慢して貰もらおう。

「貴族様、これを」

　女性探索者の愛嬌さんが魔核を差し出してきた。

　オレが倒したまま放置していた迷宮蟻メイズ・アントから回収してきてくれたようだ。兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスの死骸には近寄りたくないのか、そちらは手を出していない。

「ああ、ありがとう」

「命を救って頂いたお礼には足りないけど、あたし達も解体くらいなら手伝えます」

　女性探索者の美人さんがそう申し出てくれたが、それを受けるわけにはいかない。

「それよりも、早く逃げた方がいい。仲間が魔法でこちらに接近する迷宮蟻メイズ・アントの大群を捉とらえている。もうしばらくしたら、ここに現れるぞ」

「貴族様は、逃げないのですか？」

「適当に足止めしてから逃げるよ」

　だから、早く逃げてくれると助かると言外に訴えた。

「分かった。絶対に無事でいてくれ」

「今日のお礼は必ずするからね！」

　ようやく女性探索者達が重い腰を上げて、逃げ始めてくれた。

　その時、運搬人姉が背負った蟻あり蜜みつの壷つぼが眼めに入る。案外、迷宮蟻メイズ・アント達はアレを追いかけていたりしてね。

「ご主人様、もうちょっとで次が来るわ」

「分かった。魔力を回復させるよ」

　オレは「魔力譲渡マナトランスフアー」の魔法で仲間達の魔力を回復させてやる。

　怪け我がをしている子はいなかったので、「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」をかけ直しておく。

「来たわ！」

　この後も何度か迷宮蟻メイズ・アントとの戦いをこなし、概おおむね倒し終わった所で迷宮蟻メイズ・アントの巣へと攻勢に出てみた。

　巣の奥では蟻蜜や女王蟻蜜球ローヤルゼリー・ボールなどの素材や自然発酵してできた蟻蜜酒なんかが手に入ったが、それはまた別のお話だ。

　なお、オレ達の方に来なかった迷宮蟻メイズ・アントの小集団が、ベッソと呼ばれていた男性探索者達に追いついていた。

　幸い、誰も死ななかったようだが、瀕ひん死しの状態で迷宮方面軍の駐屯地に突っ込んでいったようだ。

　連ト鎖レ暴イ走ンを駐屯地に連れて行く行為は、確か犯罪扱いだったはず。

　オレは彼らの明るくない未来に、軽く冥めい福ふくを祈っておいた。







　過酷な迷宮





〝サトゥーです。昔遊んだ迷宮探索ゲームで、魔物の肉を食いつないでサバイバルするのがありました。いつの間にかゲームのクリアではなく、食料の確保に夢中になっていた覚えがあります。〟






「跳ね芋ホツピング・ポテト～？」

「こっちは歩き豆ウオーキング・ビーンズなのです」

　タマとポチが通路を徘はい徊かいしていた魔物を倒す。

　どちらも体当たりくらいしか攻撃手段のないレベル一の弱い魔物なので、作業的な感じだ。

　オレ達は「麗しの翼」を追いかけていた迷宮蟻メイズ・アント達の巣を殲せん滅めつし、その時に巣の奥で隣の区画へのショートカット通路を見つけた。

　予定では日帰りだったが、この発見でその予定が変わった。

　魔物の取り合いも面倒だし、仲間達の装備やオレのサポート能力を他ほかの探索者達から隠しながら戦うのもストレスだったので、その通路の先にある過疎エリアへと向かう事にしたのだ。

　そして、通路の先にあった第九区画は、罠わな天国の上に、毒や疫病、麻ま痺ひ攻撃の得意な小虫系やスライム系の敵ばかりだったが、生活魔法の「害虫避けバグ・ワイパー」でスルーして通り過ぎた。

　今いる第一の四の九の一七区画──面倒なので一七区画は前述のやっかいな第九区画からしか来られないので、オレ達しかいない。

　第九区画の入り口付近はそれなりに探索者達がいたのだが、ここまで足を延ばす者は今も昔も少ないようだ。

　その証拠に、標識碑の数が他の区画の二割ほどしかない。

　オレ達は第一区画に作った帰還用の刻印板で一瞬で戻れるから関係ないんだけどさ。

「魔コ核アが白いですね」

「それにとっても小さいです」

　リザとルルが歩き豆ウオーキング・ビーンズや跳ね芋ホツピング・ポテトを解体して、錠剤ほどの大きさの白い魔核を取り出した。

「ここまで白いと使い道がないから、わざわざ解体しなくていいよ」

　オレはそう二人に告げて、魔物の死骸をストレージへと収納する。

　こいつらは迷宮に入る前に食べた激マズ芋や豆の正体だ。ここ以外にも第二区画に群生地帯があるらしい。

　なお、倒した直後の死骸から、「樹霊珠」を使って苦みとえぐみの元となる赤黒いスジを完全に除去してやると、普通の芋や豆の味になる。

「向こうが光ってる～？」

「タマ、頼む」

「あい～」

　オレが指示すると、タマが罠を警戒しながら苔こけの生えた洞どう窟くつのような通路を先行する。

　この先は「区画の主エリア・マスター」がいる一七区画の大広間だ。

「森あった～？」

　──森？

　疑問に思いつつもタマが手招きする方に向かう。

「確かに森だね」

　東京ドームが三個くらい入りそうな空間に大量の樹木が生え、天井から光が降り注いでいる。

　この光源は天井から垂れ下がる植物の根だ。

　一つ前の部屋で植物の根を切ってみたら、光ファイバーのような断面になっていた。きっと根や茎が天然の光ファイバーのようになっていて、外光を取り込んでいるのだろう。

　足下も土がむき出しの地面に草が生えているので、地下という気がしない。

「さっき制圧した部屋とは比べものにならないくらい広いわね」

　森を見渡しながらアリサが呟つぶやく。

　さっきまでいた通路は大広間の上の方に繫つながっていたらしく、ここから森を見下ろせる。

「川まであるわね」

　先ほどの部屋でも壁から湧わき水が出ていたが、こちらには小川や池のようなモノまであった。

「むぅ、変異」

　ミーアが森を見て眉まゆを顰ひそめる。

　植物系の魔物達が織りなす奇形の森を見て、お冠なのだろう。

「中央の花が綺き麗れいだと告げます」

「洋よう蘭らんみたいよね。わさわさと光る花が動いているけど、あれも魔物なの？」

　ナナとアリサが見つめるのは大広間の中央に鎮座する巨大な植物型の魔物だ。

「そうだよ。おまけに『区画の主エリア・マスター』っていう称号持ちだ」

　狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウムという名前で、レベル五三もあり光魔法を使う。

　こいつの生える丘には騒乱洋蘭メイヘム・デンドロビウムというレベル四〇台の眷けん属ぞくっぽい魔物が十数本生えている。

　これらの魔物の周辺を花の香りに誘われて蜂はち型の魔物が飛び交い、洋蘭から放たれた光弾に打ち抜かれて落下していた。

　地面に落ちた蜂達は洋蘭から伸びた蔓つるに巻かれて、根元の方に引き摺ずり込まれているようだ。

「あの辺は間引いておこうか」

　さすがに強すぎて、仲間達のレベル上げには使いにくい。

「ちょっと行ってくるよ」

「怪我しちゃダメよ！」

　心配する仲間達に、大丈夫だと手を振って空に飛び立つ。

　接近すると狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウムの花が輝き、花一つにつき一つの光弾が放たれた。眷属の騒乱洋蘭メイヘム・デンドロビウム達はうるさい音をまき散らしながら、光の散弾を撃ち出してくる。

　──綺麗だ。

　光の乱舞を目で楽しみながら、攻撃が当たる少し手前で天駆の軌道を変えて避よける。

　オレの傍らを通り過ぎようとした光弾が急制動し、こちらへと向きを変えた。

「おっと、追尾タイプか」

　急角度で方向転換した光弾の軌跡が綺麗だったので、なんとなく鬼ごっこを楽しんでみる。

　仲間達が歓声を上げていたので、手を振って応えてやった。

「──顔かな？」

　木の根元に顔のように見える洞うろがある。

　なんとなく弱点っぽいので、追尾してくる光弾を術理魔法の「魔法破壊ブレイク・マジツク」で消し去り、閃せん駆くで顔洞の正面へ一気に距離を詰める。

　──ＹＷＯＷＮＬＬＵＥＡＡＡＡＭＮ。

　危機感を覚えたらしく、狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウムが花に光を集め始めたが──もう遅い。

　オレは妖よう精せい剣の先に魔刃を伸ばし、三〇メートル以上ある幹を一撃で切断した。

　凄すごい勢いで、狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウムの体Ｈ力Ｐゲージが減少していく。

　──ＹＷＧＯＷＮＬＬＢＵＥＡＭＮ。

　最後の悪あがきに、顔洞の奥から真っ赤な蔓を無数に放ってきたが、眼前に出した術理魔法の「自在盾フレキシブル・シールド」に阻まれ、空むなしく連打音を響かせるだけに終わった。

　やがて、狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウムの体Ｈ力Ｐゲージも尽き、蔓が力なく地面へと落ちる。





＞称号「区画の主エリア・マスター殺し」を得た。






「回収回収」

　オレはそう呟きながら、地上へと落下を始めた狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウムの上半分をストレージへと収納する。

「あれは、なんだろう？」

　顔洞の奥に光り輝く物体がある。

　ＡＲ表示によると、光晶珠の塊のようだ。

「なかなかレアな素材だね」

　これならレーザーを撃ち出す光ひかり杖づえも作れる。

　オレはほくほく顔で素材を回収し、狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウムの下半分も収納しようと土魔法の「落とし穴ピツト」を使って根を露出させる。

　剝むき出だしの地面だと、迷宮内でも問題なく土魔法が使えるので便利だ。

「──宝箱、か？」

　落とし穴の底、根の中央部分に当たる場所に大きな宝箱があった。

　狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウムに宝箱を隠す趣味があるとは思えないから、元々ここにあったか、お茶目な「迷宮の主ダンジヨン・マスター」がこっそりと配置したかのどちらかだろう。

　罠感知が反応するので、「理力の手マジツク・ハンド」で触れてストレージに収納し、中身だけを取り出す。

　下級レツサーエリクサーが一本と万能薬が五本、他にも中級の魔法薬が何本も入っていたが、後者は全すべて劣化して効力を失っていた。

　エルフの資料によると、万能薬というのはエリクサーの下位互換薬とある。

　下位互換でも、解毒、疫病治癒、石化解除、麻痺解除などの各種状態異常の治療全てを含み、切断された部位の結合などもできる優れものらしい。

　下級エリクサーだと、万能薬でも治せないような呪のろいや重度の状態異常を癒いやせるらしい。

　薬以外には光属性を帯びた大剣サイズの魔剣が一本入っていたが、タマやポチが普段使いしている魔剣に性能で劣るので、実戦では使い道がない。

　光属性魔剣の外見は少々古臭いものの、貴族受けしそうな流麗な意匠なので、贈り物候補品としてストックしておこう。

「さて、検分終了」

　オレは移動手段のない騒乱洋蘭メイヘム・デンドロビウム達を順番に倒し、顔洞の奥にあった光ひかり石いしの塊を回収して皆の元に戻る。

　残念ながら騒乱洋蘭メイヘム・デンドロビウムの根元に宝箱はなかった。

「なんていうかＳＦアニメか弾幕ゲームのＰＶを見てる気分だったわ」

　皆の下に戻ったオレは、アリサから「区画の主エリア・マスター」戦の微妙な称賛を受けた。

　もちろん、他の子達の称賛は普通だったと追記しておく。




「それじゃ、最初の内はオレが敵をピックアップして連れてくるよ」

　通路から大広間に出た直後の場所に、手て頃ごろな平地があったので、そこに土魔法と術理魔法で簡単な陣地を構築した。

　オレ達が南洋を旅した時の飛行帆船に搭載されていた防御壁に比べれば遥はるかに脆もろいが、普通の魔物相手なら充分だろう。

　それに壊れても、すぐに魔法で作り直せるので問題ない。

「最初は『同おじな強つさよ』でよろ～」

　アリサの転生前のゲーム事情が少し垣かい間ま見みえるネットスラングに片手を挙げて応こたえ、適当な魔物を「理力の手マジツク・ハンド」でピックアップして仲間達の所に連れて行く。

「──最初は『這いよる香蘭バニラ・ストーカー』だ。嚙かみつきと蔓による巻き付きしかないけど、レベル二三もあるから油断しないようにね」

　オレが最初に連れてきた魔物は、葉っぱの体にバニラの香りがする花を付けたヤツで、花の中央に牙が生えた口がある。

　同じ外見でも「魅了チヤーム」の特殊能力を持つ個体もいるので、注意が必要だ。

「……■■　麻痺霧パラライズ・ミスト」

「葉っぱのくせにナマイキだと告げます」

　ミーアの水魔法を浴びて動きの鈍くなった「這いよる香蘭バニラ・ストーカー」を、ナナの挑発が引き寄せ、そこに獣娘達が突撃する。

　──お？

　一瞬だけだが、ポチの魔剣に魔刃らしき赤い光が宿るのが見えた。

　そのまま皆の戦いを見守っていると、ポチだけでなく、タマの魔剣にも魔刃の兆しがあった。

　この調子なら、レベルアップを続けていけばそう遠くない内に、二人もリザみたいに魔刃スキルを取得してくれそうだ。

　この日は日暮れまで魔物達と連戦し、そのまま迷宮に作った安全地帯に泊まる事になった。





◆






　そして──迷宮に泊まり込んでの戦いの日々が過ぎ、帰還予定の前日。

「釣ってきた～？」

　大広間の丘に陣取った仲間達の下に、タマが魔物を連れて戻ってきた。

　タマを追いかける魔物は「歩玉蜀黍ウオーキング・コーン」という名前の通り、トウモロコシに昆虫のような印象を持つ足が生えた外見をしている。意外に足が速い。

　しかも──。

「タマ後ろ！　なのです！」

　──円えん錐すい状に変形させた実コーンを、本体からマシンガンのように撃ち出してくる。

「ひらひらり～？」

　タマが瞬動を使ってコーンの弾幕を避ける。

　歩玉蜀黍ウオーキング・コーンが足を止めて、弾幕で執しつ拗ようにタマを追い回す。

「植物なら動くなと告げます！」

　ナナが挑発を乗せた声で叫ぶと、歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの標的がナナに変わった。

　陣地に向かって飛んでくるコーンを、ナナが大盾と自在盾フレキシブル・シールドで防ぐ。

　盾越しの衝撃を受けたナナが後退し、靴底のスパイクが地面を抉えぐる。

　その傍らではコーンの直撃を喰くらった岩が砕けるのが見えた。

　ヘタに直撃を受けたら怪け我がをしそうだ。

　なお、陣地を逸それて飛んで行くコーンは、漏れなく「理力の手マジツク・ハンド」で捕まえてストレージに収納している。

　この歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの射出するコーンは、皮が岩を砕くほど硬いものの中身は普通に食べられるのだ。

　そろそろオヤツの時間だし、このコーンで一品作ろう。

　オレは「並列思考」スキルの補助で、仲間達の戦いを見守りつつ、手元の作業を始める。

「この歩玉蜀黍ウオーキング・コーンはレベル二七！　魔法なしの普通のヤツよ！　コーンを撃ち尽くすまで我慢したら反撃よ！」

　アリサが「能力鑑定ステータス・チエツク」で確認した魔物の情報を仲間達に告げる。

　レベル二〇台後半の魔物は同じ外見でも、魔力壁で身を守ったり魔法を使ったりする特殊個体が紛れている。

　せめて、ゲームみたいに色パレツト替えくらいはして欲しいものだ。

「えいえい！」

　ナナの陰からルルが輝炎銃を撃ち、炎の弾丸が貫通した場所でコーンがポンッと弾はじけた。

　このお手製新装備の輝炎銃は、炎王と遭遇した「火吹き島」の火口で手に入れた火晶珠を使った火ひ杖づえの一種だ。

　さすがに雷かみなり杖づえ銃や火杖銃だとこのレベルの敵と戦うには弱いので、この輝炎銃を用意してみた。

　砦とりでなんかに設置される魔力砲級の攻撃力があるので、人前では使えないけどさ。

「そろそろ撃ち終わるわよ！　ミーア、麻痺水縛パラライズ・ウオータ・ホールドよろ」

「ん、■■■……」

　戦況を見ていたアリサが仲間達に指示を出す。

「ナナ！　空間壁を入れるから、その間に自在盾フレキシブル・シールドを張り直して」

「了解と告げます」

　歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの弾幕をアリサが作り出した透明な壁が防いだ。

　ナナが理術を使い終わるのを確認して、すぐにアリサが空間壁を消す。空間壁は防御力が高い代わりに維持魔力が多くて常時使用には効率が悪いそうだ。

　やがて、コーンを撃ち尽くした歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの先端が四つに割れて、中から牙きばが生えた巨大な口が現れた。

　歩玉蜀黍ウオーキング・コーンがナナを吞のみ込もうと突撃してくる。

「えい！」

　大口を開けて弱点を晒さらす歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの咥こう内ないに、ルルの放った輝炎銃の弾丸が突き刺さる。

「……■■■　麻痺水縛パラライズ・ウオータ・ホールド」

　そこにミーアの水魔法が発動し、歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの突進力を奪って地面に縛り付ける。

　麻痺霧パラライズ・ミストと水縛ウオータ・ホールドの効果を併せ持つ中級水魔法だ。麻痺霧パラライズ・ミストのように範囲攻撃ではないが、味方を巻き込む心配がないので単体の敵に使いやすい。

「今必殺の二次元殺法！」

　アリサがよく分からない叫びを上げて、動きの止まった歩玉蜀黍ウオーキング・コーンに向けて「空間切断デイメンジヨン・カツター」の魔法を放つ。

　不可視の斬ざん撃げきは歩玉蜀黍ウオーキング・コーンを鋭利に切り裂いたが、鋭利すぎて余り大きなダメージになっていない。

　植物系の魔物は特にタフなのが多いからね。

「タマ、ポチ、攻勢に移りなさい！　一気に片を付けます」

「魔刃～？」

「ご～なのです！」

　魔剣に魔刃を生み出したタマとポチがリザと一緒にナナの陰から飛び出して、歩玉蜀黍ウオーキング・コーンへと接近戦を始める。

　この数日の間に、先にタマが魔刃を使えるようになり、ポチも昼前のレベルアップでようやく魔刃スキルを覚える事ができた。

　赤い光の刃やいばを纏まとわせた魔剣を持った二人が、歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの後ろ脚を斬きり裂く。

　覚えたてで魔刃スキルが低いせいか、二人とも魔刃の光が不安定で魔力消費も激しい。

　歩玉蜀黍ウオーキング・コーンが無数のヒゲを鞭むちのように振り回し、前衛陣がそれを捌さばく。

　一進一退の戦いも、すぐに仲間達の側に天てん秤びんが傾いた。

「これで、終わりです──」

　リザが安定した赤い光の刃を纏わせた魔ま槍そうを構える。

「──螺ら旋せん槍撃！」

　鋭い回転を帯びた魔刃の突きが、歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの胴体を深く刺し貫く。

　──ＣＷＵＯＯＯＯＲＷＮＮ。

　牙の並んだ四つに割れた口から、歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの断末魔の声が響いた。

　さらに槍やりの周りを螺旋状に回転する魔力の刃が、魔物の体を更に深く抉っていく。

　リザの螺旋槍撃はオレが「黄金の猪いのしし王おう」戦で覚えた三連螺旋槍撃の基礎にあたる技だ。

　必殺技系のスキルはスキルポイントを浪費する罠わなスキルな気がして仕方ないが、普通の攻撃よりも何割も威力が上がるので、なかなか馬ば鹿かにできない。

　少なくとも一人に一つは欲しいところだ。

　──ＣＷＵＯＯＯＯＲＷＮＮ。

　歩玉蜀黍ウオーキング・コーンが断末魔の絶叫を上げながら、鞭のようにヒゲを振り回す。

　やっぱり、植物系の魔物はタフだ。

「眠れ、と告げます」

　身体強化で威力が増したナナの盾攻撃に打ち据えられ、歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの巨体が勢いよく後退ノツクバツクする。

「ダメ押しの次元杭デイメンジヨン・パイル、極ごく太ぶと！」

　動きの止まった歩玉蜀黍ウオーキング・コーンにアリサの空間魔法が追い打ちをかけ、しぶとい歩玉蜀黍ウオーキング・コーンに止とどめを刺した。

「大勝利～？」

「なのです！」

　魔物を倒して勝かち鬨どきをあげる皆の怪我を、生活魔法で清潔にしてから中級水魔法の「治癒：水アクア・ヒール」で一気に癒やす。

　戦闘中の怪我はミーアに任せてあるが、戦闘後のケアはオレが担当しているのだ。

「うっしゃー！　やったね！　さっきのでレベル二九よ！」

「ぐれいと～？」

「やったーなのです！」

「慢心は禁物ですよ。ご主人様がいてくれてこその成果です」

「肯定。マスターに感謝だと告げます」

「もちろん、感謝してるってば。今でこそタマが釣り役やってくれてるけど、昨日まではご主人様が全部やってくれてたもんね」

　アリサにしては殊勝な物言いだ──。

「本当に凄すごかったわよ。狩ってる間は他ほかの敵が来ないし、小休止の後にすぐに手頃な敵がやってくるし、効率厨ちゆうも真っ青な段取りだもんね」

　──と思ったが、ちゃんとオチを付けるところがアリサらしい。

　オレは「効率厨は余計だ」と言ってアリサの頭にポカリと拳こぶしを落とし、皆を見回す。

　全体的に魔力の消耗が激しいので、順番に「魔力譲渡マナトランスフアー」の魔法で回復させていく。

　タマは既に次の敵を探しに行った後だったので、戻ってきてから回復させよう。

「この調子だと今日中にレベル三〇まで上げられそうだね」

　この一七区画は適度に強い魔物が多かったので、効率的なレベルアップと訓練になったようだ。

　最初に森と見間違えたように、この区画には植物型の魔物が多い。

「ごみん～？」

「ドンマイよ！」

　謝るタマの背後からは、魔力を吸収する厄介な歩き回る蔦つたの魔物「棘蔦足ソーン・フツト」、粘液状の触手を繰り出して這ってくる食虫植物型の魔物「粘液手壷スライム・キヤプチヤー」の二匹が追従している。

　どうやら、魔物のピックアップに失敗したようだ。

「ナナ、しばらく粘液手壷スライム・キヤプチヤーの相手をお願い！」

「カタツムリの可か愛わいさを見習えと告げます！」

　ナナの挑発スキルが上がったお陰か、対象を絞った「挑発」が行えるようになったようだ。

「棘蔦足ソーン・フツトから倒すわ！　魔力を吸収してくるから、蔦の絡みつきに注意するのよ！」

「承知！」

「はいなのです」

　リザとタマが棘蔦足ソーン・フツトを牽けん制せいしつつ、ポチがサブ盾の役割をこなす。

　オレの掛けた物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨンは消えていないけど、獣娘達の武器から魔力が奪われている。

「えまーじぇんし～？」

「げっ、三匹目じゃん！　火炎楓フレーム・メープルまで来たわ」

　燃え続ける葉っぱを揺らしながら、火炎楓フレーム・メープルが根っこを蠢うごめかせてやってくる。

「『迷路ラビリンス』で時間を稼いで、棘蔦足ソーン・フツト、粘液手壷スライム・キヤプチヤー、火炎楓フレーム・メープルの順で行くわよ」

　アリサの空間魔法が発動し、火炎楓フレーム・メープルの周りに透明な「隔絶壁デラシネーター」でできた迷路が出現する。

　迷路からはみ出た枝から、燃え上がる葉っぱが手裏剣のように飛んできた。

　さすがに数が多いし、カバーしきれなそうだったので、オレの「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばして葉っぱを摑つかんでストレージに回収した。

「サンキュー、ご主人様！」

　礼を言うアリサに手を振って、燃え続ける火炎楓フレーム・メープルの葉っぱを一枚取り出して眺める。

　──そうだ。

　オレはその葉っぱを使って、さっきからしていた作業の続きに活用する事にした。

「棘蔦足ソーン・フツトの残体力が四割を切ったわ！」

「ん、畳み込む」

「撃ちます！」

　棘蔦足ソーン・フツトを速攻で倒した仲間達が、粘液手壷スライム・キヤプチヤーを一人で抑え込んでいたナナの加勢に向かう。

「アリサ、火炎楓フレーム・メープルが出てきそうだぞ」

「うはっ、ありがとう、ご主人様」

　オレの助言に、アリサが慌てて空間魔法を掛け直した。

　今ので魔力が打ち止めだったらしく、腰の魔法薬ホルダーから魔力回復薬を取り出して飲み干す。

　急場を乗り切った仲間達は、危なげなく敵を倒していった。




「いい匂におい～？」

「何を作っているのです？」

　戦いを終えたポチが尻しつ尾ぽをふりふり走ってくる。うっとりと目を細めて匂いを嗅かいでいたタマも一緒だ。

「うん？　歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの実がトウモロコシに似ていたから、パンケーキみたいなのを作ってみたんだ」

　コーンを生活魔法の「乾燥ドライ」でカチカチになるまで乾燥させてから、オリジナル術理魔法の「万能工具マルチプル・ツール」で作り出した臼うすで碾ひき、粉にしたトウモロコシで作ってみた。

　学生時代に小麦粉にアレルギーのある子が教えてくれたレシピだ。

「もう、人が戦ってる後ろで料理とか止やめてよね。お腹なかが鳴りそうだったわよ」

「ん、鳴ってた」

「お疲れ様」

　憤慨するアリサの抗議を華麗にスルーして、焼き上がったパンケーキをまな板に移す。

　適当な大きさに切ってメープルシロップを掛けて皆に配る。ちょっとしたオヤツだ。

　このメープルシロップも、さっきも出てきた火炎楓フレーム・メープルと同種の魔物から採取した品だったりする。

「おいし～」

「ほっぺがとろけるのです！」

　タマとポチが甘味に身を震わせる。

「もうちょいメープルたんを増量して」

「ん、増量」

「もう、二人とも、太っても知らないから」

　アリサとミーアがメープルシロップを掛ける係のルルに増量を要求している。

　困った顔でこちらを窺うかがうルルに頷うなずいてやる。たしか、そんなにカロリーが高くなかったはずだ。

「ご主人様、これはさっきの魔物の黄色い粒で作ったのですか？」

「そうだよ。あの粒を粉にして、それに卵とか砂糖とか色々加えて、だけどね」

　ルルの質問に答える。

　実はこのパンケーキは全すべて迷宮産の素材を使っている。卵は昨日タマが採取してきたモノだし、砂糖もウギ砂糖という種類で、「歩ウ竹ギ」という竹でできた鹿しかみたいな魔物の素材から錬成したモノだ。

　仲間達が美お味いしそうに食べる姿に満足感を覚えながら、自分も一切れ口に運ぶ。

　ベーキングパウダーやふくらし粉がないので膨らみがイマイチだが、味は充分満足いくレベルだ。

　──おや？

　ナナがパンケーキの裏に付けたヒヨコ柄を、食い入るように見つめている。

「マスター、この焼き印が素敵に無敵です。保護を推奨すると告げます」

　ちょっとした遊び心で、ヒヨコ柄の焦げ目を付けてみたのだが、それを気に入ってくれたようだ。

「また焼いてあげるから、冷める前に食べなさい」

「イエス・マスター」

　これは「万能工具マルチプル・ツール」の魔法で焼き印を作って火炎楓フレーム・メープルの葉っぱと挟んで付けたので、大した手間は掛かっていない。

　ちなみに、他の子達の分は肉球柄だったり、兎うさぎ柄だったりする。

　おかわりが欲しそうなタマとポチに、オレの分の残りを半分ずつあげよう。

　手招きしたらトテトテと走ってきて、鳥の雛ひなのように口をパカリと開けて催促してきたので、大きく切ったパンケーキを口に放り込んでやった。

「でりしゃす～？」

「美味なのです」

　ミーアとアリサもマネをして小さな口を開けてきたが、皿が空だったので代わりに飴あめ玉だまを放り込んでやる。

　こんなに好評なら、もうちょっとトウモロコシ粉を作っておけば良かった。

　なお、この飴玉は狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウムの花か蜜みつから洋蘭蜜酒デンドロビウム・リキユールを錬成する時の副産物から造ったモノだ。

　これらのレシピも、トラザユーヤ氏の残した資料の中にあった。

　きっと彼は食いしん坊エルフだったに違いない。

「食休みを少ししたら、移動しよう」

「そうね、ここの敵は雑ざ魚こしか残ってないみたいだしね」

　オレの言葉にアリサが同意する。

　こんな風に迷宮内で暢のん気きに調理やオヤツタイムができるのは、敵が少ないからだ。

　この数日の内に乱獲の限りを尽くしたので、大広間内で襲ってくるような魔物はさっきの火炎楓フレーム・メープルが最後だった。

　環境保護団体に知られたら怒られそうだけど、迷宮の魔物は「迷宮の主ダンジヨン・マスター」が「迷宮核ダンジヨン・コア」の力で生み出すモノらしいので、乱獲による絶滅を危き惧ぐする必要はないそうだ。

　それでも、一応、狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウムの若木らしき「陽炎洋蘭ヒートヘイズ・デンドロビウム」の芽なんかには手を出していない。




　大広間の敵を倒し尽くしたオレ達は、大広間に隣接する小部屋を順番に攻略していた。

「最後の胞子攻撃は危なかったですね」

「共生させてる『辛味葉鳥カプサイシン・バード』の火魔法を、胞子に引火させるのに使うとは思わなかったわ」

　目の前で倒れる迷宮茸ダンジヨン・フアンガーの大きな死し骸がいを眺め、リザとアリサが冷や汗を拭ぬぐう。

　辛味葉鳥カプサイシン・バードは赤い葉っぱでできた鳥型の弱い魔物で、迷宮茸ダンジヨン・フアンガーの頭部に棲すみ、希まれに火魔法スキルを持つ個体がいる。
















「なかなか立派なサイズの迷宮茸ダンジヨン・フアンガーですね。ミーアちゃん、今晩も食べますか？」

「ん、肯定」

　ミーアが迷宮茸ダンジヨン・フアンガーの死骸を涎よだれを垂らしそうな顔で見つめて、瞳ひとみをキラリと輝かせる。

「迷宮茸ダンジヨン・フアンガー、美味」

　この迷宮茸ダンジヨン・フアンガーステーキが、ここ数日のミーアのメインディッシュになっている。

　植物エリアだと野菜が豊富なので、いつもよりミーアがご機嫌だ。

「あっち、宝箱あった～」

　タマが茸きのこ部屋の奥の窪くぼみを指差して報告する。

　この部屋は巨大な茸が樹木のように生えている。一度切ってみた事があるが、表面数十センチより奥は石のようにカチカチになっていた。魔物の一種なのだが、動く気配はない。

「へー、久々だね」

　ここ数日の間に見つけた宝箱は三つだけ。

　そして初日の「区画の主エリア・マスター」以後の宝箱はどちらもハズレで、中に入っていたのは古美術品的な見た目の青銅剣が五本と大きな銅鏡だけだった。

　もちろん、どれも魔法の力を帯びていない普通の品だ。

　今度こそ、という皆の期待を浴びつつ向かったのだが──。

「また、青銅剣？　しかも全部同型じゃん」

「バランスが良いいから、駆け出し探索者の訓練用にいいかもね」

　ぼやくアリサを宥なだめながら、宝箱から見付かった五本の青銅剣をストレージに回収した。

「そろそろ薄暗くなってきたわね」

「そうだね、そろそろ別荘に戻ろうか」

　皆も異論はなさそうなので、オレ達は危険地帯から引き上げることにした。

　まだまだ戦い足りなそうな顔をしていたが、必要経験値の多いミーア以外はレベル三〇に達し、多くの新しいスキルを得たので、初回の迷宮探索行として既に充分な成果を挙げている。

　主要な所では、リザが必殺技系の「螺ら旋せん槍そう撃げき」スキルを、タマとポチが「魔刃」スキルを、ルルが術理魔法と生活魔法のスキルを覚えていた。

　術理魔法はまだまだ初歩の「魔灯マナ・ライト」くらいしか使えないが、生活魔法は普通に使いこなしているようだ。

　ルルは術理魔法の「立方体キユーブ」と「自走する板フローテイング・ボード」を早く使えるようになりたいと言っていた。

　前者は常に清潔なまな板代わり、後者は食材の運搬に使いたいそうだ。

　──実にルルらしい。

　また、ミーアとナナは特筆するようなスキルは増えていないが、ミーアは精霊魔法スキルが伸びたらしく、四大精霊系の精霊創造が使えるようになった。

　最後にアリサだが──。

「やっぱ、火魔法を取る事にするわ！　火魔法の身体強化は体脂肪を燃焼させてエネルギーを生み出すから、ダイエットに良いってエルフ達が言っていたもの」

　──と言って、先ほど火魔法スキルを取得した。

　昨夜、空間魔法のスキルレベルを八から九に上げるのに必要なスキルポイントが多すぎて心が折れそうだと嘆いていたので、火魔法に浮うわ気きしたらしい。

　オレがスキルレベルを上げるのに一ポイント固定だという話はしないでおこう。

　アリサは現状でもギリギリ上級空間魔法が使えるので、人前で気軽に使えて戦闘で効率がいい火魔法を選んだようだ。

　なお、オレが解析した限りでは、普通に魔力が燃料になっていたので、体脂肪云うん々ぬんはエルフ達の冗談だと思う。

　あまりに嬉うれしそうだったので言いそびれたが、アリサが暴食を始める前に教えてやらないとね。

　それから、迷宮に入った時に懸念していたアリサのスタミナ不足だが、本人によると魔法使い系のステータスに極振りしていたのが原因だったらしい。

　アリサの場合はレベルアップ時の能力値の上昇を任意に割り振れるそうなので、問題ない水準まで筋力ＳＴＲ値や耐久ＶＩＴ値を上げさせる事でなんとかなった。
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「到着～？」

「げーとおーぷん、なのです」

　タマとポチが土壁の前でそう言うと、ゴゴゴッと重い音がして通路が現れた。

　出迎えは台座に乗ったペンギン像だ。

「ただいま」

「ペンッ」

　ミーアの挨あい拶さつに、ペンギン像が応こたえる。

　この像はここに来てから作った物だが、中に入っているのは飛行帆船を操っていた船首像フイギユアヘツド型ゴーレムのコア・パーツだ。

　ペンギン像には門番とこの場所の保守を担当させている。

　仲間以外が土壁を開けようとしても、船首像型ゴーレムが弾はじくのでセキュリティーは万全だ。

　万が一侵入された場合には、術理魔法の「信号」と同種の警報をオレに送ってくるようにしてある。

　ペンギン像の向こうに、オレ達が拠点にしている一軒のログハウスが見える。

　樹木系の魔物の素材で作ったログハウスで、初めはリビング兼寝室だけだったのを、日々少しずつ増築＆改良していったものだ。

　今ではリビング兼食堂と寝室、キッチン、風ふ呂ろ場ば、工作室を備えた別荘といった風情の拠点となっている。

「早く手足を洗って中に入りましょう」

　仲間達が玄関前にある洗い場で、手足の汚れを落とす。靴は脱いでスリッパに換装だ。

「あまり魔力が減っていないし、補充するまでもないかな？」

　オレはそう呟つぶやきながら、ペンギン像の台座にある魔力貯留装置に魔力を充じゆう塡てんする。

　迷宮内の魔力脈と繫つないで魔力を恒常的に供給する仕組みも作ってあるが、「迷宮の主ダンジヨン・マスター」側から干渉される危険性を考えて、普段はスタンドアローンで動作するようにしておいた。

　切り替えは船首像型ゴーレムができるようにしてある。

「よし、完了っと」

　オレはそう呟きながら、別荘のある広間を見回す。

　別荘の横にはリビングドール達が耕す畑があり、トマトや薬草の種を育てさせている。このリビングドール達は飛行帆船でダミー船員をしていたヤツだ。

　この広間を拠点に据えたのは、水場や風穴があった事と、湧わき穴あなができるような魔物の通路が近傍にない事だ。

　広間から外に出るための通路も三本あるが、それぞれの通路の両端に先ほどと同じ土壁の扉を設置しておいた。

　風穴には沈没船から外したアダマンタイト合金製の金網を嵌はめてあるし、壁、天井、床には海かい龍りゆう諸島の都市岩島に施した浄化結界と同種の魔法陣を刻んである。

　これらは非実体系の魔物や虫系の小型魔物対策だ。

　ここで最初に野宿した時は、土の中から体温に惹ひかれて「嚙地蟲バイト・ワーム」という小さな虫の魔物が這はい出してきたのだ。

　幸い、生活魔法の「害虫避けバグ・ワイパー」で簡単に排除できたが、安眠を邪魔されたので色々と対策しているうちにこんな感じになった。

　ある意味要よう塞さいだが、仲間達の安全とオレの安らかな睡眠のためなので、今回ばかりは自重という頸くび木きは捨て去ったのだ。

「──ご主人様、お風呂が沸いたわよ」

「ああ、すぐ行く」

　アリサが呼びに来たので、魔力貯留装置の蓋ふたを閉めて風呂に向かった。

　別荘の湯沸かしは、調理ができない子達の当番制になっている。

　ポチは湯沸かし用の魔法道具マジツク・アイテムの出力調整に苦労していたようだが、今では安定して沸かせるようになった。

「みんな待ってるんだから、早く脱ぐ脱ぐぅ～」

　脱衣所に入るとわきわきと手を蠢うごめかせるアリサが急せかした。

　もたもたしていると、アリサの魔手に捕まってしまうので、早着替えスキルの助けでタオルを腰に巻いたスタイルに変身して風呂場に行く。

「ぐぬぬっ、お風呂入るのにチート禁止！」

　着替えさせ損なったアリサがそんな事を叫んでいたが、軽くスルーしておく。

　木製の浴槽の前には皆が湯着一枚で待っていた。浴槽は巨木の幹を聖剣でカットし、アリサの空間魔法で抉えぐって造ったモノだ。

　先に入ればいいのにと思わなくもないが、リザとナナが「一番風呂はご主人様／マスターのもの」と言って譲らなかったので、オレが最初に入る習慣ができてしまった。

「ご主人様、失礼いたします」

「掛け湯を実行すると告げます」

　なんとなく楽しそうなリザとナナに左右から掛け湯をして貰もらってから、湯船に足を入れる。

　ゆっくりと湯船の縁に背を預け、丁度いい湯加減のお湯に心身をリラックスさせる。

　──ああ、風呂はいい。

　精霊視を発動しながら、湯船から掌てのひらを出してみる。

　指の間を流れる湯に乗って、精霊が踊るように滑り落ちていく。

　精霊に個性や感情はないという話だったが、この風呂場の精霊達はなんだか嬉しそうだ。

「精霊いっぱい」

「そうなの？」

　ミーアの言葉にアリサが首を傾かしげる。

　ここの水場は精霊が多い。魔物の餌えさにするためなのか、単に地脈の噴き出し口なのかは判わかっていない。

　湯に浸つかっているだけで、マッサージされたように体が楽になるのは、案外、精霊達が揉もみ解ほぐしてくれているのかもしれないね。

「さて、身体からだも温まったし、頭を洗うよ」

「あい～」

「はいなのです」

　タマ、ポチ、ミーアの三人が元気に湯船で立ち上がった。

　最初は他ほかの子達も洗ってやっていたのだが、ルルは湯あたりを起こしそうなぐらい真っ赤になるし、アリサも興奮しすぎて鼻血を出して目を回していたので自分でさせている。

「ん、一番」

　じゃんけんで一番手を勝ち取ったミーアが、シャンプーハットを被かぶって木製の風呂椅い子すに腰掛けた。

　身体が冷えるとカゼをひくので、素早く洗髪用の石せつ鹼けんで泡立てていく。この洗髪用石鹼はボルエナンの森の錬金術士であるツトレイーヤ氏に、レシピを教えて貰ったやつだ。

　元の世界のシャンプーほどではないが、普通の石鹼より泡立ちも良く頭皮に優しい逸品だ。

　シャンプーハットはタマとポチ用に作ったのだが、なぜか今ではミーアとナナのお気に入りになっている。

　順番に幼女達の髪を洗った後、湯冷めした身体を、ポチ達と百まで数えて温めなおしてから風呂から出た。

　エルフの里でも毎日一緒にお風呂に入っていたので、今では湯に浸かってほんのり透けるナナの湯着にも目を奪われなくなってきた。

　なんとなく、枯れた感じがするので、たまには夜の街に繰り出して情熱を取り戻そう。




「明日あしたの朝に、一度、地上に戻ろうと思う」

　風呂上がりにそう告げると、皆の表情が僅わずかに曇った。

「え～、レベル五〇まで上げてから戻りましょうよ」

「そうしてやりたいけど、迷宮の入り口で登録した探索予定期間が過ぎるし、宿の先払い分もそろそろ切れるからね」

　さすがに馬車や馬達がいきなり売却処分されるとは思わないけどさ。

「それに馬達の様子も見に行ってあげないと、寂しがってるかもしれないだろう？」

　オレの言葉にタマとポチが顔を見合わせて「しまった！」という顔をした。

　迷宮での日々に、愛馬達の事を失念していたようだ。

「かえろ～？」

「早く帰らないと大変なのです！」

　タマとポチが慌てて椅子の上に立ち上がったので、二人の頭を撫なでて座らせる。

「しゃーないわね」

「ん、順当」

　皆、納得してくれたようで良かった。

「それに刻印板を設置しておけば、すぐに戻ってこられるよ」

　戦い足りないようだったけど、そう告げると皆の少し曇っていた表情が、笑顔に戻った。

　皆、迷宮別荘での生活が気に入っていたようだ。
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「ご主人様、来たわよ──あれ、ミーア？」

　迷宮別荘に併設した工房の扉を開けてアリサが入ってきた。

　なぜかスケスケのネグリジェを着ている。

「むぅ、破廉恥」

　ミーアの言葉ももっともなので、ストレージから取り出したカーディガンを羽織らせてやる。

「なんだ、てっきり夜よ伽とぎのリクエストかと思ったのに」

　アリサが口を尖とがらせて愚痴を言う。

　悪いがオレに幼女趣味はない。

「二人を呼んだのは、工作の手伝いをして欲しいからだよ」

　オレはそう告げて二人を見回し、二人が理解したのを確認してから続ける。

「先に渡しておいた呪じゆ文もんは覚えておいてくれたかい？」

「ん、完かん璧ぺき」

「それは大丈夫。でも、妙に冗長で転移系の呪文って事しか分かんなかったわ」

　胸を張るミーアと対照的に、アリサは眉まゆがくるりと輪っかを描きそうな悩み顔だ。

　呪文の内容が分からないのが悔しいのだろう。

「大丈夫、すぐに分かるさ」

　オレは「理力の型マジツク・モールド」の魔法で台座を二つ用意する。

　台座にはストレージから取り出した目印用の三角マークをはめ込み、片方の台座に溶けた魔液リキツドの入った瓶、もう片方には迷宮の宝箱から得た青銅剣を置く。

「さあ、ミーアから呪文を唱えて、呪文の基準点は三角マークにしてくれ」

「ん、分かった。■　■■■　■■■■■……」

　そろそろ良いいかな？

　オレはタイミングを見計らってアリサに声を掛ける。

「アリサ、詠唱を始めてくれ」

「おっけー！　■■■■■……」

　やがて、長い呪文が終わりを迎える。

「……　■■■　■　回路〇〇一創造クリエート・サーキツト００１」

　ミーアの呪文が完成すると、瓶から蛇のように魔液が持ち上がって、独りでに回路を形作っていく。

　魔液の回路は次々と分岐し、微細な赤い糸が立体的に織りなす剣のような形になった。

「綺き麗れい」

　ミーアがうっとりと呟く。

「……　■■■■■　回路〇〇一転送インポート・サーキツト００１」

　アリサの魔法が完成すると、赤い魔液の回路が消え去り、代わりに青銅の糸でできた回路が姿を現した。

「──成功だ」

　オレはＡＲ表示で青銅剣が魔剣になっている事を確認する。

　予想外な事に、青銅剣の製作者がセリビーラの迷宮のままになっているのを見つけた。これは望外の幸運だ。製作者を偽装する必要がない。

「ねぇねぇ、もしかして──」

「そうさ、二人に渡したのは魔剣を創つくる魔法の呪文書だよ」

「ま、魔剣？」

「びっくり」

　飛び上がって驚く二人を見て、サプライズの成功にニンマリと笑みを浮かべる。

　今回、こんな魔法を作ったのには理由がある──。

　今までのように液体操作リキツド・コントロールの魔法や錬成だと、公都の闇やみ市いちで売ったような単純な回路の魔剣なら簡単に作れるが、複雑な回路になるとポチ達の魔剣くらいが限界だったのだ。

　鋳造剣の整形と同時に作ろうとすると、どうしても熱の影響を受けて歪ゆがむし、鍛造剣だと内包した回路の変形を計算しないといけなくなるからね。

　従来の手法だと、どんなに熟達しても神授の聖剣クラスのモノが作れる気がしなかったので、アプローチを変えてみた。

　まず、鋳造中に水魔法で回路を作る方法を考えたのだが、制御が難しく従来の手法と変わらなかった。

　そして次に考えたのが、今回試した水魔法で先に作った回路を空間魔法で組み込む方法だ。

　──そういった経緯を二人に語る。

「でも、それだとおかしいのよ」

「むう？」

　アリサが自分の呪文書を眺めて、首を傾げた。

　オレはその姿に微ほほ笑えみ、自らの思考に戻る。

　自在に回路を創造し魔剣を作る「魔剣創造」の呪文は、ちょっとばかり呪文容量が肥大化し過ぎて、設計の段階で上級魔法数個分の贅ぜい沢たくな魔法になってしまった。

　さすがに、誰だれにも使えないような魔法は欠陥品なので、それは完成前にお蔵入りし、常人でも使えるように方向性を変えた。

「ミーア、呪文書見せて」

「ん」

　アリサがミーアから呪文を受け取って、つらつらと目を走らせる。

　オレのオリジナル呪文を見慣れているとはいえ、作者並みの読解速度だ。

「やっぱ、わたしのと同じだ──」

　オレは正解に辿たどり着ついたらしいアリサに頷うなずいてやる。

「──この魔剣を作るためだけの呪文なのね？」

「そうだよ」

　二人に渡した呪文には、変数パラメーターが存在しない。

　正確に言うと、呪文始点の三角形の目印の位置が変数なのだが、それは本筋ではないので除外する。

「この二つの呪文は、この青銅剣にこの魔法回路サーキツトを組み込むためだけのモノなんだ」

　青銅剣の方はおおよそ同じ形なら大丈夫だが、魔法回路は固定だ。

　転移魔法の座標設定も呪文内に組み込んであるので、魔法回路が変わったら転移魔法の方も使えない。

「なんて、贅沢な」

「でも、そうじゃないと回路の整形や、転移座標設定の数が多すぎて無理なんだよ」

　コンピューターならともかく、少なくとも人には何千個もの座標を正確に脳内で設定するなんて芸当は無理だ。

「使いたい」

「いいよ。刃から火が出るから注意して」

「ん」

　ミーアが魔力を流して魔剣を持ち上げると、魔剣の周りに術理魔法の「防御壁シエルター」に近い保護膜が生まれ、その外側に炎が吹き上がった。

　ミーアが炎を帯びた魔剣を片手で軽々と振る。

「綺麗」

「ファイヤーダンスとかしてみたくなるわね」

　素直に喜ぶミーアの後ろで、アリサが失礼な感想を呟つぶやいた。

　確かに、スライムのような火を忌避する魔物や通常攻撃に耐性のある相手以外には松たい明まつ程度の意味しかないが、ファンタジーな魔剣らしくて良いのだ。

「魔法効率もそれなりに良さそうだね」

　オレはミーアから剣を受け取って、仕上がりを確認する。

「そうだ──上う手まく魔力を操作すると、こんな事もできるぞ」

　魔力を調整しながら魔剣を振り抜くと、火杖クラスの火弾が剣先から飛び出した。

「うはっ、漫画に出てくる剣みたい！」

　それを見たアリサが笑顔ではしゃいだあと、真顔に戻って尋ねてきた。

「だけど、このくらいならポチ達の魔剣と変わらなくない？」

「見た目はね。他にも身体強化や鋭刃、所持者への活力付与を兼ねたスタミナ回復なんかもあるんだ」

　そうじゃなければ、ミーアが片手で重たい魔剣を振れるわけがない。

　魔力も剣と本人を循環するから消費も少ないのだ。

「二人ともありがとう。これで次のステップに移れるよ」

「むぅ？」

「次のステップ？」

　オレの発言にミーアとアリサが首を傾かしげる。

「オリハルコンやヒヒイロカネなんかの伝説系金属で鍛えた剣をベースに聖剣を作るんだよ」

　魔液よりも青液ブルーの方が微細で高密度な回路を作れるし、完成後の魔力効率が良いのだ。

「急がなくていいから、次の呪文も宜よろしくね」

　オレが取り出した呪文の束を見て、アリサとミーアが示し合わせたように逃げ出した。

「百種類は多かったかな？」

　オレはそう呟いて二人の後を追い、アリサとミーアの専用装備を優先して作る事を条件に、以後の協力を約束して貰もらった。

　いずれは自律防御盾や浮遊砲台なんかも作りたい。

　うん、異世界の工作は夢が広がるね。







　再会





〝サトゥーです。自分は上手くやっているつもりでも、端から見たら危なっかしい事というのは往々にしてあります。年上の知人からの忠告は素直に聞くのがマルですね。〟






「下の兵隊の人達がピリピリしてたわね」

「誰かお偉いさんの一族の人でも未帰還になったんじゃないか？」

　首を傾げるアリサに、自分の推測を伝える。

　さっき通った迷宮入り口に一番近い広間で、駐屯している兵士達が登山隊のような重装備で集合していた。

　迷宮内に隣国の王族や伯爵子弟なんかもいたから、そのあたりが対象だろう。

「ふ～ん、困ったモノね」

「そうだな。帰還予定日は本来の予定の二倍くらいの期間で申請しておくべきかもね」

　今回は丁度ぴったりに帰還予定日に帰ってきたけど、何かトラブルがあって戻れない事があるかもしれないからね。

　それにしても、行きは下りでも息を切らしていたアリサが、帰りは会話しながらでも平然と階段を昇りきっていた。

　やはり、レベルアップは大したものだ。

「と～ちゃ～く～？」

「怖い扉の裏側は笑顔なのです」

　タマとポチが「ちょっと不気味な笑顔の太陽」がレリーフされた迷宮入り口の扉を開く。

「ではゼオルン小隊長、くれぐれも頼んだぞ」

「はい、子爵様のご友人は必ず、このゼオルンが救出してみせましょう」

　扉の向こうから、若干聞き覚えのある教師風の厳格な声が聞こえてきた。

　暗い迷宮から外に出ると、明かり取り窓から零こぼれる光の中に知り合いがいた。

「──ペッ」

　オレと目があった相手が、驚いたようにオレの名前を呼ぶ途中で詰まる。

　薄情な事にオレの家名を忘れてしまったみたいだ。

「お久しぶりです、シーメン子爵様」

　彼は公都で巻物工房を経営する上級貴族で、友人であるトルマのお兄さんだ。

　どこかチャランポランな印象のトルマと違い、兄である彼は厳格な教師のような威厳がある。

「さきほど聞いてしまったのですが、ご友人が行方不明なら、私も協力いたしましょう」

　自分で言うのもおこがましいが、これでも人捜しでオレを──というかオレのユニークスキルを超える者はそうそういないだろうからね。

「いや──いや、その必要はない」

　シーメン子爵が吐息を漏らしながら、首を横に振る。

　迷宮方面軍に依頼したみたいだし、素人しろうとの助けは足手まといという事だろう。

　当然ながら、彼はオレのユニークスキルの事を知らないからね。

　ここは一いつ旦たん引き下がって、後からこっそりとマップ検索をし、救出を代行しようと思う。彼には巻物作成で色々と便宜を図って貰っているし、このくらいの役には立たないとね。

「もう見付かった」

　──え？

　落ち着いたシーメン子爵からの突然の抱擁に驚きながらも、すぐに事の次第が予想できた。

「では、彼がペンドラゴン卿きようなのですね」

　ゼオルン小隊長が驚いたようにオレを値踏みする目で見つめる。

　彼が小さな声で「綺き麗れいな顔だな」と呟くのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　一瞬だけ、彼の美的感覚に疑問を覚えたが、たぶん、彼が言外に言いたかったのは「何日も迷宮を彷徨さまよっていたにしてはずいぶん汚れていない」といった感じだろう。

　迷宮の別荘では毎晩お風ふ呂ろに入っていたし、着替えも毎日していたからね。

「ああ、そうだ。私のかけがえのない友人であり、有益な取引先でもあるペンドラゴン卿だ」

　シーメン子爵がようやく抱擁を解いてくれたが、すぐにオレの肩を抱き寄せ、ゼオルン小隊長に紹介してくれた。

　こんなにスキンシップの多い人だった記憶はないのだが、オレの無事を喜んでくれているようだし、ここは素直に流れに乗っておこう。

　ゼオルン小隊長と自己紹介をしあった後に、オレの捜索話に至った顚てん末まつを教えて貰った。

　なんでも──。

　一昨日おととい、魔コ核アと希少素材の買い付けに迷宮都市にやってきたシーメン子爵が、貴族同士のサロンで蟻あり蜜みつを手に入れようとして連ト鎖レ暴イ走ンを引き起こした探索者達の噂うわさを聞いたのが発端だったらしい。

　話を聞くうちに、その探索者達を助けたのが、ミスリルの名剣を持つ黒髪の若い貴族で、しかも、小さな子供達や魔ま槍そうを持った橙とう鱗りん族の女を連れていた、という内容からオレを連想したそうだ。

　そして、念のため、探索者ギルドに人をやって確認したところ、オレ達が件くだんの連鎖暴走事件の日に探索者となり、そのまま迷宮に突入して帰還していないという話が出てきた。

　最初は探索者ギルドに救出部隊の派遣を依頼したらしいのだが、帰還予定日を過ぎるまで出発できないという一点張りで埒らちが明かなかったそうだ。

　そこで、迷宮方面軍の将軍に直じか談だん判ぱんして迷宮探索が得意な精鋭達を借り受けて、救出部隊を編成してくれたらしい。今は案内役の探索者を待っていたところだったそうだ。

　もちろん、子爵自身が迷宮に入るわけではなかったらしいが、実働隊のゼオルン小隊長と知り合いだったそうで、わざわざ足を運んできたとの事だった。

　それにしても、探索者ギルドがお役所仕事で良かった。

　臨機応変に救出部隊を即日出動されていたら、色々とややこしい事になる所だったよ。

「ご心配をお掛けしたようで、申し訳ありません」

「いや、その様子からして、私の早とちりだったようだ。こちらこそ騒ぎを大きくしてすまん」

　話を聞き終わった後、シーメン子爵に頭を下げると、向こうもすぐに謝罪を返してくれた。

　これで彼の面子メンツも潰つぶさずに済んだし、この場の対応としてはゼオルン小隊長に二人一緒に頭を下げれば良いいかな？

「だから言ったじゃないですか、下級魔族を退けるような凄すご腕うでの剣士なら、第四区画の魔物が束になっても怪け我がなんてさせられないってね」

　そう言って話に入ってきたのは、甲かつ冑ちゆう姿の騎士だ。

　ＡＲ表示によると、ゼオルン小隊の一員でレベル二七もある。

「ああ、卿の言う通りだった。賭かけは卿の勝ちだ。後で兵舎に酒さか樽だると羊五頭を届けさせる」

「酒はエールで頼みますよ。ワインなんて俺達は飲みませんからね」

　シーメン子爵の言葉に騎士が破顔する。

　彼は爵位こそないものの貴族階級なのだが、貴族達が愛飲するワインよりも大衆向けのエールの方が好きらしい。

「小隊長、下の連中は解散させますか？」

「そうだな──伝令」

　ゼオルン小隊長は顎あご髭ひげを撫なでながら、少し思案したあと伝令兵を呼ぶ。

「将軍閣下に伝えろ。裏任務完了。我がゼオルン小隊は本来の任務を遂行する」

「裏任務完了。我がゼオルン小隊は本来の任務を遂行する」

「よし、行け！」

　復唱した伝令兵に指示を出した。

「本来の任務？」

「ああ、表向きは迷賊退治という事で作戦書類を作ったんですよ」

　シーメン子爵の呟きに、ゼオルン小隊長がぶっちゃける。

「書類も通ってフル装備で準備万端ですから、このまま第二区画にはびこる迷賊を退治してきます」

　ゼオルン小隊長が騎士の方を振り向いてニヤリと笑う。

「お前達も訓練は飽き飽きだろう？　たまにはクズども相手に思う存分暴れさせてやる」

「へへっ、話の分かる上官は好きですよ」

　ゼオルン小隊長と騎士はそんな会話を交わした後に、シーメン子爵に別れを告げて迷宮に入っていった。

　本当に迷賊退治が好きなのかもしれないが、理由の半分くらいはシーメン子爵やオレが気を遣わないようにという気遣いに違いない。

　彼らが帰還する時期に、オレの方からも酒とご馳ち走そうをデリバリーして労ねぎらおう。

「シーメン子爵、将軍閣下にも何かお礼かお詫わびをした方が良いと思うのですが、どのようにすれば良いでしょう？」

「そちらは明日あしたにでも私が礼に向かう。君は気にしなくても良い」

　さすがに、社会人として「はいそうですか」とはいかない。

「私がついてこない方が良いのなら、そのようにいたしますが──」

「君は律儀だな。良かろう、明日の昼にでも迎えをやる。エルタール将軍は甘いワインが好みだ。酒は私が手配するから、君はワインに合う肴さかなでも用意してやってくれ」

「はい、そんなもので宜しければいくらでも」

「そんなもの、ではないぞ」

　オレの言葉に、シーメン子爵が少し不機嫌そうな顔を見せた。

「君の、『奇跡の料理人』の料理は同じ重さの金にも匹敵する価値があるのだ。君は公都でそれを証明した。ロイド侯やホーエン伯も、同意してくれるだろう」

　懐かしい名前が出てきた。食いしん坊貴族の二人は、オレの料理を本当に美お味いしそうに食べてくれるから、非常に作りがいがあった。仲間達の次に、だけどさ。

「分かりました。料理の事で卑下しないように注意いたします」

　少しだけ、教師に叱しかられる気分になりながら、彼の忠告を肝に銘じる。

「うむ、それがいい」

　シーメン子爵がゴホンと咳せき払ばらいをし、別件に話を変えた。

「明日の夜にでも君の生還を祝って宴うたげを開く。急の宴故、知り合いの貴族全すべてを集めきれぬかもしれんが、懇意にしている連中の半数以上は集められるはずだ」

　なるほど、伝つ手てのある地元の貴族達を紹介してくれるわけか。

　この迷宮都市セリビーラにはソーケルのような困った感じの貴族もいるみたいだし、知り合いの貴族が近くにいるというのは心強いからね。

　本当なら数日後に宴を開きたかったそうだが、王都行きの飛空艇が明後日あさつての早朝発で次が半月後との事だったので、オレが無事だと判わかった以上先延ばしにできないらしい。

　公都にいた頃ころからシーメン子爵は忙しそうだったし、その忙しい最さ中なかでもオレのために骨を折ってくれる彼には感謝で一杯だ。

　宴の時にでも、人気が出そうなオリジナル呪じゆ文もんを土産代わりに贈ろう。

　花火フアイアワークスが受けていたし、「理力の糸マジツク・ストリング」と「魔灯マナ・ライト」を融合した「自在に動かせる蛍ほたる火び」の魔法なんて良さそうだ。

　前に解析した時のモジュールもあるし、明日までに作っておこう。

「──若様！」

　セリビーラ市側の通路から、若い女性の声が聞こえた。

「良かった！」

「無事でしたか！」

　オレに駆け寄って抱きついてきたのは、連鎖暴走の件で助けた「麗しの翼」の二人だった。

　アリサとミーアの鉄壁ペアの活躍で、抱擁は短い時間に終わってしまったが、愛あい嬌きようさんの筋肉質な身体からだも、美人さんの柔らかな身体も、どちらも違った魅力でとても素敵だった。

　彼女達も、オレ達が連鎖暴走に巻き込まれて迷子になったと思っていたらしい。

「お二人こそ無事で良かった」

「若様のお陰だよ」

「本当に助かりました」

　再会の喜びを分かち合った頃合いを見て、シーメン子爵が二人に探索任務はなくなったと伝え、彼の従者が二人に解約料を手渡していた。

　シーメン子爵によると、彼女達が救出部隊の案内役の探索者だったそうだ。

　二人はしきりに礼を言った後、一稼ぎしてくると言って迷宮へと入っていった。

　なんでも、連ト鎖レ暴イ走ンを引き起こして迷宮方面軍の手を煩わしたという事で、罰金刑を受けたらしい。

　一緒に迷宮蟻メイズ・アントの巣を攻略する依頼を受けていた彼女達は、ベッソという男性探索者達の巻き添えで、連帯責任を取らされたそうだ。

　罰金は高く、蟻蜜採取で得たお金だけでは足りなかったらしい。

　言葉を濁していたが、足りない分は借金でもしたのだろう。

　二人を見送ってすぐに、シーメン子爵から都市に戻ると告げられた。

　従者を連れて先に都市へと戻るシーメン子爵を見送ってから、仲間達と一緒にギルド職員のいる買取カウンターの所に向かった。




「無事のご帰還、おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　帰還を祝福してくれたギルド職員に、笑顔で礼を告げる。

「成果はいかがでしたか？」

「魔核と迷宮蟻メイズ・アントの素材、それから迷宮蛙メイズ・フロツグの肉です」

　オレが平べったい肩掛け鞄かばんをテーブルに置くと、ギルド職員の顔が苦笑いになる。

　きっと、成果が少ないと思っているのだろう。

　アリサがいたずらっ子のような顔で、こちらの様子を窺うかがっている。

「まず、魔核が一三七個」

「──え？」

　オレが鞄──魔法道具マジツク・アイテムの格納鞄ガレージ・バツグから魔核の入った小袋を五個取り出すと、ギルド職員の顔が半笑いで固まった。

　小袋の一つを開けて、魔核を見せる。

「等級の低い魔核が多いですが、こちらの大きめの魔核は朱三以上の等級のモノばかりです」

　前にクハノウ伯爵領で知った等級表を参考に、魔核の等級を告げた。

「凄すごいっ、迷宮甲虫や兵蟷螂ソルジヤー・マンテイス級の魔核だわ」

　大きめの魔核を見たギルド職員が、半笑いから驚きの笑顔に変わる。

　彼女の様子を見ていると、狂乱洋蘭クレイジー・デンドロビウムを始めとした強めの魔物達から得た魔核を迷宮別荘の倉庫に置いてきたのは、我ながら英断だったと思う。

　実際に得た魔核は千個以上あったのだが、今回は様子見で青銅証を取れる程度に抑えてある。

「こっちのも朱一と朱二が半々くらいかしら、魔粒や真っ白な魔核は一つもないわね」

　後でギルド職員に聞いた情報によると、魔粒というのは半グラム未満の小さな魔核の俗称らしい。

　オレの脳裏に「歩き豆ウオーキング・ビーンズ」や「跳ね芋ホツピング・ポテト」から見付かった小さく白い魔核が思い浮かんだ。確かに魔核というよりは魔粒と呼んで区別したくなるのも分かる。

「青銅証への昇格に足りますか？」

　これだけあれば、全員の木証を青銅証に昇格できると思うが、念のために尋ねてみた。

「ええ、充分です。リック、買い取り価格の計算をお願い。計算の前に青銅証への昇格申請書を持ってきて」

「はい、ベナ主任。申請書は八枚で宜よろしいですか？」

「ええ、もちろん」

　職員達の会話に少し頰ほおを緩める。こちらから要求しなくても、子供達の分まで申請書をちゃんと用意してくれる所に好感が持てるね。

「うふふ、赤鉄のパーティー以外でこんなに濃い魔核を回収してくれるなんて久しぶりです。若様は期待の新人ですね」

　ギルド職員にまで「若様」呼びされてしまった。会うのは二回目だし、名乗ったのも六日前だから、名前を忘れられていてもしかたない。

　余談だが、彼女の「期待の新人」というくだりで、アリサが凄く嬉うれしそうに「よっしゃー！」のポーズをサイレントで行っていた。

　タマとポチはリザの両りよう脇わきに抱えられていたので、両手だけの参加だ。

　ミーアは咄とつ嗟さのノリについて行けないのか、ナナと一緒に首を傾かしげていて可か愛わいい。

　ルルとリザはその様子を微ほほ笑えましそうに見守っていた。

「これは素材も期待できますね」

　期待顔のギルド職員の前に、格納鞄から素材を取り出していく。

「こちらが、迷宮蟻メイズ・アントの甲殻七組」

　にこやかな顔が笑顔で見守ってくれる。

「それから護衛蟻ガーデイアン・アントの刃腕一〇本」

「──え？」

　ギルド職員の顔に、少し驚きが浮かんだ。

「それから『蟻あり翅はねの銀剣』用の精鋭蟻エリート・アントの翅三枚です」

「アリ、ハネ？」

　信じられないモノを見たような感じに、彼女の笑顔が引きつっている。

　護衛蟻ガーデイアン・アントや精鋭蟻エリート・アントは「麗しの翼」と別れた後に寄った蟻の巣で出会った魔物だ。迷宮蟻メイズ・アントよりも強かったが、さほど苦労せずに仲間達が倒していた。

　ストレージ内には掃いて捨てるほどあるのだが、自重して滞在期間に相応ふさわしい程度の量に抑えてある。

「まさか、巣に入ったんですか?!」

　ギルド職員の問いには非難するような響きがあった。

　それも仕方ない。半分以上が子供に見えるパーティーが、初回から魔物の密集地帯に突っ込んだのだ。

　彼女の立場なら、注意の一つもしたくなるだろう。

「連ト鎖レ暴イ走ンの後だったせいか、外に彷徨さまよい出てましたよ」

　オレは詐術スキルの助けを借りて、ギルド職員にそう答える。

　一応、噓うそは言っていない。今回提出した素材の主ぬしは巣の外でウロウロしていたヤツだ。

　なんとなく騒ぎになりそうだったので、オレ達が巣に入った事実を伏せておいた。

「それから迷宮蛙メイズ・フロツグの肉が三体分です」

　リザに手伝って貰もらって、五〇キロ単位に分割した迷宮蛙メイズ・フロツグの肉を取り出す。

「多いですね。ヒューイ、重さを量って」

「はい、ベナ主任」

　エプロンをした年配の男性が、順番に蛙肉を秤はかりに載せて量る。

「これで終わりですね？　迷宮都市への禁止品もないようですし、全て買い取り依頼票にある素材ばかりのようですね」

　ギルド職員がそう言って、しばし黙考する。

「さきほどの素材ですが、ギルドでは規定価格でしか買い取れないので、そちらの掲示板にある帳票の工房や卸業者の所に持ち込んで交渉する事をお薦めします」

　ギルドの利益を優先しない彼女の言葉に少し驚いた。

「そんな事を薦めて宜しいのですか？」

「はい、探索者ギルドは、ギルドと名乗っていますが、民営ではなくシガ王国の迷宮資源省の管理下にある公的組織なんです」

　確かに迷宮は鉱山のような巨大な資源の供給源だから、その管理団体のバックにシガ王国の王様がいるのは納得できる。

「仲介による収益は運営費に上乗せされますが、その本質は魔核の安定回収です」

　そういえば魔核だけは強制買い取りだったっけ。

「ギルドの買い取り代行はあくまで、商売に疎い探索者達が海千山千の商人達に食い物にされないためにあります。探索者がある程度裕福になれば装備も充実しますし、生存率も上がりますからね」

　なるほど、「全ては魔核の安定回収のために」って所に帰結するわけか。

「迷宮蛙メイズ・フロツグの肉を一塊残して全て売却でお願いします」

「宜しいんですか？　これだけ品質が良ければ、少なくとも規定額の二割増しから上う手まくいけば三倍くらいの値段で売れますよ？」

「はい、懇意にしている工房もありませんから」

　心配してくれる彼女には悪いが、実績作りとギルド職員の反応を確認するために持ち帰った品だから、工房まで持ち込んで金銭交渉をするのはパスだ。

　その内、迷宮都市に馴な染じんでから考えるよ。




「承知いたしました。計算が終わるまで、こちらの申請書をご記入下さい」

　渡された申請書には、木証の番号と名前を書く欄しかない。

　他ほかには「規定数の魔核を迷宮内から回収した功績により、青銅証の授与を望む」と書かれてあるだけだ。

「ずいぶん、簡素ですね」

「ええ、探索者になる方は、あまり難しい文章だと理解して貰えない事が多くて」

　ギルド職員が淡々と告げる。

　この国は識字率が低いし、学校や寺子屋のような学習の機会がほとんどないみたいだから、仕方ないのかもしれない。

「パーティー名がお決まりでしたら、名前の上にパーティー名を書き込んで下さい」

　そういえばパーティー名なんて決めていなかった。

「パーティー名は何がいい？」

　思いつかなかったので、仲間達に振ってみた。

　まずはアリサから──。

「ペンドラゴン士爵と愛人達」

　却下だ。

「ポチとご主人様」

「あら、ポチちゃんは、私達が一緒だと嫌？」

「い、嫌な事はないのです。ポチとご主人様とタマとリザとルルとミーアとナナとアリサがいいのです！」

「ながい～？」

　ポチの失言をルルが弄いじる。

　直すぐに訂正したが、タマが指摘したように長すぎる。

「もっと簡潔なのが良いでしょう。魔王殺しなどはいかがですか？」

「称号みたいじゃん？」

　信じる人がいたら困るし、たいていの場合、勇者気取りのバカ者だと失笑されるのがオチだ。

「幼生体保護隊を推薦します」

「え～、迷宮前の幼女ちゃん達を、みんな保護しないといけなくなるじゃない」

「せめて飢えないようにはしてやりたいけどね」

　この市には炊き出しをする団体はいないのかな？

「ペンドラゴン士爵とゆかいな仲間達がいいです」

「ルル、あなたもやはりアリサの姉ですね」

「え、リザさん、それはどういう意味?!」

　アリサの昭和パワーはルルを着実に染めているようだ。

「妖よう精せいの友」

「そりゃ、友達だけどさ～。パーティー名っぽくないよね」

　あと、意見を言っていないのはタマか？

「ん～？　肉が食べ隊～？」

「ハンバーグが食べ隊」

「鳥の丸焼きが食べ隊」

「チョコパフェが食べ隊」

　タマの案に触発された仲間達が次々に同じような名前を挙げていく。

　パーティー名を挙げるフリをして、みんな食べたいものを連呼しているだけじゃないか？

　チョコパフェで思い出したけど、近いうちにエルフのネーアさんにチョコ作りの進しん捗ちよくを聞きにいかないといけない。

　このままだといつまでも決まらない気がしたので、暫定として、オレの家名をそのままパーティー名として登録してもらう事にした。

　全員の記入が正しいことを確認して申請書を手渡すと、ギルド職員が「魔核受領を証明します。迷宮門主任、ベナ」と一枚一枚に手書きで記入し、終わったモノから順に書類入れに重ねていく。

「これで申請は完了です。青銅証は三日ほどで用意できるはずなので、それまでは木証を着けていて下さい」

　青銅証の受領は西ギルドで行うらしい。




　計算が終わるまでの間に、税金や手数料などについて尋ねてみた。

　一瞬だけ珍しいモノを見るような目をしたあと、オレの貴族服に視線を合わせて納得顔になる。

　たぶん、税金の事を気にする探索者は希まれなのだろう。

「ここで売る魔核は税金が天引きされております」

　ちらりと一いち瞥べつして、こちらが理解している事を確認してから、ギルド職員が話を続ける。

「探索者達の持ち帰る魔核以外の品については非課税となっております」

「非課税ですか？」

「はい、探索者達に期待されているのは魔核の安定した回収ですから」

　オレの知る封建社会の為政者は、民衆から搾り取れるだけ税を課す存在だったんだが……。

「税金は取れるところから取るモノですよ」

　ギルド職員がウィンクしてそう告げた。

　たぶん、商人や職人からガッポリ取るのだろう。

「主任、計算が終わりました」

「こちらも計量終了です」

　部下達から計算書を渡されたギルド職員が、結果を教えてくれる。

「魔核は等級と大きさ、それに表面の傷によって価格が変わります」

　表を見せて貰うと、迷宮蟻メイズ・アントの魔核が一個銅貨一枚、迷宮蛙メイズ・フロツグの魔核が一個銀貨二枚となっている。

　なお、仲間達が毎日大量に倒していたレベル三〇級の魔物の魔核を参考までに一個入れていたのだが、それが金貨五枚だった。等級が高く大きかったせいもあるが、凄すごい格差だ。

「ずいぶん値段が違うんですね」

「はい、朱三以上の魔核は魔法薬や魔法道具で引く手あまたですし、ある程度以上大きい魔核がないと作れない魔法道具も多いですから」

　なるほど、それで極端な価格の差があったのか。

　クジラ──大怪魚トヴケゼェーラの魔核は朱九を超える非常に濃い紅色だった。売るつもりはないが、超巨大なクジラの魔核が幾らになるのか少し興味がある。

「素材の方の代行買い取り価格はこのようになります。お確かめ下さい」

　オレはギルド職員から受け取った計算表に視線を落とす。

　ギルドの規定買い取り額だと、甲殻が七組で銀貨一四枚、刃腕が一〇本で銀貨四〇枚、蟻翅が三枚で銀貨六枚ほどで、工房持ち込みだと甲殻や刃腕で倍額、傷が全くない蟻翅にいたっては一枚で金貨二枚から三枚くらいになりそうという話だ。

　なお、蛙肉は一キロあたり銅貨一枚だったので、迷宮蛙メイズ・フロツグを狩れるなら魔核狙ねらいより生活が安定しそうだ。

　軽く計算してみたが、レベル一〇くらいまでの探索者は生きていくのがギリギリ、レベル一五あたりは普通の生活、レベル二〇あたりで大おお怪け我がさえしなければ比較的裕福、レベル三〇以上なら貯蓄ある裕福な生活を送れる感じだろう。

　もちろん、オレのマップによる敵の事前把握や誘導を除いた普通の探索者の話だ。

　レベルの低い探索者達の軽装が、買い取り価格から少し理解できた。

「こちらが魔核と素材の買い取り代金となります」

　軽く暗算してみたが、間違っていない。

　しめて、金貨二〇枚と銅貨三一枚だ。

　蟻あり素材を工房で売ればさらに金貨二〇枚弱くらい増えそうだから、四〇人日の計算だと一日一人金貨一枚前後だね。

　実際は狩りだけで、この数十倍の稼ぎだけどさ。

　もちろん、手に入った材料で魔法薬や魔法道具、魔剣なんかの魔法の武器まで量産したら、天文学的な数字の収入があるだろうけど、そこまでの市場がないだろうし、仲間のためや自分の趣味以外でそんな面倒な作業は御免被る。

「宜よろしいですか？」

「ええ、結構です」

　オレは頷うなずいて、売却しなかった素材を返却して貰い、現金をサイフ代わりの小袋に入れる。

「最後に確認しますが、魔核を不正に隠していませんね？」

　ギルド職員の瞳ひとみがキラリと輝く。

　ＡＲ表示によると、彼女は「断罪の瞳」というウリオン神のギフトを持っているようだ。

　彼女の前で噓を吐つく──いや、罪を隠すとバレるのだろう。

　なので、オレは彼女の問いに噓うそ偽りなく答える。

「はい、迷宮から持ち帰った魔核はそれで全すべてです」

　残りは迷宮の別荘だし、ストレージ内にあるのは迷宮以前から所持していたモノだ。

「はい、ありがとうございます」

「いえいえ、どういたしまして」

　にこりと微ほほ笑えむ彼女に、オレも笑顔を返す。

　今日も「無表情ポーカーフエイス」スキル先生は働き者だ。




「さてと、帰る前に」

　オレは壁際に座る運搬人の子供達の人数を素早く数える。二〇人ほどだ。

　ＡＲ表示を見ると、どの子も空腹状態になっている。

「この蛙肉を半分程振る舞いたいのですが──」

「焼き肉台の貸し出しと燃料の販売ですね？」

　オレの言葉の途中で快諾してくれた。

　話が早くて助かるよ。

「ルル、リザ、悪いけど、肉を焼いてあげてくれるかな？」

「はい、ご主人様」

「お任せ下さい」

　リザが焼き肉台を設置し、ルルが肉を切り分ける。

「お手伝い～？」

「ポチは肉に串くしを刺すプロなのです」

　そんなプロがあるとは思えないが、タマとポチがルルの切り分けた肉を串に刺していく。

「上手く火が付きませんね」

「手伝う。■　火フアイア」

　石炭の着火に苦労していたリザを見かねて、ミーアが精霊魔法で火を付ける。

　迷宮内と違って、ここだと精霊がたくさんいるから問題なく使えるようだ。

「びっくりした」

「大きい火だったね」

「まほーだ」

「すごいや、あたし達と同じくらいの子なのに魔法使い様だ」

　幼女達がミーアの魔法に驚きの声を上げた。

　一番年とし嵩かさの娘はミーアを崇拝するようなキラキラとした瞳で見上げている。

　ミーアはクールな顔で気にしていない風だったが、小鼻がちょっとだけ膨らみ、口元が少し緩んでいたので、悪い気はしていないようだ。

「喜びなさい！　今からペンドラゴン士爵様が皆に迷宮蛙メイズ・フロツグの肉串をご馳ち走そうするわよ」

　アリサがそう告げると、子供達が一斉にオレの方を向いて「ありがとう」の合唱をした。

　前に見たドゾン氏の教育の賜たまものな気がする。

「一度に集まってはいけないと諭します。安全のために一列に並びなさいと指示します」

「ん、並ぶ」

　ナナとミーアは子供達の整列係をしてくれているようだ。

　肉はたっぷりあったので、半時間くらい掛けて子供達が満腹するまで焼いてやり、余った半分程の肉はギルド職員や通りかかった探索者達にも振る舞った。

　仲間達も運搬人の子供達と一緒に摘まんでいたが、迷宮帰還祝いに昼食に宿自慢の子羊料理を食べようと思っていたので、食べ過ぎないように控えさせていたのだ。





◆






「へー、定期便なんてあるのね」

　オレ達が迷宮門前の西ギルドから探索者登録をした東ギルドまでの区間を、探索者ギルドの馬車が一刻──二時間毎ごとに運行しているらしい。

　もっとも、馬車と言っても荷車に近い開放型のヤツだ。

「次の馬車は半刻後だが……定員の八名に達しているし、すぐに出してやるよ」

「助かるよ、ありがとう」

　御者が融通を利かせてくれたので、馬車の代金を少し色を付けて渡す。

　オレ達が乗り込むと馬車が走り出す。

「マスター、情熱の赤に染まった集団を発見したと告げます」

　ナナが指差す一角には、女性探索者達から黄色い声援を受ける、赤いマントや鎧よろいを着た探索者達がいた。

「ありゃあ、赤鉄の探索者ばかりの『赤竜の咆ほう哮こう』だぜ。あの赤あか鞘ざやの剣を持ってるのが団長のジェリル准男爵、「紅の貴公子」って二つ名を持つ優男だが、シガ八剣入りが噂うわさされているほどの剣豪だ」

　御者の解説を聞きながら、ＡＲ表示を確認する。

　レベルが四五と非常に高い。片手剣と盾、それに火魔法を得意とする魔法剣士のようだ。

　彼のパーティーメンバーもレベル三〇からレベル四〇もある。

「あの人達が一番強いの？」

「そうだな。探索者筆頭のヤサクの旦だん那なが留守にしてるから、今はダントツの一番だろう」

「なら、とりま暫定ライバルはジェリルっちに決定ね！」

「らじゃ～？」

「頑張ってサイキョーになるのです！」

　アリサ達が一方的なライバル宣言を行う。

　もちろん、人垣の向こうのジェリル氏に聞こえるわけもなく、御者も「がんばれよ、未来の筆頭」と笑って激励していた。

　たぶん、アリサは本気で言っている。

　実際のところ、装備面ではオレ達の方が勝っている感じなので、後は仲間達の努力と時間が解決してくれるだろう。




「この辺からは探索者向けの店が多い。職人街は南門の辺りだ」

　馬車は西ギルド前の通りを抜け、小さな店舗がひしめき合うように軒のきを連ねている場所へと出る。

　御者の解説に耳を傾けながら、町並みや道行く人達を眺める。

「それにしても、この都市の用水路って汚いわね」

「さすがに飲料には使わないんじゃないか？」

　小さな橋を渡る時に、アリサが水面を見下ろしてぼやいた。

　食べかすやゴミが流れている。

「普通に使うぜ？　もちろん、ゴミの浮いていない所からだけどな」

「マジでっ?!」

　御者の解説にアリサがショックを受けている。

　オレもわりとショックだ。衛生的な環境で生まれ育った者には辛つらい場所かもしれない。

　もちろん、生活魔法の「浄水ピユア・ウオーター」や魔法道具の「奈落の水袋ウエル・バツグ」なんかがあるから大丈夫だけどさ。

「金持ちや貴族の家には井戸があるし、向こうが上流だから綺き麗れいなんじゃないか？」

　ショックを受けるオレやアリサを見かねたのか、御者がそんなフォローをしてくれる。

　気を取り直して街路をよく見ると、ゴミが散乱し、道を歩く探索者達も食べかすやゴミをそこらに投げ捨てていた。

　さすがに中世ヨーロッパのように、汚物が表通りに撒まかれるほど酷ひどくはないようだ。

　マップ情報によると、公都よりも規模が小さいが下水道も一応あるらしい。

「マスター、路地裏に隠れる幼生体達に元気がないと告げます」

　ナナの指差す路地裏の物陰には、力なく座る子供達の姿がちらほらとある。

「ありゃあ、仕事にあぶれたガキ共だ。腹が減って座り込んでいるんだろ」

「ふ～ん、かっぱらいとか多そうね」

「あんまりねぇぞ。この迷宮都市の露店は探索者上がりの乱暴なヤツが多いから、盗みをするのは命がけだぜ。それにココじゃ、盗みは初犯でも炭鉱送りの厳罰だ。かっぱらいは最後の手段だな」

　アリサの感想を御者が笑い飛ばす。

　なかなか厳しい都市だ。欠食児童達に炊き出しをしている神殿があったら、たっぷりと寄付する事にしよう。




「この辺りからは少し治安が悪い。慣れない内は裏通りの店には行くなよ。危ないヤツや人攫さらいがいるからな」

　馬車が小さなアーチを潜くぐると、歓楽街らしき素敵な通りに出た。なんとなく猥わい雑ざつな雰囲気を醸し出している。

　特に美女が楼閣から手を振っているわけでもないのに、このわくわく感はなんだろう。

　もちろん、言葉には出したりしないけどさ。

　その歓楽街を抜けると、南門と北門を結ぶ大通りがあり、混雑する北門前を抜けるのに少し手間取った。

「マスター、内壁を越えると告げます」

　貴族街との境にある城壁を越えると、人通りの少ない落ち着いた町並みに変わる。

「あの辺の大きな建物が伯爵様や子爵様のお屋敷、外壁近くは男爵様や准男爵様のお屋敷が多い。譜代の士爵様方のお屋敷はもう少し先、内壁の手前あたりからだ」

　なるほど、階級で色々とあるようだ。

「名誉士爵や名誉男爵なんかの一代貴族も、内壁周辺だな。貴族のしがらみが嫌なヤツは内壁の外に屋敷を構えているみたいだぜ」

　ＡＲ表示によると、貴族街の中にも空き家は多い。

　たぶん、家格が高くないと貴族街に家を持てないのだろう。

　そんな風に御者のガイドを受けながら、馬車は東ギルド前へと到着した。





◆






「やあ、宿泊期間の延長をしたいんだけど、いいかな？」

　オレ達は部屋を確保しただけで一度も宿泊していない宿に戻ってきた。

　高い宿泊料を払っているんだし、今日こそ宿の設備を堪たん能のうしないとね。

　そう思っていたのだが──。

「ペ、ペンドラゴン士爵様？　い、生きて？　死んだはずでは？」

　──宿の主人の返事が不穏な感じだ。

「い、いえ、良くご無事で、え、ええ延長は大丈夫です。申し訳ありませんが、お部屋は掃除中なので、しばらくロビーでお寛くつろぎ下さい。もちろん、席料などと、野暮な事は申しません」

　なんていうか、宿の主人があからさまに怪しい。目が泳ぎまくっている。

　そこに、馬の様子を見にいっていたタマとポチが帰ってきた。

「馬いない～？」

「走竜や馬車もいないのです」

　──ほほう？　どういう事だ？

　オレ達の視線が宿の主人に向かう。

　アリサとリザの場合はギロリと睨にらむ感じだ。

「う、馬は牧場に運動に行かせています。馬車は汚れていましたので、高級馬車の洗浄を生なり業わいにしている工房で磨かせております。もちろん、宿のサービスなので無料です」

　なるほど、オレが死んだと思って、こっそり売却しようとしていたらしい。

「ほう？　あの馬車は公都の名匠に特注で頼んだもので、金貨二〇〇枚は下らない品だ。傷を付けたり塗装が剝はがれたりしないような工房なんだろうね？」

「は、はい。もちろんですとも」

　少しだけ懲らしめてやるつもりで、意地悪な発言をしてみた。

「リザ、ナナ、心配だから馬車の確認に行ってきてくれるかな？」

「い、いえ、それには及びません。皆様、迷宮からお帰りになったばかりでお疲れでしょう。子羊の良い肉が入りましたので、お食事などいかがでしょう。馬車と馬は店の者に取りに行かせますので、どうか食事でもされてお待ち下されば、その……」

　なんというか、小物過ぎる。こんな高級宿の主人とは思えない小物さだ。婿養子とかで、金が欲しかったのだろうか？

「みんな、宿の主人殿が子羊料理を無料で振る舞って下さるそうだ、お礼を言っておきなさい」

　悪巧みの代償に、子羊料理をたっぷりと奢おごらせよう。それくらいは良いだろう。

　年少組が屈託なくお礼を言っている。オレに悪巧みがバレたのを悟ったのか誤ご魔ま化かせると思ったのかは定かではないが、素直に料理をサービスしてくれるようだ。

　オレ達が美お味いしい食事を終える頃ころ、無事に馬車と馬が宿に戻ってきた。

　食事も美味しかったし、馬が入れ替わるという事もなかったので許してやるとしよう。

　充分に肝も冷えただろうし、子羊料理フルコース八人分で金銭的にも手痛い打撃だったはずだ。

　後で馬達にも特製飼料をご馳走してやろう。




「どういう事だヘーソン！　ワシの馬車はどうした！　金貨三〇〇枚も吹っかけておいて、今更売れなくなったとはどういう事だ」

　手打ちにしようと思っていた矢先に、宿のロビーに一人の老紳士が飛び込んできた。

「デュケリ准男爵様、その、少々手違いがありましてですね──」

　宿の主人が針金のように細身の老紳士に詰め寄られている。

　この宿の主人はオレの馬車を金貨三〇〇枚で、彼に売ろうとしていたらしい。値段の吹っかけ方はなかなか上う手まいようだ。

「これはこれは准男爵様、奥の応接間においで下さいませ。王都から良い赤ワインが入荷したばかりですのよ」

　憤る准男爵は女将おかみさんに宥なだめられながら、職員用の通路を通って奥に行ってしまった。

　オレは余計なトラブルに顔を突っ込む気はない。

　先ほどの子羊料理で溜りゆう飲いんは下がったし、貴族──それも永代貴族の准男爵に詐欺を行った宿の主人の未来は、オレが何をするまでもなく真っ暗だ。

　信頼できない宿に泊まり続ける気もないし、この宿を引き払おうと思う。

　蔦つたの館やかたの現状をチェックして、暮らせるようならそこに住むとして、ダメそうならシーメン子爵かその知り合いにでも、よさそうな住居を紹介して貰もらう手もあるしね。

　都市内に「帰リ還タ転ー移ン」用の刻印板だけ設置して、迷宮の別荘に住むのも面白そうだ。







　蔦の館と仮の住み家





〝サトゥーです。意外な場所で自分の知人の話を聞く事があります。意外に世間は狭いものだと実感しつつも、知人の意外な活躍を知らされて見直す事もままあります。もちろん、その逆も。〟






「それじゃ、出発しようか」

　宿を引き払ったオレ達は、新たな住居候補としてエルフのトラザユーヤ氏が住んでいたという蔦の館へと向かう事にした。

「ねぇねぇ、その『蔦の館』ってどこにあるの？」

　馬車に乗り込む時にアリサが尋ねてきた。

　前にマップ検索した時はヒットしなかったが、都市内に大きく別マップ扱いの場所があるのでそこだと思う。都市の南東側、貴族街の隣だ。

「向こうに森が見えるだろ？　たぶん、あの中にあるよ」

「あー、あれ？　自然公園か何かかと思ってたわ」

「ん、精霊豊富」

　ミーアが言うように「精霊視」スキルで見ると、森の周辺は他ほかの何倍も精霊が集まっていた。中でも特に精霊が集う場所があったので、そこを仮の目的地としてマーキングしておく。

　オレ達は森を目指して、しばし馬車を走らせる。

　森との境にある仕切りのような低い石壁のアーチを潜ると、別マップに切り替わった。

　全マップ探査をするとマップ検索で調べるまでもなく、目的の「蔦の館」は見付かった。

　この森の中にある屋敷は一つだけしかなかったので、迷うこともない。

「ほんとに自然公園みたいな場所ね」

「小鳥や小動物がたくさんいると告げます」

「ん、清浄」

　アーチの向こう側には広大な自然が広がっており、木々の間の小路を身なりの良い人達が散策し、貯水池や水路の畔ほとりでは小さな子供達が小エビや小魚を獲とる姿もある。

　この清らかに澄んだ貯水池の上流に、「蔦の館」があるようだ。

　マップによると、そこが水源らしい。

　整備された道を離れ、雑草に隠れた細い道に馬車を進める。

　しばらく進んだ所で、急に馬車が進路を変えた。

「どうした、ルル？」

「すみません、なぜか馬車の方向を変えないといけないような気がして」

　ログには「『郷愁リターン・ホーム』の魔法に抵抗した」と出ている。何かの人払い系の魔法みたいだ。

「むぅ？」

　この魔法はエルフには効かないのか、ミーアは平然としている。

　オレとミーア以外は、ルルと同じ感じらしい。

「魔法が掛かっているみたいだから、ここからはミーアと二人で行ってくるよ。みんなはしばらくここで待っていて」

　そう皆に告げて、ミーアと二人で蔦の館方面へと歩いていく。

　転移系魔法の「彷徨いの森ワンダリング・フオレスト」で迷子になってもいけないので、ミーアの小さな手を繫つなぐ。

「デート」

　ミーアが嬉うれしそうにオレを見上げ、少し恥ずかしそうにポツリと呟つぶやいた。

　迷子防止だとはとても言えない雰囲気だったので、微ほほ笑えみ返して静かな森の散歩を楽しむ。

　さっきの場所から五分ほど歩くと、森の中に一軒のお屋敷が見えてきた。その名前の通り館の表面を蔦が覆っていた。

「蔦の館？」

「あれがそうみたいだね」

　ボルエナンの森にあったトラザユーヤ氏の屋敷と似ている。

　貴族街にある屋敷に比べると半分以下のサイズしかないが、敷地面積は同程度あるようだ。

　生垣の外側には幅二メートルほどの堀があり、透き通った水が流れている。堀の外側にも低い生垣があるので、堀も蔦の館の一部みたいだ。

　この辺りは都市内の他の場所よりも数メートルほど高台になっており、堀を流れる清い水は細い水路を通って、先ほどの貯水池に流れ込んで迷宮都市を潤している。

「あっち」

　ミーアの指し示す方に、アーチ状の樹木と腰くらいの高さの白い木の門があった。ただ、その門の向こうには、たっぷりと水が湛たたえられた堀があるだけで、そこを渡る橋がない。

　魔力感知で確認してみたら、低い堀の内側には空間系の結界魔法まで仕掛けてあるようだ。

　トラザユーヤ氏は防犯意識が高いらしい。あるいは、彼が滞在していた頃はこれくらいしないと安心できないほど治安が悪かったのかもね。

「アンチョコ」

　ミーアが妖よう精せい鞄かばんから可か愛わいいメモ帳を取り出す。

『門よ開け、我はボルエナンの森のミサナリーア。門番よ疾とく迎えいでよ』

　ミーアがメモ帳に書いてあった開門の句をエルフ語で読み上げる。

　普段喋しやべらないわりに、ミーアは滑舌が良いいんだよね。

　すると、堀の向こう側にある門の陰から、童女がひょこりと顔を覗のぞかせた。

　オレと目が合うと、門の向こうに慌てて隠れる。

『ひ、人族の小僧じゃねぇですか！　「郷愁リターン・ホーム」の結界はどうしたでやがりますか？』

　聞き耳スキルが、口の悪い呟きを拾ってきた。

　黒に近い緑の髪を短いポニーテールにした彼女は家妖精ブラウニーだ。ボルエナンの森で彼女の同族に世話になっていたので、ＡＲ表示に頼るまでもなくそれくらいは分かる。

『門番よ、疾く迎えいでよ』
















　重ねて最後の語句を繰り返すミーアを持ち上げて、堀の向こうから見えるようにしてやる。

　もちろん、フードを下ろしてエルフ耳が見えるようにしてだ。

『エルフ様！』

　向こうで童女が驚きの声を上げ、手前と堀の向こう側にある二つの門の間に橋が架かる。

　硝子ガラスのような透き通った橋だ。

「ん」

　差し伸べられたミーアの手を握って、一緒に橋を渡る。

『ミサナリーア様、私は蔦の館の番人、ギリルの孫レリリルです』

　レリリルはミーアを知っているらしい。

「ミーアでいい」

『そんな恐れ多い！　エルフ様を愛称で呼ぶなど！』

　エルフ語で話していたレリリルだったが、ミーアがシガ国語を使っているのに気付いて言葉を改めた。

「──私の事はレリリルと呼び捨てになさって下さい」

「ん、レリリル」

　レリリルはレベル二〇と高めで、探知系のスキルや隠おん形ぎよう系の種族特性を持っている。斥候なんかが得意そうだ。

　就学前の児童くらいの外見年齢に見えるが、実年齢は六〇歳なので会話する時の言動には注意しよう。

　還暦なんて言ったら、意味が通じないなりに怒られる気がする。

「ところで、ミサナリーア様、そちらの人族の小僧は何者ですか？　人族の分際で、エルフ様のお手を取るなど無礼千万です。私が身の程を叩たたき込こんで差し上げましょう」

　初対面なのにいきなり好感度がマイナスだ。

　ボルエナンの森の住人達は人族を差別していなかったんだけど、レリリルは人族を一段下に見ているようだ。

　人族に交ざって暮らしていると、人族が嫌いになってしまうのだろうか？

　──なぜか人族を擁護できない気がする。

「むぅ、無礼」

　ミーアはオレに対するレリリルの態度にお冠だ。

「サトゥーは婚約者」

「え？　ええっ？　そんな……冗談ですよね？」

　ミーアの婚約者発言が衝撃的だったようで、レリリルが両手をぐるぐる回して否定する。

「むむぅ、両親公認」

「はわわ、そんな、そんな事ありえねぇですぅ～」

　両親公認と聞いて限界を超えたのか、レリリルが目を回して倒れてしまった。

「さてと──」

　このままにしておくわけにもいかない。

　小さなレリリルを抱え上げて、木陰に敷いたシートの上に寝かせる。

　敷地の周囲の堀のお陰か緑が多いからか、時折吹く風がとても涼しく爽さわやかだ。

　どこか埃ほこりっぽい迷宮都市の中で、ここや周辺の公園だけは別世界の様相を醸している。

「──はっ、悪い夢を見ちまったです」

「ん、夢？」

「はい、エルフ様が人族の小僧に誑たぶらかされる悪夢です」

　わざわざ木陰に運んで介抱した親切な若者に失礼なヤツだ。

　レリリルがふらふらと起き上がり、はたっとミーアの方を振り向く。そして少し遅れてオレの気配を感じたのか、ロボットのようなぎこちない動きでこちらを向いた。

　その後の騒ぎは割愛するが、童女の相手はなかなか大変だったとだけ記しておく。




「では、ミサナリーア様にサトゥー、どうぞこちらへ」

　ようやく、オレの存在に折り合いを付けたレリリルに案内されて館に向かう。

　外で待つアリサ達を「郷愁リターン・ホーム」の対象外にさせてから、「遠話テレフオン」の魔法で呼んでおく。すぐに到着するだろう。

　入り口の橋や隔離魔法の操作は、レリリルの持つ代理者のメダルで操作できるそうだ。

　ミーアがギリルから預かっていたメダルは「管理者のメダル」とも呼ばれるそうで、レリリルのメダルよりも権限が上らしい。

「それではミサナリーア様が新しい蔦つたの館やかたの主あるじという事で間違いありませんか？」

「違う」

　ミーアがふるふると首を横に振り、オレを指差す。

「主はサトゥー」

「えっ？　その小っ、サトゥーがっ、ですか？」

　──小僧と言いかけたな？

　まあ、還暦のお婆ばあちゃんからしたら、小僧で間違いないんだけどさ。

「ギリルから、迷宮都市に滞在するならこの館を使えと言われたんだ。そのメダルも彼から預かった物だよ」

　言われたのはオレじゃないが、ややこしくなるので少し端は折しよった。

「ちっ、あの耄もう碌ろく爺じじい……いえ、お爺様がですか？　信じられません」

　いやいや、レリリル。言い直すの遅いよ。耄碌爺って言っちゃってるから。

「むぅ、事実」

「あの、お爺様は血迷って、いえ体調が優れなかったのでは？」

「サトゥーはボルエナンの森の恩人。アーゼの友人」

　ミーアにしては長文だ。

　でも、友人ではなく「恋人候補」とか、もう少し夢のある呼び方が良かった。

「アーゼって、まさかハイエルフのアイアリーゼ様ですか？」

　レリリルが信じられないとばかりに、飛び上がって驚いた。

　マンガなら顔のパーツが後から追いかけるレベルだ。

「……そんなハイエルフ様が、人族の前に姿を見せるなんて！　しかも友人？　ハイエルフ様は、亜神とも言える天上人なのに」

　そんなレリリルの言葉に、思わず苦笑が漏れる。

　亜神や天上人なんて、あのふわふわしたアーゼさんの呼称として、似合わない事この上ない。

　世界樹の記憶庫で会った「亜神」アーゼさんは別だけどさ。

「……ほ、本当に？」

「ええ、仲良くさせて頂いてます。精霊視や精霊魔法を教えてもらったり、世界樹の展望台にも連れて行って頂きました」

　上目遣いで聞いてくるレリリルにそう答える。

「も、申し訳ありませんでしたぁあああああああああ」

　レリリルは凄すごく動揺した後に、平伏して今までの無礼を詫わびてきた。

　しかも、「ハイエルフ様のご友人なら人族でも、呼び捨てにできません」と言って、以後は「サトゥー殿」と「殿」付けになった。

　余談だが、後から来た他のメンバーもアーゼさんの友人と教えると、再びレリリルが卒倒する一幕があった。

　──頑張れ、レリリル。
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「ミサナリーア様、他ほかの皆様方もこちらへ」

　レリリルに案内されて館に入る。中はごくごく普通のシガ王国風の館だ。

　エントランスホールの一角に、見つけにくい細い通路があり、その先に強い魔力を感じる一枚の鏡があった。

　レリリルがメダルを翳かざすと、鏡の表面に波紋状の光が浮かぶ。

　おおっ、異世界にでも行けそうな鏡だ──って、ここが異世界だっけ。

「ついてきて下さい」

　そう言って、レリリルが鏡に飛び込む。マップを見るとレリリルが地下一〇メートルほどの所にいた。

「これは転移門の一種みたいだね」

　驚く仲間達にそう告げて、オレも鏡に飛び込む。

　エルフの「妖精の輪フエアリー・リング」による移動というよりも、空間魔法の空間歪わい曲きよく系魔法に近い違和感を覚えたあと、先ほどとは違う場所に出た。

　芝生が植えられた中庭のような場所で、地下なのに非常に明るい。

　天井も三メートル以上はあるし、この明るさは魔法ではなく外光のように感じられる。

　迷宮の別荘がある場所の天井と一緒で、例の光ファイバーのような茎を持つ植物か、あるいは魔法で陽光を伝達しているのだろう。

　そんな風に中庭を見回していると、仲間達が鏡を通り抜けて現れた。

「ここが蔦の館の本館です。地上の館は来客用のニセモノです」

　レリリルの言葉に、ボルエナンの森にあったエルフ達の迎賓用の樹上街と地下にあった近未来的な住居を思い出す。

　エルフ達はこういうのが好きみたいだ。

　マップで確認したところ、地下に一〇〇部屋以上ある居住区だけでなく、トラザユーヤ氏が使っていた工房や設備もあるようだ。

「用心深い方だったんだね」

「トラザユーヤ様はエルフの賢者と言われるお方だったのです。発明された魔法道具マジツク・アイテムや魔法技術も多くて、賢者様が迷宮に行っている間に、財産を狙ねらった賊や国家が幾度も襲ってきたとお爺様が言ってやがりました」

　なるほど疑心暗鬼じゃなくて、自衛しているうちにこうなったのか。

「今でも、太守が替わるたびに、この館を手中に収めようと武装集団を引き連れてやってきやがります」

　それでも落ちないって、凄いんじゃないか？

「高レベルの探索者なら突破できそうだけど？」

「この街に住むものは絶対に、蔦の館を襲いやがりません」

　アリサの疑問に対して、レリリルはやけに自信あり気に断言した。

「だって、この館にある『偽核フエイク・コア』が街の水源を維持していやがりますからね」

「うわっ、ライフラインを押さえるなんて、やるわねトラザユーヤ。さすがは賢者様だわ」

　アリサが感心したように、トラザユーヤ氏を褒める。

　レリリルも詳しく知らないようだったが、偽核というのは彼の残した資料に記載されていた。

　それによると都市核シテイ・コアを模した魔法装置で、レベル五〇級の魔物から得た巨大魔コ核アをベースに、かなりの量の聖樹石を使って作り出したモノらしい。

　近くの地脈から魔力を吸い上げて館の結界や魔法装置に魔力を供給したり、接続されている魔法装置の遠隔管理をしたり、色々と使い勝手の良いシステムのようだ。

　もしかしたら──。

『偽核は都市核に流れるべき地脈の魔力を掠かすめとっているんじゃないのか？』

　──という疑問が浮かんだが、続く説明を読むとそれが杞き憂ゆうだと分かった。

　偽核は迷宮へと流れ込む魔力を奪い取るシステムで、むしろ迷宮の成長を阻害して都市を守っているようだ。

「でも、為政者が狙う場所なら、ここを拠点にするのはまずそうだね」

「そうね、館の中にいる間は大丈夫だろうけど、館の住人が外をふらふら歩いていたら、人質にされたり、色々面倒事に巻き込まれたりしそうよね」

　アリサも同意見のようだ。

「でも、ここの設備は使いたいし──」

「都市内にダミーの家を買って、そこから転移で出入りしたら？　わたしかご主人様の転移魔法を使えばいいしね」

「そうだね、それで行こう」

　ダミーの家は適当な物件がないか、探索者ギルドあたりで聞いてみよう。

　せっかくなので、トラザユーヤ氏が使っていた工房や設備の一覧を確認させて貰もらう事にした。

「地下の設備は人族なんかに使えるものじゃねぇですよ？」

「大丈夫だよ、ボルエナンの森にある地下研究所も使っていたしね」

「け、賢者様の本館にっ？　あの耄碌爺が良く入れやがりましたですね」

　ギリルの呼称を取り繕うのを忘れているぞ？

「世界樹の危機を救う研究のためだったしね」

　半信半疑なレリリルだったが、オレのお手並み拝見とばかりに、説明なしで制御板へと案内してくれた。

　問題ない──ボルエナンの森の地下研究所と同じ操作形式だ。

「取りあえず設備一覧を確認すればいいかな──」

「生意気に表示板の操作はできやがるようです」

　何やらレリリルが呟つぶやいていたが、自分の興味を満たす方を優先する。

　機材はボルエナンの森の地下研究所ほど充実していなかったが、エルフ式の大型錬成板や錬成釜がま、それからホムンクルスの調整などに使える培養槽まであったので大満足だ。

　魔核や聖樹石のフォーマットや書き込みのできる魔法装置も、旧型のヤツだがちゃんとあった。調整が難しいので、エルフの里でも皆に敬遠されていたタイプだったはず。

「──いいね。これなら色々な魔法道具が作れそうだ」

　迷宮で見つけた珍しい素材も一杯あるし、今からでも設備を使いたい所だけど、今日は確認だけで済ませておこう。

「ありがとう、レリリル。これからちょくちょく機材を使いに来させて貰うよ」

「賢者様のお使いになっていた大切な機材を壊すんじゃねぇですよ？」

「ああ、もちろんさ」

　そんな感じで地下設備一覧を確認させて貰ったあと、地上の庭に面したテラスで、お近づきの印にお茶会をする。

　お茶請けのカステラがレリリルに好評だった。

　帰り際に「帰リ還タ転ー移ン用」の刻印板を設置して、「蔦の館」を引き上げた。
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「次は家を買いに行くの？」

「ああ、西の探索者ギルドで、仮の屋敷を斡あつ旋せんして貰おうと思っている」

　東の探索者ギルドの方が空いていそうだが、迷宮へのアクセスが良い家が欲しかったので、迷宮寄りにある西の探索者ギルドを選んだ。

　来たのとは違う道を進むと、森エリアとの境に武装した衛兵が立番をしていた。

　貴族街側にはいなかったので、窓から顔を出して衛兵に話しかけてみる。

「ここを通るのに何か許可がいったのかな？」

「いいえ！　貴族様方の通行に制限はございません」

　特に貴族の身分を示す銀のプレートを見せたわけではないのだが、貴族街側から来た護衛付きの瀟しよう洒しやな馬車を見て、衛兵達はオレが貴族だと判断したようだ。

　特に問題がないようなので、業務の邪魔をした事を詫びてその場を去る。

　少し通りを進むと賑にぎやかな南門が見えてきた。

　ここと北門が一般市民や商隊の出入り口のようで、たくさんの馬車が行き来している。

　迷宮都市という土地柄か、護衛を連れた馬車が多い。馬や走竜だけでなく、ダチョウのような走鳥や愚ぐ鹿しかも、荷役や騎獣に使われているようだ。

「にぎやか～？」

「お店が一杯なのです」

　タマとポチがキョロキョロと落ち着きなく、通りを行き交う人々を目で追っている。

　南北の門を結ぶ大通りにはたくさんの商家が建ち並んでおり、門の近くは商隊を相手にした問屋が多いようだ。

　富裕層向けの店舗は、貴族街への内門がある大通りの中間地点あたりにあるらしい。

「ん、多彩」

「そうだな。獣人も多いし、遊牧民みたいな服装の人達や西方諸国の衣装を着た人達もいるね」

　公都とはまた違った人種の坩る堝つぼだ。

「──ありがとうございます」

　御者台のルルがそう言うのを聞いて、反対側の窓から外を覗のぞく。

　どうやら、貴族の馬車だと知った鼬イタチ人族の商隊が、道を譲ってくれたようだ。

　オレが窓から軽く会釈すると、なぜか酷ひどく驚かれてしまった。

　商人に会釈するような貴族は珍しいのかもしれない。

　城壁沿いに進み、小さな畑を持つ農家が集まった場所を抜けると、牧場のような場所の傍そばに出た。

「にく～？」

「とっても美お味いしそうなのです」

　牧場の家畜達を見たタマとポチが窓に張り付く。

「馬と羊、それに、あれは──オーミィ牛でしょうか？」

「セリビーラ鈍牛っていう種類みたいだね」

　御者台のルルが指差す先には、まるっこくて足の短い牛がいる。

　公都で買った本によると、肉質は脂身が多く味は普通で、美味しい牛乳がたくさんとれる種類らしい。

　ここには三つほどの牧場が隣接しているようだ。

「家が決まったら、ここに牛乳とソーセージ類を買いに来よう」

「わ～い」

「やったー、なのです！」

「チーズも」

　喜ぶ年少組の頭を撫なで、ミーアにもちろんだと頷うなずいてやる。

　そのまま牧場の傍らを流れる川沿いに進むと、左手に高い城壁に守られた迷宮方面軍の駐屯地が見えてきた。

　城郭こそないが、幾つもの塔が建てられ、それらの上には大型の魔力砲が設置されている。

　戦場になる事を想定しているのか、駐屯地の前には学校のグラウンドくらいの空き地が広がっていた。

　川は城壁前の堀に流れ込んでいる。ここが最下流らしい。

　駐屯地の前を通り過ぎ、橋を渡ると低所得者層向けの粗末な作りの家々が建ち並ぶ区画へと入る。

　川沿いには臭においのきつい解体場や革工房などもあるので、住環境が悪そうだ。

　探索者ギルドへの道は狭くて混んでいたので、少し遠回りになる人通りの少ないコースを進む。

「──げっ」

　橋の下に人影が見えたので、望遠スキルで見てみたところ、うら若い女性探索者達が川で水浴びをしているのが見えてしまった。

　ムシロのようなモノで仕切りをしているようだが、隙すき間まが多すぎる。

「どうしたの？」

「大した事じゃないよ──」

　御お節せつ介かいだと思われそうだが、橋を渡る時にアリサとナナに頼んで、目隠しに使える大きな防水布をプレゼントしておいた。
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「それじゃ、留守番を頼む」

「はい、ご主人様」

　西ギルドの駐車場で馬車を降り、オレはアリサとナナを連れて西ギルドへと入る。

　屋内は混雑していそうだし、馬車を放置するわけにもいかないので最小限の人数で行く事にしたのだ。

　アリサは交渉補助、ナナはトラブル発生時のアリサの護衛役に連れてきた。

「この前ほど混んでないわね」

　アリサが言うように、西ギルド内はラッシュアワーの駅構内のようだった前回と異なり、普通の混雑具合だ。

　──あれは。

　人ひと混ごみの向こうに、太守公館で絡んできた太守代理のソーケルが、護衛を従えて闊かつ歩ぽしているのを見つけた。傍らには彼に似合いの尊大な顔をした美人職員も連れている。

　混雑する廊下を我が物顔で直進するので、周りの探索者達が迷惑そうだ。

　──君子危うきに近寄らず。

　ソーケルに気付かれて絡まれるのも面倒なので、人垣の陰で大人しくしておく。

「マスター、手配書を発見したと報告します」

「賞金首のようだね」

　入ってすぐの壁に、似顔絵と金額と名前が書かれた手配書が並んでいた。

「迷賊だって──生死不問で金貨一〇〇枚って凄すごいわね」

　アリサが指差すのは顔の右半分を仮面で隠した迷賊で、名前を「迷賊王ルダマン」というらしい。なんとなく聞き覚えがあるが、きっと気のせいだろう。

　その横には「短剣姫デリン」という美女や「肉弾男グム」というダルマのような大男などが載っている。なかなかバリエーション豊かだ。

「見かけたら捕まえればいいさ」

　オレは念のために、賞金首達の名前を交流欄のメモ帳に記入しておく。迷賊で検索すればすぐに区別できるけど、念のためにね。




「天井から案内板の一つも吊つるして欲しいわよね」

「配置に再考の余地有りとアリサに同意します」

　たくさんある柱に目的地を示す案内板はあったが、背が低いと人陰に隠れて見えない。

　西ギルドの作りは東ギルドに似ていたが、フロア内に商談スペースはなく、奥の方に緑一杯な中庭が見える。猥わい雑ざつとしたフロア内と異なり、そちらにはほとんど人がいない。

　瀟洒な中庭にはオープンテラスが設しつらえてあり、貴族や高レベル探索者専用スペースのようだ。

「あら？　テラスでイケメン達と談笑しているのって、ミーティア王女じゃない？」

「そうみたいだね」

　今日は護衛の巌いわおの騎士がいないようだ。

　人の恋路を邪魔するのも悪いので、声を掛けずにテラス横の通路を進む。

「サトゥー殿！　それにアリサも！」

　なのに、当のミーティア王女は嬉うれしそうに立ち上がって、腕をブンブンと振ってきた。

　残念ながら、ナナの名前は出ない。走竜に乗っていて接点がなかったからね。

「探索者生活はどうじゃ？　刺激に満ちておるか？」

「ええ、とても」

　色々な食材に、秘密基地的な迷宮別荘も作ったし、迷宮生活を満喫していると言っても過言ではない。

「お連れの方が戻られたようなので、私はこれで──」

「待たれよ、ジェリル殿！　せっかくじゃから、わらわの友人達を紹介するのじゃ」

　ミーティア王女と歓談していたのは、迷宮を出た時に見かけた「赤竜の咆ほう哮こう」のリーダーであるジェリル氏だったようだ。

　もう一人は初対面で、「業火の牙きば」という探索者パーティーのリーダーでザリゴンという名前らしい。

　野性的なイケメンの彼も、レベル三九と高レベルだ。

　横でアリサが「雑ざ魚こリン？」と日本語で呟つぶやいていたのを聞き耳スキルが拾ってきたせいか、ザリゴン氏の名前を「ザコリン」と間違えて呼びそうで怖い。

「こちらがムーノ男爵家臣のサトゥー・ペンドラゴン士爵──」

「ペンドラゴン？　君がペンドラゴン卿きようか、君の事はサガ帝国の勇者マサキ様から聞いているよ」

　オレの名前にジェリル氏が美麗な顔に驚きを浮かべた。

　彼は勇者ハヤトを家名で呼んでいるらしい。

　ハヤトがオレの事をどんな風に話していたのか少し気になる。

「へー、こいつがペンドラゴンか……小生意気そうなガキじゃねぇか」

　もう一人のザリゴン氏の方は、オレを見下すような感じで吐き捨てた。

　あまりお近付きになれなそうなタイプなので、彼の言葉はミュートして、ジェリル氏と話す事にしよう。

　アリサとナナには短気を起こさないように、空間魔法の「遠話テレフオン」で釘くぎを刺しておく。

「勇者様が迷宮都市に来られていたのですか？」

「ああ、迷宮を少し調査した後に、従者を回収して出立されたよ。次はパリオン神国に行くと言っていたかな？」

　アリサの質問に、ジェリル氏が爽さわやかに答えてくれた。

　それにしても、近くで話すと彼の胸板の分厚さや腕の太さがよく分かる。

「おや？　その剣は──もしかしたらボルエハルトのドワーフによるものじゃないか？」

　ジェリル氏がオレの妖よう精せい剣の柄つかを見て、作り笑顔じゃない本当の笑みを見せた。

　彼が腰に差した赤あか鞘ざやの剣も、ボルエハルト製──というかオレの剣を作ったドハル老の一番弟子であるザジウル氏が鍛えたものらしい。

「はい、そうです」

「やはりそうか！　見たことのない印だが、その拵こしらえからしてドハル老師の高弟のお一人だろう」

　いえ、そのドハル老とオレが一緒に鍛えました──と上機嫌の彼に言うのは憚はばかられる。

　ここは話を逸そらそう。

「ジェリル卿の剣もボルエハルト製とお見受けいたしましたが、やはり高弟の方の作なのでは？」

「そうとも！」

　そう話を振ると、ジェリル氏が良い笑顔で食い付いてくれた。

「これはドハル老師の一番弟子であるザジウル師が特別に鍛えてくれた剣でね！　ミスリルをベースに真しん鍮ちゆうと青せい鋼こうを少々、それから日緋色金ヒヒイロカネの粉末を加えて作り上げたボルエハルト製のミスリル合金の剣でも有数の──」

　長いっ。

　長いよ、ジェリル氏。

　どうやら、オレは迂う闊かつにもマニアに話を振ってしまったようだ。

　オレは諦あきらめて彼の話を拝聴する。興味深い内容でもあるので、それほど苦痛じゃないしね。

　もっとも、それは彼の仲間が呼びに来た事ですぐに終わってしまった。

「ジェリル！　準備が整ったぞ」

「分かった！　すぐに行く──ではミーティア様、これにて失礼させて頂きます」

「うむ、『区画の主エリア・マスター』討伐成功を祈っておるのじゃ」

　フロア内から呼ぶ声に応こたえて、ジェリル氏が去って行った。

　なんとなく、周りの空気が弛し緩かんした感じだ。

「宝箱狙ねらいなのかしら？」

「アリサは知らぬのかや？　『区画の主エリア・マスター』の魔核は、『階層の主フロア・マスター』と戦う資格を得るために必要なのじゃ」

　まるでゲームの進行型クエストみたいだ。

「はんっ！　ヤツより先に『区画の主エリア・マスター』を倒すのは俺達『業火の牙』だ」

「うむ、ザリゴン殿も頑張るのじゃ」

　アピールするザリゴンに、ミーティア王女がにこやかに激励する。

　顔を赤く染めたザリゴンが、浮かれた様子で意気揚々と大剣を担いで去って行った。

　もしかしたら、ザリゴンは幼ロ女リ趣コ味ンなのかもしれない。

「ミーティア様のお仕事の方は順調ですか？」

　アリサが幼い外見の友人によそ行き口調で問い掛ける。

「うむ、大丈夫なのじゃ。ソーケル殿に止められておった太守息女殿の治療も、一昨日おととい太守夫妻が帰還されたお陰で、ようやく始められたのじゃ」

　──太守息女殿の治療を妨害？

　ソーケルと出会った時の印象が悪かったせいか、ほんのちょっとだけ何かの嫌がらせか悪巧みじゃないかと邪推してしまった。反省、反省。

「ミーティア様は迷宮都市の生活で何かお困りの事はありませんか？」

「別館での生活自体は十分すぎるくらいじゃ。尊大なソーケル殿とは少々馬が合わぬが、それよりも──」

　ミーティア王女が少し言いい淀よどむ。

　彼女の口調には不満というか不安のようなモノが感じられた。

「──わらわはポプテマ殿が苦手なのじゃ。どうしても、あの御仁に見られていると怖おぞ気けが走る。外見や言葉遣いで他者を見下すなと教育係の爺じいやから言われておったのじゃが……」

　どうやら、生理的に無理という一番酷ひどいヤツらしい。

「いやいや、いかんのう。わらわもまだまだ未熟なのじゃ。時にアリサ──」

　ミーティア王女は人の陰口を言った事を恥じた後、アリサに迷宮都市の面白い場所を語り始める。

「殿下、お待たせしました！」

　そこに腕と額に包帯を巻いた従士娘が走ってきた。

　今日のミーティア王女の護衛は、巌の騎士ではなく従士娘らしい。

「ちゃんと治療して貰もらったかや？」

「はい！　ついでにソーケル殿がいたので、街中で暴漢に襲撃された事をお伝えしておきました」

　──襲撃？　それでジェリル卿達が傍そばにいたのか？

「殿下にお怪け我がはないのですか？」

「うむ、リュラが守ってくれたから大丈夫なのじゃ」

　ミーティア王女の話だと、暴漢は覆面をした身なりの良い若者達だったそうだ。

　物取りでないなら、一体誰だれが彼女を襲ったのか気になる。

　ザリゴンのような幼女趣味ならともかく、性的な衝動で彼女を襲ったとも考えにくい。

　そこに巌の騎士を連れたミーティア王女の老乳母がやってきた。

「お姫ひい様！　また、このような場所にお越し遊ばしたのですね」

「リュラ、怪我をしているのか？」

　どうやら、二人は襲撃の件を知らないようだ。

「婆ばあやとラヴナが来てくれたし、屋敷に戻るとするのじゃ。サトゥー殿、アリサ、またなのじゃ」

　従者達に連れられて帰っていくミーティア王女を見送ったあと、オレ達は屋敷を購入するための窓口に向かった。





◆






「士爵様のご要望に合う屋敷はこちらになります」

　ギルドの不動産を扱う部署の男性職員が、迷宮都市の地図を指差しながら紹介してくれている。

　紹介されたのは南北の大通り沿いで貴族門からほど近い旧商家、職人街の中にある工房、貴族の愛人が使っていたという屋敷の三つだ。

「貴族街の方が治安は良いのですが、あちらは太守公館で取り扱われておりますので、そちらで紹介して頂く必要がございます」

　オレがそれぞれの屋敷の情報が書かれた紙を読んでいると、職員がそんな補足をしてくれた。

　旧商家は西ギルドから遠いし、工房は革工房近くの臭気の凄すごい所だったので、消去法で元愛人屋敷を選んだ。

　少し手狭だが、蔦つたの館やかたへの中継ポイントにするだけだから問題ないだろう。

「ねぇねぇ、こっちのはダメなの？」

　職員が横に避よけたファイルを眺めていたアリサが、その中の一つを選んで尋ねた。

　書面をチラ見したところ、貴族の元別荘で広くて牧場や農場にも近い。しかも格安だ。

　ただし、一〇年ほど空き家だったようなので、住めるようにするのに少し手間が掛かるかもしれない。

「そ、そちらは少々曰いわく付きの物件でして……」

　職員が言うには、家を建てた貴族を狙った呪のろいが残っていて、神殿の高位神官にも解呪できなかったそうだ。

「すごい呪いですね」

「ええ、かつてムーノ侯爵領を滅ぼした『不死の王ノーライフキング』の呪いと言われています」

　──ゼンかっ！

　オレの脳裏に、ナナの元マスターであり、ミーアを誘拐した骸がい骨こつ顔が思い浮かんだ。

「もしかして、その屋敷の元の持ち主は──」

「はい、ムーノ侯爵の甥おいにあたる方でして……家か人じんもろとも木ミ乃イ伊ラのような姿で変死しておられたそうです」

　次に屋敷の主あるじになった人達も衰弱死寸前で発見されたらしい。

　その呪いは周囲にも漏れ、体調を崩す者が続出したために、屋敷の周辺は空き家と空き地だけになってしまったそうだ。

「裏手の牧場は問題ないのですが、呪われた屋敷に隣接しているというだけで、乳製品や肉の売れ行きが悪いそうです」

　風評被害にもほどがある。

　マップで確認したところ、件くだんの屋敷は確かに呪じゆ詛そが掛けられている事が判わかった。

　たぶん、ムーノ男爵城の地下にあったゼンの呪詛と同種のモノだろう。

「購入しましょう」

「本気ですか！」

「はい、私はムーノ男爵様の家臣なので、ムーノ家縁ゆかりの屋敷が呪詛に穢けがされているなんて話を放置できませんからね」

　オレを思いとどまらせようとしていた職員だったが、後から出てきた上役に一喝されて売買契約を結んでくれた。

「ペンドラゴン士爵様、周辺の空き地や空き家もご一緒にいかがでしょう？　全すべて合わせて、こちらの価格でお譲りいたします。ご検討頂けないでしょうか？」

「そうですね──」

　上役氏は不良物件の一掃をしたかったようで、ダメ元でアリサと一緒に値切ってみたら、最初に紹介された三件の一番安いヤツの半額くらいで売ってくれた。

　どれだけ売りたかったのやら……。

「では、売買成立という事で」

　格納鞄ガレージ・バツグから取り出した金貨と引き換えに、屋敷の権利書と鍵かぎ束たばを受け取る。登記手続きは契約コントラクトスキル持ちの職員がその場でやってくれた。

　オレは満面の笑みをした上役氏と握手を交わし、ギルドを後にした。

　なお、気になる固定資産税だが、屋敷の規模や場所によって変わり、この屋敷の場合は三年間免除の上に四年目以降も格安だ。

　いずれ金額が上がると思うが、貴族街の屋敷に比べたら端はした金がねなので心配する必要もないだろう。





◆






「良かったの？　呪われたお屋敷なんて」

「もちろんさ、ムーノ男爵城の地下でも一度解呪した事があるからね」

　心配そうなアリサにそう告げると、ようやく安あん堵どして笑顔に戻った。

　先ほど通った道を戻り、早速屋敷へと向かう。

「うげっ、雑草だらけじゃない」

　雑草が生い茂る屋敷を前に、うんざりしたアリサの愚痴が漏れる。

「まかせて～？」

「草刈り装備装着なのです！」

「新型のデス草刈り鎌がまだと告げます」

　タマとポチは、ポーチから取り出した草刈り鎌を手にポーズを付けた。ナナまで長柄の草刈り鎌を取り出している。

「少し錆さびているみたいだ」

　門を封鎖する大きな南京錠に鍵を差し込んで開ける。

　後で潤滑油を注しておこう。

「ルル、そこだと通行の邪魔だから、馬車を敷地内に入れて」

「はい、ご主人様」

　ルルが馬車を移動させるのを見守りつつ、屋敷の状況を確認する。

　庭に健康を害しかねない濃度の瘴しよう気きが満ちていたので、オレは精霊光を全開にして瘴気を打ち払う。瘴気の源はやはり屋敷の母おも屋やらしい。

　──おや？

　敷地内にある厩きゆう舎しやの陰に、五人ほどの子供達が入り込んでいる。恐らく、空き家に不法滞在している浮浪児だろう。

　レベルも低いみたいだし、草刈りついでにナナ達に見に行くように指示する。

「ナナ、タマとポチを連れて厩舎の方を調べてきて」

「イエス、マスター」

「らじゃ～」

「なのです！」

　三人は厩舎までの雑草を搔かき分わけて、道を作りながら進んでいく。

「リザとミーアは井戸を見てきてくれ」

「承知いたしました」

「ん」

　ナナとお揃そろいの長柄の草刈り鎌を持ったリザが草を切り払いながら進む。

「さてと──」

　オレは広々とした敷地を見回す。

　登記書類の坪数で想像していたよりも広い。

　貴族屋敷並みの広さがある庭を、オレ達だけで草刈りをするのは少々面倒だ。

「アリサとルルは人手の確保を頼む」

「人手、ですか？」

「草刈りと掃除をアウトソーシングするのね！」

　ルルはよく分かっていないようだったが、アリサはすぐにピンときてくれた。

「西ギルド前に仕事にあぶれた子達が座り込んでいたから、サクサクと集めてくるわ！　夕飯をご馳ち走そうするって言えばすぐに集まるわよ」

　さすがに食事だけで肉体労働をさせるのは悪いので、相場の日雇い給金を出す事にした。

「何人くらい雇えばいい？」

「そうだね──今日中に草刈りを終わらせたいから、一〇人くらいは欲しいかな。多少人数は前後してもいいよ」

「おっけー！　とりま来たい子は纏まとめて採用してくるわ」

「ああ、それで頼む」

　これだけ広ければ人数が倍や三倍になっても、問題ないしね。




　オレは二人を見送ったあと、一人で屋敷の母屋に向かう。

　扉を開けると瘴気が流れ出てきたが、オレの精霊光で浄化されていく。

「向こうか──」

　オレは独り言を呟つぶやきながら、埃ほこりの積もった床に触れないように天駆で奥へ進む。

「地下室から流れてくるみたいだ」

　屋敷の主の書斎らしき部屋の奥、乱雑に板を打ち付けて封鎖してあった地下室への扉をこじ開けて、階下へと降りる。

　前方から精霊光で浄化しきれないほどの濃密な瘴気が流れてきたので、ストレージから取り出した聖碑を使って本格的に浄化していく。

　最下層まで降りたところで、地面から黒い半透明の影が現れた。

『侵入者よ。我が名は「不死の王ノーライフキング」ゼン──その影なり』

　ムーノ男爵城の地下で見た影よりも不鮮明な姿だ。

　ＡＲ表示で「呪詛魂カースド・ソウル」と表示されている。これが呪いの核で間違いないだろう。

　オレは称号を「勇者」に変えて、ストレージからお手製の聖剣を取り出す。

　本当なら「不死の王ノーライフキング」ゼンから譲り受け、彼や男爵城の影を成仏させた聖剣ジュルラホーンを使いたかったところだが、それは既にシガ国王に返納したので手元にないのだ。

　ゼンはシガ王国の貴族を憎んでいたから、シガ王国縁のクラウソラスではなく、縁もゆかりもないオレのお手製の品を選んでみた。

「ゼンは成仏したよ。ムーノ城地下の同僚もだ。あんたも、もう役目を終えろ」

　オレは術者にも忘れられていたであろう「呪詛魂カースド・ソウル」にそう告げて聖剣を振る。

　聖剣の青い軌跡に触れた「呪詛魂カースド・ソウル」が幻のように薄れて消え去った。

　安らかに逝けたかは分からないが、ログに呪詛魂カースド・ソウルの討滅が記録されていたので、この屋敷に住む者を蝕むしばんでいた呪いも消え去ったはずだ。

　現に、あれ程濃かった瘴気も精霊光だけで消え去る程度まで薄れている。

　もうしばらく経たてば屋敷内の瘴気も綺き麗れいに消え去るだろう。




「てーへんだー」

「大変なのです！」

　屋敷の外に出ると、厩舎からタマとポチが駆けてくるのが見えた。

「緊急事態を告げます！　命が危険で危ないのです。至急救援を求めます」

　厩舎の入り口から顔を出したナナがオレを呼ぶ。

　どうやら、浮浪児達は単なる不法滞在者ではなかったようだ。

「はやく～」

「こっち、なのです」

　タマとポチに連れられて行った厩舎の陰には、小学生くらいの子供達が座り込んでいた。

「随分衰弱しているようだね」

　目視で子供達の状態を観察しながら、ＡＲ表示される詳細情報を調べる。

　マップのデフォルト表示は種族とレベルだけで、範囲検索時もノーマルだと名前、種族、年齢、性別、レベルしか表示していない。

　あまり表示情報を増やすと視界が狭くなるので、調整してあるのだ。

　敵対者や犯罪者、スキル不明者やレベル四〇以上の者達は表示色を分けて強調表示するようにしてある。

「どうですか、と問います」

「ああ、とりあえず命に別状はない」

　ただ、永らくまともな食事をしていないのか、危険なレベルで衰弱している。

　おまけに、水も碌ろくに飲んでいないのだろう。意識も混濁しているようで、オレ達が姿を見せても、反応したのは一人だけだ。その一人も動く様子はない。

　オレはお疲れエルフ達に大人気だった栄養剤を、少し薄めて子供達に投与する。

　身体からだが小さいし弱っているので、通常濃度の栄養剤は危険だと思ったからだ。

「けが～？」

「痛そうなのです」

　タマとポチが子供達を心配そうに覗のぞき込む。

　どの子も骨折したり、骨折が元で手足が壊え疽そを起こす寸前まで行っていたり、裂傷が酷ひどく膿うんでいたりしていた。

　ゼンの呪のろいや瘴気だけが衰弱の原因ではないらしい。

「すぐに治してあげるよ」

　オレは回復魔法で子供達の怪け我がを纏めて癒いやす。

　変な風に骨折した骨が癒着していた子供もいたが、古傷は魔法薬や回復魔法では癒やせない。

　でも、このままじゃまともに歩くのも辛つらそうだ。

　オレは「自己治癒」スキルの時の魔力の流れを思い出しつつ、子供達の身体を治せないか試行錯誤する。

「ん、んんっ」

　少し苦しげだが、上う手まく行きそうだ。





＞「魔力治癒」スキルを得た。

＞称号「心霊治療士」を得た。






　なんだか便利なスキルが手に入ったので有効化アクテイベートし、称号も新しいヤツをセットして子供達の治療を続ける。

　スキルレベル最大の補助効果はすばらしく、丹念に魔力治癒を施す事で、子供達の骨を正常な形状へ変形させる事ができた。

「これで大丈夫」

「意識が戻らないと告げます」

「疲れて眠っているだけだよ。少し時間を置いてから水を飲ませて、もう一度栄養剤を飲ませよう。明日あしたの朝になったら薄い粥かゆでも食べさせてやればいいだろう」

「さすがはマスターです。惜しみない称賛が溢あふれます！」

「よかった～」

「なのです！」

　この子達の看病はナナに任せよう。

　そのまま地面に寝かせるのもかわいそうなので、オレ達が野営する時に使っているフェルトを重ねたふかふかのシートを、ストレージから取り出して下に敷いてやる。

　そこにリザとミーアが飛び込んできた。

「ご主人様、先ほどタマとポチの大声が聞こえましたが、何かございましたか？」

「サトゥー」

「もう、大丈夫だよ」

　オレは事の顚てん末まつを「雨宿りしていた子達が屋敷の呪いで衰弱していた」という風にリザとミーアに省略して伝え、井戸の状況を尋ねる。

「井戸は修理が必要でした」

「ん、滑車腐敗」

　そんな会話をしながら井戸の現物を見に行く。タマとポチも一緒だ。

　地面には砕けた滑車の残ざん骸がいが転がっており、井戸にゴミが入らないようにする蓋ふたの横には、縄の付いた桶おけがある。

　その桶は少し湿っていた。恐らく、さっきの子供達が使っていたのだろう。

　オレは理力の手マジツク・ハンドを伸ばして、井戸の中のゴミを水ごとストレージのゴミ箱フォルダに収納し、綺麗な水が底に溜たまるまで繰り返す。

「このくらいでいいかな？　あとは専門の修理業者にまかせよう」

　オレはそう告げて、台所に繫つながる勝手口の鍵かぎを開ける。

「こっちは修繕や掃除が大変そうだね」

　玄関側よりも埃が凄すごい。一〇年分は伊だ達てじゃないようだ。

「探検」

「オレが先に行こうか？」

「大丈夫」

　気合い十分なミーアを先頭に、タマとポチが厨ちゆう房ぼうに突撃する。

　だが、すぐに──。

「サトゥー」

「くもの巣～？」

「ベタベタする、のです」

　蜘く蛛もの巣塗まみれのミーアと、同じく蜘蛛の巣塗れで耳がペタンとなったポチが泣きついてきた。

　無事だったタマを含めた三人の身だしなみを整えたあと、再度探索を再開する。

　もちろん、今度の先頭はオレだ。

　蜘蛛の巣や埃の山を「理力の手マジツク・ハンド」で触れてストレージのゴミ箱フォルダへと直行させる。

「竈かまどはそのまま使えそうですね」

「この黒いのは石炭かな？」

　厨房の竈には、石炭らしき黒い欠片かけらと灰が溜まっていた。この辺の調理用品は魔法道具に変更した方が良さそうだ。

「部屋一杯～？」

　母おも屋やは三階建てで、屋根裏部屋や地下室もある。母屋の床面積は屋根裏や地下室を除いて三〇〇坪ほどなので、平均的な現代日本の建坪の一〇倍くらいだ。

「椅い子すやタンスも一杯だったのです」

　屋根裏部屋や地下室には壊れた椅子を始めとするガラクタが多数残留していたので、ストレージのゴミ箱フォルダに収納して掃除した。「理力の手マジツク・ハンド」との複合技は楽でいい。

「使えそうな家具も多いですね」

「ん、丈夫」

　屋敷の中を調べた結果、床が一部腐っていた以外は埃や蜘蛛の巣を払うだけでなんとかなりそうだ。

　貴族風の家具も多数放置されていたので、新しくするのは厨房周りと主寝室くらいで済むだろう。

「地下室～？」

「チーズや干し肉の臭においがするのです」

　廊下から降りた地下室は、災害時用の地下避ひ難なん壕ごうと食料庫を兼ねているようだ。樽たるを設置する台や、ワインを並べる棚まであった。

　先ほど「呪詛魂カースド・ソウル」を浄化した地下室は独立しており、こことは繫がっていないらしい。

　あちらは、転移魔法用の刻印板を設置するのに使おう。ダミーに研究室でも作るかな？

「地下室は廊下と厨房に通じているみたいだ」

　階段が二つあったので、上がってみたら厨房に出た。

「一通り見て回ったけど、風ふ呂ろ場ばがないね」

「はい、残念です」

　風呂好きのリザが心底悲しそうに言う。

　よし、リザのためにも、一階にある部屋を一つ潰つぶして風呂場を追加しよう。

「新しい風呂を作らないとね」

「はい、ご主人様！」

　オレがそう言うと、リザが零こぼれるような笑顔で即答した。

　風呂場がないのは水が貴重なせいだと思うけど、やっぱり日本人としては家に風呂が欲しいもんね。

　風呂桶は迷宮別荘のと同様に、巨木の幹をアリサの空間魔法で抉えぐりとって造った一体成形のモノを用意しよう。

　オレが風呂の桶加工専用に作った空間魔法の「風呂桶作製クリエート・バスタブ」の呪じゆ文もんがもう一度役に立ちそうだ。
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「よ～い？」

「ドンッなのです！」

　タマとポチが庭で草刈り競争を始めたので、リザにはナナ達の様子を見に行って貰もらう。

「サトゥー」

「なんだい、ミーア」

　後ろからミーアが、服の裾すそを引っ張る。

　蔦つたの館やかたに行きたいというので、帰還用の刻印板を屋敷のエントランスに設置して蔦の館へと転移した。

「──レリリル、掃除」

「ミサナリーア様、この廃屋をですか？」

「ん」

　ミーアの用事は、このレリリルを連れてくる事だった。確かに、彼女は「清掃」スキルを持っている。種族も家妖精だしね。

「サトゥー」

「なんだい？」

「綺き麗れいになって」

「いいよ」

　オレが普段抑制している精霊光を解放しろと言いたいのだろう。

　もう屋敷内に瘴しよう気きはないのだが、ミーアに何か考えがありそうなので、言われた通りに解放してやる。

「ん、綺麗」

　精霊視スキルのないレリリルがハテナ顔だ。

「レリリル、家魔法」

「は、はい、ミサナリーア様」

　レリリルがミーアに促されて魔法を使う。

「■■■■■■　■■　……　■■■■■■　家洗浄ハウス・クリーニング」

　長い呪文が終わると屋内がピカピカになる。気になって足を持ち上げたが、どういう仕組みの魔法なのか、ちゃんと足のあった場所も綺麗になっている。

　なぜか、レリリルまで自分の魔法を初めて見るような顔で、綺麗になった床や窓枠をチェックしていた。





＞「精霊魔法：家妖精」スキルを得た。






　ミーアは「家魔法」と言っていたが、精霊魔法の系統らしい。

　レリリルは精霊が見えないようなのに精霊魔法が使えるみたいだ。巫み女こエルフのルーアさんによると、精霊視があってはじめて精霊魔法が使えるみたいな話だったはずなんだが……。

　レリリルは種族特性とかギフトとかで、「精霊魔法：家妖精」スキルを覚えたのだろうか？

「偉い」

「お、お褒め頂き恐縮です……ですが、いつもより魔法の効果が高い気がします」

「ん」

　恐らく、オレが集めた精霊達が効果アップの理由のようだが、ミーアに説明する気がなさそうなので黙っておく。

　後でサプライズっぽく告げたいのが理由だったら野暮だしね。

「次」

「ま、待って下さいミサナリーア様。エルフ様方と違って、私共の魔力は少ないのです。先ほどの魔法で大半を使ってしまったので、大魔法はしばらく使えません」

「ん、サトゥー」

　ミーアは困り顔で訴えるレリリルを見た後に、オレに呼びかけた。

　たぶん、「魔力譲渡マナトランスフアー」の魔法で、レリリルの魔力を回復させて欲しいのだろう。

　特に躊躇ためらう事でもないので、ミーアのお望み通りにしてやる。

「えっ？　今のは？　何をしたでやがりますか？　小ぞ……サトゥー、殿」

「ミーアのお願いだったからね。魔力を譲渡したんだよ」

　レリリルは困惑顔で「魔力を譲渡？　こんなに？」と呟つぶやいていたが、ミーアに促されて「家磨きクリーンナツプ・ハウス」や「家回復ヒール・ハウス」などの色々と突っ込み所の多い魔法を使って、屋敷を新品同然にしてくれた。

　だが、腐っていたはずの床や穴が開いていた壁まで塞ふさがっているのは──回復魔法の建物版と考えると分からなくもないのだが──何か納得が行かないものがある。

「大したものだね」

「ん、凄い」

「お褒め頂き光栄です」

　オレとミーアが褒めると、レリリルが恐縮しつつも誇らしげな感じで応えた。

「次は外をやるですよ！」

　張り切って家の外側も綺麗にしようとするレリリルを止めて、外側の汚れはそのままにして貰った。

「雨漏りなんかは困るけど、汚れはそのままにして欲しいんだ。あまり一般的な魔法じゃなさそうだし、近所の人が驚きそうだからね」

「人族の言う事は意味不明でやがりますね。ミサナリーア様もさぞかしご苦労されているのでしょう」

「ん」

　レリリルの失礼な発言はともかく、ミーアもそこは頷うなずくんじゃなくて、否定したり擁護したりする所じゃないだろうか？

　それはともかく、やる気満々なところに水をさされたレリリルが少し不満そうだ。

　せっかくだし、他ほかのところも頼んでみよう。

「ついでに離れと客用の別館もお願いしたいんだけど──」

　この屋敷の敷地内には本棟の他に、来客の滞在用の別館と使用人用の離れがある。客用の別館は二階建てで、使用人用の離れは平屋だ。

　使用人用は小さな部屋が多く、タンスやベッドの木枠が建て付けてある。

「──そっちは別の日に回した方がいいかな？」

「レリリル、がんば」

「はい！　魔力が続くなら、やり遂げて見せます！」

　ミーアの応援に発奮したレリリルが、オレの要求通りに各建物の修繕と清掃を完了してくれた。

　疲れきったレリリルを母屋に残して、オレは厩きゆう舎しやへと向かう。

　そんなオレの姿を見つけた獣娘達もまた、厩舎に集まってきた。

「子供達は少し回復してきたみたいだね」

　先ほどの魔法薬が効いてきたのか、子供達は少し肌に赤みが差してきたので、生活魔法で清潔にする。

「それじゃ着替えさせてから母屋に運ぼう」

「イエス・マスター」

「手伝いましょう」

　ナナとリザが着替えさせた子供達を、タマとポチが担架で運ぶ。

　オレは清潔になった母屋の一階に簡易寝台を用意して、運ばれてきた子供達を寝かしつける。

　全員を寝かしつけたところで、レーダーにアリサ達が映った。




「よーし、とうちゃーく」

　馬を引いたルルと、馬に腰掛けたアリサが、二〇人強の子供達を引き連れて帰ってきた。

　半分強が人族で、残りが鼠人族や兎人族などの小柄な獣人達だ。

「おかえり、思ったより多いね」

「まーね、募集したら応募殺到だったから、纏まとめて採用してきたのよ」

　オレの言葉にアリサが肩を竦すくめて答える。

「それにしても、タマとポチは頑張りすぎでしょ。子供達が草刈りする場所ないんじゃない？」

「えへへ～？」

「頑張ったのです」

　アリサが呆あきれ顔がおになるのも分かる。

　広い敷地の半分以上の雑草は、二人の手によって刈られていた。

　ただ、前庭の植え込みなど、ちまちまやらないといけない場所は手付かずなので、それほど作業が残っていないわけではない。

「小さい子は手袋と篭かごを受け取って、刈り取られて地面に捨てられている草を篭に集める係よ！　大きい子は手袋と草刈り鎌がまを受け取って、屋敷の周りの草を刈っていって！」

「えへへ、手袋だ～」

「すごいよ、綺麗な手袋だ」

　ルルから手袋を受け取った子供達が、嬉うれしそうに手袋を嵌はめた手を見せ合う。

「アリサちゃん、手袋をして草引きしたら、手袋が汚れちゃうよ？」

　年とし嵩かさの少女が手袋を汚すことに忌避感を覚えたのか、そんな事をアリサに訴えた。

「構わないわよ。手袋なしで草引きなんかしたら、手を怪け我がしちゃうじゃない」

「で、でも……」

「手を怪我したら、明日あしたからの仕事に差し支えるでしょ」

「う、うん、分かった」

　アリサの説得に納得した感じではあったが、本当に汚しても大丈夫なのか心配なようだ。

「それじゃ、作業開始！　夕暮れまでに終わらせたら、ご主人様が美お味いしい晩御飯をご馳ち走そうしてくれるわよ！」

「「「ごはん！」」」

「頑張ろー！」

「「「おー！」」」

　アリサのモチベーションを維持するための報酬の提示に、子供達が歓声を上げて作業に取り掛かった。

　子供達が作業を始めたのを見届けたアリサが一息吐つこうと、こちらに歩み寄る。

「あら？　レリリルじゃない」

　アリサがオレの陰で休んでいたレリリルを見つけた。

「この子がいるって事は家の中は清掃済みだったり？」

「アリサ殿、この子呼ばわりは止やめて頂きたい、とお茶会の時にも言ったではないですか！」

「ああ、ごめんごめん」

　レリリルの抗議を適当にいなしながら、アリサが屋敷の扉を開ける。

「レリリルぐっじょぶ！　さすがは家妖精ブラウニーね！　恐れ入ったわ」

　くるりと振り返ったアリサがジェスチャー付きでレリリルを褒め千切る。
















　レリリルは調子に乗りやすい性格らしく、アリサの称賛を受けて得意そうに平たい胸を反らした。

　──そうだ。

　アリサとルルに、留守中に保護した子供達の事を伝えておかないと。

「ルル！　ちょっと屋敷の中に来てくれ」

　オレは屋外で馬車馬の世話を始めていたルルを呼ぶ。

「──ご主人様、お待たせしました」

　ルルがパタパタと駆けてくる。

「床が凄すごくピカピカですね」

　そんな風に驚くルルに、レリリルがさっきと同じように胸を張って自慢気にする。

「あら？　リレレルちゃん、いらっしゃい」

「ちょっと、小娘！　私はレリリルだって言ったでしょ！」

「あら、私も小娘じゃなくて、ルルだと言ったじゃないですか。もう忘れたんですか？」

　どうも、この二人は妙に馬が合わないようだ。

　レリリルはミーア以外なら誰だれでもこんな感じなのだが、あの温和なルルが喧けん嘩か腰ごしで会話するのはかなり珍しい。

　アリサによると、オレへの無礼な発言が原因らしい。

　ちょっと心配だったが、アリサは「そのうち仲良くなるでしょ」と楽観的な事を言っていた。

　あまり蔦つたの館やかたを留守にできないというレリリルを、甘い蜜みつ菓子をお土産に持たせて転移魔法で送る。

　今日のお礼にレリリルを夕飯に招待して、手料理で労ねぎらおうと思う。
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　子供達が草刈りをしている間に、ルルとリザを連れてシーメン子爵邸を訪問し、引っ越した旨の手紙をメイドさんに渡しておいた。

　三人で行ったのは場所を二人に覚えて貰もらうためだ。

　ご近所に挨あい拶さつ回まわりもしようかと思ったのだが、あの屋敷は「ゼンの呪のろい」で有名な場所のはずなので、一晩無事に過ごしたことを証明してからにする事にした。

　帰りに、新居に最低限必要な小物や道具を色々と買い求めて回る。

　そのついでに、商業ギルドで紹介して貰った商人に、セーリュー市のゼナさん達やムーノ男爵領のカリナ嬢達、それから公都の知り合い宛あての手紙を委託しておいた。

「ルル、そこの神殿の前で下ろしてくれ」

　南北の大通りと貴族街の内門への通りが交差するロータリー前に、神殿が集まっていたので寄付をしようと寄ってみた。

　ルルとリザは神殿裏の駐車場で留守番だ。

「──随分立派な装飾だ」

　神殿の中に入ると、公都の貴族街にあった神殿並みの建物に驚いてしまった。

　これだけ立派な神殿を建てようと思ったら、相当なパトロンがいないと無理だろう。

「これはこれは若様。本日はどのようなご用件でございましょう」

　立派な法衣を着た高位神官が、商人のように揉もみ手でをしながら寄ってくる。

「おやおや、素晴らしい剣をお持ちだ！　若様は探索者をされておられるのですね？」

　目ざとくオレが腰に付けた妖よう精せい剣に目を留めた高位神官が、キラリと目を輝かせながら推測を口にした。

「ええ、まだ一度しか迷宮に入っていませんが」

「──ならば、共に迷宮へ向かう神官をご希望ですね」

　そう答えると、一瞬だけ落胆した表情を過よぎらせたが、すぐに笑みに戻ってセールストークを始めた。

「残念ながら、神聖魔法スキルを持つ神官は赤鉄以上のパーティーにしか派遣しておりません」

「いや、別に──」

「ですが！」

　求めていないと言いたかったのだが、高位神官が被かぶせるように続きを捲まくし立たてる。

「将来有望な者を若様のパーティーに派遣しましょう。清らかな心と奉仕の気持ち溢あふれる見目麗しい女神官を！」

　なぜか、「見目麗しい」の所だけ、すごく力強く言われてしまった。

　高位神官が手招きすると、神官服を着た美少女が楚そ々そとした仕草で現れた。

　この美少女神官はレベルが三しかない上に、神聖魔法や戦闘系のスキルが皆無で、「奉仕」スキルだけしか持っていないようだ。

　にこり、と微ほほ笑えむ美少女神官はとても可か愛わいいが、超絶美び貌ぼうのルルを見慣れているオレの心が動くことはない。

「お待ち下さい。本日は寄進に来ただけです」

「寄進に、でございますか？　お見受けしたところ、お怪我をされている風にも見えませんし──出張治癒をご希望でしょうか？」

　なぜ、そうなる。

「いえ、どちらも必要ありません。セリビーラ市に来てから、一度も寄進をしていなかったので、寄らせて頂いただけです」

　オレがそう言うと、不思議な者を見るような目で見られたあと、慌てて寄付担当者を呼んでくれた。

　この神殿だけが特殊なのかと思ったが、他の神殿でも概おおむね同じ反応だった。

　どうやら、この都市では無償で寄進する者は珍しいようだ。

　念のために尋ねてみたのだが、公都の神殿がやっていた炊き出しなどは行っておらず、神殿の雑用をこなしたものにだけ、質素な食事が振る舞われるとの事だった。

　この都市の困窮者対策セーフテイネツトがどうなっているのか、少し気になる。





◆






「それじゃ、ルル。夕飯の準備を始めようか」

「はい、ご主人様！」

　夕方までに草刈りが無事終わり、子供達に約束通り夕飯を振る舞うために調理を始めた。

　何人かの年嵩の女の子達が手伝いを申し出てくれたので、野菜を洗ったり皮むきをしたりといった簡単な作業を頼んだ。

「お肉だ！」

「いっぱい、あう！」

　道具の片付けをしていた子供達が、サイコロステーキ用の狼おおかみ肉にくを見て歓声を上げた。

　柔らかい蛙かえる肉にくよりも、硬い狼肉の方が満足度や満腹度が高くなるから良いとリザに薦められたので、最近出番のなかった在庫を放出する事にしたのだ。

「わ～、良い匂におい」

「あたし達にも貰えるのかな？」

「バカだな、あれはあっちの子達のご飯だよ」

「あたし達のは、あっちのお芋じゃない？」

「芋かぁあああ」

　子供達は揚げる前の「跳ね芋ホツピング・ポテト」を見てテンションがだだ下がりになる。

　この芋は「樹霊珠」で苦みとえぐみの元を除去したヤツなので、迷宮都市内で一般的に流通しているのとは別物だ。

　今から子供達の驚く顔が見えるようだ。

「あっちの赤いのってなんだろう？　甘い匂いだね」

「お腹なか減ったね」

「もう、お芋でもいい」

　テーブルや椅い子すがなかったので、木板を樹霊珠で加工したランチプレートに食事を盛る事にした。

　ランチプレートの中身は、甘辛いソースを塗ったニョッキと軽く茹ゆでた葉野菜、揚げた塩味のポテト、甘い味付けのニンジン、メインはバターと塩しお胡こ椒しようで味付けした狼肉のサイコロステーキをチョイスした。

　野菜多めなのは子供達のビタミン不足を危き惧ぐしての事だ。

　ミーアのみメインを茸きのこステーキにしてある。ミーアは未いまだに脂の多い「ザ・肉料理」というステーキが苦手みたいだからね。

「ぷはぁ～」

「美味しい」

「もう一杯欲しい」

「ばか！　綺き麗れいな水は高いんだぞ」

「うう、ごめんなさい」

　手洗い用の桶おけを回したら、喉のどが渇いていたらしく、水の回し飲みが始まってしまった。

　先に水の入ったマグカップを配るべきだったかもしれない。

　そういえば、作業中に配った水も大人気だったっけ。

「さあ、みんな二列になって並びなさい！」

　調理が完了して配はい膳ぜんの段になっても、子供達が遠巻きにしてなかなかランチプレートを取りに来ないので、アリサが号令して並ばせる。

　作りやすさを優先したから、それほど豪勢でもないはずだ。

「うあ、あのご馳走が食べれるんだ」

「すごいや」

「やっぱり、なしとか言われないかな？　かな？」

「怖いこと言うな！」

　子供達の目が期待に輝いている。

　ランチプレートを受け取った子供達が我先にと食べだす。口に入りきらないほど詰め込む子や、一口ずつ嚙かみ締しめるように味わう子がいる。

　不思議な事に、味の感想を言う子はいない。みんな食べるのに必死すぎて、喋しやべる余裕がないようだ。

　泣きながら食べる子も多い。

　喜んでくれるのは嬉うれしいけど、普通に食べようよ。




「ルルも腕を上げたわよねぇ」

「悔しいけど旨うめぇです。人族に料理の腕で劣るなんて、家妖精の沽こ券けんに関わりやがるですよ。アリサ殿の姉は変人だ、です」

「あら、レリリル。うちのご主人様は、もっと上手よ？」

「あの、小ぞっ、サトゥー殿がでやがりますか？」

「昼間のカステラを作ったのも、ご主人様だしね」

　夕飯に合わせて呼んできたレリリルがアリサと並んで食べている。

　この二人は不思議と仲が良い。その調子でルルとも仲良くして欲しいものだ。

　小さい子達は食べ終わっても名残惜しそうに皿を舐なめていたので、獣娘達用に作っていた蛙肉の焼やき串ぐしを分けてあげる。

　どの子も作れば作っただけ食べそうだったので、お腹を壊さない程度で止やめさせておいた。




　なお、新居はたくさん部屋があったので皆に私室を割り当てたのだが、寂しがった仲間達が一人また一人とオレの主寝室に集まり、結局いつものように一緒に固まって眠る事になってしまった。

　仲良き事は美しき哉かな。

　お互いの温もりを感じながら、新居の夜は更けていく──。







　宴うたげ





〝サトゥーです。策士策に溺おぼれるという有名な故事は現代でも真ですね。戦略系の対戦ゲームだと、セオリー無視の初心者よりも、自称策士ほど罠わなに嵌はめやすい傾向にあるのです。〟






「屋敷を買ったそうだな」

「はい、少し縁ゆかりのある家が売りに出ていたので購入いたしました」

　屋敷購入の翌朝、シーメン子爵家で彼の家の馬車に乗り換え、迷宮方面軍の将軍の下にオレ達の救援部隊準備のお礼とお詫わびに向かっている。

「使用人はもう雇ったのか？」

「いいえ。留守にする事が多いので、屋敷の留守番役だけでも雇おうかと思っています」

「ならば、私の家臣の一族に丁度良い者がいる。今晩の宴前に紹介しよう」

「ありがとうございます。とても助かります」

「顔を合わせた時に気にいらなければ断ればいい」

　迂う闊かつな者を雇うと、家財道具が盗まれたり横領されたりと碌ろくな事がないらしい。

　紹介状を携えた者にも注意が必要だそうで、弱みを握ろうと諜ちよう報ほうのために潜入させる事もあるそうだ。

　そうそう、忘れない内に彼に巻物の件を話しておかないとね。

「馬車の中でする話ではないですが──」

　オレは「操蛍光ピクシー・ライト」の呪じゆ文もん書をシーメン子爵に手渡す。前に思いついた「理力の糸マジツク・ストリング」と「魔灯マナ・ライト」を融合した「自在に動かせる蛍ほたる火び」の魔法だ。

「私には魔法書は読めぬが、ペンドラゴン卿きようの自信に満ちた顔を見れば、どれほどの魔法か想像が付く」

　シーメン子爵がオレを見て微笑む。

「この呪文も『花火フアイアワークス』と同じ条件で良いのか？　あれほど売れるのならば、歩合制にするべきだと思うぞ？」

「いえ、前と同じ条件で結構です」

　既に、お金は使い切れないくらいあるし、親身に色々な便宜を図ってくれている彼へのお礼なんだから、それで充分だ。

　せっかくだし、砂糖航路を航海中に作った魔法を二つと、迷宮探索に役立つ呪文を三つほど選んで、巻物にして欲しいと注文しておく。

　そんな話をしている内に、馬車は迷宮方面軍の駐屯地へと到着した。




「ドハル老師のミスリル剣を腰に差しておきたまえ」

　そう言いながら、シーメン子爵が瀟しよう洒しやな彫刻の細剣付きの剣帯を腰に巻く。

　シーメン子爵の家来が布に巻かれた剣のようなモノを持っている。

　ＡＲ表示によると、その正体は公都の闇やみ市いちでオレが売った魔剣アカツキだと分かった。誰だれが落札したのか知らなかったが、彼が買ってくれていたようだ。

「エルタール将軍は武人以外を軽く見る傾向があるのだ」

　オレの脳裏に筋骨隆々のガハハ笑いの似合いそうな脳筋軍人の予想図が過よぎる。

　そこに数人の従卒を連れた案内役の将校が姿を現した。

「──おや？　あの時の若様」

　案内の狐きつね人びとは迷宮入り口で会った軍人さんだった。

「知り合いかね」

「はい、初めて迷宮に入った時に色々と教えて頂きました」

　狐将校の案内でエルタール将軍の執務室へと向かう。

　馬車に積んでいた料理は年若い従卒達が運んでくれる。

　そして案内された先で──。

「ようこそ、私が迷宮方面軍を任されているアルエトン・エルタール名誉伯爵だ」

　エルタール将軍は予想通り筋骨隆々ではあったが、ガハハ笑いとはほど遠いいかにも名門貴族出身といった感じの傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描かいたような鷲わし鼻ばなの中年男性だった。

「先日のご助力を感謝する、エルタール将軍」

「構わん。この程度の事で、甥おいの我が儘ままに付き合わせた借りを返せたのなら文句はない」

「ビスタール公爵もいいかげん、オーユゴック公爵と張り合うのを止めて欲しいものだ」

「無理を言うな。それが貴族の見み栄えというものだ」

　話の内容はさっぱり分からなかったが、シーメン子爵とエルタール将軍は仲が良いいらしい事だけは判わかった。

　続いてシーメン子爵に促され、オレも名乗りとお礼の言葉を述べると、エルタール将軍がニヤリと笑みを浮かべた。

「なるほど、君がペンドラゴン卿か。子爵が君の事をシガ王国の未来を担う逸材だと言っておったぞ」

　エルタール将軍の言葉に、ちょっと固まる。

　そんな未来を担った覚えはありませんよ？

「その通り。彼のお陰で魔族の温床になろうとしていたムーノ男爵領が救われ、グルリアン市や公都では驚くほど少ない被害で下級魔族を討伐している」

　シーメン子爵がエルタール将軍に向かってオレの功績をアピールする。

　公都の下級魔族っていうのはテニオン神殿で倒したヤツかな？

「彼個人の戦闘能力や、彼の家臣団の強さは一流の騎士団にも相当するだろう」

　褒め殺しは止めてください。「無表情ポーカーフエイス」スキル先生が死んじゃう。

「そして、軍事のみならず魔術にも精通し、様々な魔法を開発する一方で、煌きらびやかな『花火フアイアワークス』という魔法で、人々の心を楽しませる余裕まである」

「ほう？　あの『花火フアイアワークス』を開発したのは彼だったのか」

　エルタール将軍が食い付いてきた。

　もしかしたら、迷宮都市でも「花火フアイアワークス」の巻物は人気なのだろうか？

「我が主君の領地に蔓まん延えんしていた派閥対立も、彼の料理や人柄が潤滑油となってくれたお陰で、暗殺などの物騒な話が聞こえてこなくなったほどだ」

　──潤滑油って、なんの話だっけ？

　ほのぼのした公爵領で暗殺というなら、魔王信奉集団の「自由の翼」関係の話かな？

「料理でそうまで変わるモノなら、あのアシネン侯爵をなんとかして欲しいものだ」

「案外変わるかもしれん。あのロイド侯とホーエン伯の仲を取り持つくらいだ」

「なんと！　あの犬猿の仲の二人をか？」

　そういえば前にも、食いしん坊貴族の二人が犬猿の仲だったっていう噂うわさを聞いた記憶がある。

　オレが二人を個別認識した頃ころには仲良しさんだったので、今一つピンッとこないんだよね。




「ところで、頼んでいた魔剣はそれか？　早く見せてくれ」

「見るだけだぞ、公爵閣下からお借りした名剣だ」

「分かっておる」

　新しいおもちゃを貰もらった子供のような顔で、エルタール将軍が魔剣アカツキを抜く。

「なんと、美しい剣だ」

　鋳造の青銅剣にミスリルメッキするついでに、彫金スキルの練習に少し遊んだ覚えがある。

「ミスリル剣なのか？」

「いや、イパーサ卿の話だとミスリル剣特有の重量変化がないそうだ」

「なら外側だけか──」

　懐かしい名前が出てきた。イパーサ卿はロイド侯爵の子息で、ムーノ男爵領から公都への旅で仲良くして貰ったオーユゴック公爵領の近この衛え騎士さんだ。

「──これは凄すごい。ここまで魔刃が出しやすい魔剣は初めてだ」

　エルタール将軍が魔剣の周りに、赤く光る魔刃を生み出してみせた。

「これだけ素晴らしい剣なら、一度でいいから強めの魔物を狩ってみたくなる」

「悪いが私の一存では許可できん。年始の王国会議で、オーユゴック公爵に直接交渉してくれ」

　うきうきしたエルタール将軍の顔がシーメン子爵の言葉に曇った。

「さすがに派閥が違う。諦あきらめるしかないか──ん？　ペンドラゴン卿の剣はドハル老師の手によるものではないか？」

　諦め顔のエルタール将軍が、オレが腰に下げた妖よう精せい剣を捉とらえてキラリと輝いた。

「はい、ドハル老師に鍛えて頂いたミスリル剣です」

　迷宮都市ではトラザユーヤ氏の名前が有名だったので、妖精剣トラザユーヤの銘は口にしないでおいた。

　触りたそうな気配を感じたので、妖精剣を剣帯から外してエルタール将軍に差し出す。

「ふむ、ドハル老師の真印を頂くに相応ふさわしい剣だ。それに美しい。先ほどの魔剣に勝るとも劣らぬ」

　妖精剣に魔刃を発生させた将軍が軽く剣を上下に振る。

「だが、ミスリル剣は使い手を選ぶ」

　そう告げるエルタール将軍の愛剣も、真印こそないがドハル老の手によるミスリル剣だ。

「魔力を流さぬミスリル剣は軽いが、魔刃が出るほど魔力を流したら筋力がないと振ることもできん。しかも流す魔力量で重さが変わるから、扱いが非常に難しい」

　確かに、片手剣スキルが最大なのにも拘かかわらず、妖精剣に慣れるまで少し掛かった覚えがある。

「ミスリル剣を十全に扱える達人なら、この剣の方が優れているだろう」

　そう言いながらエルタール将軍が妖精剣を鞘さやに納める。

「だが、魔刃を使えるなら、先ほどの魔剣の方が上だ。あれは魔力経路が素直すぎるほど素直だ。あの魔剣なら万人に勧められる。もし、あの魔剣が大量にあるなら、シガ王国は魔王の軍勢とも戦えるだろう」

　オレの魔剣を褒めてくれるのは嬉うれしいけど、そういうフラグくさい事を言わないで欲しい。本当に魔王の軍勢が攻めてきたらどうする。

　もっとも、公都地下で魔王「黄金の猪いのしし王おう」を倒したから、あと六六年は次の魔王が出てこないだろうけどさ。

「気を悪くしたか？　卿がこのミスリル剣に相応しい技量を持てば、公爵の魔剣にも劣らぬ活躍ができる。精進せよ」

「はい、ご忠告感謝いたします」

　最後に、エルタール将軍から「小人にこの剣は目の毒ゆえ、軽々に人前で見せないように」と助言を貰った。

　そして、妖精剣を受け取ったところで、ノックもなしに入り口の扉が開いた。




「将軍閣下、ご馳ち走そう持ってきたぜぇ」

「子爵様からのご馳走を盛り付けてきたよ」

　入ってきたのは狐将校と迷宮で彼に「隊長」と呼ばれていた人だ。意外な事に隊長氏は迷宮方面軍のナンバー２らしい。

　彼らの手にはオレが持ってきた「甘い酒に合う肴さかな」が盛られた皿が載っていた。

　その後ろからは食器や酒瓶が並んだワゴンを押す従卒達の姿もある。人数分の杯まで用意してあるところを見ると、昼ひる日ひ中なかから酒盛りをする気まんまんのようだ。

「……お前達か」

「おいらは毒味役だから、順番に味見しないとね」

「お前には鑑定アナライズスキルがあるだろう？　俺の杯を眺めるだけにしろ」

「そんなのないよ、隊長」

　あいかわらず楽しいコンビだ。

「まあいい、その瓶の数だと三人では飲みきれん。茶番を止やめるなら宴うたげに交ぜてやる」

　エルタール将軍がそう言うと、隊長氏と狐将校の二人が料理の皿を投げそうなほど喜ぶ。

　見た目よりも、エルタール将軍は砕けた人物のようだ。

「こちらのはゼッツ伯爵領の赤ワインとエルエット侯爵領の果実酒だろうが、そっちの透明な酒はどこのモノだ？」

「私も知らん。それはペンドラゴン卿からの贈り物だ」

　二人の視線がオレの方を向く。

「ララギ王国のラム酒『楽園』とイシュラリエ王国のリキュール『凪なぎ』です。どちらもほんのりと甘くて飲みやすい良い酒──」

「ララギの『楽園』だと？」

　エルタール将軍が驚いた顔で立ち上がり、ラム酒「楽園」の瓶を手に取った。

　なんとなく、魔導王国ララギでの出来事を彷ほう彿ふつとさせる。

「決してララギ王国の外に出ない幻の酒ではないか」

　なんとなく理由は分かる。

　魔導王国ララギは酒好き貴族の集合体みたいな国だったから、美お味いしい酒を輸出品にしようという気がないのだろう。

「イシュラリエ王国は宝石の『天てん涙るいの雫しずく』で有名だが、酒は見たことがない。こちらの赤ワインは瓶が違うがゼッツ伯爵領のものではないのか？」

「ああ、そちらは妖精葡萄酒ブラウニー・ワインという──」

「なんと！　ギルド長がいつも自慢しているエルフ達の飲む酒か！」

　ギルド長っていうと探索者ギルドのギルド長かな？

　どうやら、迷宮都市では魔導王国ララギほど妖精葡萄酒が珍しくないらしい。

　シーメン子爵が羨うらやましそうにしていたので、「後で同じ品をお届けします」と耳打ちしておく。

「では、ペンドラゴン卿きようとシーメン子爵の友情に乾杯だ！」

　エルタール将軍のそんな音頭でちょっとした酒宴が始まった。

　もちろん、隊長氏や狐将校も一緒だ。

「うん、この酒には毒はない」

「お前なら、飲まんでも分かるだろ？」

「そんな事ないよ、隊長。鑑定だって完かん璧ぺきじゃないからね」

　狐将校の言うように、鑑定スキルより高い認識阻害系アイテムを使われたら鑑定できない。

「王祖様の逸話にもあるよ、王位を二代目の仁王シャロリック様に譲って諸国を漫遊する時に、オリジナルのヤマト石だって見抜けない不思議なスキルを使ったって」

「あんなモノは後世の作家が作った物語だ」

　そう言って隊長氏が狐将校に拳げん骨こつを落とす──パワハラもほどほどに。

　だが、狐将校はめげずに言葉を続ける。タフだ。

「なら歴史書に出てくる緑の上級魔族は？　あいつもヤマト石を騙だまして王祖様の軍勢に忍び込んだり、王祖様の寝首を搔かこうとしたりしてたじゃない」

「その話なら俺も知ってる。結局は王祖様に見抜かれていたではないか」

　二人の会話に出てきた「緑の上級魔族」という名前を聞いた時に、ザマス口調の緑貴族──ポプテマ相談役が脳裏を過よぎったが、オレのＡＲ表示で彼は人族だった。

　さっきの話だと勇者である王祖ヤマトが見抜けたという話だったし、同様のスキルがあるアリサの鑑定で見抜けない情報さえ見抜く、オレの「メニュー」と「全マップ探査」を騙しきれるとも思えない。

　もちろん、王祖ヤマトが鑑定スキル外の方法で見抜いていたっていうなら別だけどさ。

　幾ら伝説の王様でも、そうそう漫画やラノベの主人公みたいなご都合主義能力は持っていないだろう。

「ふむ、宮廷料理や珍しい料理は食べ尽くしたつもりだったが、これは美う味まい」

　オレの持ち込んだ料理をエルタール将軍が褒めてくれた。

　今日の料理は甘い酒に合いそうな、各種カナッペに三種類の揚げ餃ぎよう子ざ、それから定番のピザと橙とう鶏けいの唐揚げだ。

　ピザは見た目が特異なので手を出しかねていたようだが、揚げ物やカナッペは順調に消費されている。

「金色の唐揚げなど初めて見たぞ？」

「そちらは揚げ餃子という料理です。こちらのタレで食べてみて下さい」

　公都ではラインナップになかった揚げ餃子に驚くシーメン子爵に、餃子のタレを勧める。

「おいら、こんなに美味いの初めてだ！　『奇跡の料理人』って呼ばれるだけはあるよ。ちょっと隊長！　唐揚げを独り占めするのは止めてよ」

「やかましい。お前はそっちのカビたチーズか炙あぶった干し肉でも食ってろ」

「酷ひどいよ、隊長」

　──カビ？

「ふん、それはカビているのが普通なのだ！　ノロォーク王国の貴重なチーズをせっかく出してやっておると言うのに──」

「少し頂いて宜よろしいですか？」

「ペ、ペンドラゴン卿。それは止めておけ」

　シーメン子爵が制止してきたが、どう見ても本場で見たカマンベールチーズみたいなんだよね。

　香りもそっくりだし、味も──。

「──これは美味い。素晴らしいチーズですね」

「うむ、ノロォーク王国の連中が来る時に、一緒に持ってこさせておるのだ」

　気を良くしたエルタール将軍が別のチーズを出してくれた。

　こっちは普通のチーズだ。

「モッツァレッラチーズですか？　こちらも美味しいですね」

「『もつられら』？　それはガルレオン同盟から仕入れたチーズだ。白チーズと呼んでいたが、『もつられら』という名前だったのだな」

　このままだとモツラレラで名前が固定しそうだったので、「いえ、似たチーズと間違えていたようです」と否定しておいた。

　なお、白チーズことモッツァレッラチーズもどきは、市内に扱っている商会があるとの事で、簡単な紹介状を貰う事ができた。これで極上の白チーズが買えるとの事だ。

　カマンベールチーズもどきはノロォーク王国の一行が「ノロォーク茨いばら」を運んでくる時に小遣い稼ぎに持ち込む分だけだそうで、次の入荷は不明との事だった。

　残念そうな顔をしていたらエルタール将軍が半分分けてくれる事になったので、カマンベールチーズを使った料理と今回控えた酒をお礼に持ってこようと思う。

「美味しいお酒ですね」

　美味いチーズに美味いワインの組み合わせは相性抜群だね。

　オレはエルタール将軍が出してくれた秘蔵のチーズ各種を肴に、これまた秘蔵の各種ワインを順番に頂いている。

「ビスタール公爵領の赤ワインはシガ王国一だ。レッセウ伯爵領のスカスカの赤ワインと違って、香り豊かで味に深みがある」

　いや、そこで他ほかのお酒を貶おとしめるのは止めましょうよ。

　確かに自慢したくなるようなフルボディの凄すごく美味しい赤ワインだったけどさ。

　オレは心の中で苦言を呈しつつ、その隣にあるゼッツ伯爵領の白ワインやロゼを一杯ずつ味見していく。どちらも特徴がないが飲みやすい初心者向けワインだ。

　そんな感じで、すっかり酒飲み友達のような感じで昼前まで、酒と肴を楽しむ。

　なお、シーメン子爵は酒好きだが、下戸だそうで早々に潰つぶれてしまった。

　彼の家臣の話だと、いつもの事なので夕方の宴は問題なく行われるとの事だった。
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「なんだ、アレ？」

　我が家の隣にある雑草生い茂る空き地に、色とりどりのキャベツが生えていた。

　──否。子供の頭だ。

　一見ホラーのような感じだが、ちゃんと首の下もある。

　空き地の雑草の間にしゃがんで隠れん坊でもないだろうし、あの子達は何をしているんだろう？

　オレは馬車で送ってくれたシーメン子爵の家臣に礼を言って、屋敷の中に入る。

「ただいま」

「お帰りなさい、ご主人様」

　出迎えてくれたのはアリサだ。

　マップ情報から獣娘達は排水溝の掃除、ルルとナナは食料庫の整理、衰弱した子達の看病はミーアがやっているらしい事が分かった。

「外の子達は何をしているか知っているか？」

「あー、昨日の食事の話を聞いて、今日も仕事がないか声が掛かるのを待っているのよ」

　なるほど、迷宮の入り口で待っていた運搬人と同じような感じか。

「自分から売り込みには来なかったのか？」

「来たけど、奴隷の自分達が勝手に雇ったりしたら、ご主人様に迷惑が掛かるからってリザさんが待たせてるの」

　最近は完全に失念していたけど、ナナとミーア以外の五人は奴隷のままだったっけ。

　アリサとルルは「強制ギアス」で縛られているから奴隷解放できないけど、獣娘達は彼女達が望みさえすればいつでも奴隷の身分から解放するんだけどさ。

「そうか、それなら──」

　空き地の雑草刈りと不法投棄ゴミの処分、道路沿いの側溝の掃除、側溝の蓋ふたのチェックなどの仕事をさせよう。

　そう決めたタイミングでドタバタと足音が響き、微妙に興奮した様子のナナが現れた。

　相変わらずの無表情だったが、その両手だけがわきわきと動き、別の生き物のように雄弁にナナの内心を表していた。

「マスター！　空き地が幼生体畑だと報告します！」

　どうやら、食料庫から戻った時に外の子供達を見つけたようだ。

　オレはアリサとナナを連れて子供達の雇用に向かい、さっき考えた仕事を子供達に依頼する。

「──まずは空き地の草刈り、それからゴミ掃除だ。ここにいる全員を雇うから、ナナ達の言う事を聞いて一生懸命に働く事」

「「「あい！」」」

　報酬は昨日と同じく銅貨一枚と食事だけだが、子供達からは賃上げ要求がくるどころか諸もろ手てを挙げて歓迎された。

　ナナに子供達の監督役を任せ、タマとポチの二人を助手に回す。

　ミーアには現場とルルの連絡役、それから病床の子供達の世話役を任せた。

　少し大変だが、ルルには子供達の食事の準備とシーメン子爵の宴に持って行くお菓子の下した拵ごしらえを頼んである。

　そしてリザとアリサはオレと一緒に、ご近所に挨あい拶さつ回まわりだ。




「あの『呪のろわれ屋敷』を買っただって！　あんた、騙されているよ。役人か貴族様に知り合いがいるなら、太守公館に相談に行きな。今日泊まるところがないなら、三人くらいなら家に泊めてあげるから」

　近所の家に挨拶に行ったところ、真顔で引っ越しを止めろと隣家の主あるじに忠告された。

　事件のあった頃ころから一〇年前くらいまでは、騙されて引っ越しして変死したり重篤な呪いを受けて逃げ出したりする人が後を絶たなかったらしい。

　一〇年前に探索ギルドが一括で買い取ってからは、そういう事件も収まっていたそうだ。

「たまにあの家の前を通ることがあるけど、気持ちが悪くなったり小鳥や虫が良く死んでいたりするのよ？」

　隣家の奥さんも真しん摯しに忠告してくれる。

「ご心配ありがとうございます。徳の高い聖者様に呪いを解かい呪じゆして頂いたので、大丈夫です」

「でも、今までだって──」

「それに昨夜も屋敷に泊まりましたし、雑用に雇っていた子供達の中にも体調を崩した者はいません」

「──そうなの？」

　交渉スキルと詐術スキルがフル稼働したお陰で、隣家の夫婦もなんとか納得してくれた感じだ。

　一応、オレの称号には「聖者」があるので、噓うそというわけではない。

　オレは引っ越しの挨拶代わりに蜜みつ菓子の詰め合わせを贈り、次の家に向かう。

　それから、結構な軒数を回ったが、最初の家と同じような反応か、引っ越した事を話した瞬間に扉を閉められるかの二択だった。

　前者の割合がほとんどだったのが救いだね。

　そして、裏手の牧場に行く前に道すがらの農場を巡って新鮮な作物の買い付けをし、一部の農場では定期配達の契約までしてしまった。

　屋敷を空けることが多いが、料金は月単位で先払いだし、農作物は玄関先に置いておくように頼んであるので問題ないだろう。

　シーメン子爵の紹介でいい人が雇えたら、その辺の問題も解決するしね。




「う、裏のお屋敷に、ですか？」

　裏手の牧場を訪れて引っ越しの挨拶をした途端に、牧場主とその娘さんに嫌な顔をされたが、最初の隣家で言ったようにオレ達が普通に暮らせている事を告げると態度が軟化した。

「て、定期購入ですか？」

「はい、チーズやソーセージ類など保存の利く物は月に一度程度で良いのですが、毎朝ミルクや卵を届けて欲しいのです」

　配達もやっているという話だったので、そんなお願いをしてみたのだが、信じられないモノを見るような目で見られてしまった。

　結構な羽数の養鶏もやっているようだし、お菓子に使う分くらいなら譲って貰もらえると踏んだのだが、どこかと契約でもしているのかな？

「ほ、本気ですか？」

　牧場主の言葉で思い出した。

　そういえば、この牧場は「呪われ屋敷」の裏手にあるというだけの理由で、買い叩たたかれるっていう風評被害を受けていたんだったっけ。

「ええ、他で契約をしているのでなければ、お願いしたいのですが？」

「契約などありません！　大丈夫です！」

「ではお願いします」

　妙に格安だったので、他の牧場の相場より、少し安い程度にして貰った。お得なのは嬉うれしいが、あんまり安過ぎると搾取しているみたいな気分になるんだよね。

　それと、契約解除に関する条項がなかったので、オレの方から契約を解除した場合は三ヶ月分相当の違約金を払うというのを追加しておいた。

　ついでに、その違約金相当額は保証金として先払いしてある。

　ここに来た時に、牧場の設備がかなり老朽化していたのを見かけたので、当座の運転資金になればいいかなと思ったのだ。

　そのちょっとした事が嬉しかったのか、帰る時には持ちきれないほどの乳製品や肉類を貰い、さらに総出で見送りまでされてしまった。

　おまけに留守中の走竜や馬達の面倒も、格安で見て貰える事になった。

　ご近所さんだし、この牧場とは今後も仲良くしていきたいね。
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「ミテルナと申します。浅学非才の身ですが精一杯お仕えさせて頂きますので、よろしくお願い申し上げます」

「こちらこそよろしく頼む」

　シーメン子爵邸で紹介された女性が丁寧な挨拶をしてくれた。

　凜りんとした表情とピンと伸びた背筋から、彼女の生真面目きまじめさが伝わってくる。

　人族で年は二六歳、美人と言えなくもないが、プロポーションはとてもスレンダーだ。

　オレと同じくらいの背丈で、赤みがかった茶色い長い髪を編みこんでいる。細い眉まゆの下の瞳ひとみは鳶とび色いろをしていた。

　既婚者だったが夫に先立たれた時に、嫁ぎ先から実家に帰され、それからは再婚をする事なく仕事に打ち込んでいたらしい。

　本人は浅学非才と言っていたが、これは謙けん遜そんで王都の王立学院を卒業している。

　彼女はレベル九で「礼儀作法」「奉仕」「交渉」「教育」などのスキルを持っていた。

「先日までは他家のメイド長をしていたのだが、その屋敷の主人が少々困った人でね」

　シーメン子爵は言葉を濁したが、セクハラをしてきた主人を拒否したために解雇されてしまったそうだ。

「それでその准男──いや、その家から暇を貰って我が家でメイドをしていたんだが、一介のメイドにしておくには惜しい逸材でね。君に紹介したのだ」

　ぽろりとセクハラ野郎が准男爵だと言いかけて訂正していた。

　この迷宮都市には名誉准男爵が何人かいるが、貴族街に屋敷を持つのは「赤竜の咆ほう哮こう」のジェリル氏と、デュケリという人だけだ。

　デュケリ──ああ、宿の主人がオレの馬車を売りつけようとしていた相手か。

　彼らのどちらかがセクハラ野郎だと決まったわけではないが、ナナやルルを近くにやるのは避ける事にしよう。無む闇やみに信じるほど親しくもないしね。

　ミテルナさんは明日あしたの朝一から屋敷に来てくれる事になった。

　できれば、彼女の下に二人か三人くらい平のメイドさんか下男さんが欲しかったのだが、「呪われ屋敷」の汚名のせいで集まらなかったらしい。

　そちらは汚名返上してから、再度集めることにしよう。




「さすがは『奇跡の料理人』ですわね」

「ええ、こんなに美お味いしいお菓子は初めて」

　ミテルナさんとの面会後に晩ばん餐さんが始まり、公都風の料理を久々に堪たん能のうできた。

　晩餐後のお茶会で出したカステラは、晩餐に出席した女性達の口に合ったらしい。

　ざらめ感を出すために、ルルと二人でララギ王国で手に入れた砂糖を色々と試行錯誤して、最終的に氷砂糖を砕いたヤツを使って本物っぽく仕上げた。

　お近付きの印に、女性達には公都で配ったのと同じ光ひかり石いしアクセサリーや蜜菓子詰め合わせを贈ってある。

「ラム酒など下げ賤せんな船乗り共の飲む物だと決めつけておりましたが、この酒は別格ですな」

「私には少々強すぎる。私はこちらの洋蘭蜜酒デンドロビウム・リキユールという酒の方が好みだ」

「魔物の素材から作った酒という話ですぞ？」

「きちんと浄化してあるというではないか、ならば問題あるまい」

　洋蘭蜜酒を出すかは迷ったのだが、シーメン子爵が大丈夫だと言ってくれたので出してみた。

　わりと懐深い人達で良かったよ。

　男性陣にはイッカクの角から作った純白のペン軸とララギ産のラム酒詰め合わせを贈った。

　洋蘭蜜酒は材料が材料なので、この場で飲むだけの分しか用意していない。




「ふむ、ソーケルと確執か──」

　ある程度、シーメン子爵が紹介してくれた貴族達と打ち解けたところで、迷宮都市の貴族事情について聞かせて貰う事にした。

「ヤツは元々王都で公職が得られず、ポプテマ相談役に誘われて迷宮都市に流れてきた門閥貴族の子弟だ」

「来た頃は太守の愛人だっただけの無能だったが──」

　こういう場でオープンに語られるという事は、シガ王国では同性愛者が珍しくないという事なのだろうか？

　オレにそういう性嗜し好こうはないが、特に差別して遠ざける気もない。恋愛は自由だ。

「──太守の娘の病に効く薬を提供する事で、太守だけでなく太守夫人にも気に入られ、今では太守の留守を任せられるほどだ」

「ポプテマ相談役の監視付きだがな」

　──なるほど、それでソーケルはポプテマ相談役が苦手そうだったのか。

　そういえばさっきの言い方だと、太守よりも太守夫人の方が偉いように聞こえた。

　男尊女卑の傾向があるシガ王国では珍しいと思って聞いてみたら、アシネン侯爵家の家督は太守夫人が継いでおり、太守は婿養子に入ったので太守夫人の方に権力があるとの事だ。

「迷宮都市で太守夫人に対等の立場で物が言えるのは、探索ギルドのギルド長とエルタール将軍くらいだ」

　良かった。一応対抗できる人達はいるようだ。

　ギルド長は面識がないので、何かあったらエルタール将軍に頼ろう。

　今日の様子を見た限りでは、お礼は魔剣アカツキのコピー品一本で足りそうだしね。

「ですが、太守ほどの権勢があれば、お嬢さんのための薬くらいなら、いくらでも調達できたのでは？」

　ちょっとだけ疑問だったので、詳しそうな人に尋ねてみた。

「あの薬──鬼おに喰くい薬やくは平凡な錬金術士でも調合可能だが、材料を集めるのに赤鉄の探索者達を迷宮の奥地へ送る必要がある」

「しかも、鬼喰薬は症状を抑えるだけで完治はしないし、材料や薬も長持ちしないから、継続的に何度も派遣する必要があるのだ」

　なるほど、金が幾らあっても足りないという事か。

「サガ帝国の『血吸い迷宮』で希まれに手に入る血珠の粉があれば完治するが、あれはサガ帝国の皇族が独占しているし、効果の劣る血玉の粉では鬼喰薬と同じで一時的な効果しかない」

　なんとなく、貴重な薬なのは分かった。

　それほどの薬を供給しているなら、性格に問題がありそうなソーケルを重用しているのも分かる。

「そのルートが分かれば、ワシも太守公館で出世できるのだが……」

　でっぷり太った男爵さんが、羨うらやましそうにぼやいた。

「無理だろう。ヤツが薬を持ち込んだ頃ころに調べさせたが、やつの屋敷内で子飼いの錬金術士に錬成させておる事しか判明しなかった」

「やっかみからか、迷宮都市の魔人薬もソーケルが作らせていると噂うわさになっていたな」

「鬼喰薬、屍しかばね薬やく、魔人薬はいずれも主材料が似通っているというから仕方あるまい」

「ソーケルの抱える錬金術士の腕が良ければ、鬼喰薬だけでなく屍薬や魔人薬も作れるのは事実だ」

　そういえば迷宮都市内でも、「魔人薬：中毒」状態の探索者を見かけたっけ。

　禁止薬品を持っている事を暴ければ──って調べるのは簡単だった。

　マップ検索してみたところ、本当にソーケル邸の地下室に魔人薬がストックされているのを見つけた。

　──グレーどころか真っ黒だったよ。

　問題はオレのユニークスキルを明かさずに証明する方法がないって事くらいかな？

　オレの言葉を信じさせるジョーカーは何枚かあるんだけど、どれも使いにくいんだよね。

　そんな事を考えながら、ソーケルにマーカーを付けておこうとマップのマーカー一覧を見ると──オレが出資している筆ふで槍やり竜りゆう商会の船が貿易都市タルトゥミナの近傍を航行しているのに気付いた。

　オレが見た航行計画書よりもかなり早い。順調な航路だったようだ。

　おっと、忘れずにマーカー、マーカー。

　ついでに緑貴族にも付けておこう。

「ソーケル一人では無理でも、薬くす師しギルドや錬金術士ギルドを牛耳っているデュケリ准男爵辺りが手伝えば──」

「それなら、裏社会に顔の利くポプテマ相談役も嚙かんでいるのでは？」

「ソーケルはともかく、ポプテマやデュケリと事を構えるのはマズい」

「ポプテマ相談役はアシネン侯爵家を陰から支える暗部の要かなめ。今は奇人を装っているが、当時は蛇だ蝎かつのごとく畏おそれられておった。引退したという話も、どこまで信じて良いのやら」

「太守の懐刀のデュケリは爵位こそ低いが、迷宮都市の魔法薬や魔法道具マジツク・アイテムの利権を確保している分、その権勢はバカにできん」

　ふむふむ、その辺が絡んでいたら面倒そうだ。

　その時は勇者ナナシになってシガ国王を引っ張りだそう。

　公都の黄肌魔族事件で影武者さんを助けたんだし、少しくらい手伝って貰もらってもいいよね。

「王都から錬金術士を招いている探索者ギルドも魔人薬を錬成できるだろうが、あのギルド長がいる限りありえん」

「あの婆ばあさんは魔人薬を憎んでおるからな」

　ふむ、ギルド長さんには会った事はないけど、ドラッグ嫌いというだけで好感が持てる。




「ペンドラゴン卿きようもソーケルを避け、早めに太守夫妻に取り入った方が良い」

「太守夫人は宝石類や珍しくて美味しいお菓子に目がありませんから、今日のお菓子や装飾品のお話をしたら、きっとお茶会に招いて下さいますわ」

　貴族夫妻がそんな事を教えてくれた。

　この二人は公都派閥の貴族ではなく、シーメン子爵と取引のある王都の門閥貴族らしい。

「太守はフルー帝国時代の彫像、特に筋肉の躍動感のある美男子の裸像がお好みだ」

「ペンドラゴン卿が望むなら、王都の美術商を紹介してやろう」

「ありがとうございます。懇意にしている商人から入手できなければ、頼らせて頂きます」

　海かい龍りゆう諸島の沈没船から得たサルベージ品に、そんな感じのがたくさんあったはずだから、適当なのを選べばいいだろう。

「太守夫妻は子煩悩だから、子供達に気に入られるのもいいわ」

「ペンドラゴン卿なら、そう歳としも離れていないし、三男のゲリッツ殿は探索者になりたがっていると聞いた事がある。取り入るには最適だろう」

「あの我が儘ままなゲリッツ殿のご機嫌を取るのは大変そうだ」

　若い貴族が苦笑しつつオレの肩を叩たたいて励ましてくれた。

　うん、我が儘小僧の相手はストレスが溜たまりそうだから、パスしよう。

　そんな感じで、人脈形成のついでに色々と情報が聞けた。

　シーメン子爵が酔よい潰つぶれたタイミングでサロンはお開きになったので、オレは知り合いになった貴族達を見送ってから、子爵の屋敷を出た。

　子爵家の馬車で送ると言われたのだが、少し頭の中を整理したいので夜風にあたりながら歩いて帰る事にした。

　まず、ソーケルは太守の愛人であり、太守四女の病気に効く鬼喰薬を定期供与して太守夫人に気に入られている。ついでに魔人薬の供給源である事がほぼ確定ってトコかな。

　ポプテマ相談役──緑貴族とデュケリ准男爵は要注意。特に前者は危険らしいので、事を構えないように注意しよう。

　太守夫妻は子煩悩で、太守夫人の方が偉い、と。

　ミーティア王女の話では太守夫妻が迷宮都市に戻っているはずなので、次男のレイリー氏の手紙も届いた事だろう。

　あの手紙を読んでくれれば、特にオレが何もしなくても問題が解決しそうな気がする。

　脳裏にミーティア王女のロリ顔が浮かんだ。




「わらわは太守殿の娘御の病を癒いやしに来たのじゃ」




　迷宮都市に来た時に確かそう言っていた。

　彼女の「浄化の息い吹ぶき」があれば、鬼喰薬も必要なかったりしてね。

　そう考えると、昨日の昼間にミーティア王女を襲った黒幕がソーケルではないかと、邪推してしまいそうになる。

　今のところ、グレーなだけでなんの物証もないけどさ。

　──そうだ。

　知り合いに何かあったらイヤだし、ミーティア王女にもマーカーを付けておこう。





◆






「ふむ、やっぱりつけられているか」

　帰宅中に怪しげな視線を感じたので、何軒か酒場を梯はし子ごしたのだが、監視者は諦あきらめる気はないようだ。

　マップ検索である程度絞り込めた。

　たぶん、相手はソーケルの手下か緑貴族の配下のどちらかだ。

　なぜか連携している様子のない監視者が二人いるんだよね。

　酒場のカウンター席でそんな事を考えていると、酔客達の噂話が耳に届いた。

　ここは内門から程よく離れた繁華街なので、色々な話が聞ける。

「稼いだんだって？　奢おごれよ」

「ふざけんな、魔法薬代でピーピーさ。守銭奴のデュケリのせいだ！」

「調合ギルドや錬金ギルドはヤツが牛耳ってるからな。安くなんねぇよ」

「ギルドがもっと頑張ってくれたらな」

　探索者達から聞けるデュケリ准男爵の話は悪評がほとんどだった。

　悪評以外の話と言えば、デュケリ准男爵の長女メリーアンが男装の美少女で、細剣を腰に下げて迷宮前によく見物に来るという話くらいだ。

　ソーケルの話もあったっけ。

「太守の愛人が『のじゃ姫』に言い寄って邪険にされてたぜ」

「ああ、どっかの小国のお姫様だろ。俺達みたいなのにも挨あい拶さつを返してくれるし、気さくでいい子だよな」

　のじゃ姫ってミーティア王女の事かな？

「役人してるアニキに聞いた話だけどさ、ソーケルの野郎が『のじゃ姫』様に求婚して振られたらしい」

「マジか！」

「でも、男の愛人の次は子供に求婚か……あいつも女に手て酷ひどい扱いでも受けたのか？」

「あいつもってなんだ？」

　途中から探索者仲間達の恋愛談義にシフトしてしまったが、ソーケルがミーティア王女に求婚していたという噂は意外だった。

　そして、なぜかオレの噂話まであった──。

「聞いたか、例の連ト鎖レ暴イ走ンに巻き込まれた貴族の話」

「ああ、女ばっかり連れた貴族の小僧だろ」

「ギルド長とヒス女が言い合っているのを聞いたんだけどさ、連鎖暴走で全員無傷だった上に赤鉄みたいな数の魔コ核アを持ち帰ってきたのは、何か不正をしていたんじゃないかって」

「無傷ってのは凄すごいな──っていうか、どんな不正だよ」

「不正で無傷になれるなら、俺も不正したいぜ」

「ヒス女は魔人薬を大量に使って狩っていたに違いないって言ってたぞ」

「バーカ。魔人薬は傷の痛みを感じなくなるのと身体強化の効果、それとレベルが上がりやすくなるだけで、無傷で戦えるわけじゃねぇよ」

「あの若様の話なら、俺もまぜてくれ──」

　そこに軽そうな感じの探索者がジョッキ片手に話に加わった。

「──くぅ、今日もゴブリン酒は不ま味ずいな」

「「「話すんじゃねぇのかよ！」」」

　ジョッキを呷あおるマイペースな探索者に、周りのツッコミがハモった。

「えーっと、なんだっけ……そうそう、ペンペンだっけ？　あの若様も公都のお偉いさんの愛人って噂だぜ」

　まことしやかに事実無根の噂を流すな。

　一発殴ってやりたいが、それは悪手だろう。逆恨みされて、変な噂を広められても困る。

　オレはカウンター席を立ち、笑顔でマイペース探索者に歩み寄る。

「それは誤解だよ。子爵閣下の弟おとうと君ぎみと友人なだけさ」

「ペ、ペンペン様」

　ペンギンみたいな名前で呼ぶのは止やめて欲しい。

　どこで会ったのかは覚えていないが、マイペース探索者はオレの顔を知っていたようだ。

「はじめまして、新人探索者のサトゥー・ペンドラゴン名誉士爵という。宜よろしく頼むよ、先輩」

　オレは静まった酒場で、笑顔で挨拶をして貴族の礼を取る。

　探索者達が狐きつねにつままれたような顔をしている内に、畳みかけるように酒場の主人に声を掛ける。

「主あるじ！　お近付きの印に今日の酒代は全すべて私が持つ。先輩諸兄に朝までたっぷり飲ませてやってくれ」

　目立ったついでに、大盤振る舞いをしてみた。この安酒場なら金貨一〇枚もあれば充分だろう。

　打算に満ちあふれた人気取りだが、これなら僅わずかな出費で敵が消える上に好意的な噂まで期待できる。

「士爵様？」

　歓声に沸く酒場で探索者達と交流していると、お代わりの酒を持ってきた女給さんから声を掛けられた。

　胸元の開いた扇情的な女給服のせいで気が付かなかったが、彼女は知り合いだ。

「お久しぶりです、アヤゥメさん。カジロ殿はお元気ですか？」

　女侍のアヤゥメ嬢はサガ帝国の侍カジロ氏と共に、公都で前衛陣の臨時講師をしてくれた人だ。

　公都の武術大会にも出場する彼女が、酒場の女給をするなんて何かあったのだろうか？

　金に困っているなら迷宮で稼げばいいだけだしね。

「カジロ様は足を怪け我がされて……。私は『銀光』という女性だけのパーティーに臨時雇いで迷宮に通いつつ、休みの日は酒場でこんな風に働いているんです」

　なんでも、迷宮探索の臨時雇い分はカジロ氏の治療費の返済に消えるので、日々の生活費は彼女の女給としての稼ぎとカジロ氏の内職で賄っているらしい。

「アヤゥメ！　奥の奉仕をしてくれるなら銀貨を出すぜ！」

「一昨日おととい来やがれ！　この素寒貧！」

　酔漢の一人の言葉に、アヤゥメ嬢が普段の彼女とは思えないほどの荒々しい返事をする。

　どうやら、身持ちの堅いアヤゥメ嬢は、シガ王国の酒場女給の定番である娼しよう婦ふ活動はしていないようだ。

　ちなみにカジロ氏の内職とは傘張りとの事だ。

　脳裏にその姿が浮かぶほど似合っているが、状況を考えるととても口に出せない。

　──そうだ！

「実は迷宮都市に屋敷を構えたので、宜しかったらお二人を屋敷の警護に雇わせて頂けないでしょうか？　カジロ殿が武芸者としての道に戻られるまでの間で構いませんので──」

「ほ、本当ですか?!　ぜ、ぜひ、お願いします！」

　オレの提案に、アヤゥメ嬢がキスしてしまいそうなぐらいの勢いで顔を寄せ、オレの両手を取って承諾してくれた。

　二人を住み込みで雇えば、留守中の屋敷の防犯問題も大丈夫だろう。

　カジロ氏の足の具合にもよるが、部位欠損以外なら下級エリクサーで治るだろうし、部位欠損でも戦闘用の義足を作ってあげれば武芸者として活躍できるようになるはずだ。

　オレの脳裏にパラリンピックに出るスプリンターの姿が思い浮かぶ。

　彼らの走りのように、義足次第ではカジロ氏の武芸者復活も夢ではないと思える。

　それに、足が治るまでは家に仕事を求めにくる子達に武術を教えて貰もらう事もできるしね。

「明日あしたからでもお伺いして宜しいですか」

「ええ、もちろんです。歓迎しますよ」

　オレの告げた住所に、周りの酔漢達から物言いが入ったが、アヤゥメ嬢は「破邪折しやく伏ぶくも侍の仕事です」と、日本の侍が聞いたら事実誤認だと怒りそうな事を言って笑っていた。

　そんな風にアヤゥメ嬢と旧交を温めたあと、オレは酒場の裏口から帰路についた。




「「「──ペンドラゴン」」」

　監視をまいたはずなのに、なぜか路地裏で抜き身の剣を持った暴漢三人に道を塞ふさがれていた。

　レーダーで接近しているのは分かっていたのだが、暴漢との間に街がい娼しようの娘が歩いていたので、放置するわけにもいかず、道を変えなかったのだ。

「「「見つけタ」」」

　暴漢達が無防備に駆け寄ってくる。

　さて、殴り倒すのは簡単なんだが、それにはちょっとした問題があった。

　三人の暴漢の正体が太守派閥の貴族子弟というのもあるが、それよりもここに向かって移動する衛兵集団の先頭にソーケルがいる事が非常に怪しい。

　さっきまでいた監視二人といい、この暴漢達といい、すごく罠わな臭い。

「「「死ネ！」」」

　思ったよりも剣先が速い。

　ただし、技量が伴っていないので、剣が地面や建物の壁に思いっきり当たっている。

　彼らが持つのは普通の鉄剣なので、乱暴な扱いで刃先が欠けたり剣先が曲がったりして酷いありさまだ。

　もっとも、彼らにそれを気にする素振りはない。

「理由を聞いてもいいかな？」

「「「死ネ！」」」

　まるでロボットのように硬い口調で斬きりかかってくる。

　それもそのはず──。

「これが屍薬の効果か」

　──彼らは危険な禁止薬品を服用していた。

　痛みも感じず、肉体の限界以上の力をふるえる。

　しかも、スキルや魔法の身体強化と異なり、なんの保護もなく限界を超えるため、効果が切れた時に反動と痛みが一気にやってくるそうだ。

　公都の古い書物によると、四〇〇年前の亜人戦争の頃ころに狂王ガルタフトが作らせた戦争用の薬だと書かれてあった。

　捕虜に投与して自由意思を奪い、死兵として前線に送り込んだという逸話がある。

「「「死ネ！」」」

　幾度目かの攻撃を避よけながら、オレはマップ検索でようやく目当ての相手を見つけた。

　嬉うれしいことにお目当て以上の人も一緒だ。

「さよなら、へっぽこ暗殺者君」

　オレは挑発スキルを篭こめた言葉を投げかけてから、その場を逃げ出す。

　暴漢達が追ってこられるギリギリの速さで走る。

　マップを開き、街娼娘や酔漢のいない裏路地を選んでいく。

　ゴミ箱を漁あさる老人が浮浪児達を追い払う場面や、路地裏の片隅に置物のように身を寄せ合う浮浪児達を何度か見かけた。

　少し気になったが、面倒に巻き込むわけにもいかない。オレは声を掛けずに駆け抜ける。

　そして、どんぴしゃの場所へと到着した。

「──おい、気を付けろ！」

「こんばんは、隊長さん」

「あれ～？　ペンドラゴン卿きようだよ」

　繁華街を歩いていたのは、昼間会ったばかりの迷宮方面軍の隊長氏と狐将校達だ。

　彼ら三人は薄手の黒い外がい套とうで軍服を隠しており、これからお忍びの夜遊びへ行く途中らしい。

「「「シ、死ネ」」」

　息も絶え絶えな暴漢三人組がこちらに襲いかかってくる。

「おーっと、危ないよ～」

「ふん、街中で剣を振り回すとは、この愚か者が！」

　隊長氏と狐将校が軽々と叩たたきのめす。

　残る一人がオレに向かって剣を振り下ろしてきたが、その剣はオレの横合いから伸びた赤い光が撥はね上げる。

「ふん、貴族の小僧共に恨まれる事でもしたか？」

　魔刃を帯びたミスリル剣を持つのは、お忍びの三人目であるエルタール将軍だ。

　剣を弾はじかれてバンザイの体勢になった暴漢を、隊長氏がブレンバスターのような技で地面に叩き付けた。

　魔物だらけのこの世界で、彼のように格闘技が使える人は珍しい。

「いえ、恨みどころか、彼らが誰だれかも知りません」

　そう答えると、エルタール将軍が髭ひげをしごきながら思案する。

　オレが出てきた路地裏の方から、蹄ひづめの音と大人数の足音が聞こえてきた。




「いたぞ、あそこだ！　貴族の若者達に手をかける暴漢どもを捕らえよ！」

　ソーケルの言葉に、衛兵達が荒い息で短たん槍そうを構える。

「控えろ！　衛兵！　そこに転がっている者達こそが暴漢だ！」

　隊長氏が大声で怒鳴る。

「なんだと！　この者達には見覚えがある。いずれも名家の若者達！」

　ソーケルが役者のように大仰に叫んだ。

「暴漢とは黒い外套で姿を隠し、往来で剣を用いて貴族の子弟達を害するような貴様らの事だ！」

「──ほう？」

　下ろしたフードの隙すき間まから、エルタール将軍の口元に浮かぶ獰どう猛もうな笑みが見えた。

　衛兵の一人が、将軍の剣に残る赤い光に気付いてソーケルに声を掛けた。

「ソ、ソーケル様」

「やかましい、後にしろ！」

　けんもほろろな扱いを受けた衛兵が、何人かに声を掛けて後ろに下がる。

　どうやら、彼らはエルタール将軍の正体に気付いたようだ。

　ソーケルの背後で、「自分達に敵意はありません」と言いたげなポーズをしている。

「衛兵達よ！　遠慮はいらん！　捕縛しろ！　抵抗するなら斬り捨てろ！」

　空気の読めないソーケルが命令するも、それに応こたえる衛兵はいない。

「あれれ～？　隊長、おかしいよ」

「どうした？」

　狐将校が人の悪い笑みを浮かべて、見計らったタイミングで隊長氏に声を掛けた。

「この暴漢達ってば、屍薬を飲んだ形跡があるよ？」

「屍薬だと！　強制的に人を奴隷のように扱う外道の麻薬か!!」

　隊長氏の大声が繁華街に響く。

　娼館の窓が開き、酒場からも人々が顔を覗のぞかせた。

　狐将校は狙ねらってやっているが、隊長氏は素で怒っているようだ。

　動揺も露あらわに、ソーケルが反射的な発言をする。

「な、なんだと！　我が友人達が屍薬を飲んでいると愚ぐ弄ろうするか！」

　──おっと、それは失言だよ。

　焦ったソーケルが暴漢達を自分の友人だと認めてしまった。

「へー、この屍薬を飲んだ暴漢って、太守代理のソーケル様の友人なんだー」

　狐将校がわざとらしい大声で周囲に喧けん伝でんすると、酔漢達も次々にソーケルの名前を口にする。

「名門貴族の子弟をなんの根拠もなく貶おとしめるとは！」

　ソーケルも引っ込みが付かないようだ。

　こっそりと「友人」というフレーズを外す辺りが嫌らしい。

「根拠はあるぞ。キンクリはこんなヤツだが、鑑定アナライズギフト持ちの軍の審議官だ」

　軍の審議官という言葉を聞いてソーケルが蒼そう白はくになる。

　そんな状況でも茶々を入れないと気が済まないのか、狐将校が「隊長、『こんなヤツ』は酷ひどいよ～」と抗議して、パワハラな拳げん骨こつを頭に喰くらっていた。

「ええい、構わん！　太守代理の権限で捕縛する！　大人しく武器を捨てろ！」

　引っ込みが付かなくなって自や棄けになったのか、ソーケルが会話を諦あきらめてわめきちらし始めた。

　実に小物感があっていいね。

　物語なら序盤で踏み台にされそうな敵役が似合いそうだ。

「ほう、貴様に私を捕縛する権利があると？」

「やかましい！　この不審者どもめ！」

　将軍の言葉にソーケルがヒステリー気味の反発をする。

「衛兵ども！　さっさと捕縛せよ！」

　ソーケルが唾つばを飛ばして命じるが、先ほどと同様に衛兵が動くことはない。お互いの顔を見合わせて誰がソーケルにご注進するか押し付け合っている感じだ。

「何をしている！　この給料泥棒どもめ！　誰が貴様等の給料を払っていると思っているのだ！」

　ソーケルの叫びに衛兵達が微妙な顔でそっぽを向く。

　きっと内心で「お前が払ってるわけじゃねぇよ」とでも言っているに違いない。

「茶番はその辺にしろ、小僧」

　エルタール将軍がフードを上げながら、ソーケルを叱しかりつける。

「わ、私を小僧だと！　私を誰だと思って──」

　ソーケルの叫びが尻しりすぼみに消えた。

　彼もエルタール将軍の顔はちゃんと覚えていたようだ。

「貴様か？　貴様は太守の威を借りる金魚のフンだ」

「フ、フンだと……たとえ将軍でも、その言葉は撤回して頂く！」

　ソーケルの精一杯の虚勢を、エルタール将軍が鼻で笑う。

「この暴漢どもは王都の司法局員が来るまで、迷宮方面軍で預かる」

「な、なんだと！　犯罪者を捕縛するのは太守の役目！　軍にそのような権限はないはずだ！」

　小型犬のようにキャンキャンと吼ほえるソーケルを、エルタール将軍がうるさそうに睨にらみ付ける。

「もう忘れたのか？　貴様が不適格なのは自分で言っておっただろう？」

「エルタール将軍を襲った暴漢は、ソーケル様のおっ友達だもんね～」

　エルタール将軍の追撃に、狐将校が楽しそうに乗っかった。

「そもそもその暴漢どもは、迷宮方面軍の司令官であるエルタール将軍に刃やいばを向けたのだ。名門貴族の子弟といえど、無罪放免とはいかんぞ」

　隊長氏の言葉でようやく理解したのか、ソーケルの口から「ぐぬぬ」と唸うなり声が漏れた。

　三人はノリノリでソーケルを追い詰めているが、そろそろ彼の心のヒットポイントが尽きそうな感じだ。

　狐将校がもっといたぶろうと楽しげに口を開いたところで、新たな人物が現れた。




「──その辺にして欲しいザマス」

　人垣の向こうで姿が見えないが、この特徴的な語尾は緑貴族ことポプテマ相談役だろう。

「ふんっ、貴様が裏にいたか」

「なんの事ザマス？　私は趣味の散歩の途中で騒ぎを聞きつけただけザマス」

「ポプテマ様！　エルタール将軍を扇動し、貴族子弟を不当に叩きのめしたのは、そこにいるペンドラゴン士爵に他ほかなりません！」

　おっと、ソーケルの矛先がこっちを向いたぞ。

「ほほう？　ペンドラゴン卿は無手ザマスよ？」

　緑貴族が悦楽を味わう悪魔のような笑みを浮かべてソーケルを見る。

　なんだか、この人もソーケルを追い詰めて楽しんでいるような錯覚をしてしまいそうだ。

「魔族殺しのペンドラゴン士爵なら、無手でも三人の若者を叩きのめす事もできましょう」

　確かに三人が三千人でも簡単にできるけどさ。

　それよりも、ソーケルが余計な事を言うから、ヤジ馬達の間でオレの家名と「魔族殺し」の称号が囁ささやかれ始めてしまったじゃないか……。
















　別に、常人の範はん疇ちゆうで有名になる分には構わないけどさ。

「ソーケル卿はこう言っているザマスが、ペンドラゴン卿はこの三人をぶちのめしたザマスか？」

「冤えん罪ざいです。そもそも私は彼らに指一本触れていません」

「彼の言葉は事実だ。王祖ヤマト様とエルタール家の名にかけて、噓うそ偽りなく事実だと宣言しよう。なんなら、実家のビスタール公爵家の家名に誓ってやろうか？」

「それには及ばないザマス」

　どうやら、エルタール将軍のお陰で冤罪を免れたようだ。

「ソーケル卿は自宅でしばらく頭を冷やすザマス。衛兵達はその暴漢を太守公館の牢ろう屋やへ運ぶザマスよ」

「──そうはいかん」

　どさくさに紛れて暴漢達を運び去ろうとした緑貴族を、エルタール将軍が止めた。

「揉もみ潰つぶす気か？」

「とんでもないザマス、屍薬のルートを調べるザマスよ」

　緑貴族がふるふると首を横に振る。

「家名に誓えるか？」

「王祖ヤマト様とポプテマ伯爵家に誓うザマス」

「良かろう」

　緑貴族の誓いの言葉に、エルタール将軍が首肯した。

　どうやら、屍薬はそれほど危険なドラッグらしい。

「まったく、屍薬はやっかいザマス。また『共食い蛇』の残党が息を吹き返したザマスかね」

　憂いのある内容なのに、緑貴族は表情を間違えたように笑顔だ。

「飲み直しだ！　行くぞ、ペンドラゴン卿」

　エルタール将軍に肩を組まれて、その場から離れる。

　彼が「飲み直し」と言ったのは緑貴族へのアピールだろう。オレを厄介ごとから引き離してくれるらしい。

　そうだ、ついでに聞いてしまおう。

「『共食い蛇』というのは有名なのですか？」

「大昔に魔人薬や屍薬を迷宮都市に持ち込んだ犯罪組織だ」

　オレの問いにエルタール将軍が答えてくれた。

　一応マップ検索してみたけど、迷宮都市セリビーラを含む国王直轄領にはそういう名前の組織はなかった。

「魔王の季節が近付くと雑草のようにしぶとく復活するやっかいなヤツらだ」

　エルタール将軍が忌々しそうに呟つぶやく。

「魔人薬を使った犯罪者の制圧だけでもやっかいなのに、今度は屍薬か……まったく、セリビーラ市は呪われているようだ」

「迷宮の奥地で材料が取れるから必然だね～」

　隊長氏の嘆きに、狐将校が余計な事を言って拳骨を浴びていた。

　夜通し飲む事になりかねないので、コントの隙に空間魔法の「遠話テレフオン」でアリサ達に事情を話しておいた。

　それにしても──。

　ソーケルがオレを罠わなに掛けようとしたのは歴然としているけど、妙な薬まで使って暴漢にオレを襲わせた理由はなんだろう？

　浅慮そうな彼なら「シャロリック第三王子の復ふく讐しゆう代行」もしくは「単に気に入らないから」という可能性もあるが、それにしては大掛かりすぎる。

　オレの脳裏にミーティア王女が「覆面をした身なりの良い暴漢」に襲われたと言っていた件が思い浮かぶ。

　アレもソーケルの仕業だったとして、彼の目的はなんだろう？

　続けて、脳裏に「ソーケルは鬼喰薬で太守夫人に取り入った」とか「ミーティア王女の『浄化の息い吹ぶき』も同じような効果がある」といった情報が思い浮かんだが、それとオレが繫つながらない。




　──うん、分からない。




　昔から推理モノは苦手なんだよ。

　とりあえず、自衛のためにも何か対策を考えた方が良いかもしれない。

「あいたた～、今日はペンドラゴン卿きようの奢おごり？　高い酒を頼んでもいいかな？」

「ええ、もちろんです。好きなお酒を注文して下さい」

　遠慮のない狐将校に笑顔で答える。

　とりあえず、ソーケル対策なんて言ったら失礼だけど、窮地を救ってくれた彼らともっと仲良くなる事から始めよう。

　その日は朝まで将軍達と飲み明かしながら、色々と迷宮方面軍での話を聞かせて貰もらった。

　狐将校がやたらと高い酒ばかり注文していたが、色々と旨うまい銘柄を知れたので満足だ。







　新しい証あかし





〝サトゥーです。昭和のサラリーマンは昇進を目指して滅私奉公するのが普通だったそうです。一方で、平成のサラリーマンは昇進に重きを置かず、自分の生活を優先する事を好むそうですね。〟






「次は一ヶ月後に来る。困った事が起きたら、エルタール将軍か昨晩紹介した貴族達を頼れ」

「はい、ありがとうございます」

　翌朝、酔よい潰れた迷宮方面軍の三人を酒場に残して、オレは迷宮方面軍駐屯地の中にある飛空艇発着場で、シーメン子爵を見送っていた。

　新しい使用人のミテルナさんと一緒に飛空艇が東の空に消えるのを見守り、オレは彼女の操作する馬車で屋敷に戻る。

「旦だん那な様、あの子供達は一体？」

「ああ、周囲の空き地の整備に雇っている子達だよ」

　まだ早朝なのに、雑草の減った空き地で子供達が仕事の開始を待っている。

　この子達を見ていると、昨晩の追いかけっこの最中に見かけた路地裏の浮浪児達を思い出す。

　オレが気にするような事じゃないかもしれないが、せめて見える範囲の人達は幸せでいてほしい。

　──主にオレが気分良く観光できるように、だが。

「ミテルナさん、この都市の養護院事情は知っている？」

「旦那様、私の事はミテルナと呼び捨てになさって下さい。使用人に敬称を付けたり敬語で話したりすると下位の者に軽く見られ、不利益を被る事にもなりかねません」

「忠告してくれてありがとう。それじゃ、これからはミテルナと呼ばせて貰うよ」

　彼女がオレの事を「旦那様」と呼ぶのは使用人の普通の呼び方だそうだ。

「養護院についてですが──」

　ミテルナさんの話によると、迷宮都市には探索者ギルドに一つ、各神殿毎ごとに一つ、合計八つの養護院があるらしい。

　ただし、各神殿に付属の養護院は先日見かけたような「見目麗しい」子達しか入れず、探索者ギルドの養護院も赤鉄の探索者の遺児しか入れないそうだ。

「以前は王立の養護院もあったのですが、国からの運営資金を院長が横領した事が露見して、院長が処刑され養護院も取りつぶされてしまいました」

　ミテルナさんの友人がその養護院の職員をしていたらしい。

　その人の話によると、横領自体が冤罪だったようで、養護院担当の役人が要求した袖そでの下したを渡さなかったために仕組まれた事件だったそうだ。

　もちろん、その役人は既に緑貴族ことポプテマ相談役によって処断されてしまっているらしい。

「なら、養護院の再建も可能そうだね」

「……はい」

　ミテルナさんが同意の言葉に詰まった理由を聞いてみた。

「今の太守様は福祉にご興味がないようですので……」

　太守が替わるか、有力な貴族の陳情でもないと公立養護院の復活は無理との事だ。

　──なるほど、なら今は無理か。

　オレはマップを眺めながら、小さく呟いた。





◆






「朝帰りの上に女連れ!!」

「ぎるてぃ」

　屋敷に到着した途端、徹夜明けのような顔をしたアリサとミーアに出迎えられた。

　昨日、遠話テレフオンで連絡しておいたのに、ずっと起きて待っていたようだ。

「この人は新しいメイド長だよ」

「え？　昨日言っていた人？」

「むぅ？」

　シーメン子爵の見送りをしていた事を言いながら、屋敷の中に入る。

「おかり～」

「おかえりなさい、なのです！」

　とたたっと走ってきたタマとポチがオレの足に抱きつく。

　いつものように頭を擦こすりつけて甘える途中で、ミテルナさんの姿に気付いて動きを止めた。

「にゅ！」

「知らない人なのです」

　二人がオレの後ろに隠れるように身を竦すくめる。

「二人とも、お客様に失礼ですよ」

　リザがタマとポチを叱しかる。

「お帰りなさいませ、ご主人様」

「マスター、帰還を歓迎すると告げます」

　仲間達がリビングに集まったところで、ミテルナさんを紹介する。

「この人は家の管理をしてくれるメイド長のミテルナだ」

「ミテルナと申します。浅学非才の身ですが精一杯お仕えさせて頂きますので、よろしくお願い申し上げます」

　ピンッと伸びた背筋の彼女につられて、仲間達も居住まいを正した。

「ボルエナンの森の最も年若いエルフ、ラミサウーヤとリリナトーアの娘、ミサナリーア・ボルエナン」

「エ、エルフ様？」

　ミーアのちゃんとした名乗りに、ミテルナさんが驚きの声を漏らした。

「ナナです、と名乗ります。私はマスターのものだと主張します」

「奥様でいらっしゃいますか？」

「家族みたいな者だけど、妻や愛人じゃないよ」

　ナナの名乗りでミテルナさんが勘違いしたので、すばやく訂正しておく。

　ミーアが自分を指差して「婚約者」と言っていたが、ミテルナさんは冗談だと受け取ってくれていた。

「ルルです。料理や洗濯をしています」

「他にもメイドがいたのですね」

「ああ、彼女は使用人じゃなくて家族のような者だから。それに料理は私もしているよ」

　オレがそう言うと、ミテルナさんがルルに頭を下げた。

「失礼いたしました、ルルお嬢様」

「お、お嬢様なんてっ」

　ミテルナさんが謝ると、ルルが顔の前で腕をパタパタと動かして慌てて否定する。

　恥ずかしがるルルは、いつもと違った魅力があって可か愛わいいね。

「タマ」

「ポチはポチなのです」

「リザと申します。私達はご主人様の奴隷なので、雑用があればお申し付け下さい」

　獣娘達はなんだか緊張しているみたいだ。

「この子達も他ほかの子と同様に私の家族のような者だから、そう思って接して欲しい」

　ミテルナさんは「奴隷が、ですか？」と不可解そうだったが、主人の言葉に異を唱える事はしないのか、静かに一礼して了承の意を表してくれた。

　そして最後に──。

「アリサよ。わたしとルルもご主人様の未来の妻なの！」

　アリサが宣言すると、他の子達も同じように便乗する。

　中でもルルは頰ほおを染めて「あと五年で……」と呟いていた。五年後に相手がいなかったら結婚するという口約束は、まだ有効らしい。

　ミテルナさんが微ほほ笑えましそうに皆を眺め、「皆さん仲が宜よろしいんですね」と感想を言っていた。




　お互いの紹介が終わったところで、ミテルナさんに屋敷内の設備について説明する。

「こちらの部屋はまさか──」

「お風ふ呂ろ場ばだよ。排水路が完成していないから、近日中に工事を頼まないといけないんだ」

　ミテルナさんも風呂好きなのか、浴槽を見て驚きの声を上げた。

「もちろん、ミテルナ達も使っていいよ」

「アリガトウゴザイマス」

　──あれ？　なんだか、ミテルナさんの声が硬い。

　気のせいか、心持ち俯うつむいた顔に、病んだような表情が浮かんでいる気がする。

「水が貴重なこの迷宮都市に、この悪夢の設備があるなんて……」

　ミテルナさんが口の中で呟つぶやく怨えん嗟さの声を、「聞き耳」スキルが拾ってきた。

　もしかして、お風呂が嫌いなのかな？

「だ、旦那様、い、井戸はどちらにあるのでしょう？」

　気を取り直したミテルナさんが、表情を取り繕ってオレに尋ねてきた。

　やはり、メイド長としては水回りが気になるのだろう。

　厨ちゆう房ぼうの勝手口から出て井戸に案内する。

「滑車が壊れているから、排水路を付けて貰う時に一緒に修理工事を頼もうと思っているんだ」

「桶おけと綱は使えるんですね。少し井戸水を見ても宜しいでしょうか？」

「タマ、汲くむ～？」

「ポチもお手伝いするのです！」

　ミテルナさんが井戸の蓋ふたを外して桶と綱を手に取ると、タマとポチがお手伝いを買って出た。

　新しい仲間の役に立ちたかったのだろう。

「いいえ、お嬢様方のお手を煩わすわけには──」

「だいじょび～？」

「任せて、なのです」

　ミテルナさんは遠慮するが、タマとポチはやる気十分だったので、手伝わせてあげるようにミテルナさんに頼んだ。

　瞬く間に汲み上げた二人から、お礼を言って桶を受け取る。

　ミテルナさんはあまり力のない人なのか、桶を受け取った時に取り落としそうになっていた。

「えっ？　こんなに汲んであの速さだったんですか？　お嬢様達は凄すごいのですね」

「えへへ～？」

「褒められちゃったのです」

　素直な称賛に、タマとポチが身をよじらせて照れる。

「綺き麗れいな水ですね」

　ミテルナさんが桶の水を掌てのひらに掬すくい、一口飲んでそう呟いた。

　どうやら、水質は合格のようだ。

「次は竈かまどを──」

　先ほど通り抜けた厨房に戻る。

「石炭が切れていますね。倉庫はドコにあるのでしょう？」

「すみません、石炭はまだ買っていないんです」

　ルルの返事に、ミテルナさんが訝いぶかしげな顔をする。

「では、朝食の前に買ってこないといけませんね」

「あ、あの、石炭は何に使うのでしょう？」

「竈に決まっているではありませんか──」

　ミテルナさんの答えを聞いたルルが、調理台の天板をスライドさせて、中にあるコンロの魔法道具マジツク・アイテムを露あらわにする。

　今日の朝食はミルク粥がゆらしく、優しく温かいミルクの香りが厨房に広がった。

「お屋敷では、こちらを使っています」

「ま、まさか魔法道具ですか？」

「はい、火力調整が付いているから、竈を使うよりも便利ですよ」

　驚くミテルナさんに、少し誇らしげにルルが答えた。

「台に備え付けの魔法道具なのですね──まさか、他の調理器具も魔法道具なのですか？」

「はい、こちらがオーブンの魔法道具で、こっちは水汲みの魔法道具です。お風呂を沸かす魔法道具もあるので、後で使い方をお教えしますね」

　ルルが一つ一つ魔法道具を紹介する度に、ミテルナさんが一々驚いてくれる。

　シーメン子爵邸にも、調理用の魔法道具は一杯あると思うけど、ここにあるのはオレのオリジナル魔法道具で、日本のビルトイン型システムキッチンを模しているために外見が一般的なモノと違うのだろう。

「水汲みの魔法道具──貴重な水みず石いしを普段使いにしておられるのですか？」

「井戸まで汲みに行くのは大変だしね」

　貴重と言っても、小石サイズの水石で一ヶ月くらい使えるので、日割りだとそんなに大した金額でもない。

　オレの持つ「奈落の水袋ウエル・バツグ」は空間魔法系のアイテムなので、得られる効果が同じでも仕組みは全く違う。

「さっきの浴槽にも水石を組み込んであるから、お風呂に入るのに水汲みをする必要はないよ」

　オレはそう言いながら、お風呂に水を入れる実演をしてあげた。

「──素晴らしいですね」

　水を流す回路に魔力を通したミテルナさんが、感激したように言う。

　どうやら、お風呂が嫌いだったのではなく、お風呂の湯沸かしと水運びの苦行が嫌だったようだ。

　そういえば、セーリュー伯爵の迎賓館や公都のホームステイ先でも、何人もの屈強な下男さん達が活躍するくらい、お風呂の準備は大変そうだったもんね。

　そんな一幕があったものの、買ったばかりの家だった事もあり、すぐに屋敷の案内をし終わった。

　オレの執務室から降りた先にある転移用の地下室には、入らないように言い含めてある。




「素晴らしいお屋敷です。こんなにも丁寧に掃除や補修がしてあるお屋敷は初めて見ました。きっと、前任の方は経験豊富な方だったんですね」

　感嘆の溜ため息いきを吐つくミテルナさんには悪いが、掃除したのはレリリルの魔法だ。

　折角感心しているようだし、ここは無駄口は止やめておこう。

　ミテルナさんに銀貨と銅貨が詰まった小袋を渡す。雑貨や食料品を買うにしても現金は必要だろう。

「旦だん那な様。貴族のお屋敷の場合はツケで買い物ができるので、このような大金を使用人に預ける必要はございません」

　そういえば公都でもツケで買い物していたっけ。

　大金と言っても金貨二〇枚分くらいしかないので、そのまま預けておいた。




　他の子達も朝食がまだのようだったので、少し遅い朝食にするために食堂へと向かう。

「今日の朝ご飯はミルク粥なのね」

「ん、蜂はち蜜みつ入り」

「甘くて美お味いしいと告げます」

　ほんのちょっとだけレモンの絞り汁が入っているようで、甘いのにさっぱりとしていて一日の始まりに相応ふさわしい感じだ。

「今朝、搾りたてのミルクを配達して下さったので作ってみました」

「美味しいよ、ルル」

　オレが褒めると、ルルが頰を染めて嬉うれしそうに微笑む。

「ルルお嬢様、グラタンの焼き色はこちらで宜しいでしょうか？」

「は、はい！　大丈夫です」

　ミテルナさんも一緒に食卓に誘ったのだが、使用人と主人が同じテーブルで食事をするのは彼女のポリシーに反するらしく、オレに頭を下げて断っていた。

　見た目通り、きっちりした人らしい。

　融通は利かないが、使用人としては信用のおける人だと思う。

「緑のお皿はミーアちゃんのところにお願いします」

「承知いたしました」

　ミーアの分はベーコンの代わりに、迷宮茸ダンジヨン・フアンガーのスライスやほうれん草が入っているらしい。

　ミルク粥だと物足りない感じだった獣娘達が、さっそくグラタンに取りかかった。

「あちち～？」

「灼しやく熱えつらろれす」

　勢いよく食べたタマとポチが、慌てて水に手を伸ばした。

　外があまり熱くないので油断したのだろう。

「中は熱いから、気を付けて食べなさい」

「あい～？」

「中にベーコンさんが隠れていたのです！」

　そんな獣娘達を見守りつつ、オレもグラタンを食べる。

　濃厚で実に美味だ。さっきのミルク粥の時も感じたけど、セリビーラ鈍牛のミルクは加工するとさらに美味しくなるみたいだ。

「牧場から貰もらった乳製品を使ってみたんです」

「うん、凄く美味しいよ。今度はお菓子にも使ってみようか？」

「はい、ご主人様！」

　笑顔のルルに微笑み返し、冷える前にグラタンとミルク粥の朝食を堪たん能のうした。




　ミテルナさんが朝食を食べる時間を作るためにリビングでまったりしていると、子供達の様子を見にいっていたナナが足早に戻ってきた。

「マスター、保護した幼生体が目覚めたと告げます」

　昨日の朝には意識が戻っていたのだが、体力の回復を早めるために睡眠導入剤入りの栄養剤を与えて、寝かせておいたのだ。

「貴族様、あたし達を助けてくれて、ありがとう」

「「「「ありがとう」」」」

　子供達の部屋に入ると、一斉に子供達が平伏してお礼を言ってきた。

　若さと魔法薬の回復力の相乗効果のお陰か、もうベッドで寝ていなくても大丈夫そうな感じだ。

　そこに朝食を終えたミテルナさんが合流した。

　早食いにもほどがある。食事は味わって良く嚙かまないとね。

「旦那様、この子達もご家族ですか？」

「いや、屋敷で保護していた子達だよ」

　ミテルナさんの問いに、保護した経緯を教える。

「貴族様、あたし達に恩返しさせて！」

　一番年とし嵩かさの子がオレに真しん摯しな視線を向けて訴える。

　ミテルナさんがオレの前にスッと移動した。

「言葉遣いがなっていませんね。貴族様のお屋敷に勤めるのは貴方あなた達が思っているよりも大変です。もし、糊こ口こうを凌しのぐのが目的ならば立ち去りなさい」

「違う！　あたし達はお礼がしたいだけなの」

　冷たいミテルナさんの言葉に、年嵩の子が強く反発する。

「誰だれからも必要とされずに死んでいくはずだったあたし達を助けてくれたのは、貴族様だけだったの」

「辛つらくて苦しいのを治してくれた」

「やさしくしてくぇた」

「あたしの動かない足を動くようにしてくれた」

「しゃーわせだった」

　年嵩の子を援護するように、他ほかの子達も少ない語ご彙いで必死に訴える。

　そんな子供達をミテルナさんが静かに見つめ返した。

　なぜか、うちの子達も一緒になってハラハラとその様子を見守っている。

「──いいでしょう」

　そう一言呟つぶやいたミテルナさんがこちらを振り返る。

「旦那様。ご許可頂ければ、この子達を雑用係に短期雇用したいと思います。最低限の礼儀作法は私が責任を持って教え込みます」

　わざわざ苦労を背負い込むとは、ミテルナさんはなかなかお人ひと好よしのようだ。

「いいよ、雇おう。この子達の作業着を用意しないといけないね」

「では、後ほど古着屋で手て頃ごろな物を購入してまいります」

「ああ、頼む」

　そこに呼び鈴が鳴った。

　応対したミテルナさんが、手紙を受け取って戻ってきた。

　ギルドから青銅証ができたから受け取りに来るように、という呼び出し状だ。

　そして、さらに手紙を読んでいる間に、オレの知人が来たらしいので、リビングに通して貰った。

「アヤゥメ～？」

「カジロ師匠もいるのです！」

　来訪者はサガ帝国の侍カジロ氏とアヤゥメ嬢の二人だった。

「タマ、ポチ、精進しておるか」

「あい～？」

「師匠の足が大変なのです！」

「ああ、これか。迷宮の魔物にガブリと喰くわれてしまった」

　自じ嘲ちようするカジロ氏の左足は膝しつ下かが消失していた。

「痛くない～？」

「痛いの痛いの飛んで行けー、なのです」

　泣きそうな顔をしたタマとポチが、カジロ氏の左足に顔を近付けて痛み止めのおまじないをする。

「二人は優しいな。もう痛くないから安心しろ」

　カジロ氏が優しい笑顔で二人に告げる。

「命さえ無事なら、幾らでも挽ばん回かいできると主張します」

「おうよ！　この程度で酒浸りになるような柔やわなヤツは侍を名乗れんからな」

　ナナの励ましに、カジロ氏が空元気で応こたえる。

「私の知り合いに優秀な魔法道具の技師がいるので、カジロ殿の義足を作って貰えないか頼んでみます」

「助かる。ペンドラゴン士爵の厚意に甘えさせて貰う」

　頭を下げるカジロ氏とアヤゥメ嬢の瞳ひとみに光るものがあった気がするが、それは見ないようにした。

「カジロ殿達には屋敷の警護を頼んだんだ。ミテルナ、二人を部屋に案内してあげてくれ」

　病床の子供達も看病がいらなくなったし、大人が三人もいれば草刈りや掃除に雇った子達の監督を任せても大丈夫だろう。

　屋敷の馬車には八人も乗れないので、オレ達は散歩を兼ねて徒歩で探索者ギルドへと向かった。
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「おかしいザマス」

　西ギルド近くのちょっとした高台で、露店の人ひと混ごみを見つめる緑貴族を見かけた。

　珍しく笑顔ではなく訝いぶかしげな表情だ。

「こんなに薄いはずがないザマス……」

　何が薄いんだろう？

　彼との距離はそれなりに離れているので、よく分からないがなんとなく気になる。

「くっそー！」

　緑貴族の眺めていた方からやってきた若い探索者が、片手で頭をかきむしった。

「何騒いでるんだよ」

「ミリンダの酒がまた水っぽくなってやがるんだ」

「あそこの酒が薄いのはいつもの事だろ」

「だから、もっと薄くなってるんだよ」

　まさか酒の事じゃないと思うんだが……。

　そう思って緑貴族の方へ視線を戻したが、既に人混みに紛れていなくなっていた。

　レーダーに移るマーカーの位置からすると、露店街の方へ視察に行ったようだ。

「この無礼者！　離すのじゃ！」

　西ギルドの方から聞こえるミーティア王女の声を、聞き耳スキルが拾ってきた。

　そちらに視線を向けると、ギルド前でソーケルに腕を摑つかまれて嫌がるミーティア王女を見つけた。

　護衛の従士娘がいたが、ソーケルに遠慮して止められないようだ。

　友人が困っているのを放置するわけにもいかない。

　オレはマップを閉じ、仲間達に先に行くとだけ告げ、もめ事を覚悟でギルド前へと足を速めた。

「サトゥー殿！」

　オレを見つけたミーティア王女が、弾んだ声でオレを呼ぶ。

　オレと目が合ったソーケルの顔が憎々しげに歪ゆがんだ。

「淑女はもう少し優しく扱うものですよ」

　ミーティア王女の華きや奢しやな二の腕を無遠慮に握り締めていたソーケルの指を、折らないように注意しながら一本ずつ引き剝はがす。

　かわいそうな事に、ミーティア王女の腕には指の形の痣あざができている。

　解放されたミーティア王女がオレの腕に抱きついて、その陰に身を隠した。

「こ、この馬ば鹿か力ぢからの小僧めっ」

　ソーケルがオレに剝がされた手を庇かばいながら、こちらを睨にらみ付けてくる。

　指を折らないように細心の注意を払った若者に失礼なヤツだ。

「何をしているザマス？」

「ポ、ポプテマ様っ」

　そこに緑貴族が姿を現した。

「君は謹慎中だったはずザマス」

　緑貴族がそう指摘すると、ソーケルはぐぬぬと悔しそうに唸うなりながら、足音高く去って行った。

　それを見送る緑貴族が「ソーケルにも困ったものザマス」と言いながらも、満足そうな笑顔を見せる。

　なんというか、言動と表情の一致しない人だ。

「サトゥー殿、ありがとうなのじゃ」

「いえ、お役に立てて良かったです」

　礼を言うミーティア王女に微ほほ笑えみ返す。

「殿下、大丈夫？」

「ん、治癒する。■■■……」

　後ろから追いついてきた仲間達が、ミーティア王女の痣を見て口々に心配する声を上げた。

「何があったのですか？」

「うむ、何度も断ったというのに、しつこく求婚されておったのじゃ」

　オレが問うと、ミーティア王女が憂ゆう鬱うつそうに理由を教えてくれた。

「そもそも、小国といえど王族のわらわが、永代爵位も持たぬ貴族と結婚できるわけがないのじゃ」

　嘆息するミーティア王女をミーアの治癒魔法の光が包む。

「ありがとうなのじゃ、ミサナリーア様」

「ミーアでいい」

　感謝するミーティア王女に、ミーアが愛称呼びを許していた。

　事情を知ったアリサが従士娘に説教をしていると、巌いわおの騎士が貴族街方面から現れて二人を連れて帰っていった。
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「ギルド証の更新に伺ったのですが、こちらの窓口で宜よろしいですか？」

　オレは混雑する西ギルドの窓口で、先ほど受け取ったばかりの手紙を見せる。

「いいえ、係員が案内いたしますので、ギルド長室までお越し下さい」

「テンプレ、キターッ！」

　受付嬢の言葉に興奮したアリサが、奇声を上げて拳こぶしを天に突き上げた。

　アリサの叫びに受付嬢が驚いて身を引く。

「アリサ、騒ぐのは仲間内だけにしてくれ」

　気まずそうなアリサの頭を、軽くポカリと叩たたく。

「チャック～？」

「アリサ、お口チャックなのです」

　タマとポチにまで注意されてしょげたアリサを、リザが小こ脇わきに抱える。

　いつものタマとポチのような死体のポーズだ。

「すみません、お騒がせして」

　代表したオレの謝罪に、ギルド嬢は苦笑で許してくれた。

　しばらくして、係員らしきアラサー女性が受付に話しかけ、オレ達の方へとやってくる。

　彼女は少し偉い人なのか、後ろにも二人ほど職員が付き従っていた。

「ペンドラゴン士爵様ですか？」

「はい、そうです」

「私はギルド長の秘書官、ウシャナと申します。ギルド長室にご案内いたしますので、ついてきて下さい」

　さっきはアリサの奇声で気が削そがれてしまったが、青銅証への更新くらいで誰でもギルド長に会えるとは思えない。

　恐らく、酒場の噂うわさ話で聞いたオレ達の不正疑惑の件だろう。

　オレ達はウシャナさんについて階段を上っていく。

　西ギルドの尖せん塔とうの一つがギルド長室らしい。

「ギルド長、ペンドラゴン士爵とパーティーメンバーの皆さんをお連れしました」

　オレ達を扉前に待たせてウシャナさんが中に入っていく。

　しばらくして──。

「ペンドラゴン卿だけ、入りな」

　──ギルド長らしき老婆の声に招かれて部屋に入る。




　目の前に迫ってきたのは一本の杖つえ。




　それは槍やりのように鋭く、扉を開いたオレの眼前に突き出される。

　リザの槍の一撃より鋭いそれを、手で軽く払って受け流した。

　相手は、受け流された杖を持ち替え、逆側の肩越しに二撃目を放ってくる。

　──これは杖じよう術じゆつというヤツなのだろうか？

　そのまま変幻自在の長杖の攻撃を、全すべて受け流し続ける。

　この人は何がしたいんだろう？

　この理不尽な攻撃を止めたのは、奥の部屋から現れたウシャナさんの言葉だ。

「ギルド長！　それ以上、おいたを続けるなら、セベルケーアさまに叱しかって頂きますよ」

「ちっ、せっかく面白い所だったのに……なあ、サトゥー？」

　先ほどから長杖で攻撃していたのはギルド長だ。

　八七歳の老婆なので反撃するわけにもいかず、受け流してばかりいた。

　彼女はレベル五二の魔法使いで、炎と光の魔法スキルを持っている。

「残念ですが、奇襲されて喜ぶ趣味は持っていませんよ」

　稚気に富む彼女には、テニオン神殿の巫み女こ長の爪つめの垢あかでも煎せんじて飲んで欲しい。

「なんだよ、初日から迷宮に泊まり込んで、一〇〇個以上も魔コ核アを回収してくるような戦闘狂じゃないのか？」

　──失礼な。

　オレが倒した魔物の数なんて……うん、数は問題じゃないね。

「私は見守っていただけで、迷宮で戦っていたのは仲間達ですよ」

「はん、そんな戯たわ言ごとを誰だれが信じるもんか。よしんば事実だったとして、自分が戦うまでもない雑ざ魚こだったんだろう？」

　残念ながら、「自分が戦うまでもない雑魚」だったから見守っていたのではなく、「自分が助けなければ倒せない強敵」じゃないから見守っていたのだ。

「それに、その剣はドハルの爺じじいが作った物だろう？　あの爺が、雑魚いヤツに自分の鍛えた剣を持たせるもんかね。誤ご魔ま化かしたいなら、布でも巻いて真印を隠しておくんだね」

　さすがに、常人の範はん疇ちゆうの強さまで誤魔化す気はない。

「ドハル老師とは、酒飲み仲間なんですよ」

　まさか、ドハル老と一緒に鍛えた剣とは言えないしね。

　オレの口から「酒飲み仲間」と言った瞬間に、ギルド長の目が獲物を見つけた肉食獣のように光った。

「ほう？　なら、あたしとも酒飲み友達になろうじゃないか？」

「ええ、私で良ければ酒と肴さかなを持参してお邪魔しますよ」

　バトルマニアっぽいのは困るが、どこかドハル老と似た「憎めない老人」カテゴリーの人に思える。

　老害の相手はごめんだが、この人の酒の相手なら、色々と迷宮都市の面白い昔話が聞けそうだ。

　エルタール将軍に続いて二人目の飲み友達ゲットだ。

　でも、たまには馬鹿話をするような同世代の男友達が欲しいね。

「よろしい、それでは宴会だ！」

「ダメです」

　楽しそうなギルド長の宣言は、箱を手に持って戻ってきたウシャナさんに却下された。まだ午前中だしね。

「先に、こちらのギルド証を授与して下さい」

「ちっ。わーったよ」

　ギルド長がウシャナさんが持っていた箱を、面倒そうに受け取った。

　その時だ──。

「ギルド長！　あのペンドラゴンが来ているんですって！」

　ヒステリックな金切り声と共に、傲ごう慢まんそうな美女が飛び込んできた。

　どこかで見た顔だ。

「ノックくらいなさい」

「この小僧がソーケル様の言っていたペンドラゴン！」

　ウシャナさんの小言をスルーして、傲慢美女がオレを指差して叫ぶ。なかなか失礼な人だ。

　だが、彼女の言葉で思い出した。

　前に西ギルドでソーケルと一緒にいるのを見かけた女性職員だ。

「ギルド長！　どうして不正をしたペンドラゴンが青銅証を受けるのですか！」

「根拠もなく不正をしたって言ってるのが、アンタだけだからさ」

　キンキン声で叫ぶ傲慢美女がギルド長に嚙かみつくが、ギルド長の方は一向に気にした様子もなく邪険に扱う。

「不正をしていないというなら、審議官による裁定を受けなさい！　受けるわよね？　ペンドラゴン！　不正をしていないなら受けられるわよね」

　ムカつく言い回しだが、クハノウ伯爵領でヒュドラを見かけた時も審議官による裁定を受けた事があるので、あの程度の手間なら受けても構わない。

「別に受けるくらい──」

「待ちな、サトゥー」

　承諾しようとしたオレの言葉を、ギルド長が強い口調で遮った。

「貴族、それも爵位持ちの貴族に審議官の裁定を受けろだと？　てめぇ、自分が何を言っているか分かってやがるのか？」

　ギルド長の背後に紅ぐ蓮れんの炎を幻視してしまいそうなほど、彼女は怒っていた。

　その迫力に一瞬で吞のまれた傲慢美女が、顔を青く染めて一歩後じさる。

「わ、わた、わた」

　壊れたレコードのように同じフレーズを繰り返す傲慢美女の言葉を待たずに、ギルド長が自分の言葉を続ける。

「他領の領主直臣に侮辱としか取れない発言をしたんだ。あんたの実家の商会ごと潰つぶされる覚悟があるんだろうね？」

　ギルド長の「侮辱」で思い出した。

　貴族に「審議官の裁定」を受けさせるって事は、家名と王祖ヤマトへ誓った言葉さえ信じられないっていう最大級の侮辱にあたるって、ムーノ男爵領の新人貴族講習で聞いた覚えがある。

「それとも、若いサトゥーを挑発して、『審議官の裁定を受けた』っていう不名誉な前例を作るのが目的かい？　さらなる罠わなへの布石ってヤツなのかい？」

　ギルド長が傲慢美女を消し炭に変えそうな獰どう猛もうな表情で睨ねめ付つける。

　傲慢美女は今にもストレスで倒れそうだ。

「ち、ちが」

「何が違う！　貴様もギルド職員なら、愛人の利益よりもギルド員の利益を守れ！」

　ギルド長が一喝すると、傲慢美女はついに泡を吹いて倒れてしまった。

「そいつを連れて行きな。今日で懲戒免職だ。ウシャナ、適当な理由と書類を頼む」

「はい、承知いたしました」

　さすが封建国家、簡単に解雇ができるらしい。

「どうした？　早く手続きをしてこい」

　ギルド長が訝いぶかしそうに、にっこり笑って動かないウシャナさんを促す。

「ギルド長がペンドラゴン士爵に新しいギルド証を渡したら行きます」

「仕方ねぇ、宴会はギルド証を渡してからだ」

　ギルド長が箱を開けると、人数分のギルド証が出てきた。

「サトゥー、この赤鉄証を受け取りな」

　はて？　青銅証のはずだが？

「不思議そうな顔をするな。あの堅物子爵が、お前さんの功績を散々語っていたぜ？」

　そういえば、シーメン子爵がオレの救出隊結成のために、あちこちに働きかけてくれてたんだった。

「たしか『ムーノ市防衛戦の英雄』に『グルリアン市の魔族殺し』だったか？　グルリアン市の時に、うちのギルドの中堅クラスのやつらがいたんだが、覚えているか？」

　今一つ記憶にない。オレ達が参戦する前に戦っていた人達の誰かだろう。

　もしかしたら、イパーサ卿きようと一緒に戦っていた大盾の戦士かな？

「そいつらからの報告もあってな。下級とはいえ、魔族を無傷で倒せるような破格のパーティーを木証や青銅証にしておくわけにもいかん」

「だからと言って、ミスリル証はやりすぎです。せめて中級魔族と戦って勝てるくらいでないと」

「へん、ギルド評議員のバカちん共が頷うなずいていれば、新記録達成だったのに惜しかったぜぇ」

　どうやら、ギルド長はオレ達にミスリル証を押し付けようと画策していたらしい。

　オレは見たことのないギルド評議員の良識に心の奥で感謝した。

　後ろの扉の隙すき間まから覗のぞいていたアリサが「ちっ、評議員め」とボヤいていたが、受けた時のデメリットの方が多そうなのでこれでいい。

「では赤鉄証についてですが──」

　ウシャナさんが赤鉄証の説明をしてくれる。

　もちろん、オレだけでなく他のメンバーも全員が赤鉄証に昇格だ。

　簡単に貰もらってしまったが、本来は青銅証を持つ探索者が等級の高い魔核を長期的にギルドに納めることで昇格するものらしい。

　普通は五年一〇年単位の話らしいので、この赤鉄証でも充分トラブルの元になりそうだ。

「宜よろしいのですか？　私達は一度迷宮に潜っただけですよ？」

「赤鉄証まではギルド長の権限で授与できます。乱発はできませんが、今年は一枚も発行していませんでしたから、王都から文句が来る事はないでしょう」

　ウシャナさんの説明は色々続き、話は赤鉄証を持つことによるメリットについてになった。

　ギルドでの各種手数料半額やギルド保有の家屋の家賃半額などの金銭的なモノをはじめ、細々としたメリットがあるようだ。

　金銭的にまったく困っていないので、あまり嬉うれしくない。

「最後に、一番重要な点ですが──」

　重要な事なら最初に言おうよ。

「──この赤鉄証を持つ者は、准貴族として扱われます。士爵様のように貴族特権までは付与されませんが、騎士並みの社会的地位を保証されます。これはシガ国王の名の下に保障されますので、国内は元より、他国への訪問時にも有効です」

　もちろん、人族だけでなく亜人にも有効らしい。セーリュー市のように獣人差別の根強い地域でも、赤鉄証を所持していれば普通に宿に泊まったりできるそうだ。

「それは凄すごいですね」

「ご存じかどうか分かりませんが、探索者ギルドはギルドと名乗っていますが、実際はシガ王国の迷宮資源省の管理下にあるのです。ギルド長はシガ王国の迷宮資源大臣という役職を兼ねていて、現職の間は名誉伯爵扱いになるので、このくらいの権利付与は可能なのです」

　ウシャナさんの説明に礼を言う。

　前半は既に知っている情報だったが、後半のギルド長が大臣扱いだというのは初めて知った。

　てっきり中間管理職程度だと思っていたけど、実は凄いようだ。

　准貴族扱いにできるような証書を、ほいほい発行できるだけはあるね。

　念のため聞いてみたところ、ミスリル証を所持する者は、国王陛下から名誉貴族としての爵位が授与されるそうだ。

「時にサトゥー。宴会の予定だが、今晩でどうだ」

「今日は先約があるので、明日あしたの晩でいかがでしょう？」

　今日の晩はミテルナさんや侍ペアの歓迎会をやる予定なのだ。

「ちっ、仕方ねぇ。明日で許してやる。それはそうと、ちょいと小耳に挟んだんだが、エルタールの小僧がたいそう美う味まい酒を手に入れたと自慢していてね──」

　エルタール将軍を小僧呼ばわりしていいんだろうか？

　ギルド長が言っているのはラム酒と妖精葡萄酒ブラウニー・ワインの事だろうから、どちらも樽たる単位のストックがあるので提供する事自体は問題ない。

　ただ、酒が目当てで異例の昇格じゃないのかと少し心配になる。

「な、なんだ、その目は。違うぞ？　昇格と酒にはなんの関係もないぞ？」

　あせるギルド長が少し怪しかったが、ウシャナさんが否定してくれたので、正当な昇進と考えても大丈夫なようだ。

　オレは明日の酒宴を約束して、ギルド長室を出た。

「やふー！　ギルド長のお墨付きで昇格だー！」

　アリサが大げさに喜んで、片腕を天に突き上げてジャンプする。

　さっき叱しかられたので、ギルド長室では控えていたようだ。

「やた～？」

「バンザイなのです！」

　タマとポチの二人もアリサを真ま似ねてジャンプし、天井に頭をぶつけそうになっていた。

　自分の身体能力を把握しないと危ないよ？

「ちゃんと評価されているみたいで嬉しいですね」

「そうですね、ルル」

「ん、素敵」

「評価上昇が歓喜だと告げます」

　他ほかのメンバーも控えめな様子だが、喜んでいるようだ。

　そんな仲間達と喜びを共有しつつ、出口へと向かう。

「ざます～？」

「さっきの緑の人なのです」

　タマとポチの視線の先では、貴族子弟らしき子供達が緑貴族に付き添われて窓口で登録する姿があった。

　一番偉そうなぽっちゃり君が太守の三男で、オレの知人である彼の兄のレイリー氏とはあまり似ていない。

　他にも細剣を持った美少女や理知的な美少年、それに特徴がなさすぎる凡庸な少年や小ずるそうな少年などもいて、なかなかバラエティー豊かだ。

　特に知り合いがいるわけでもないので、オレは仲間達と歓迎会の打ち合わせをしながら屋敷に戻った。

　そして、盛大な歓迎会や翌日のギルド長とのサバトもかくやという酒宴をこなし、ようやくその次の日に仲間達と迷宮へ入る事ができた。

　そうそう、ソーケルの屋敷の地下にある魔人薬の倉庫については、マップと空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で調べた下水道に繫つながる隠し扉も含めて、情報を書き記した紙をギルド長の部屋に投げ込んでおいた。

　ついでに迷宮都市近郊の廃村のような場所にあった、魔人薬集積場やスラム街に幾つかある犯罪ギルドのアジトの魔人薬置き場も、オマケで記述してある。

　後は魔人薬嫌いのギルド長が適正に処理してくれるだろう。
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「なんだか地獄まで続く奈な落らくみたいね」

　アリサが真っ暗な空洞を見下ろして呟つぶやく。

　ここは迷宮内の軍駐屯地の奥にあった、赤鉄証持ちにしか入れないという通路の先にある場所だ。

　大広間の中央には半径五〇メートルほどの垂直な穴が開いており、ここから中層に降りられるらしい。

「あそこの昇降機で降りるみたいだ」

　昇降機には全員乗れそうだったので、一度下に降りてみることにした。

「エレベータに乗っている時に魔物に襲われないのかしら？」

「大丈夫だよ」

　万が一襲われてもオレが一緒なら大丈夫だし、昇降機が壊れても天駆と「理力の手マジツク・ハンド」の組み合わせで、ここに戻ってこられるしね。

「手動昇降、だと?!」

「くるくる～？」

「回り回すのです」

　アリサが驚きよう愕がくしていたが、タマとポチは頓とん着ちやくせずに手動の昇降機を楽しそうに回し始める。

　さすがの二人でも途中で疲れたようで、リザやナナと交代していた。

　別マップに変わったところで、全マップ探査の魔法を使う。

　上層よりも少し狭いが、同じような感じのフロアだ。

　適当な区画を選んで調べたが、上層よりも平均レベルが少し高いのと特殊能力を持った敵が多い傾向にあるくらいしか差がなかった。

　ゲームのように、階層が深いほど劇的に敵のレベルが上がるわけではないらしい。

　ここ以外にも迷宮の奥の方に、もう一つ上層と中層を繫ぐ通路があるようだ。

　この穴は迷宮下層にも続いているようなので、人が少ない時にでもこっそりと降りてみようと思う。

「人が一杯ですね」

　ルルが言うように、中層の昇降機前広場には「赤竜の咆ほう哮こう」のメンバーの物資集積場所があり、「赤竜の咆哮」の補給を担当する幾人もの探索者達がせわしなく動いている。

　マップによると、ここから行ける通路は二つだけで、片方が「赤竜の咆哮」が区画の主エリア・マスター討伐のために占有しており、もう片方は薬くす師しギルドと錬金術士ギルドの構成員が封鎖していた。

「苔こけを運んでいるのかしら？」

「あの苔が魔法薬の材料になるみたいだね」

　トラザユーヤ氏のレシピ本によると、あの苔はそのままでも下級体力回復薬の材料になる上に、濃縮すると中級体力回復薬の材料になるようだ。

「ここはダメみたいだね」

「そうね、上に戻りましょう」

　横を通らせて貰えそうな気もするが、わざわざここから行かなくても他ほかに幾らでも魔物はいる。

　オレ達は再び昇降機に乗り込み、上層へと戻った。
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「やっぱ、硬い敵を空間魔法でスパスパ斬きるのはやみつきになるわ」

　上層に戻ったオレ達は、オレの先導で上層の奥にあるお手て頃ごろ区画を六日連続で攻略した。

　それぞれの区画では転移用の安全地帯を確保するだけにして、寝起きするのは最初の攻略時に作った迷宮別荘を使った。

「アリサ、金剛魚の甲羅は防具の材料になるから、あんまりスパスパ斬らないでくれ」

「ありゃりゃ、そうだったっけ？　それじゃ正中線で真っ二つにしておくわ」

　金剛魚はダイヤのように透明な魚だ。

　鱗うろこはダイヤそのものではないが、透明な上にダイヤに匹敵するほどの硬度を持っているので、防具以外にもアクセサリーや魔法道具類など、色々と使い道が多い。

「次、亀かめ～？」

「血紅亀の甲羅焼きが食べられると告げます」

　ピジョンブラッドのルビーのように赤く透き通った甲羅に守られた巨大亀がタマを追ってやってくる。

　現在攻略している区画だと、こいつが最後の獲物だ。

「口から火を吐くから気を付けて！　空は飛ばないけど、短距離ジャンプで頭突きをしてくるわよ！　それから、ミーア！　下級魔法は甲羅で消されるから注意！」

「ん、中級」

　アリサの指示を受けた仲間達が戦いを始める。

　さほど強敵でもないが、中級以上の攻撃魔法しか通らないのでわりと面倒なヤツだ。

　今までの経験だと戦闘時間が長くなる傾向にあるので、暇つぶしに空間魔法で屋敷の様子を見たり、ボルエナンの森や南海のラクエン島の友人達と話したりしながら、戦いを見守る。

　やがて、順当に戦いは終了した。

「う～ん、レベル三〇以降はレベルアップに必要な経験値が多いわね」

「どちらかというと手頃な敵が減ったのが痛いんじゃないか？」

　この六日で三つの区画を攻略したにも拘かかわらず、仲間達のレベルは三六だ。

　普通に戦っていると、必要経験値が他の子より多いミーアだけはレベルが離れてしまうので、三つ目の区画はほぼオレとミーアの二人だけで壊滅させた。

「そろそろ帰還予定日だし、地上に戻ろうか？」

　探索者ギルドには一小月、つまり一〇日で登録してあるが、ミテルナさん達には七日で帰ると言ってあるのだ。

　それに、迷宮に入った日に筆槍竜商会の船が貿易都市タルトゥミナに入港していたので、最速で明日か明後日あさつてくらいに迷宮都市セリビーラに到着するはずなんだよね。

「せっかくだから次の攻略区画の刻印板だけでも設置してから帰りましょうよ」

「そうだね。それじゃ、次の攻略区画の希望はあるかい？」

　皆を見回して希望を聞いてみる。

「肉～？」

「ポチも美お味いしい肉さんと戦いたいのです」

「獣肉も良いですが、鳥肉も捨てがたいですね」

「むぅ、キノコ」

「肉類とお野菜のバランスが良い場所がいいです」

「幼生体へのお土産向きの蛙かえるエリアが良いと希望します」

　いや、あの君達……食材の希望じゃなくて戦場の希望を聞いたんだよ？

「ご主人様！」

　お、アリサはマジメそうな感じだ。

「全部に転移用の刻印を付けて順番に巡りましょう！　その方が飽きがこないと思うの」

　食事的には正論だが、それはオレの聞きたい答えじゃなかった。

「仕方ないな。それじゃ、アリサの言うように全部を順番に回れるようにしようか？」

　我ながら甘いと思うが、仲間達のレベル上げは元々この子達の生存確率を上げるためにしている事なんだから、楽しみながらの方が良いよね。

　暇な時に個々の区画を検索してあるので、皆の希望に合う区画を調べていく。

「残念だけど、鳥肉主体のエリアはないね」

「そうですか──」

　コカトリス区画があるにはあるけど、さすがに石化のリスクを冒してまで戦う必要はないと思う。

　でも、残念そうなリザがちょっとかわいそうなので、少しでも鳥系が多い区画を探してみた。

「古陸獣エリアなら始祖鳥もいるし、肉類も豊富そうだ。その隣の区画が半水没エリアで植物型の魔物や水すい棲せい系の魔物が多いみたいだ」

「古陸獣？」

「遠見クレアボヤンスの魔法で見た感じだと、恐竜系の魔物の総称みたいだよ」

　南海で見かけたモササウルスもどきは古海獣という分類だったっけ。

　半水没エリアのボスは浮遊するジャック・オー・ランタンのようなお化けカボチャだったので、特大のパンプキンパイが作れそうだ。

　オレ達は適度にオレやアリサの魔法でショートカットしながら、翌日の朝には攻略区画の転移ポイント設置を完了した。

　帰還しようとマップを開いたオレは、さほど遠くない場所で知り合いがピンチになっているのを発見したので、全員で救援に向かった。
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「き、救援を感謝する」

「肋ろつ骨こつが折れているようですから、喋しやべらないで下さい」

　助けた相手は迷宮方面軍の人達だ。

　ミーアの水魔法による範囲治癒が瀕ひん死しの兵士達を癒いやしていく。

「ご主人様、兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスおよび戦蟷螂ウオー・マンテイスを討伐いたしました」

「ありがとう、リザ。動けない怪け我が人がいたら魔法薬を配ってやってくれ」

「承知しました」

　赤十字の腕章をした仲間達が、生き残りの兵士に声をかけて回る。

「ペンドラゴン卿きよう、すぐにここを離れた方がいい。ヤツらはまた新しい魔物を連れてやってくる」

　血ち塗まみれだったので誰だれだか分からなかったが、シーメン子爵の要請でオレの救助に向かおうとしてくれていたゼオルン小隊長だ。

「ヤツらと言うと？」

「迷賊王ルダマンだ」

　マップ検索したら、ルダマンという人物は少し遠くにいる。

　ここに来る事はないと思うが、まだ安心はできない。

　この広間に繫がる幾つかの通路で、魔物を引き連れた迷賊達がこちらに向かって走ってくるのをマップ上に見つけた。人為的な連ト鎖レ暴イ走ンだろう。

　まったく、ゲームじゃあるまいし、ＭＰＫ──「魔物を使った殺人」なんて碌ろくでもない事を考えるものだ。

　マップを眺めていると、途中で数人分の光点が消えて二つの通路の魔物の動きが止まっていた。

　どうやら、魔物を誘導する迷賊は使い捨ての下っ端のようだ。

「リザ、こっちはやっておくから、皆を連れて連鎖暴走でやってくる魔物を始末してきてくれ」

「承知いたしました。ミーアは治療のために残しますか？」

「いや、重傷者は既に癒やしたし、あとは手持ちの魔法薬でなんとかなるよ」

　オレは仲間達に魔物の対処を任せる。

「無茶だ、ペンドラゴン卿。数匹ならなんとかなるかもしれんが、相手は数が多い」

「大丈夫ですよ。あの子達は大多数の敵との戦い方も知っていますから」

　やってくる魔物は数が多いが、今の仲間達にとっては練習にもならないような雑ざ魚こなので、問題ない。特にアリサの空間魔法は拠点防衛に優れるからね。

　オレは心配してくれるゼオルン小隊長にニッコリと微ほほ笑えみ、兵士達が動けるようになるように魔法薬や栄養剤の配布を行った。

　なんとなく眺めていた迷賊王ルダマンの光点の先に、別の知り合いを示すマーカーがある事に気がついた。

　まだ接触していないようだし、強そうな護衛を多数連れているので大丈夫そうだが、いつでも救援に向かえるようにしておこう。







　ミーティア王女の冒険





〝わらわはミーティアというのじゃ。刺激のない祖国での日々に倦あいていたわらわは、シガ王国のアシネン侯爵からの娘御を病から救って欲しいという依頼に、一も二もなく飛びついたのじゃ。〟






「ありがとうございます、ミーティア様」

　わらわの「浄化の息い吹ぶき」を受けた太守四女のシーナ殿が礼の言葉を口にした。

「なんの、ようやっと本来の役目がこなせてほっとしておるくらいなのじゃ」

　太守夫妻が戻るまでは、ソーケル殿に邪魔されて治療を行えなかった。

「仕方ありませんわ。ソーケル様はお父様やお母様から、私達の事を任されていたのですもの」

　気弱なシーナ殿がソーケル殿を庇かばう。

　ソーケル殿は顔だけは良いから、初う心ぶなシーナ殿はすぐに騙だまされるようじゃ。

「ミーティア様、こちらのお菓子はいかが？」

「うむ、頂くのじゃ」

　シガ王国の砂糖菓子はちと甘すぎるが、我が国では決して口に入らぬ贅ぜい沢たく品ひんじゃ。

　砂糖は同じ重さの金に匹敵する価値があると婆ばあやが言っておった。

　シーナ殿の治療をする役得と思い堪たん能のうさせて貰もらうとしよう。

　やがてシーナ殿が喋りすぎてぐったりとしてきたので、向こうの侍女に促されてお茶会をお開きにした。

「シーナ様は殿下の事を気に入られたご様子でしたね」

「うむ、見た目の歳としが近いゆえ、気安く話せるのじゃろう」

　四つも違うというのに、わらわの幼い外見は一〇歳のシーナ殿とさほど変わらぬ。

　周りも外見相応にこちらを見るのはいつもの事じゃが、かといってそれが悔しくないわけではないのじゃ。

　ほとんど歳の変わらぬサトゥー殿にも、幼子のように扱われておったしのう。

　もっとも、あの御仁は叡えい智ちの塊とも言えるエルフのミサナリーア様まで子供扱いじゃから、仕方ないのかもしれん。

　部屋に戻る途中、中庭に面した回廊から太守三男のゲリッツ殿のポッチャリした姿が見えた。

　今日はゲリッツ殿の友人達も遊びに来ておるようじゃ。

「うわっ、本当に青銅証だ！　ジャンス、すごいじゃないか！」

「前に言っていた赤鉄証の従い兄と弟こに連れて行ってもらったのか？」

「まあね。やはり、フダイ伯爵家の嫡男としては、青銅証くらいは必要かと思ってね」

　少し酷薄そうな薄茶色の短髪の青年が、彼に詰め寄る二人の少年の言葉に得意そうに答えている。

　小太りの黒髪がラルポット男爵四男のペイソン殿、少し賢そうな背が低い金髪がゴハト子爵三男のディルン殿だったはずじゃ。

　それが面白くないのか、ゲリッツ殿と取り巻きのトケ男爵次男のルラム殿が毒を吐いた。

「ふ、ふんっ。どうせ、従兄弟殿の背後から石でも投げていたんじゃないか？」

「そうだ、そうだ！　剣で一度もメリーアンに勝ててないのに、魔物を倒せるわけないよ」

　それを聞いたデュケリ准男爵長女のメリーアン殿が素早く細剣を抜いて、ルラム殿の鼻先に突きつけた。

「それは、私の剣が魔物に通じないって言いたいわけ？」

「そ、そんな事ない。そんな事ないから剣を引っ込めてよ」

　顔を引きつらせて懇願するくらいなら、不用意な発言をするべきではなかろう。

　それとも、これが友達付き合いというやつなのかや？

　少し羨うらやましいのじゃ。

　わらわもサトゥー殿のお陰で黄金証を持っておるが、ラヴナ達が許さぬだろうし迷宮には入れぬ。

　できる事と言ったら、探索者ギルドに赴いてベテラン探索者達の話を聞かせて貰う事だけ。

　なにせ、剣の練習は二日でくじけ、魔法の勉強は二年続けても種火一つ起こせず、人に誇れるものといったら「浄化の息吹」くらいしかないのじゃから。

　ノロォークの家紋が刻まれた懐剣を見つめ、わらわは深いため息を吐ついた。

「ゲリッツ様、こんな場所にいらっしゃったんですね」

「ああ、ソーケルか。何か用か？」

　顔を上げると、屋敷の本棟から現れたソーケル殿が、下位の者には決して見せない笑顔でゲリッツ殿に話しかけるのが見えた。

「お喜び下さい。許可が下りました」

「許可──迷宮探索の許可か?!」

「はい、なんとか太守様と奥様のご許可を頂く事ができました」

「でかしたぞ！」

「ゲリッツ様、ボクも！　ボクも一緒に行きたいです！」

　ペイソン殿が素早くゲリッツ殿に取り縋すがった。

　それを聞いた彼の友人達が、我も我もと彼の下に集う。

　わらわも一緒に行きたいが、ソーケル殿の求婚を断っている手前、彼の功績による迷宮探索に交ぜて欲しいとは言い出し辛づらい。

「遠慮は美徳ではないザマスよ？」

　後ろから掛けられた声に振り返ると、緑色で統一した特異な姿の貴族がいた。

　──わらわはこの者が怖い。

　装いと妙な語尾を除けば、言葉遣いも丁寧で下位の者にも公平な貴族の鑑かがみのような老人なのじゃが、その瞳ひとみに見つめられると、そのまま丸まる吞のみされるような錯覚を感じる。

　理性ではなくわらわの本能が、距離を保てと訴えるのじゃ。

「わ、わらわは部屋に戻るのじゃ」

「あの子達と一緒に迷宮に行きたいザマしょ？　私がラヴナ殿に許可を貰ってあげるザマス」

　その提案はあまりに魅力的で、しばしの逡しゆん巡じゆんの末に首肯してしもうた。

　その後、ポプテマ殿は見事にラヴナを説得してみせ、わらわはゲリッツ殿達と一緒に迷宮へ行ける事となったのじゃ。
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「ソーケルはどうした？」

「謹慎中ゆえ、本日の探索には同行せぬそうでございます」

　太守の護衛騎士の一人がゲリッツ殿の問いに答える。

　ソーケル殿は探索の話が出た日の夜に何かをしでかして自宅謹慎になったそうじゃ。

　そんな状況にも拘かかわらず、わざわざ外出してわらわに求婚するなど、ソーケル殿は何を考えておるのやら。

　昨日のソーケル殿は血走った目でいつも以上に怖かったのじゃ。

　従士リュラは顔の整ったソーケル殿にお熱で役に立たんし、サトゥー殿が来てくれんかったら強引に唇の一つも奪われていたかもしれん。

　──ううっ、想像しただけで怖おぞ気けが走るのじゃ。

「私と同僚がゲリッツ様をお守りいたしますので、大船に乗ったつもりで迷宮探索をお楽しみ下さい」

「うむ、頼んだぞ」

　太守の護衛騎士二人以外に、ゲリッツ殿の友人達の家からも数人ずつ護衛が同行しているので、かなりの人数になる。わらわの護衛を務める騎士ラヴナや従士リュラの二人もおるしのう。

　それ故に、周りの探索者達からも注目されていて落ち着かん。

　なぜか武装するわらわを見て「ロリ姫様可か愛わいい」とか言う輩やからまでおる。

　少々無礼じゃが、褒め言葉のようなので大目に見てやるのじゃ。

「ゲリッツ様でごぜえますね？　あっしはソーケル様に案内を任された探索者のルラーギウと言いますです」

　なんだか、今にも裏切りそうな目をした男じゃ。

　それに腐った肉のような変な臭においがして鼻が曲がりそうじゃった。

　気にしておるのがわらわだけのようなので、空気を読んで何も言わなんだが、この男には近寄らぬように注意せねばなるまい。

「そうか。今日はソーケルが来ぬが、案内は任せたぞ」

「へい、承知しましたです」

　ゲリッツ殿の言葉にルラーギウがへこへこと頭を下げ、先頭を切って迷宮への回廊に足を踏み出した。

　一抹の不安を抱えつつも、わらわの心は初めての迷宮探索に浮き足立っておったのじゃ。
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「行きますよ。■■……■　小風弾ウインド・シヨツト」

　風魔法使いのディルン殿の魔法が先頭のゴブリンを弾はじき飛ばす。

　立ち上がろうとするゴブリンを、素早く駆け寄った探索者ルラーギウが短たん槍そうで地面に縫い止めた。

「すごいぞ、ディルン！　よし私も行くぞ！」

「待ちなさい、私も！」

　ゲリッツ殿とメリーアン殿が細剣を片手に倒れたゴブリンの所に駆けていく。

「ゲリッツ様、待ってよ～」

「ボクも行くぞ」

　ルラム殿と慎重なペイソン殿が後を追う。

「ミーティア様は行かないの？」

「う、うむ。身動きのできなくなった魔物を嬲なぶるのは、ちと気が咎とがめるのじゃ」

　ジャンス殿が動かぬわらわを気遣ってくれた。

「最初の内は仕方ないよ。ある程度魔物を倒してからじゃないと、まともに武術訓練を受ける事もできないからね」

　既に青銅証を持つジャンス殿がそう言うなら普通の事なのかもしれぬが、どうにも良い気分にはなれぬ。

　そんなわらわの心情を悟ったのか、ジャンス殿は一つ苦笑を浮かべるだけでゴブリンの所へ歩いていった。

「おい、案内人。敵が少なすぎるぞ」

　顔に付いた返り血を従者に拭ふいて貰っていたゲリッツ殿が、そんな不平を口にした。

　文句を言われているにも拘わらず、案内役の探索者ルラーギウの口角が上がる。

「それなら、第一一区画がお薦めでごぜえます」

　そう口にした探索者ルラーギウの眼前に、太守の護衛騎士が抜き身の剣を突きつけた。

「何を企たくらんでいる。第一一区画といえば『騎士殺し』が巣くう危険地帯だ」

　護衛騎士の言葉に周りの護衛達が気色ばむ。

「落ち着いて下せえ。あっしがご案内するのは『騎士殺し』がいない穴場でごぜえます。騎士様達のような分厚い鎧よろいならともかく、あっしの薄い革鎧で『騎士殺し』がいるような場所にご案内するはずごぜえません」

　多数の騎士達からの殺気を浴び、さしもの探索者ルラーギウも頰ほおを引きつらせ冷や汗を流している。

「私はその穴場とやらに興味があるぞ」

「危ないよ～、『騎士殺し』は怖いんだよ」

「うるさいぞ、ルラム。臆おく病びよう者は先に帰れ」

「そんな～」

　不安そうな顔のルラム殿が、ゲリッツ殿に翻意を促す。

「ゲリッツ様、危険です」

　太守の護衛騎士達もルラム殿と同意見だったらしく、ゲリッツ殿を説得しようとする。

「お前達が守ってくれるのだろう？　父上からお前達の優秀さは良く聞かせて貰っている」

　ゲリッツ殿の言葉に自尊心を擽くすぐられた護衛騎士達が承諾した事で、わらわ達は第一一区画という場所へ向けて移動を始めた。




　幾度も休憩を挟みつつも、運動不足のわらわ達に耐えられるはずもなく、一刻もせぬ内に随伴の術理魔法使いが作った「自走する板フローテイング・ボード」に乗せられて移動する事になった。

　迷宮の代わり映えしない光景に、わらわ達はいつの間にか居眠りをしてしまい、従士リュラに起こされてようやく到着を知った。

「なかなか快適だったぞ。そなたには特別賞与を与えるように父上に奏上しておいてやる」

　ゲリッツ殿が術理魔法使いを労ねぎらい、大きく伸びをする。

「この崖がけ下したの広間が魔物の巣そう窟くつとなっておりますので、崖の縁に近寄られませんように」

　狩り場は壁に光る石が生えた円筒形の広間だった。

　光る石は疎まばらにしか生えていないので、広間は標識碑のあった通路よりも薄暗く、まるで地獄へと続くような錯覚を感じさせる。

　じゃが、ゲリッツ殿はそんな事は感じておらぬようで──。

「うむ、早く魔物を連れてこい」

「はい、ただいま──」

　速やかに指示を出して狩りを始めた。

　探索者ルラーギウに案内された場所の魔物は、わらわ達だけでも倒せるほど弱く、また数多く崖下を徘はい徊かいしているらしい。

　わらわ達は護衛騎士や神官に守られつつ、夢中で魔物を狩り続けた。

「やったー！　レベルが上がったぞ！」

　従者からレベルアップを告げられたゲリッツ殿が飛び上がって喜んだ。

　先に風魔法使いのディルン殿と細剣使いのメリーアン殿がレベルアップしたのを悔しがっていただけあって、すごい喜びようだったのじゃ。

　わらわも負けてはおれん。

　その気持ちは遅れを取ったルラム殿や慎重なペイソン殿も同じだったらしい。

「よーし、ボクだって」

「次だ！　次の魔物を持ってこい！」

「おう、任せときな」

　叫ぶ二人の声に、聞き覚えのない女性の声が返事をした。

「何ヤツ！」

　太守の護衛騎士が誰すい何かする。

「あそこだ！」

　めざといジャンス殿が近くの岩棚の上に現れた人影を指差す。

「迷賊か！」

「そうさ、あたしは短剣姫デリン。この短剣であんた達を切り刻んで、あ・げ・る」

　デリンと名乗った女迷賊が両手に持った短剣を気持ち悪い仕草で舐なめた。

「迷賊が一人で現れるわけがない。周囲を見張れ！　ゲリッツ様とミーティア殿下を優先的に安全な場所へ移動して頂け！」

　太守の護衛騎士の命令に、護衛や従者達がキビキビと動く。

　さすがは寄せ集めでも、大国貴族の家臣達じゃ。

「殿下、何か音がしませんか？」

「リュラ、気を散らすな。殿下を守ることに集中しろ」

「は、はい！」

　騎士ラヴナに叱しかられて、従士リュラが慌てて周囲に視線を配る。

　だが、わらわは従士リュラの言葉が気になって仕方なかったので、耳を澄ませてみたのじゃ。

　すると──。

「ラヴナ！　足音じゃ！　ジェリル殿から聞いた事がある！　迷賊共は人為的に魔物の連ト鎖レ暴イ走ンを引き起こして探索者達にぶつける、と！」

「まずいっ、通路から離れろ！」

　わらわの言葉を聞いた騎士ラヴナが怒鳴る。

　数人の騎士や従者は反応できたが、残りの多くは濁流のように現れたバッタや蜂はちの魔物に体当たりされて崖下へと落ちていった。

「『騎士殺し』か！」

「そうさー。板金鎧さえ貫く一角飛蝗ホーン・ホツパーと頑丈な兜かぶとさえ凹へこませる岩頭蜂ロツクヘツド・ビー達の突撃をたっぷりあびなさーい」

　哄こう笑しようする女迷賊を魔法使い達が攻撃していたが、距離が離れているため、簡単に物陰に避よけられてしまう。

「気を散らすな！　魔物の排除に全力を尽くせ！」

「ぎゃははは──そうさ、頑張って死力を尽くしなよー」

　決死の覚悟で戦う護衛達を、女迷賊が嘲あざ笑わらう。

　護衛達は騎士ラヴナにも匹敵するような強つわ者ものばかりのようで、瞬く間に「騎士殺し」達が屍しかばねを増やしていく。

「さあさあ、急がないとお代わりが来るわよー」

　新たに現れたのは巨大な蟷螂かまきりの化け物達、それも七匹もの群れじゃった。

「今度は兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスだとっ」

「腕に自信のある者だけついてこい！　それ以外はゲリッツ様達の護衛に残れ！」

　太守の護衛騎士達を先頭に、騎士達が巨大な蟷螂達に斬きりかかっていく。

　騎士ラヴナはわらわの護衛を優先して、この場に残ってくれたが、戦いの場に行けぬのが悔しいのか、握り締めた掌てのひらから赤い血の滴が垂れていた。

　赤い光を帯びた魔剣が兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスを斬り裂いていく。

　──あれは魔刃？

　太守の護衛騎士達はわらわの騎士ラヴナと同じく、魔刃を使えるようだった。

「凄すごい、凄いぞ！」

　その活躍を見たゲリッツ殿達が、状況も忘れて騎士達を応援する。

　魔法の援護を受け、騎士達が次々に兵蟷螂ソルジヤー・マンテイス達を屠ほふっていく。

「戦蟷螂ウオー・マンテイスだ！」

　誰だれかが発したその一言の意味をすぐに知る事になる。

　あれほど強かった騎士達が、雑兵のように無造作に駆逐されていく。

　戦蟷螂ウオー・マンテイスは兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスが子供に見えるような大きさだ。

「やらせはせん！」

　太守の護衛騎士達が戦蟷螂ウオー・マンテイスの前に立ちはだかる。

　だが、兵蟷螂ソルジヤー・マンテイスとの戦いで消耗した二人には、少々荷が重いと感じざるを得ない。

「殿下」

　騎士ラヴナが闘志を滾たぎらせた顔でわらわを見つめる。

「許可する」

「で、殿下？」

　わらわの言葉に、従士リュラが悲鳴のような声を上げる。

「行け、ラヴナ。ノロォーク騎士の強さをシガ王国の者達に見せつけてやれ」

「承知！」

　大剣を担いだ騎士ラヴナが疾風のように戦蟷螂ウオー・マンテイスに迫る。

「斬ざん岩がん剣けん！」

　赤い光を帯びた上段からの大ぶりの一撃が、戦蟷螂ウオー・マンテイスの盾腕を叩たたき折る。

「ラヴナの技でも斬れぬとは、迷宮の魔物は凄いのじゃ」

　騎士ラヴナの参入で、拮きつ抗こうしていた戦いが一気にこちらの有利に傾く。

　その戦いを見守っていると、唐突に足下から白い煙が吹き上がった。

「な、なんだ」

「誰だ、煙玉を使ったヤツは！」

「またお前か、ルラム！」

「ボ、ボクじゃないよ！」

　ゲリッツ殿達の場違いな声に振り向くまでもなく、周囲を白い煙が覆う。

「きゃっ」

　煙の隙すき間まに、鮮血を流して倒れる従士リュラの姿が見えた。

「リュ──」

　名前を最後まで呼ぶことなく、わらわの口が塞ふさがれる。

　腐った肉のような臭においが鼻を衝つく──もしかして、口を塞いでいる犯人は探索者ルラーギウなのかや？

　いかに暴れようとも、その手を剝はがす事は叶わず、ロープのようなものを胴体に巻かれた。

　──ピュイィイイイイイイ。

「なんだ、この指笛の音は？」

「新手の迷賊かもしれん。ゲリッツ様達を守れ！」

　そんな護衛達の言葉がどんどん遠くへ離れていく。

　──違う。

　わらわがドコかに引っ張られているのじゃ。

　息の詰まる衝撃の後に、わらわは荷物のようにぶら下げられた。

「はあん？　異国のお姫様だっていうから来てやったのに、なんだ？　このガキんちょは？」

　失礼な──そう文句を言おうと顔を上げたが、顔の右半分が仮面に覆われた異相が目に入った途端、心臓を摑つかまれたような恐怖に縛られた。

　探索者ルラーギウと同じような腐った肉の臭いがする事にさえ、しばらく気付かなかったほどじゃ。

　さっきまで女迷賊しかいなかったはずの場所に、仮面の男を始めとした何人もの迷賊達が現れていた。

「ア、アニキ。こ、こいつおでにくれ」

　わらわをロープで吊つり下さげた巨漢が、熱い視線でわらわを見下ろす。

「こいつは魔人薬の肥やしにならねぇからな。どうせ殺すんだ。好きに楽しめ」

　仮面の男は路傍の石を見下ろすような無関心さで、巨漢に許可を与えた。

「殿下！」

　騎士ラヴナが崖の壁を走ってやってくる。

　一歩でも踏み違えたり、躊躇ためらって速度が落ちれば崖下の魔物の巣窟へ真っ逆さまになるような危険な行為じゃ。

　なのに、わらわはラヴナの身を案じるよりも、彼女が救いに来てくれた事に安あん堵どを覚えておった。

「ほう、こういうバカは嫌いじゃねぇ」

「殿下を離せ！」

「相手してやるぜ、俺様はルダマン。迷賊王ルダマンだ」

　名乗りを上げた迷賊王ルダマンが、禍まが々まがしい戦せん斧ぷでラヴナの大剣を受け止める。

「良い腕だ。だが、武器が青銅剣じゃ、俺様の魔戦斧とは打ち合えねぇぜ」

　大剣と戦斧が打ち合うたびに、岩棚の上を赤い光が照らす。

　二人の体格は同じなのに、明らかに迷賊王ルダマンの方が腕力も速さも、騎士ラヴナを上回っている。

「ずるいよ、ルダマン。あたしも行ってくるわよ」

「騎士は構わねぇが、ガキ共には手を出すなよ」

　──なんじゃ？

「わーってるわよ。太守の衛兵が来たら捨て台詞ぜりふを言って逃げればいいんでしょ？」

「分かってればいい。せいぜい派手にいたぶってきてやれ」

　こやつらは何を言っておるのじゃ？

　それではまるで──。

「もう、終わりか？」

「剣が折れようとも、騎士の心は折れぬ」

　半ばで折れた大剣を構え、兜や肩当てが欠け、体のあちこちを血に染めても、騎士ラヴナは雄々しく迷賊王ルダマンに挑み続ける。

　誰か、誰かラヴナを助けてたもれ。

　お願いじゃから、ラヴナを──。

「──助けて」

　決死の願いを込めて呟つぶやく。

「げへへっ、な、泣き言か、お姫様？　だ、誰が助けてくれるってんだ？」

　わらわのロープを持っていた巨漢が、わらわの頰ほおを汚らしい舌で舐めながら嘲あざける。

　屈辱と無力感に、涙が一つ零こぼれた。




「──そんなの正義の味方に決まってんでしょ！」




　幼い声が絶望の戦場に響く。

　その声の主は──。







　決着





〝サトゥーです。情けは人のためならず。たまに本来の意味を勘違いしている人を見かけますが、社会に出てからは、このことわざの意味を実感する事が多い気がします。それは異世界でも──。〟






「ミーティア王女は──あそこか」

　円筒状の大広間に出たオレ達は、ミーティア王女や迷賊達のいる岩棚の斜め上方に出た。

　直線距離にして一〇〇メートルほど離れた岩棚では、巌いわおの騎士と大おお斧おのを抱えた巨漢の迷賊が戦っている。

　ミーティア王女と一緒に来ていた貴族子弟達や護衛騎士達は、更に斜め下方の踊り場で二匹の戦蟷螂ウオー・マンテイス達と死闘を繰り広げているようだ。

　そこに、女迷賊に率いられた迷賊達が壁を伝って、踊り場の戦場に参入するのが見えた。

「階段はない、か」

　本来は壁際にここから岩棚を通って踊り場に出る螺ら旋せん階段があったようだが、今では崩落し壁際にその痕こん跡せきを残すのみになっている。

「やばっ、ラヴナたんの大剣が折れたわ」

　小こ脇わきに抱えていたアリサが、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」と「遠耳クレアヒアリス」で見聞きした状況を呟く。

　アリサを地面に降ろし、オレは掌に礫つぶてを取り出して、いつでも戦いに介入できるように準備する。

　リザ達ももうしばらくすれば追いついてくるはず。

　領軍の面々は少し遅れているが、移動中に見かけた敵は全すべてオレが殲せん滅めつしたので大丈夫だろう。

　聞き耳スキルが岩棚の会話を拾ってくる。

「もう、終わりか？」

「剣が折れようとも、騎士の心は折れぬ」

　さすがは巌の騎士。

　その漢おとこっぷりに、思わず惚ほれちゃいそうだ。

「ちょっと加勢に行ってくる。アリサは皆が到着したら状況を伝えてやってくれ」

「うん、分かった」

　いざとなったら天駆もあるし、螺旋階段の痕跡を足場にして駆け下りよう。

「──助けて」

「げへへっ、な、泣き言か、お姫様？　だ、誰が助けてくれるってんだ？」

　ミーティア王女の懇願と、それを嘲る三下迷賊の声を聞き耳スキルが拾ってくる。

「そんなの正義の味方に決まってんでしょ！」

　思わずムカムカくる三下迷賊の嘲りを、アリサの言葉が切り裂いた。

　指揮用に作った拡声の魔法道具マジツク・アイテムを使ったのだろう。

　眼下の人々の視線がこっちを向く中、螺旋階段の痕跡を駆け下りる。

「バカが壁を駆け下りてきやがるぞ！」

　──バカは余計だ。

　岩棚の迷賊達がこちらに短たん槍そうや剣を向ける。

　先端恐怖症の人なら思わず顔を背けたくなるような光景だ。

　オレは懐から取り出した使用済みの巻物を翳かざす。

　巻物の前に光魔法の「幻影イリユージヨン」でそれっぽい魔法陣を浮き上がらせ、メニューの魔法欄で選んだ対人制圧用の「誘導気絶弾リモート・スタン」を控えめに撃ち出す。

「──魔法の巻物だとっ！」

「群青亀の盾を──」

　雑ざ魚こ迷賊達が何か叫んでいたが、この近距離では何をする事もできない。

　不可視の魔法弾に撃たれた槍やりや盾が弾はじけ飛び、雑魚迷賊達が悲鳴を上げて悶もん絶ぜつしていく。

「加勢するぞ！　騎士ラヴナ！」

　駆け下りる途中で妖よう精せい剣を抜き、巌の騎士に声を掛ける。

　明かりが疎まばらなので、こっちの姿が見えないと思ったからだ。

「王女の首をへし折るぞ！」

　巨漢の迷賊がミーティア王女の細い首を絞め上げる。

　──させないよ？

　巨漢の迷賊の身体からだがブラインドになるのを利用して、縮地でその足下に瞬間的に移動する。
















　オレを見失った迷賊が狼狽うろたえる事さえ許さずに、風より疾はやく妖精剣を撥はね上げた。

　手首の腱けんを切り裂いた迷賊の腹を蹴けり、巌の騎士に止とどめの一撃を入れようとした迷賊王ルダマンにぶつける。

　降ってくる血しぶきを「理力の手マジツク・ハンド」で作った傘で受け止めつつ、ストレージのゴミ箱フォルダに捨て、解放されたミーティア王女を受け止める。

「お、おでの手が！」

「どけっ、このデブ！」

　迷賊王ルダマンが悪態を吐いて巨漢の迷賊を蹴り除ける。

　短くなった巌の騎士の大剣が、よろめく巨漢の迷賊の額を無残に割った。

　うわっ、容赦ないね……グロいのは勘弁して下さい。

　体勢を立て直した迷賊王への追い打ちができないと悟った巌の騎士が、バックステップでこちらに来る。

「助力を感謝する」

「それより、回復して下さい」

　礼を告げる巌の騎士に、魔法薬の入った袋を手渡す。

「ちっ、あんな所から降りてくるなんざ、頭がイカレてやがるぜ」

「友人達の危機を救うには他ほかに手がなかったのさ」

　失礼な発言をする迷賊王ルダマンに肩を竦すくめてみせる。

　制圧用に使った「誘導気絶弾リモート・スタン」を控えめにしたせいか、床で昏こん倒とうしていた迷賊達が頭を振って身体を起こすのが見えた。

　しかもレーダーにはこの岩棚に接近する数十人の迷賊の光点が映っている。

　──まあ、脅威にはならないけどさ。

「ふん、正義の味方のつもりか、小僧？」

「友人を悪人から助けるのに、正義なんて関係ないさ」

　そういうのは勇者ハヤトにお任せだ。

　オレは自分の知り合いだけ助けられればそれでいい。

　目の前で死にかけている人は見捨てないけど、わざわざ困っている人を探しに行ってまで助ける趣味はないんだ。

「待たせたな、ペンドラゴン卿きよう。その男は強い。二人で連携せねば、決して勝てぬ」

「おいおい、そんな折れたなまくら剣で戦おうってのか？」

　迷賊王ルダマンが嘲ちよう笑しようする。

　そういえば巌の騎士の剣は折れていたんだっけ。

　オレは格納鞄ガレージ・バツグ経由でストレージから魔剣を取り出す。

　前にアリサとミーアに手伝って貰もらって作った「炎の魔剣」だ。

　今回の迷宮探索時にも色々と作ったのだが、さすがにここでオリハルコン製のオリジナル聖剣を出すわけにもいかないからね。

「大剣でなくて申し訳ありませんが、これを使って下さい」

「これは──魔剣か。なんという名剣だ。これなら勝てる」

　剣を受け取った騎士ラヴナが、魔剣に炎と魔刃を纏まとわせる。

「ほう？　こいつは高く売れそうだぜ」

　迷賊王ルダマンが舌した舐なめずりをする。

「武器が互角なら貴様に遅れは取らん」

「そいつぁ、どうかな？」

　懐から取り出した丸薬をボリボリと貪むさぼる。

　それらの丸薬は「魔人薬」とＡＲ表示されていた。

「力が漲みなぎってきたぜ」

　迷賊王ルダマンの状態が「魔人薬：過剰摂取」に変わった。

　ヤツの身体の表面に、赤い縄状の魔法陣が浮かび上がって消える。

「今の俺様は誰だれより強つぇええええええ！」

　全身から赤黒い魔力の光を曳ひいて、迷賊王ルダマンが叫びながら迫ってくる。

　巌の騎士が上段から振り下ろされた戦せん斧ぷを防ぐ。

　赤い光と炎が二人の間に飛び散る。

　巌の騎士の足下がマンガの演出のようにベコリと凹へこんだ。

　岩棚に亀裂が走る。

　このままだとここが砕けるんじゃなかろうか？

　レーダーの光点に変化が──。

「隙すきだらけだよ、若様」

　曲刀を持った半裸の女迷賊が背後から襲ってきた。

　──ターンッと軽い音が響き、女迷賊が見えない誰かに殴られたように吹き飛ばされる。

「ありがとう、ルル！」

　どうやら、オレが迎え撃つ前にルルが狙そ撃げきしてくれたようだ。

「ちっ、魔法使いが控えてやがるのかっ」

　迷賊王ルダマンが崖がけ上に到着したばかりのオレの仲間達を見上げて吼ほえる。

「参ります、ご主人様！」

「れっつら～？」

「ゴー、なのです！」

　獣娘達が壁際の僅わずかな足場を駆け下りてきた。

　──こらこらこら！　危ないだろ！　落ちたらどうする！

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」を素早く準備し、ハラハラしながら獣娘達の到着を見守る。

「魔ま槍そうに魔剣使いだぜ！　あの小娘共の武器は俺達が頂いた！」

　死んだふりをしていた迷賊達が立ち上がって獣娘達を迎え撃つ。

　こいつらも、さっきの迷賊王ルダマンのように魔人薬を飲んで赤い縄状の魔法陣を身に纏わせる。

「ご主人様の魔槍の前に立つのなら、命以外の全てを諦あきらめなさい！」

　赤い光の尾を引いたリザが流星のように、魔人薬で強化された迷賊達の中央を突破する。

「あきれす・はんた～？」

　両手に魔刃を纏った魔剣を持ったタマが、低い姿勢でくるくると舞いながら迷賊達のアキレス腱を斬り裂いていく。

「ちっ、どいつもこいつもいいようにされやがって」

　群青亀の大盾を構えた迷賊が、ポチの前に立ちふさがった。

「とー、なのです！」

　ポチが空中を足場にして再加速し、眼前に突き出された大盾の上を飛び越える。

「二段ジャンプ、なのです！」

　おそらく、天駆に至る前のスキルなのだろう。

　雑魚迷賊達はリザ達に任せて大丈夫そうだ。

「サトゥー殿！　ラヴナが！」

　オレが背後に庇かばっていたミーティア王女が巌いわおの騎士のピンチを教えてくれた。

　──おっと、ヤバイ。

　迷賊王ルダマンに吹き飛ばされてきた巌の騎士を受け止める。

「纏めて開きにしてやるぜ！」

　赤い光を帯びた戦斧が、眼前に振り下ろされる。

「ご主人様！」

　アリサの必死の声が戦場に響く。

「死ねっ！」

　迷賊王ルダマンの叫びを搔かき消けすように赤い光が岩棚を染め上げ、赤い血しぶきが飛び散った。

「協力技の勝利かな？」

　オレの妖精剣が迷賊王ルダマンの戦斧を受け流し、巌の騎士の魔剣がヤツの横腹を斬きり裂いた。

　迷賊王ルダマンが後ろへと跳びすさる。

　追撃したいところだが、両足を深く傷つけられた巌の騎士を投げ捨てるわけにも行かず、むざむざとそれを見逃してしまう。

　その時、崖下の貴族子弟達の方に援軍が到着した。

「私は太守代理ソーケル・ボナム！　迷賊共よ！　大人しく観念せよ！」

　なぜか、衛兵を率いているのはソーケルだった。

　ここに衛兵を率いてやってきているって事は、ギルド長の部屋に投げ込んだ「魔人薬密造」の告発文書は役に立たなかったのかな？

「もう援軍が来やがったのか。お前達、ずらかるよ」

「「「おう」」」

　ソーケル達を見た短剣使いの女迷賊達が、大根役者のような棒読みで叫んだ後、壁を登ってこちらに逃げてくる。

「ソーケル様、戦蟷螂ウオー・マンテイスが！」

「うおっ、お前達、魔物を倒せ！」

「む、無理です！」

　ソーケル達は逃げる迷賊を追うどころか、貴族子弟の護衛達が戦う戦蟷螂ウオー・マンテイスを見てパニックを起こしているようだ。

　まったく、何がしたいのやら。

　──ああっ、そっちに逃げたら貴族子弟達まで危険に晒さらすぞ。

　ぽっちゃり気味の太守三男が美少女を庇って逃げ遅れるのが見えた。

　ソーケルはともかく、貴族子弟や仕事で来ているだけの衛兵まで喰くわれるのを見過ごすのも気分が悪い。

　オレは太守三男に喰らいつこうとしていた戦蟷螂ウオー・マンテイスに、ストレージから取り出した礫つぶてを投げつける。

　礫は弧を描くことなく、戦蟷螂ウオー・マンテイスの複眼を粉砕して遠くの壁にめり込んだ。

　──ＫＷＡＷＷＷＭＭＭＡＡＡ。

　目を潰つぶされた戦蟷螂ウオー・マンテイスが悲鳴のような咆ほう哮こうを上げて崖から飛び出し、ふらふらと明後日あさつての方向へ逃げ出した。

　意図した結果とは少し違ったけど、目的を達成できたから良しとしよう。

「ちっ、潮時か──引くぞ」

　迷賊王ルダマンや雑ざ魚こ迷賊達が煙玉を周囲に投げ、白煙が岩棚の上を満たす。

　──逃がすわけないだろ？

　オレは指に嵌はめたオニキスの指輪から、黒曜石風の石いし槍やりを出す。

　腕の力だけで投げた石槍が、迷賊王ルダマンの腕を貫き、ヤツを壁に縫い止める。

「ぐぁわああ──なんだこの槍は！　折れねぇし、抜けねぇ！」

　いくら魔斧でも、不自然な体勢から切断できるほどヤワじゃない。

　一応、魔法の品だからね。魔力をたっぷり篭こめて作ると、鋼鉄製の槍よりも硬くなるんだよ。

「ルダマン、先に行くわよ」

「生き残れよ、ルダマンのアニキ」

　それを見た二人の幹部迷賊達が、迷賊王ルダマンを見捨てて逃げ出すのが白煙の向こうに垣かい間ま見みえた。犯罪者らしい薄情さだ。

「こ、このっ、しつこいんだよ、ウロコ女が！」

「毛ダルマに橙とう鱗りん族のウロコを貶おとしめられる謂いわれはありません」

　リザと戦う大おお鎌がま使いの迷賊が、逃げるタイミングを得られずに暴言を吐く。

「しゅぱぱ～？」

「大振りはダメなのですよ？」

　そこにタマとポチが参入し、形勢は一気に獣娘達に傾いたようだ。

　白煙越しに見えるＡＲ情報によると、他の雑魚迷賊達は獣娘達が制圧済みらしい。

「おらぁああああ！」

　白い煙の向こう、壁際の迷賊王ルダマンが戦斧を振るのが見えた。

　──げっ。

「ぐぉおおおおおお！」

　鮮血をまき散らし、獣のように吼える。

　迷賊王ルダマンが狙ねらったのは石槍ではなく、石槍に縫い止められた自分の腕だった。

「逃げるためにそこまでするのか……」

　オレがげんなりしている間に、迷賊王ルダマンが白煙に紛れて逃げていく。

　──だから逃がさないってば。

　先ほどと同じように使用済みの巻物を取り出し、対人制圧用の「誘導気絶弾リモート・スタン」を連打する。

　オレの近くにはミーティア王女と巌の騎士がいるが、白煙のお陰で不自然さは分からないはずだ。

　白煙の向こうで迷賊達が「昏倒」状態になるのをマップで確認し、巻物を懐に戻す。

　先に逃げたメンバーも含めて一網打尽だ。

「リザ、そいつらを縛り終わったら、通路で気絶しているヤツらも頼む」

「承知いたしました」

　さて、あっちは獣娘達に任せて、オレは巌の騎士の足の治療をしよう。

「思ったよりも酷ひどい傷ですね」

　巌の騎士の両りよう膝ひざが、鎧よろいごと砕かれている。

「何、こんな傷は酒でも掛けておけば直に治る」

　──そんなはずはない。

　巌の騎士もそれは分かっているはずだ。

「なら、応急処置をしておきましょう」

「すまん、手間を掛ける」

　蒸留酒で傷口を洗浄するフリをして、術理魔法の「透視スルーアイ」で砕けた骨の状態を確認し、傷口に入った鎧の破片や服の繊維を詳細にチェックしながら、精密操作向きの「理力の糸マジツク・ストリング」で除去していく。

　最後に中級体力回復薬を飲ませて完了だ。

「ペンドラゴン卿、助勢と治療を感謝いたす」

「当然の事をしたまでです」

　巌の騎士に微ほほ笑えみ返し、普通の通路からこちらに向かうアリサ達を「遠話テレフオン」の魔法で誘導する。

「サトゥー殿、ありがとうなのじゃ！」

「ミーティア様も、よく頑張りましたね」

　オレの首元に抱きついて礼を告げるミーティア王女の頭を撫なで、仲間達の到着を待つ。

　崖下の貴族子弟達の方では、残り一匹の戦蟷螂ウオー・マンテイスとの間で戦闘が続いていたが、オレ達の援護がなくても勝てそうだったので放置した。

「ご主人様、捕縛した迷賊どもを縛り上げました」

「そうか、ありがとうリザ」

　リザの背後には頑丈なロープで縛り上げられた迷賊達が転がされている。

　タマとポチが迷賊達を背にして勝利のポーズを決めている。

　褒めてっ、と聞こえてくるようなキラキラした目でこちらを見上げてきたので、二人の頭を撫でて「二人もよく頑張ったね」と褒めてあげた。

　ポチの尻しつ尾ぽがぶんぶんと揺れ、タマは撫でるオレの手を押し返すように頭を押し付けてくる。

　先に褒めちゃった事だし、危険な行動を叱しかるのは屋敷に戻ってからにしよう。
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「衛兵達よ！　ペンドラゴン士爵を捕らえろ！」

　合流した仲間達と一緒に、ミーティア王女達を貴族子弟の陣地へ護送したところ、ソーケルがそんな事を言いだした。

　命じられた衛兵達も困惑顔だ。

　貴族子弟達は皆ぐったりと疲れ切っており、こちらに視線を向ける者もほとんどいない。

「ソーケル殿！　藪やぶから棒になんなのじゃ！」

　真っ先にソーケルの発言に怒ったのは、意外にタフなミーティア王女だった。

　アリサ達が舌戦に交ざらないように手信号を送っておく。

「ミーティア様、今回の迷賊襲撃事件を仕組んだのはペンドラゴン士爵でございます」

「何を証拠に！」

「この者が全すべて喋しやべりました」

　ソーケルが顎あごをしゃくると、衛兵の後ろから探索者が現れて、男の死体をオレ達の前に投げ出した。

　──おいおい、ご遺体はもっと丁寧に扱おうよ。

「こ、この男はソーケル殿が寄よ越こした案内人ではないか！」

「いいえ、それが違うのです」

　ミーティア王女の言葉に、ソーケルが首を横に振る。

「私の派遣した案内人は、こちらの男なのです」

　ソーケルが先ほど死体を投げ出した探索者を指差す。

「では、この死体は?!」

「ペンドラゴン士爵の手の者です」

　ソーケルの言葉に、周囲の視線がオレに集まる。

「いいえ、全く知らない顔です」

　ＡＲ表示される生前の情報によると、犯罪組織に所属する探索者のようだ。

「しらを切るのは止やめて貰もらおう！　この男が死ぬ前に全て白状したぞ」

　ソーケルがサディスティックな顔でオレを見下す。

　まさかと思うけど、オレに罪を着せるために殺したのだろうか？

「そいつぁ妙だな」

「なんだとっ！」

　仲間達の後ろから聞こえた声に、ソーケルが激げき昂こうする。

「お前の話が本当なら、ペンドラゴン卿はなんのために太守の子や王女を危険に晒した？　そして、なぜ自分の手で助け出した？」

「決まっている！　自作自演でゲリッツ様を助け、太守夫人に恩を売るためだ！」

　ソーケルが大声で叫び返す。

「なるほど、迷賊に襲わせた上で助けるためか」

「そうだ！　それ以外あるわけがない」

　同意する声に、ソーケルが満足そうに返す。

　まるで、自分の企たくらみがそうだった、と白状しているようにも聞こえる。

「ならば、それはあり得ないと断言してやる」

　声の主がリザとナナの陰から姿を現した。

「ペンドラゴン卿は俺達と一緒にいた。あの場に間に合ったのは偶然にすぎん」

「貴様等もペンドラゴン士爵の一味だろうが！」

「私は迷宮方面軍小隊長ゼオルンである！　王祖ヤマト様と迷宮方面軍の名にかけて、我らが迷賊に与くみする事などない！」

「ど、どうして迷宮方面軍がペンドラゴン士爵と一緒に……まさかエルタール将軍の策なのかっ」

　ゼオルン小隊長の登場に動揺したソーケルが、何やら誤解している。

「不思議よね～」

　沈黙が支配した瞬間に、アリサの声が響いた。

「どうして太守代理のソーケル様に、この場所が分かったのかしら～？」

　アリサが鼠ねずみを追い詰める猫のような声で言う。

「ふんっ、黄金証から出る魔法の信号を追ってきたに決まっている！」

　自分に向けられた疑惑を振り払おうと、ソーケルが大仰な仕草で叫んだ。

　彼の横にいた探索者が、マズイと言いたげな顔でソーケルを見る。

「へー、そうなんだー」

　話の途中でアリサの笑い声が交ざった。

「何がおかしい！　私を愚ぐ弄ろうするか、小娘！」

「はい、論破」

　アリサがビシッと妙なポーズでソーケルを指差す。

「黄金証の定期信号の発信間隔が一日に数回なのは探索者なら誰だれでも知っているわ。たとえその信号を拾ったとしても、こんなに早く辿たどり着つくのは無理なのよ」

　アリサが嚙かんで含ふくめるように告げる。

　そういえば登録時に東ギルドの職員さんがそんな事を言っていた覚えがある。

　アリサは良く覚えていたもんだ。

「ここに辿り着けるのは、わたし達のように偶然近くを通りかかったか、初めからここで犯罪が行われるのを知っていたかのどちらかなのよ」

　アリサの言葉に、ソーケルがぐぬぬと唸うなる。

「そうじゃ！　わらわを捕らえた女迷賊が言っておった！　『太守の衛兵が来たら捨て台詞ぜりふを言って逃げればいい』とな！　迷賊共は迷宮に来るはずのない衛兵達が、この場に来る事を知っておったぞ！」

　わお、ソーケルのヤツは真っ黒じゃないか。

「ミ、ミーティア様、虚言を弄ろうするほど、私の求婚はご迷惑だったのですか！　私の愛は常にあなたの下にあるというのに！」

　そう告げるソーケルの瞳ひとみに、恋慕の色は欠片かけらもない。

　こんな芝居に騙だまされる者はさすがにいないだろう。

「そこまでだ」

　黙って話を聞いていた太守の護衛騎士が、ソーケルとオレの間に進み出てくる。

　彼の実家もソーケルと同じく伯爵家らしい。

「ソーケル殿、潔白ならば王祖様と家名に誓え。そっちの黒髪の貴族もだ」

　酷薄そうな顔だけど、思ったよりもまともそうだ。

「身の清廉潔白を王祖ヤマト様とペンドラゴン家の家名に誓います」

　ソーケルが黙ったままなので、オレから先に誓った。

「ソーケル殿？」

「私は決してゲリッツ様を害しようなどとは考えていなかったと、王祖ヤマト様とボナム伯爵家の家名に誓います」

　──おや？

　気のせいじゃなく、さっきからソーケルはミーティア王女を対象にしていない気がする。

　噂うわさではミーティア王女に求婚していたはずなのに、不思議な話だ。

　ミーティア王女を襲った暴漢達をけしかけた黒幕は、ソーケルの可能性が極めて高いと考えざるを得ない。

「ふむ、ではこの場において両者は潔白とする。異議申し立てがある者は太守閣下に書面で申請せよ」

　太守の護衛騎士がそう宣言して、この場は収まった。

　それにしても、これでソーケルがオレを嵌はめようとしたのは二回目か……。

　ソーケルの「魔人薬密造」の告発文書なんかの間接的な手段じゃなく、もっと積極的に動いた方がいいかな？

　オレはマップを確認する。

　うん、明日あたりがタイミング的に丁度良さそうだ。

　オレは帰路の間の暇つぶしに、ソーケル無力化のシナリオをメモ帳に書き記した。
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「ふう、疲れた～」

「まったくだ」

　迷宮都市の屋敷に戻ったオレ達は、メイド長のミテルナさんが淹いれてくれたお茶を飲む。

　貴族子弟や迷賊達の移動に思いの外、時間がかかったので、戻ってきたのは深夜だったのだ。

　迷賊王ルダマンを捕縛した事で思った以上の大騒ぎになったが、疲れていたので事情聴取などは後ほど改めて探索者ギルドに出頭する事となった。

　迷宮内の犯罪者である迷賊達は、探索者ギルドの管轄との事だ。

「ちかりた～？」

「び～なのです」

　タマとポチが伸びをする猫のようにオレの膝ひざの上でのったりとする。

　他ほかの子達も疲れが溜たまっていたのか、ソファーに座るなり眠ってしまった。

「お風ふ呂ろや食事は一眠りしてからにしよう」

「うい～」

　アリサも寝落ちしそうだ。

　オレは殊勲者のアリサを一番にお姫様だっこで寝室に運び、他の子達も順番に運んでいく。

　最後にナナを寝かせ、オレも特大ベッドの空きスペースに身を投げ出した。




「おはよ～？」

「朝ご飯なのです！」

　翌朝、タマとポチの乗っかり攻撃で、泥のように深い眠りから目覚めた。

　徹夜したのは一日だけなのに、ソーケルに冤えん罪ざいで絡まれて精神的に疲れていたようだ。

「おはよう、よく眠れたかい」

「あい！」

「ポチはよく眠り、よく食べる良い子なのです！」

　シュピッのポーズで応こたえる二人の頭を撫なでて柔らかい髪の感触を楽しんだ後、一緒に手を繫つないで食堂へと向かう。

「今日はお化けカボチャと跳ね芋ホツピング・ポテトの煮付けと目無し魚の塩焼き、それから冷ひや奴やつこで和風にしてみました」

　迷宮探索から戻った翌日なのに、ルルが色々と手の込んだ朝食を作ってくれたようだ。

「──冷や奴？」

「はい、迷宮都市にも豆腐を作るお店があるそうなので、ミテルナさんに仕入れて頂いておいたんです」

「ちゃんと、練りショウガと刻みネギもあるわよ」

「ん、ステキ」

　冷や奴に醬しよう油ゆをたらりと垂らしたアリサが、大きな口を開けて満足そうに放り込む。

　そこに更に熱々のご飯をバクリと一口食べて満足そうに咀そ嚼しやくしていた。

「ソーセージ～？」

「厚切りベーコンさんがステキなのです」

「どちらも美味です」

　獣娘達には肉のオプションがちゃんとあったようだ。




　そんな平和な朝食の後、ミテルナさんからやっかいな手紙を渡された。

「なんの手紙？」

「太守閣下からの呼び出し状だ」

　オレは封ふう蠟ろうをペーパーナイフで剝はがし、中身に目を通す。

「太守三男のゲリッツ君を救ったお礼に、昼食会へ招待したいって書いてある」

　しかも、開催は今日だ。

　今からだと二時間もない。

　貴族の常識から考えると、随分性急な呼び出しだ。

　急すぎるのが少し気になるが、太守夫妻は子煩悩という話だし、子息を助けたオレを無む下げには扱わないだろう。

　ソーケルの動向が気になったので念のためにマップで調べたところ、緑貴族と共に太守の執務室にいるのを発見した。

　──しまった。

　暢のん気きに寝ている間に、先手を打たれたか？

　内心で舌打ちしつつ、ソーケルの屋敷の魔人薬を確認する。

　こちらはそのままだったが、ソーケルの屋敷を探索者ギルドの斥候や迷宮方面軍の諜ちよう報ほう部員が監視しているのを見つけた。

　オレが教えた地下道やその出口にも人員を配置しているようだ。

　どうやら、現行犯で捕らえるためにソーケルは泳がされている状態らしい。

　前にシーメン子爵の晩ばん餐さんで言われていたように、ソーケルの背後に緑貴族やデュケリ准男爵、もしくは太守夫妻などの大物が控えていない限り、彼の破滅は時間の問題だろう。

　ただ、この状況でソーケルが緑貴族や太守夫妻と一緒にいるのが気になる。

　空間魔法の「遠見クレアボヤンス」や「遠耳クレアヒアリス」でソーケル達が何を話しているか調べたい所だが、都市核シテイ・コアに守られた太守の執務室の状況を知ろうとするのはリスクが高いし、諜報のプロである緑貴族が空間魔法による監視に気付かないはずがない。

　オレは藪やぶ蛇へびにならないように、それらの手段で情報を集めるのを諦あきらめる。

　──あれ？

　そろそろかと思ってマップをスクロールさせたところ、迷宮都市のある盆地で一台の馬車が数十人の盗賊や犯罪ギルドの人間に包囲されているのを発見してしまった。

「ちょっと、用事ができた」

　オレはそう告げて足早に書斎に飛び込み、蔦つたの館やかたに「帰リ還タ転ー移ン」した。

「こ、小僧、脅かしやがるな！　です」

「悪い悪い」

　驚いて尻しり餅もちをついたレリリルに軽く詫わびて、庭へ飛び出す。

　オレはマップを素早く操作し、対人制圧用の「誘導気絶弾リモート・スタン」を最大数で撃ち出した。念のため、三セットだ。

　しばらくの間を空けて、犯罪者達の状態が「気絶」に変わったのを確認して屋敷の秘密地下室に「帰リ還タ転ー移ン」で戻る。

「どうしたのよ、一体」

「ああ、馬車が盗賊に狙ねらわれていたから、助けてきたんだよ」

　狐きつねにつままれたような顔をしていたアリサだったが、「まったく、チートなんだから」と一言ぼやいて納得したようだ。

　さて、太守夫妻の昼食会に、ただ参加するだけというのもつまらない。

　時間がないけど、少しばかり小細工を弄するとしよう。

　パーティーのサプライズって大事だよね。





◆






「ペンドラゴン士爵様、こちらで太守ご夫妻がお待ちでございます」

　昼食会と聞いていたのに、執事に案内された部屋は窓のない応接室だった。

　そこには護衛騎士に守られた太守夫妻が待っていた。シガ王国では偉い人は後から入ってくるものなので、なんとなく珍しく感じる。

　ソーケルや緑貴族はいない。彼らは別室で待機中だった。

　どうやら、問答無用でオレを投獄しようとするつもりはないらしい。

「ようこそ、ペンドラゴン卿きよう──」

　太守夫人は三男のゲリッツ君に似たぽっちゃりとした中年女性だ。

　若い頃は美人と言うよりは可か愛わいい感じだったのだろう。

　太守の方はでっぷりと肥えているものの、次男のレイリー氏と似た面影がある。

「昨日はゲリッツの危機を救ってくれたそうね。とても感謝しているわ」

　挨あい拶さつもそこそこに、太守夫人が本題に入る。

　回りくどい貴族が多いのに、太守夫人は呼び出しの急さといい、慣例を破るのが好きな先進的な人らしい。

「それに、たくさんの高価な贈り物まで頂いたと執事が言っていたわ」

　──あれ？

　贈り物は確かにしたけど、ゲリッツ君とは別に命を助けたレイリー氏の話が出なかった。

　そっちは別件として礼を言うつもりなのかな？

「余り代わり映えのしない品で恐縮ですが──」

「ゲリッツを救った上に、あれほどの品々を貢ぐなんて、ペンドラゴン卿はどんな口添えを希望しているのかしら？」

　オレの言葉を遮って、太守夫人が詰問するような語調で尋ねてきた。

　──口添え？

　もしかして、仕官の口利きのためのワイロだと思われているのかな？

　公都のお茶会の延長のつもりだったんだけど、もっとこの地方の相場を調べてから選んだ方が良かったかもしれない。

　時間がなかったから、シーメン子爵に紹介して貰もらった貴族達に尋ねに行く暇がなかったんだよ。

　──そうだ！

「もし叶かなうなら──」

「叶うなら？」

　言葉を探していたオレを、太守夫人が微ほほ笑えみながら促す。

　目が笑っていなくてなんとなく怖い。

　迂う闊かつな事は言えないね。

「──公立養護院の再建を許可して頂けないでしょうか？」

「養護院？」

「はい、公立が無理なら、私立養護院の建設許可か浮浪児や困窮者への炊き出し許可でも構いません」

　オレの発言を聞いた太守夫人が笑みを深くする。

　なんだろう？　彼女の上がる口角が、舌した舐なめずりする猛獣の顎あごのように感じてしまう。

「まあまあまあ、ペンドラゴン卿はお若いのに民を憂う高貴なお考えをお持ちなのね」

　太守夫人がテーブルの上にあったベルを鳴らす。

　メイドに先導されて、別室で待機していた緑貴族とソーケルが入室してくる。

　──なんだ？

　このタイミングで二人を招き入れる意図がよく分からない。

「聞いて、ポプテマ殿。ペンドラゴン卿は困窮する幼子のために、養護院や炊き出しをご希望なの。まるで『共食い蛇』の逸話を思い出す偉業だと思わない事？」

「ええ、とても素晴らしいザマス」

　偉業を成す慈善事業団体の名前にしては「共食い蛇」っていう不穏な名前は不似合いだ。

　なんとなく「共食い蛇」という名前は、前にどこかで聞いたような気がする。

　──どこだっけ？

「許可されるザマスか？」

「ええ、もちろんよ。レイリーからの手紙に書いてあったもの」

　おっと、ようやくレイリー氏の名前が出てきた。

　緑貴族が手紙を渡し忘れていないか心配だったが、ちゃんと渡して貰えていたようだ。

　レイリー氏がなんて書いたかは知らないが、太守夫人の口調からして、自分を救助したのがオレだと書いておいてくれたのだろう。

「ペンドラゴン卿からのお願いは自分の願いと同じだから、万難を排して叶えてやって欲しいって」

　いやいや、レイリー氏。それは過剰すぎるでしょ。

「三女のゴーナや四女のシーナを嫁に求めるなら、一族に迎えてやって欲しいって」

　──ん？　レイリー氏がそんな事を書くかな？

　魔導王国ララギの酒場で筆ふで槍やり竜りゆう商会設立パーティーをした時に、公都で求婚を断るのに四苦八苦したという話をしたはずなんだが……。

「権力を欲するなら太守代理に任じ、栄達を求めるなら門閥貴族の婿養子に推薦してやって欲しいとも書いてあったわ」

「ペンドラゴン──貴様っ！」

　青い顔で激げき昂こうするソーケルを、太守夫人が冷たい一いち瞥べつで黙らせる。

　ソーケルがオレに嚙かみついてきたのは、オレが太守代理になったら、彼は降格されてしまうからだろう。

　それにしても、レイリー氏には出世欲はないと言っておいたはずだ。

「それは本当に書いてあったのですか？」

　いくらなんでもレイリー氏らしくない。

　現に太守夫人の横に座る太守も、初めて聞いたような顔で驚いているくらいだ。

「ええ、書いてあったわ。間違いなくあの子の字。丁寧で几き帳ちよう面めんで、あの子の本質がよく出ている綺き麗れいな字だわ」

　太守夫人が手紙の文字を愛いとおしげに撫なでる。

　──なんだろう？

　まるで、故人の話をするみたいな仕草だ。

「聞いて、ペンドラゴン卿。最後にはこう書いてあったの」

　太守夫人が手紙の文字を追いながら告げる。

「『新月の夜空を見上げながらこの手紙を書いています。父上と母上の下に優しい月光の加護がありますように』って──」

　手紙から顔を上げた太守夫人の頰ほおを、ポロポロと涙が流れる。

　──はい？

　どこに泣くようなポイントがあったのか分からない。

「まだ惚とぼけるのね」

　太守夫人の笑顔が消え、真顔でオレを睨ねめ付つける。

　──あれ？　なんか雲行きが怪しくないか？

「不吉な新月や死を連想する月光を結びの句に持ってきている不自然さは、シガ王国の貴族なら誰だれでも気づくでしょう」

　いえ、まったく知りませんでした。

　思い返してみれば、神話の絵本で「新月の夜は魔神の力が一番強くなる」とか「魔神を空の彼方かなたの月に追い払う」とか書かれてあったっけ。

「でも、我がアシネン家にはもっと違う意味もあるの」

「どんな意味でしょう？」

　なんとなく想像はつくが……。

「『月光の加護』は強要されて自分の意思ではない手紙を書かされているという隠語」

　へー、さすが貴族は敵が多いようだ。

　でも、そんな大切な隠語を、オレやソーケル達がいる場所で言っていいのかな？

「そして──」

　太守夫人が涙と嗚お咽えつで言葉を詰まらせる。

「──そして、『新月の夜空』は、これから自分が殺される。そういう時にだけ使われる隠語なの。もう分かるでしょ？」

　太守夫人が涙に濡ぬれた顔で、オレを睨にらみ付ける。

　憎悪で人が殺せたら、そのまま命を落としそうな視線だ。

　──まずい。

　どうやら、手紙を偽造した何者かによって、レイリー氏殺害の冤えん罪ざいをかけられているらしい。

「太守夫人──」

「ソーケル殿、君の主張もこの際に言ってしまうザマス」

　オレが誤解を解こうと口を開いたのを、にこやかな顔の緑貴族が遮った。

「は、はい！」

　──何を言う気だ？

「ペンドラゴン士爵はミーティア様と蜜みつ月げつの関係にあります」

　他人に幼ロ女リ趣コ味ン疑惑を押し付けるのは止やめて欲しい。

「こいつはミーティア様を背後から操り、『浄化の息い吹ぶき』を必要とするシーナ様を人質にして、太守夫人に重用して頂こうと考えているのです」

　いやいや、それはソーケル自身が「鬼おに喰くい薬やく」でやっていた事だろう。

「そして、魔人薬を迷宮都市に蔓まん延えんさせ、それを対価に迷賊どもまで操り、ご子息のゲリッツ様を危地に追いやった上でその身を救い、太守夫人からの信頼とゲリッツ様の歓心を得る目もく論ろ見みだったようでございます」

　それもソーケル自身の企たくらみだよね？

　──そうか。

　レイリー氏殺害の冤罪をかけるついでに、自分の罪もオレに被かぶせる気らしい。

　この絵図を描かいたのがソーケルか緑貴族かは判わからないが、このまま黙っていたら投獄されて、裁判もなしに有罪にされてしまう。

　現にこの部屋には味方は一人もいない。

　緑貴族の場違いな満面の笑みはともかく、太守夫妻はオレを息子の敵かたきだと誤解し憎々しげに睨み付けてくるし、護衛騎士達は剣の柄つかに手を掛けて殺気の篭こもった視線を投げつけてくる。

　そして、自分の勝利を確信したソーケルが、残虐に歪ゆがんだ笑みを浮かべて見下してきた。

　まさに、四し面めん楚そ歌か。

　今、この部屋にいるのは敵ばかりだ。

　だが、あえて言おう。




　──チェックメイトだ。ソーケル。




　これから盤面をひっくり返してみせよう。

「申し開きはないのかしら、ペンドラゴン卿？」

　震える太守夫人の言葉が怖い。

　──あと三〇秒くらいかな？

「ええ、そうですね。二つほど宜よろしいでしょうか？」

　タイミングが大事だ。

「言ってみるザマス」

「ソーケル殿の言葉は、全すべて彼自身の企みであるという事でしょうか？」

「なんだとっ、貴様！　愚ぐ弄ろうするか！」

　嚙みついてくるソーケルを無視して、太守夫人を見つめる。

　──あと五秒。

「それと、もう一つ──」

　バンッとノックもなく扉が開かれる。

　オレは扉の方に手を差し出して、続きを口にする。




「──レイリー殿は生きている、という事です」




　全員の視線が、扉から現れた人物に向かう。

　ソーケルなんかは顎が外れそうなほど驚いている。

　でも、「バカな」や「死んだはずだ」という呟つぶやきは、考えるだけならともかく、口にするのは愚かだと思う。

「やあ、父上、母上！　不肖の息子レイリーが戻りました──なんだ？　この雰囲気は？」

　朗らかな笑顔のレイリー氏が、とまどうように見回す。

「やあ、ペンドラゴン卿きようじゃないか！　後で筆槍竜商会の帳簿を見せるよ。凄すごいぞ──」

　オレを見つけたレイリー氏が気さくに声を掛けてくれる。

「「レ、レイリー！」」

「あれ？　父上？　母上？　そんなに再会を喜んでくれるなんて感激だなあ」

　太守と太守夫人に抱きつかれたレイリー氏が、暢のん気きに感想を口にする。

　オレは太守夫人が地面に落とした手紙を拾い上げ、紙面に目を通す。

　──やっぱりそうだ。

　オレの最大まで上げた「贋がん作さく」スキルが、この手紙が加工されたモノだと教えてくれる。

「レイリー殿、この手紙はあなたが書いたモノですか？」

「うん？　確かに私の字だが……なんだ、これは？　デタラメもいいところじゃないか。しかも、この結びの句だと私が死んだ事になる。まるで誰かがペンドラゴン卿を罠わなに嵌はめようとでも仕組んだみたいだ」

　憤慨するレイリー氏の言葉を聞いて、太守夫人が息子を見上げる。

「本当はなんと書いたの？」

「大まかに言うと、海上を漂流しているところをペンドラゴン卿に拾われた事に、交易商会を設立する資金を出して貰もらった事、それから彼は我がアシネン侯爵家に巨万の富をもたらす存在だから、決して粗略に扱わない事の三つかな？　あとは近況なんかさ」

　うん、その内容なら概ね事実だ。

　太守夫人が息子の言葉を聞きながら、静かに思考に没する。
















　緑貴族が「そういえばソーケルの屋敷には文書偽造の得意な家臣がいたザマスね」と小声で暴露する。

　それを聞いたソーケルが「ポ、ポプテマ様、それはご内密にとあれほど！」と小声で言い返して壮絶に自爆していた。

「ポプテマ様、家来の方がおいでです」

　そこに控えめなノックと共に顔を出したメイドさんが、緑貴族に声を掛ける。

　取り縋すがるソーケルを振り払った緑貴族が扉前に行き、薄汚れた服装の男から耳打ちされる。

　それをオレの「聞き耳」スキルが拾ってきた。

　どうやら、ソーケル邸と犯罪ギルドの一斉摘発が始まったらしい。

　このダメ押しは、オレが出かける前に仕込んでおいたサプライズだ。

「太守夫人、少しお耳を」

　太守夫人は再会の抱擁を邪魔されて少し不機嫌そうだったが、黙って緑貴族に耳打ちされる。

　さきほどの一斉摘発の件を伝えているようだ。

「ソーケル。長い間、ご苦労だったわね」

「なっ──レーテル様、お待ち下さい！　手紙を偽造したのは私ではありません！　誰かが私を嵌めようとしているのです！」

　太守夫人の冷たい宣告に、ソーケルが必死に取り縋る。

「あなたに私の名前を呼ぶことを許したかしら？」

「も、申し訳ありません、太守夫人様──」

　冷たい声の太守夫人に、ソーケルがぺこぺこと頭を下げる。

「そうだ母上、迷宮都市周辺の治安が悪くなっているよ」

　その様子を見ていたレイリー氏が、脈絡なく先ほどの襲撃の件を母親に語る。

「盗賊の集団に馬車を襲われたですって？」

「ああ、姿なき魔法使いに助けられたから無事だったけどさ」

　太守夫人の視線が緑貴族に向く。

「先ほど私の部下から報告があったザマス。レイリー殿を襲撃した賊の中に、ソーケル家の元執事がいたそうザマス」

　──そんな報告はしてなかったぞ？

「残念ながら、元執事は死亡していたので尋問できなかったザマス」

　──いやいや、レイリー氏襲撃犯は誰も殺してないよ？

　緑貴族の言葉は首を傾かしげる内容ばかりだったが、レイリー氏を見た時のソーケルが「死んだはずだ」という呟きがあるから、あながち不思議でもない。

　そもそも迷宮都市でレイリー氏を襲撃して利益のあるような人物は、オレの知る限りソーケルだけだ。

「迷宮での件も、ミーティア様が言っていたお話が真実だったようね」

　太守夫人が感情の篭もらない顔でそう告げる。

　どうやら、ミーティア王女が帰還後すぐ、太守夫人にオレの無実を訴えていてくれたらしい。

　なかなか義理堅い幼女だ。

「い、いえ、私は本当に黄金証を辿たどって救援に向かったのです！」

　ソーケルの悪あがきは、誰の耳にも届かない。

「ソーケル、北の尖せん塔とうで頭を冷やしなさい」

「た、太守夫人っ！」

「王都の貴範院から審議官が来るまで、身辺整理の準備をしておきなさい。あなたの実家にも手紙を出しておいてあげます。利に聡さといボナム伯爵が、家よりもあなたを取る事を祈るのね」

「わ、私は、私は……」

　最後通告を受けたような顔でソーケルが床に両手をつき、ネットのアスキーアートにあるｏｒｚのポーズで絶望を体現した。

「あいつが、あいつがいなければ……」

　地面に額を押し付けたソーケルが、自分の指を嚙かみながらブツブツと恨み言を言う。

　ソーケルの場合、概おおむね自業自得だと思う。

　チリリンと涼やかな鈴の音が部屋に響いた。

　太守夫人の鈴で呼ばれた使用人達が、左右からソーケルの腕を取って立ち上がらせる。

　その時、ソーケルの昏くらい瞳ひとみと視線が合った。

「お前がいなければ！」

　使用人の腕を払ったソーケルが、妙に素早い動きで護身用の短剣を抜いて突き出す。

　その刃先は黒い液体で濡れており、なんらかの毒が塗られている事が分かる。

「レイリー！」

　太守夫人の悲鳴が響く。

　なぜか、ソーケルの短剣はオレではなく、レイリー氏の方を向いていた。

　護衛騎士達が動くが、レイリー氏との間にいる太守の身体からだが邪魔で間に合わない。

　──させないよ？

　ストレージから取り出したナッツを指で弾はじき、ソーケルの持つ短剣を弾き飛ばす。

　なおもレイリー氏に摑つかみかかろうとするソーケルを、手加減した前まえ蹴げりで壁際まで蹴り飛ばした。

　ＡＲ表示によると、さっきの怪力と素早さは「魔人薬」の効果だったと分かった。

　指を嚙む仕草をしていたときに、「魔人薬」を飲んだのだろう。

「助かったよ、ペンドラゴン卿」

「いえ、お怪け我ががなくて何よりです」

　胸むねを撫なで下おろすレイリー氏と言葉を交わす。

　縄を打たれたソーケルが、護衛騎士に引っ立てられていく。

「ち、違う！　私はにっくきペンドラゴンを殺そうと──もっと混乱を、もっと悪意をもたらさなければ──ち、違うんだ、私は！」

　ソーケルが支離滅裂な言葉を叫ぶ。

　ふむ、「魔人薬」には精神錯乱の副作用でもあるんだろうか？

　暴れるソーケルは少し乱暴に廊下の向こうに連れ去られ、その声が聞こえなくなるまで意味不明な言葉を叫び続けていた。

　自業自得なのかもしれないが、なんとなく哀れな末路だ。

「ソーケル殿は何者かの精神魔法で操られていたのかもしれないザマス」

「精神魔法？　あの忌むべき邪法を──」

　太守夫人の眉み間けんに皺しわが寄る。

　なるほど、精神魔法は本当に嫌われているようだ。

　一応マップ検索してみたが、迷宮都市内に精神魔法を使える者はいない。

「ソーケル殿の友人達に使われていた屍しかばね薬やくの件も含めて調査してみるザマス」

「ええ、お願いするわ」

　緑貴族が太守夫人に大仰に礼をして部屋を出て行った。

　なんとなく緑貴族のソーケルを陥れるような言動と最後のソーケルの奇行が少し気になるけど、追及したら新しい面倒ごとに巻き込まれそうだ。

　君子危うきに近寄らず、って言うしね。







　エピローグ





〝サトゥーです。上う手まくいかなくて足あ搔がいて足搔きぬいた末に突然、ドミノ倒しのように順調に進む事があります。それは運だけではなく足搔いた時に積み重ねた経験が生きていると思うのです。〟






「まあまあ、レイリーとペンドラゴン卿はお友達だったのね」

「そうさ、恩人であり、私が社主を務める筆ふで槍やり竜りゆう商会の出資者兼オーナーなんだ」

　先ほどの件で太守夫人に謝られた後、公用の応接室から太守一家の私的な居間へと場所を移した。

　誤解が解けたせいか、太守夫人が先ほどとは別人のように好意的だ。

「奥様、ペンドラゴン士爵様からの贈り物をお持ちいたしました」

　談笑していると、執事が台座に載った贈り物の数々を搬入してきた。

　公都で配ったのと同じ光ひかり石いし細工以外は砂糖航路で入手した品がほとんどだ。

　台座の上で一際目立つ「美男子裸像」を見た太守が、「ふぅおおおぉ」と奇声を上げる。

　太守夫人が夫の醜態をフォローしようと、お澄まし顔で語り始める。

「どれもこれもシガ王国では貴重な品ね。特にこちらの美術品は──」

　だが、マニア心を刺激された太守の情熱は留とどまるところを知らないようだ。

「これはフルー帝国のガルドイラ師の作品、それも幻の後期作品だ！　この躍動感は彼の弟子には出せない！　間違いなくガルドイラ師自身の手による品に間違いな──」

「──あなた」

　熱い口調で美術品について語る太守を、太守夫人の一言が封じ込めた。

　適当に選んだ裸像だったが、マニアな太守にも充分満足して貰える品だったらしい。




　それにしても立派な部屋だ。

　花々の咲き乱れる庭に面した側は、迷宮都市では珍しいガラス張りになっており、反射を利用したガラス細工がキラキラとした光の芸術を作り上げている。

　お茶も出なかった先ほどと違い、美お味いしい青紅茶に素敵なお茶請けまで付いていた。

　お抱えシェフが作った蜜みつ菓子は宝石のように綺き麗れいだったが、オレにはちょっと激甘過ぎる。

「へー、かわったお菓子だね」

「カステイラというのね。とっても美味しいわ」

　レイリー氏と太守夫人はオレが土産に持ってきたカステラを絶賛してくれた。

「レイリー、先ほどペンドラゴン卿が商会の出資者兼オーナーと言っていたけど、どういう事かしら？」

　カステラを食べ終わった太守夫人が、部屋に入ってきた時の話題に話を戻した。

「そのままさ。彼がいなかったら、商会の発足なんて考えられなかった」

「私は資金と船をレイリー様に提供しただけです」

　あんまり持ち上げられても困るので、事実だけに訂正しておく。

　なお、お茶やお菓子に興味がない太守は、さっきからオレが贈った裸像をどう飾るのかに頭を悩ませるのに忙しそうで、会話に加わる様子はない。

「謙けん遜そんしなくていいさ。王都の門閥貴族でも、一家で外洋帆船を三隻も用意できない」

　あれはたまたま漂流してきた無人船を拾っただけだから。

「それに君の酒侯の地位と莫ばく大だいな資金がなかったら、今回のような濡ぬれ手てで粟あわの大商いはできなかったさ」

　レイリー氏は「莫大な資金」なんて言っているけど、仕入れに必要だと書いてあった資金の二倍くらいしか提供していない。

　オレの総資産からしたら、誤差みたいな額だしね。

「酒侯？　あまり聞き覚えがないのだけれど、魔導王国ララギの酒爵のような称号かしら？」

「そうさ。酒侯は酒爵の更に上、魔導王国ララギでは侯爵位に匹敵し、あの嫌がらせのような関税をほとんど無効にできる魔法の称号さ」

　太守夫人が酒侯の地位に喰くい付き、レイリー氏が自分の事のように自慢する。

　椅い子すの傍らに置いていた鞄かばんから取り出した宝石箱を、レイリー氏が使用人に命じてテーブルの上に載せさせる。

「関税？　もしかして──」

「そうさ。王都のご婦人方の大好きなイシュラリエの『天てん涙るいの雫しずく』だよ」

　ドヤ顔のレイリー氏が、宝石箱を開くと太守夫人が満面の笑みになる。

「んまぁああああ、なんて素晴らしいのかしら！」

　歓声を上げたのは太守夫人だけではない。

　周りに控えていた侍女さん達も、お互いの手を取り合って黄色い声を上げていた。

　さっきまでの楚そ々そとした雰囲気とのギャップが凄すごい。

　この「天涙の雫」がそれほど人気という事だろう。

「これは一級品ね。光に翳かざした時に綺麗な紋様がはっきり見えるもの」

「母上、これを王都のサロンで捌さばきたいんだ。母上の友人のリットン伯爵夫人に頼んで口添えを貰もらえないかな？」

「ええ、もちろんですとも。エマも喜ぶわ」

　後でレイリー氏に教えて貰ったが、エマ・リットン伯爵夫人は太守夫人の親友で、王都の門閥貴族の女性達の中でも特に情報発信力が高い人物らしい。

「それにしても、これほどの品をよく仕入れられましたわね。レイリーには商才があるのかしら？」

「そうさ！　──と言いたいところだけど、これもペンドラゴン卿きようのコネのお陰なんだ。彼の貴族旗を上げていたお陰で、イシュラリエ王国のサバーン王子を祖国へ送る大役を任されてね。その縁で一級品の『天涙の雫』を扱えたのさ」

「なら、これは今回だけじゃないのかしら？」

　太守夫人の瞳がギラリと輝く。

「ああ、もちろんさ──ただし、ペンドラゴン酒侯の旗を上げ続けられる限りだけどね？」

　レイリー氏がオレに向けてパチンとウィンクする。

　こういう仕草は日本人にはマネできない。

「あらあら、それならば、ペンドラゴン卿とは家族同然のおつきあいをしないといけないわね」

　太守夫人が肉食獣のような笑顔でこちらを見る。

　嫁を紹介せずにいてくれるなら、幾らでも酒侯旗を使って下さい。

「母上、傍系の娘を嫁にって話なら止やめておいてくれ」

「あら？　直系をっていうの？」

「そうじゃないさ。彼は妖よう精せいの国の女王様に恋煩い中らしいから、女王様に振られるまでは逆効果なのさ」

　少し気恥ずかしいから、本人の前で恋煩いとか言わないで欲しい。

「だから、普通に彼の求める便宜を図って上げればいいさ」

「普通の便宜──ペンドラゴン卿、先ほど何か仰っていらしたわよね？」

「はい、公立養護院の再建許可と──」

　オレは言葉の途中で都市内の浮浪児達の数を検索する。

　予想よりも多かった。これだと公立養護院だけだと収容しきれない。

「──私立養護院の新設許可、そして定期的な炊き出しの許可の三つをお願いしたいのです」

「商業優先権や利権じゃなく慈善事業かい？　魔導王国ララギの時も海賊から救った連中が路頭に迷わないように援助していたし、君は本当にお人ひと好よしだなあ」

　オレの要求を聞いたレイリー氏が呆あきれたように呟つぶやく。

　別にボランティアが好きなわけじゃない。

　オレが気分良く迷宮都市生活をするのに必ひつ須すなだけだ。

　散歩中に路地裏で膝ひざを抱えている子供達を見かけると、美味しいモノを食べ歩くのが後ろめたく感じるんだよね。

「その程度なら、すぐにでも叶かなえましょう。公立養護院は前に陳状が上がっていたし、役人達に再建するように言っておけばいいわ」

　太守夫人が立て板に水の速さで即決していく。

「私立養護院の土地や建物は確保しているのかしら？　まだなら、執事のバスチアンに相談なさい──バスチアン、ペンドラゴン卿に良い物件や工房を紹介するように」

　後半は壁際に立っていた執事さんへの言葉だ。

　それにしても、公都の執事セバフさんといい、どうしてこうニアピンの名前なのか気になる。

　オレの屋敷の周りの空き地や空き家が余っているから、私立養護院はそれを補修してやればいいだろう。

　ギルドで勧められるままに纏まとめ買いしておいて良かった。

　なお、人材募集時にはシーメン子爵に紹介して貰った貴族達や太守夫人に、力を貸して貰う予定だ。




　こうして、有意義なお茶会は終わり、レイリー氏がエントランスまで見送りに来てくれた。

「あの調子で交易を続けられたら、三年で君の出資金を返済できそうだ。できれば追加の船を欲しいくらいさ」

「なら、懇意にしている商人に依頼しておきましょう。前に外洋帆船を三隻手に入れられそうだと手紙を送ってきていたんですよ」

　オレはアキンドーという架空の名前の商人をレイリー氏に伝えておく。

　その内に、命名スキル持ちの知り合いを作って、交流欄の名前リストに偽名を登録しないとね。

「これは今回の配当金だ。次からは商業ギルドの為替かわせで送るよ」

「はい、楽しみにしています」

　金貨の詰まった重い袋を受け取りながら、オレは為替がこの国にあったのに驚いた。

　そりゃそうか。「宝物庫アイテムボツクス」スキルを持つ人はそんなに多くないし、こんなに重い金貨を大量に運ぶのは大変だもんね。





◆






「お帰りなさい。その顔だと、上手くいったみたいね？」

　屋敷に帰ると、庭で子供達と一緒に雑草で紐ひもを編んでいたアリサが出迎えてくれた。

　アリサに編み方を教わっていた子供達も、口々に「若様、おかえり」と言って笑顔になる。

「ああ、養護院の再建許可は出たよ。公立の方は人員の手配も予算も全部シガ王国が出してくれる。私立養護院の建設についても、職人ギルドへの口利きをして貰える事になったし、オレ達の屋敷の辺りも衛兵の巡回路に追加してくれるそうだ」

　これで後顧の憂いなしに、趣味の工作や仲間達との迷宮探索に打ち込めるよ。

「へー、破格じゃない。どんな魔法を使ったの？」

　オレの言葉を聞いたアリサが目を丸くする。

「ちょっと長くなるから、お茶をしながら話そう」

　オレはアリサに外で働いている仲間達を呼びに行かせた。




　砂漠から吹く砂交じりの風が、オレの髪を揺らす。

　空を見上げると、雲一つない快晴の空に白い満月が見えた。

「良い天気だ」

　ミーティア王女の不利益になりそうだから出さなかったけど、万能薬か下級エリクサーがあれば太守夫人の娘の病も完治できるはずだ。

　当面はミーティア王女の「浄化の息い吹ぶき」があるだろうし、その辺りの事情がもう少し詳しく分かってから薬品を提供するとしよう。

　蔦つたの館やかたの地下設備を使って迷宮素材のアイテムも作りたいし、ようやく好きな事が好きなだけできる。

　迷宮都市に来た主目的である仲間達のレベル上げは、もう一月か二月もあれば達成できるだろう。

　この都市は亜人への差別も少ないみたいだし、アリサやミーアの協力で上級魔族クラスに対抗できるランクのオリジナル装備にも目め処どがついた。

「あとは、のんびり楽しく迷宮生活を送るとしよう」

　アリサに先導されて駆けてくる仲間達に手を振って、オレは愉快な未来図を想像しながら笑みを浮かべた。

　さて、今日も異世界の一日を楽しもう！







　あとがき




　こんにちは、愛あい七ななひろです。

「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第一〇巻を手に取っていただき、ありがとうございます！

　そう、一〇巻！　ついに二ふた桁けたです！

　第一巻執筆時には予想だにしていなかった巻数なので、まさに感無量です。

　この感動のままに、アニメ化企画の進しん捗ちよくについて語りたいところではありますが、かなり早い時期にあとがきを書いているので、続報はまだありません。ごめんなさい。

　この巻が刊行されている頃には何か新情報が出ているかもしれないので、ご興味のある方はカドカワＢＯＯＫＳのデスマ公式サイトをご覧になってみてください。




　では、このまま本書をレジまで持って行って貰もらえるように、本巻の見所を語りましょう。

　書き下ろしだった前巻やこれまでの巻に比べ、本巻は新エピソード比率が低めになっております。

　これだけを聞くと「手を抜きやがって！」と言われそうですが、実際のところ、書き下ろしだった前巻よりも遥はるかに手間暇を掛けているのでご安心下さい。

　この迷宮編はＷＥＢ版の構成や文章がかなり気に入っていたので、元の良さを残しつつ新たなメインエピソードに絡めて執筆する手法を取り入れてみました。

　本巻のゲストヒロインの「のじゃ姫」ことミーティア王女にスポットを当てつつ、サトゥー達が迷宮都市に拠点を構えて行く姿をゆったりと描いています。

　もちろん、ＷＥＢ版にはないサトゥーや仲間達の活躍シーンや迷宮料理に舌鼓を打つシーン、それからサトゥーの規格外な行いシリーズもちゃんと追加しておきました。

　もうちょっと語りたいのですが、今回はページ数が少ないので、第一〇巻の内容はこのあたりで締めましょう。




　最後に恒例の謝辞を！　新担当のＡさん、そしてｓｈｒｉさん、その他この本の出版や流通販売に関わった全ての方、そして応援してくださっている読者の皆様に感謝を！

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、迷宮都市編Ⅱでお会いしましょう！


愛七ひろ


















　聖女の魔力は万能です　電子特別お試し版　（著：橘由華　イラスト：珠梨やすゆき）
















　どこにでもいる、ちょっと仕事中毒な20代ＯＬ・セイは、残業終わりに異世界召喚された。……でも、急に喚びだした挙げ句、人の顔見て「こんなん聖女じゃない」ってまさかの放置プレイ!?　王宮を飛び出し、聖女の肩書きを隠して研究所で働き始めたセイだったが、ポーション作りに化粧品作り、常識外れの魔力で皆の〝お願い事〟を叶えるうち、どんどん『聖女疑惑』が大きくなってしまい……。

　聖女とバレずに夢の異世界スローライフを満喫出来るか!?








プロローグ









　ある日突然【聖女召喚の儀】で異世界に喚よび出された。










　それは深夜遅く、仕事から帰宅し、玄関で靴を脱ごうとしたところで起こった。

　突然足元から白い光が溢あふれ出し、あまりの眩まぶしさに目を閉じた。

　次に目を開けたところ、目の前に見えたのは住み慣れたマンションのキッチンではなく、石造りの壁に囲まれた二十畳程度の部屋だった。

「成功したぞ！」

「「「おおおおおおおおおおおおお！！！」」」

　何やら騒がしいけど、それを無視して周りを見渡す。

　正面にはサーコートを着込んだ騎士のような人や、足首まであるローブを着込んだ人が思い思いに喜び合っていた。

　騎士達はそれぞれの肩を叩たたき合う等しながら笑い合い、ローブ姿の人達は床にへたり込んでいるものの、一仕事やり遂げたというような体ていで顔に仄ほのかな笑みを浮かべている。

　床を見ると何やら線が引いてある。

　線は黒色で、微妙に床と同化していたため、よく目を凝らさないと見えなかったが、線で引かれた物は魔法陣のようであった。

　右側を見ると壁であり、左側を見るとこの部屋で唯一、私と同じような服を着た女の子がいた。

　同じような服といってもスーツ等ではなく、ニットにスカートというカジュアルな格好で、有体に言えば現代の服を着ていた。

　そう、周りの人間は私と彼女以外、鎧よろいだったりローブだったり、ここはゲームの中か？　と突っ込みたくなるような服を着ている。

　見慣れた格好をしているのは私と彼女だけだった。

　女の子は十代中頃から後半といったところだろうか。

　未だ呆ぼう然ぜんとしたまま、床に座り込んでいる。

　私と同じく突然この状況に放り込まれたのだろう。

　正直なところ、私も何が何だか分からず叫び出したい気分ではあったが、少しでも落ち着いて状況の把握に努めようと必死だったりする。

　周りの状況を一通り把握したところで、左側の女の子の更に向こう側にあるドアが開き、数人の人間が部屋に入ってきた。
















　先頭はロココスタイル without ヅラといった格好の、所謂いわゆる貴族のような格好をした赤髪の超イケメン、その後ろは黒髪のイケメン騎士が一人と、赤髪の男の子よりは地味な貴族服を着た濃紺の髪の、これまたイケメンな青年が一人。

　様子から察するに、赤髪君が王子様、騎士は近衛、青年は高い地位にある文官といったところだろうか。

　それにしても、赤い髪って……。

　あんなドギツい色に染めるなんて、将来禿はげるぞ。

　なんて、少しばかり現実逃避をしているうちに、先頭を歩いていた赤髪君は床に座り込んでいる女の子の前に跪ひざまずくと、すこぶるいい笑顔でこう言った。

「貴女が【聖女】か？」

　……。

　…………。

　………………。

　……………………はい？








第一幕　薬用植物研究所









　喚び出されてから一ヶ月。

　季節は本格的な春に向かうところで、私は王宮にある薬草園で薬草の種を蒔まいていた。

　どうして薬草園で種を蒔いているのかって？

　それは今、私が薬草園の隣にある薬用植物研究所に所属しているからよ。

　ついでに言えば、住んでいるのも研究所ね。

　ええ……、王宮にではないわ。

　研究所に住んでいます。





◆






　あの日、ここスランタニア王国に古いにしえの時代より伝わる【聖女召喚の儀】という儀式で、私──小鳥遊たかなし聖せいは異世界に喚び出された。

　この国では至る所で瘴しよう気きと呼ばれる物が発生するらしい。

　瘴気というのは割と身近に発生する物で、人間にとっては良くない物だそうだ。

　詳しい理論は判明していないが、ある一定以上の濃度の瘴気が魔物となるらしく、瘴気が濃くなれば発生する魔物もそれに比例して強くなるそうだ。

　そこにいる魔物を倒すとその周辺の瘴気は薄くなるため、魔物を倒し続ければ瘴気が必要以上に濃くなることは防げる。

　しかし数世代毎ごとに、魔物を倒す速度を遥はるかに超える速度で瘴気が濃くなる時代があり、そのようなときには昔から王国内に【聖女】となる乙女おとめが現れたそうだ。

　【聖女】の使う術というのは、かなり強力な物のようで、あっという間に魔物が殲せん滅めつされるらしい。

　この術のおかげで、魔物を倒す速度と瘴気が濃くなる速度の釣り合いが取れるとか。

　一説によると【聖女】がいるだけで、その周辺の瘴気が濃くならないとの報告もあったそうだ。

　どんだけー。

　そんなふうに常日頃は自然発生する【聖女】だけど、ただ一度だけ、どれだけ瘴気が濃くなろうとも現れなかった時代があったらしい。

　時の賢者達があらゆる術を検証し構築したのが、彼方かなたより【聖女】となる乙女を召喚する、この儀式であると言われている。

　はた迷惑なことに、そんな儀式で喚び出されました。

　この儀式、如何いかんせん大昔に一度行われたきりの儀式なもので、本当に【聖女】が喚び出されるか、やってみるまでは分からなかった代物らしい。

　しかし時の賢者達というのは偉大だったみたいで、本当に喚び出されましたよ。

　二人も。

　今まで【聖女】は、その時代に一人しか現れなかったらしいけどね。

　今回喚び出されたのは、何な故ぜか二人。

　過去と比較して、今回はかなりひどい状態らしいので、それに比例して人数も増えたのかしら？

　謎ね。

　ここまでが、この一ヶ月で知った【聖女召喚の儀】についての話ね。

　そして、ここからは、どうして私が薬用植物研究所に住むことになったのかという話をしたいと思う。

　あの儀式の後、部屋に入ってきた赤髪君は紛れもなく、この国の第一王子様であったようだ。

　その第一王子様は私には目もくれず、只管ひたすらもう一人の女の子、御み園その愛あい良らちゃんに話しかけ、愛良ちゃんだけを連れて部屋を出て行った。

　まあね。

　こちらは二十代、片や愛良ちゃんは十代後半。

　どちらが王子様と年が近いかというと、もちろん愛良ちゃん。

　しかも茶色のふわふわとした髪に、透明感のある白い肌に薔ば薇ら色いろの頰、少したれ目の守ってあげたくなるような可か憐れんな、ゆるふわ女子。

　忙しさのあまり、こだわることもなく一ひと纏まとめに括くくったぼさぼさ髪に不健康な白い肌、目の下に万年クマが居座っているような眼鏡女と比較するのはおこがましいってものよね。

　愛良ちゃんだけを目に入れたいって気持ちも分からなくはない。

　でもね、断りもなく人を呼び付けておいて存在を無視するとはいい度胸だと思う。

　周りにいた騎士さんやローブさんもあまりの王子のスルー力に呆あつ気けに取られていたけど、取り残された私に気付くとひどく狼ろう狽ばいしていた。

　見事にスルーされた私をどう扱っていいのか分からなかったのでしょうね。

　そのまま呆ほうけていてもしょうがないので、その辺にいたローブさんの襟首をつかみ、にっこりと微笑ほほえみながら問い質ただした。

「ねぇ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「な……、何でしょうか？」

　私に捕獲されたローブさんは声を搾り出したというように、恐る恐る答えた。

　私より背が高いくせに、眉まゆを八の字にしてオロオロと視線を彷徨さまよわせるなんて、まるで私がいじめているみたいじゃない。

　普段であれば罪の意識を感じるところだったのだろうけど、このときはそれどころではなかったので、気にせず思いつくままに聞きたいことを聞いた。

「ここはどこかしら？」

「ここはスランタニア王国の王宮でございます」

「スランタニア王国？」

　聞いたことのない国名だった。

　世界には色々な国があるので、もしかしたら私の知らない国なのかもと思ったけど、それが完全なる現実逃避であることは頭の片隅で理解していた。

「そう。それで？　どうして私はここにいるのかしら？」

「それは……、その……」

　言い淀よどむローブさんだったが、私がスッと目を細めると、慌てて説明してくれた。

「せ、【聖女召喚の儀】でお呼びしたのです！」

「【聖女召喚の儀】？」

　そこからは【聖女召喚の儀】に関しての説明が始まり、その内容は先に挙げた通りだった。

「やっぱり、ここは私がいた世界とは違う世界なのね」

「恐らく、そうだと思います……」

　元いた世界で、瘴気という物も、魔物も、身近に発生するという話は聞いたことがない。

　もしかしたら、本当にもしかしたら、瘴気も魔物も元の世界でも実は発生していて、私が知らなかっただけかもしれないなんて僅わずかな希望にすがるように思ったけど、ローブさんの口振りでは、このことはスランタニア王国では世間一般に広く知られている内容のようだった。

　この辺りで、理解したくはなかったけど、私は異世界に召喚されたのだと理解した。

「それで、その【聖女召喚の儀】というのは分かったけど、元の世界に戻るにはどうしたらいいのかしら？」

【聖女】は瘴気の濃さを調整するために発生するのだから、瘴気が濃くなる速度が通常通りに戻れば【聖女】がいる必要がなくなり、もしかしたら元の世界に帰れるかもしれない。

　そう思って問いかけたが、ローブさんは「いえ」と小さな声で言い、希望はあっさり打ち砕かれた。

　元より、異世界から【聖女】が召喚されること自体が二度目で、前回召喚された【聖女】は生涯この国に留とどまっていたと伝わっており、元いた世界に戻る方法は今のところないとのことだった。

　もう戻れないというのはショックだった。

　ただ、そこまで聞いて、余計に先程の第一王子の態度が頭に来て、とりあえず必要だと思ったことを簡単に聞き終えた私は、そのままこの国を出ようと思った。

　まずは手始めにこの部屋から出て、この部屋がある王宮から出て、王宮のある王都から出て、最終的には隣の国に行こうとした。

　今思い返すと随分と浅慮だったと思うけど、とにかく、ここにいたくなかった。

　必要なことを聞き終えた私がローブさんの襟首から手を離し、部屋の外に出ると、慌てた騎士さん達が後ろを追いかけて来た。

「聖女様！　どちらに行かれるので!?」

「私は出て行くわ」

「そんな、お待ちください！」

　とっとと出て行こうと思ったのだけど、そこは流石さすがに王宮。

　広過ぎて、どこから出て行けばいいのか、さっぱり分からなかった。

　頭に血が上っていたから適当にずんずんと進んだけど、結局、追いかけてきた騎士さんが前に立ち塞ふさがり、止められた。

　行く手を遮られ、苛いら立だっていたこともあり、じろりと睨にらむと、先程のローブさんと同じように騎士さんも眉を八の字にした。

「お願いします。もう少々お待ちください」

「さっき話していた分の時間もあるし、あの部屋には随分と長いこといたと思うのだけど？」

「それはそうなのですが……、そこを何とか」

　騎士さんが大きな体を縮こまらせて、どうにか私を押し留めようとするのを見て、少しだけ頭が冷えた私は渋々といった体ていで頷うなずいた。

　それを見た騎士さんは、あからさまに安あん堵どし、「こちらにどうぞ」と言いながら王宮内のどこかの部屋に私を案内した。

「担当の者が来ますので、こちらでお待ちください」

　騎士さんがそう言い置いて出て行くと、入れ違いにメイドさんがティーセットの載ったワゴンを押しながら部屋に入ってきた。

　メイドさんに淹いれてもらった紅茶は流石というべきか、とても美お味いしかった。

　温かい紅茶はイライラした気持ちを落ち着かせてくれ、冷静になった私は頭の中を整理することにした。

　紅茶を淹れ終えた後、メイドさんは特に話しかけてくることもなく、手持ち無ぶ沙さ汰ただったせいもある。

　もしかしたら、私の置かれた状況を慮おもんぱかって、そっとしておいてくれたのかもしれない。

　彼女はこちらを窺っている様子はあるのだけど、静かに壁際に立っていた。

　そして、待つこと一時間。

　日本で怒れる顧客を一時間も待たせたら、確実に契約切られるわよねと怒りが再燃して来たあたりで漸ようやくドアが叩たたかれた。

　ノックの音に、「どうぞ」と返すと、第一王子が着ていた服よりは遥かに地味な、けれど同じような格好をした、この国の高官らしき人物が部屋に入ってきた。

　メイドさんが淹れてくれた紅茶はとても美味しかったし、考えを整理する時間が取れたのはありがたかったけど、流石に一時間も待つのはきつかった。

　だから入ってきた高官さんを思わず睨んでしまったのは仕方がないと思う。

　私の視線にびくりと体を震わせたこの国の高官さんは、額の汗を拭ふきながら、更に詳しくこの国のことや、私の置かれている状況について等を説明してくれた。

　そのときに聞いた外の様子から、私を止めてくれた騎士さんにとても感謝した。

　いくらなんでも王都を出たら魔物が闊かつ歩ぽする草原が広がっているとか、隣の国まで馬車で一週間かかるとか、道中盗賊が出ることもあるとか、正直この世界のことをよく分かっていない私には隣国までたどり着くというのは、はっきり言って無理ゲーだった。

「出て行かれると仰おつしやっていたと伺っていますが、すぐに王宮の外で暮らすというのも現実的ではございません」

　神妙な面持ちの高官さんの話を聞き、確かにその通りだと思えた。

　王都で暮らすくらいなら結構行き当たりばったりでも、どうにかなるかなとも思ったのだけど、同時に、日本にいたときと同じ感覚で行動をすると取り返しが付かないことになるかもしれないとも思ったからだ。

　海外旅行に行くときに注意する内容と同じね。

　王都で暮らすにしても、暫しばらく王宮で過ごして、この世界に慣れてからでも遅くはないかもしれない。

　そう思って、高官さんの言葉に従い、王宮に住むことにした。





◆






　高官さんとの面談の後、紅茶を淹れてくれたメイドさんに連れられて、これから滞在することになる部屋に移動した。

　案内された部屋は日本で私が住んでいたワンルームの部屋よりも広く、しかもホテルのスイートルームのようにリビングと寝室の二部屋が繫つながった部屋だった。

　インテリアもロココ調でとても豪華、いつか行ってみたくて、インターネットでよく見ていたヨーロッパの高級ホテルのようだった。

　部屋に通され、リビングにあるソファーに座ると、どっと疲れが出た。

　窓から差し込む光は昼間であることを教えてくれたが、召喚されたとき、日本は深夜で、しかも仕事から帰った後だった。

　どうやらスランタニア王国と日本とでは時差があるみたいね。

　連日連夜の深夜残業による疲れと、突然召喚され環境が激変した影響だと思うけど、ソファーに座った後のことは覚えていない。

　多分、寝てしまったんだと思う。

　目が覚めたら、誰かが運んでくれたのか寝室のベッドの上で、次の日の朝だった。

　着ていたコートとスーツは脱がされて、白いネグリジェを着ていた。

　一体、誰が着替えさせてくれたのだろう？

　ここに案内してくれたのはメイドさんなので、恐らく彼女じゃないかとは思うけど、ちょっとだけ不安だった。

　とりあえず着替えようかと思ったけど、好き勝手に部屋を漁あさるのもどうかと思ったので、リビングには誰かいるだろうかと思いながら移動した。

　リビングへの扉を開けたら、そこには前日に部屋に案内してくれたメイドさんが待機していてくれた。

　着替えたい旨を伝えると、寝室に連れて行かれ、色々なドレスを出してきてくれたのだけど、どれも装飾が派手で、恐ろしく高そうな、着たが最後、汚すのが怖くて動けなくなりそうな物ばかり。

　どこかに出かける予定もないので、動きやすい、装飾が控えめなドレスをお願いし、唯一あった少し豪華なワンピースと言えなくもないドレスに着替えた。

　着替えの最中に聞いたところ、ネグリジェに着替えさせてくれたのは彼女だった。

　お礼を言うと「とんでもないことでございます」と返された。

　どうにも、ひどく気を遣つかわれているような気がするのだけど、指摘しても益々恐縮されそうなので、気にするのはやめたわ。

　それは着替えのお礼を言ったときに体験したしね。




　そうして王宮で過ごすこと二週間。

　私は時間を持て余していた。

　最初の三日間は、まだ良かったのよ。

　この世界に慣れないといけないと思って気が張っていたし。

　でも、段々暇に耐えられなくなってね。

　確かに衣食住の保障はあったけど、それ以外は放置プレイだったからね。

　高官さんは最初に会って以来、一度も顔を合わせることはなく、何の音おと沙さ汰たもなかったのよね。

　何かしら連絡があるかと待っていたんだけどね。

　部屋にメイドさんはいてくれるから多少は雑談したりするのだけど、一日中話し続けるというのも難しいし、彼女も他に作業があるようで、ずっと部屋にいる訳ではないのよ。

　そういうときは一人で部屋にいることになるんだけど、テレビもスマホもないところで、何もせずに過ごすのは辛つらかった。

　流石さすがに暇に耐えられなくなって、部屋に引きこもってばかりも良くないし散歩にでも行くかと思い立ち、メイドさんに伝えると、彼女も一緒に行くと言われた。

　ただ、彼女にも仕事があるから、私の暇つぶしに付き合わせるのは申し訳なくて、部屋の前の庭を少し歩くだけだからと一人での散歩を強行した。

　大分渋られたんだけどね。

　そうして、最初は部屋の前の庭だけだったのが、日に日に移動範囲が広がり、あちらこちらをうろうろしていたところ、見つけたのが薬草園だった。

　日本では仕事のストレス解消にハーブやアロマセラピーに嵌はまっていたこともあり、薬草園はとても興味深かった。

　植えてある薬草は日本で植えていたものと見た目が同じものもあり、植生は地球と変わらないのかしらと考えていると、声をかけられた。

　後ろを振り向くと、深緑の髪と瞳ひとみが印象的な、人懐っこそうな顔をした青年イケメンが立っていた。

　声をかけて来たのは薬草園の隣にある薬用植物研究所の研究員だった。

「研究所に何か御用でしょうか？」

「いえ、ただの散歩です。面白いなと思って、見ていただけです」

　薬草園を面白いと言った私に興味を持ったのか、研究員さんはそのまま、その辺りにある薬草について説明をしてくれた。

　ラベンダー、ローズマリー、アンゼリカ等、日本と変わらない名前で呼ばれる薬草は、その効能もほとんど変わらないものだった。

「この薬草からＨＰポーションができるんですよ」

「ＨＰポーション!?」

　薬草の説明の間にＨＰポーション等という、ゲームかよと突っ込みたくなる単語があり、思わず驚くと、研究員さんはにっこり微笑ほほえんでポーションについて説明してくれた。

「こちらの薬草は乾燥させて傷薬にしたり、煎せんじて飲んだりしても、それなりに効果があるのですが、ポーションにすることで更に効果が高まるんです」

「へぇ、そうなんですね」

　研究員さんの所属する薬用植物研究所では薬草そのものについての研究も行っているけど、彼が主に研究しているのはポーションだそうで、その後もポーションについて色々な話を聞いた。

　各種ポーションに使われている薬草について聞いていると、元の世界で、その昔、傷薬として使われていた薬草が、こちらではＨＰポーションの原料として使われていたりして、ポーションの効果と原料となる薬草の効能というのが繫がっていて面白かった。

　そうして薬草の説明を受けていると、あっと言う間に時間が過ぎ、夕方に差し掛かったため王宮に戻ることにした。

「色々なお話が聞けて楽しかったです。ありがとうございました」

「こちらこそ。また来てくださいね」

　そんな研究員さんの優しい言葉に甘え、次の日もまた薬草園まで散歩に出掛けた。

　そうして、ふらふらと薬草園を歩いていると、またあの研究員さんが声をかけてくれ、前日と同じように、そのとき歩いていた周辺に植えてある薬草の効能だったり、その薬草からできるポーションの効果だったりを話しながら、私の散歩に付き合ってくれた。
















　三日目までは薬草園で話していたけど、四日目には研究所に案内してくれて、そこでは他の研究員さん達も色々な話を聞かせてくれた。

　研究員さん達から聞く話はとても面白く、主な話は薬草やポーションのことだったけど、王都で流は行やっている物の話や、王宮で働いている人達の話等も教えてくれた。

　そうやって毎日入り浸っていると、段々と王宮から薬草園まで通うのが面倒になってきたのよ。

　だって、王宮から薬草園まで徒歩で三十分はかかるのよ？

　王宮というだけあって、その庭園は果てしなく広いのよね。

　メイドさんに聞いたら、見える範囲全て王宮ですって。

　そんな広い場所を往復一時間かけて研究所に通っていたのだけど、通うための一時間があれば研究員さん達から更に話が聞けるのにと思ったのよ。

「もういっそ、ここに住みたいわ」

「それもいいと思いますよ。実際、俺も含めて研究員の何人かは研究所に住んでいますしね」

　胸の内を吐露すると、あっさりと賛成してくれたのは、この数日ですっかりと仲良くなった研究員さんであるジュードだった。

　彼は薬草園で初めて声をかけてくれた研究員さんだ。

「そうなんですか？」

「えぇ、王都に邸やしきがある人もいますけどね。ここは王宮を挟んで王都とは反対側にありますし、しかも王宮からも距離がありますからね。過去に同じようなことを考えて住むようになった研究員がいて、それから住む人が増えたんです」

　ジュードは王都に家族が住んでいるから、最初はそこから通っていたらしいのだけど、研究所に住んでいる研究員がいることを聞いて、さっさと研究所に住むようになったらしい。

　やっぱり王都から通うのが面倒になったからだとか。

　皆考えることは同じなのねと心の中で呟つぶやいていると、後ろから声がかけられた。

「今日は何を話しているんだ？」

　ジュードと二人揃そろって振り返ると、そこにいたのは、この薬用植物研究所の所長であるヨハン・ヴァルデックさんだった。

「今は雑談していました。王宮から通うのが大変なので、ここに住めるといいのにって話していたんです」

「ここに？」

「えぇ。研究員の方達も何人か住んでいらっしゃるんですよね？」

「まぁ、そうだな。何だ、君も研究員になりたくなったのか？」

　所長さんはニヤリと笑うと予想外のことを言った。

　ここで働く？

　確かに、研究所に住んでいるのはここで働いている研究員さん達で、部外者が住もうとは普通考えないわよね。

　後で王宮から王都に引っ越すにしても、無職の状態よりは職があった方がいいのは明らかだし、何より、日がな一日、王宮でぼーっとしているよりは遥はるかに有意義だ。

　それに日本でも趣味にしていた薬草や、逆に馴な染じみがないポーションのことを学べると思うと、とてもワクワクした。

　うん、この薬用植物研究所で働くというのは、とてもいい考えね。

　そこまで考えて、私はにっこりと微笑みながら所長に向き直った。

「そうですね、研究員になりたいです」

「おっ、そうか？　じゃあ、手続きしないとな」

　所長は冗談なのか、そうじゃないのか分からない、おどけた態度でそう言うと、再びふらりと所長室の方へ歩いていった。

　実際、このとき一緒に側そばで話を聞いていたジュードは所長の冗談だと思っていたらしい。

　研究所に配属後に挨あい拶さつをしたら、驚いて、そんなことを言っていた。

　思い立ったが吉日。

　王宮の部屋に戻ってすぐに部屋にいたメイドさんに、最初に会った高官さんに取り次いでもらえるよう頼んだ。

　その日は既に夕方となっていたため、高官さんとは翌日会うことになった。

　次の日、高官さんは私が朝食を食べ終わり、お茶を飲んで一休みしていたときに部屋に来てくれた。

「何か、お話があると伺いましたが」

「はい、実は薬草に興味があるので薬用植物研究所で働きたいと思っているんですけど……」

「よろしいですよ」

「え？　いいんですか？」

　あまりにもあっさりと了承されたので、話を聞くと、どうやら研究所の所長さんが話をつけてくれていたらしく、王宮から研究所に引っ越すというところまで話がついていた。

　私も半ば冗談だろうと思っていたのだけど、所長さんはちゃんと動いてくれていたらしい。

　しかも、高官さんから了承まで貰もらってくれていたなんて。

　やるな、所長。

　そこからは、さくさくと準備が進んだ。

　元々私物は、この世界に喚び出されたときに着ていたコート、スーツに靴、後はビジネスバッグくらいで少ない。

　とはいえ、一着しかないスーツを着て研究所で働く訳にはいかず、着替えはもちろんのこと、生活用品も必要だ。

　その辺りは高官さんが用意してくれるというので、お任せした。

　用意してくれた物は、研究員が着ていてもおかしくない、飾り気のないシャツやスカート、ワンピース等の洋服や、タオルや石せつ鹼けん等の生活用品。

　揃えてもらった洋服を見ると、短い間だったけど王宮で生活しているときに好んで着ていたドレスやアクセサリーも入っていて、新しく用意してもらった物はそれらと同系統のデザインの物が多く、私の好みを考慮に入れてくれたみたいだった。

　生活用品に至っては、恐らく部屋の家具なんかも揃えてくれたのかもしれない。

　引っ越してから部屋の中を確認すると家具が備え付けてあったからね。

　家具は明るめの色味の物で統一されていて、とても居心地の良さそうな部屋だった。

　そこが研究所だと思えないくらいに。

「色々とありがとうございました」

「いえ。これからも困ったこと等ございましたら、遠慮なくご連絡ください」

「ありがとうございます」

　王宮から出て行く日、研究所に行く馬車まで用意してくれた高官さんにお礼を言うと、いつもの笑顔で返された。

　王宮に戻るつもりはないので、今後高官さんに頼ることもないだろうとは思ったけど、再度お礼を言って、私は馬車に乗り込んだ。

　こうして私は研究所の一室と、薬用植物研究員という職を得たのだった。








第二幕　ポーション









　働かざる者食うべからず。

　動き出してからは速いもので、とんとん拍子に薬用植物研究所で働くことになった。

　趣味を仕事にするのは聊いささか気が引けたけど、後々のことを考えると、これがベストな選択だったんじゃないかと思う。

　私が研究所で働くことは限られた人達しか知らなかったようで、研究員さん達に伝わったのは、出勤初日、所長に連れられて皆の前で挨拶をしたときだった。

「今日から配属になりました、セイと申します。よろしくお願いいたします」

　所長に促されて挨拶をしたのだけど、何な故ぜだか皆ぽかんとしている。

　研究員さんの殆ほとんどは既に顔見知りだったが、私がここで働くというのは寝耳に水だったようで、突然のことに皆驚いていた。

　そのせいか、挨拶をしても最初は反応がなくて、一拍置いた後にどよめきが広がった。

「それじゃあ、当面のセイの面倒は……、ジュード、お前が見てやれ」

「え？　俺ですか？」
















　皆のどよめきを抑えるように、所長は少し大きな声で話した。

　突然、私の面倒を見るように言われたジュードは驚いていたけど、私としては研究員さん達の中でも仲のいいジュードが担当してくれるのは心強かった。

　知らない人と一緒に仕事をするなんてことは日本でもあった話なので、全く知らない研究員さんが担当になってもそれなりにやっていけるとは思うけど、それよりは知っている人の方がいいっていう気持ちもやっぱりある。

　更にその人が仲のいい人だと言うことなし。

　そういうことも所長は考えてくれて、ジュードを付けてくれたんだろう。

「よろしくお願いしますね」

「こちらこそ、よろしく」

　改めてジュードに挨拶すると、驚いてはいたけど、ジュードも笑って返してくれた。

　ジュードは研究所でのあれこれを色々と教えてくれた。

　この研究所での主な研究対象は、研究所の名前にもなっている薬用植物、所謂いわゆる薬草とポーションだ。

　薬草の効能は元いた世界の物とほぼ同じで、ジュードが説明してくれる合間に日本で学んだことを話すと、「よく知ってるね」と驚かれた。

　日本では趣味レベルで学べることが、こちらでは王立学園アカデミーと呼ばれる学校の、専門課程で学ぶレベルだったらしい。

　ちなみに王立学園というのはこの国の貴族の子達が通う学校で、一般的には十三歳から成人となる十五歳まで通うそうだ。

　専門課程というのは、そこからさらに十八歳まで通う人達のための課程で、ジュードはこの専門課程で薬学について学び、その中で薬草についても学んだそうだ。

　やっぱり自然科学等の元いた世界にもあった学問については、元の世界の方が研究が進んでいるみたいね。

　そんなジュードだけど、専門で研究しているのはポーションなんだって。

　ポーションですよ、ポーション。

　ＲＰＧ等のゲームに出てくるアレですよ。

　飲んだり、患部に塗ったりして使うことから、日本では薬に該当する物なんだろうけど、何が違うかって、ポーションは即効で効果が出るのよね。

　どれだけ効果が出るのが速いかって？

　うっかり作った切り傷に、ちょっと塗るだけで瞬時に傷がなくなるのよ。

　あれには驚いたわ。

　もっとも、ポーションの効果を知るために、いきなり刃物で指先を切った私を見て、ジュードの方が驚いていたけどね。

　どうしても試してみたくて、ほんの少し切っただけだったのだけど、物もの凄すごく慌てられたわ。

　その後、怒られたけど。

　結局、初日は研究所の設備の案内や、研究所で行っている仕事の内容なんかを説明してもらって終わった。

　翌日はポーションの作り方を教えてもらった。

　ジュードが主にポーションを研究しているっていうこともあるけど、私も元いた世界にはなかった物に触れられる方が面白そうだと思って、一緒に研究することにしたの。

「それじゃあ、始めるね」

　ジュードは手て馴なれた様子で、ポーションを作り始めた。

　今後一緒に研究するに当たり、私が一度もポーションを作ったことがなかったので、作り方を実演してもらうことになったのよ。

　お鍋なべに決められた薬草と水を入れ、魔力を注ぎながら煮込むとポーションができる。

　ポーションには下級、中級、上級等、ある程度のランク分けがされているのだけど、このランクは入れる薬草によって決まるらしい。

　でも、ただ決められた薬草を入れれば高ランクのポーションが作れるという訳ではないみたい。

　ランクが高いポーションを作るには繊細な魔力操作が必要なようで、作製者の生産スキルのレベルに応じて作製可能なランクが決まるんだって。

　材料となる薬草も高価な物だけど、作れる人間の数も少ないということで、高ランクのポーションは、おいそれと使うことができないような価格で売られているらしい。

　そもそも、高ランクのポーションは王侯貴族しか買える者がなく、一般的な薬屋の店先に並ぶことはないらしいのだけど。

　さて、話を少し戻すわね。

　ポーションを作るには魔力を注ぎながら煮込むことが必要なのよ。

　そう、魔力。

「材料を入れた後は魔力を注ぎながら煮込んでね」

「魔力？」

　最初に言われたとき、魔力なんてどうやって注ぐのよと思った私は間違っていない。

　だって、元いた世界にはそんな物はなかったもの。

「どうやって注ぐんですか？」

「え？」

　この質問をしたら、ジュードに驚かれた。

　この世界には魔法がある。

　魔法を使うには魔力が必要で、誰でも使える生活魔法というものが存在することから、この世界の人にとって魔力というのはとても身近なものだそうだ。

　ポーションに引き続き魔法だなんて、益々ゲームみたいだと思うけど、紛まごうことなき現実なのよね。

「えっと、セイは魔法使ったことないの？」

「ないですね」

「生活魔法も？」

「えぇ」

　庶民にとっても一般的な生活魔法すら使ったことがないということに、ひどく驚かれたけど、魔力を操作できないとポーションが作れないので、ポーションを作り終わった後に、ジュードから魔力操作の講義を受けることになった。

「これで出来上がり」

「うわー」

　煮込み終わり、漉こされて細長い薬瓶に入れられたポーションは薄紅色の透き通った液体だった。

　今回作ってもらったのは一番簡単な下級ＨＰポーションだ。

　材料となる薬草が薬草園に生えているので入手しやすかったという理由もあったらしい。

「こんなの作れるなんて、すごいですねー」

「下級ＨＰポーションだから、割と簡単に作れる物だよ」

「でも、魔力操作とかしないといけないんですよね？」
















「まぁ、そうだけど。まだ下級だから、そこまで難しくはないよ」

「そうなんですか？　でも、やっぱりすごいですよ」

「そ、そうかな？」

　眼の前にあるファンタジーな代物にテンションが上がり、すごいすごいと言っていたら、ジュードが照れてしまった。

　ほんのりと頰を染めて、はにかむイケメン。

　眼福でした。




　ポーションを作り終えた後は、魔力操作の講義に移った。

　ジュードは王立学園で習ったのと同じ方法で、手取り足取り、懇切丁寧に教えてくれた。

　そう、文字通り手を取って。

　まずは体の中にある魔力を感じるところから始めるらしいのだが、これがとても難しかったのよ。

　何せ、魔法のない世界に住んでいたからね。

　この世界の人も生活魔法を使う程度なら、そこまで体内の魔力を意識しなくても問題ないらしい。

　生活魔法の殆どは詠唱だけで発動するんですって。

　ただ、ポーションを作ったり、生活魔法以外の魔法を使ったりしようとすると、体内の魔力を意識する必要が出てくるんだとか。

　どうやって魔力を感じるか、色々と説明されたけど中々魔力を感じ取れない私に、それじゃあと言って王立学園方式でジュードが補助してくれた。

「じゃあ、俺の手と合わせて」

　事前に説明された通り、胸の前に上げられたジュードの掌てのひらに自分の掌を合わせた。

　仕事の一環で薬草園の畑仕事も行うジュードの手は少しだけ荒れている。

　自分より大きな、節の出た手は紛うことなき男の人の手で、合わせられた掌は、私より少し高いジュードの体温を伝えてきた。

　常日頃、こんな風に男の人と手を合わせるなんてことはなかったので少しだけ恥ずかしかった。

　いかん、いかん、気にしたら負けだわ。

　仕事、仕事。

　そんな風に気持ちを切り替えていると、ジュードから声がかかった。

「それじゃあ、いくね」

　右の掌からジュードの魔力が送り込まれ、そこから、じんわりと何かが入ってくる感じがした。

　それは熱が移動するというのか、何というか、形容しがたい感じだった。

　ジュードの魔力が右手から入ると、体の中の何かが押し流されるように動いた。

　これが私の魔力らしい。

　右手から動き出した魔力は左手から出て行くということもなく、血液のように体中を巡る感じがした。

　召喚に伴って、私の体も地球人でいることをやめたみたいね。

　地球にいた頃にはなかったはずの魔力を、自分の体の中に感じられるようになったのだから。

「何かが体中を巡っている感じがするんですけど」

「ん？　もう分かったの？　それが魔力だよ」

　感じたことをジュードに伝えると、少し驚かれたけど、微笑ほほえみながら教えてくれた。

　王立学園仕込みの方法だけど、そこでも大抵の人は体内の魔力を感じ取れるようになるのに一週間くらいはかかるみたい。

　ほんの少し魔力を流してもらっただけで、すぐに分かるようになった私に「才能あるよ」とジュードが笑った。

　体を巡る魔力は、ジュードが私に魔力を送り込むのをやめても感じ取れたままで、そこからの魔力操作の実技は、これまたジュードが驚くほどスムーズに進んだ。

「すごいね、こんなに早く説明が終わるとは思わなかったよ」

「きっと教え方が上手なんですよ。ありがとうございます」

　にっこり笑ってお礼を言うと、また頰を染めて、はにかまれた。

　実際、ジュードの教え方はとても分かりやすかったのよね。

　気を良くしたらしいジュードは、この後、様々な生活魔法も教えてくれた。

　使わないと不便だからと言いながら。





◆






　召喚されてから、また少し時間が経ち、ジュードとも大分打ち解けた。

　私が敬語を使わなくなった程度に。

　ジュードの方が先に研究所に所属していたということもあって、最初は会社の先輩にするように接していたんだけど、年齢が近いこともあって、畏かしこまるのはやめて欲しいとジュードから言われたのよ。

　ジュードに教えてもらってからというもの、私は只管ひたすら、下級ＨＰポーションを作っていた。

　それもこれも、高ランクのポーションを作れるようになるために生産スキルのレベルを上げるためにね。

　単純に、作れば作るほどレベルが上がるのが楽しかったというのもある。

　昔から、やり込み要素のあるゲームなんかが好きで、つい、のめり込んじゃうのよね。

　もちろん作った下級ＨＰポーションは無駄にはせず、研究所での研究に使うことになった。

　最初に異変に気付いたのは、ジュードではない、ポーションを研究している研究員さんだった。

「セイ」

「何ですか？」

　少し離れた所からかかった声に振り返ると、研究員さんが手招きしているのが見えた。

　何だろうかと思いながら近寄ると、彼は作業机の上に載っている下級ＨＰポーションを指差した。

「これ、セイが作ったポーションかな？」

「ええっと……、そうですね。私が作った物です」

　研究で使うポーションのうち、研究員が作った物については、誰が作った物か分かるように印を付けてある。

　何かあったときに追跡して原因が調べられるようにね。

　研究員さんが指差したポーションには、私が作った物だと分かる印が付けられていた。

「作るときに何か特別なこととかした？」

「いえ。特に何もしていないんですけど。どうかしましたか？」

「うーん、セイが作った物を使っているときだけ効果が変わるんだよね」

　この研究員さんはポーションの新しいレシピの開発を行っている。

　今回は既存のポーションを素材にして、より効果の高い新種のポーションを作製しようとしていたそうなんだけど、その実験中に市販のポーションと研究所で作られたポーションとで効果が変わることに気付いたらしい。

　詳しく調べるうちに、研究所で作られたポーションの中でも市販のポーションと同じ効果の出る物と、そうじゃない物があるのに気付いたらしく、結果、私が作ったポーションだけ効果が高くなることを発見したんだとか。

　研究員さんは首を傾かしげるけど、本当に何も特別なことはしていないのよね。

　最初にジュードに教えてもらった通りの材料と手順で作ったし、それ以外の材料を加えてもいなければ、手順を変更したりもしていない。

「これ本当に下級ＨＰポーションなんだよね？」

「そうだと思います。作り方はジュードに教えてもらった通りに作ってるので」

「そうか。ジュードにもちょっと話を聞いてみるかな」

　研究員さんは、今度はジュードを呼ぶと私に教えた内容を聞き出していた。

　私も隣で聞いていたけど、やっぱり私が覚えているのと同じ内容だった。

「一般的な下級ＨＰポーションの作り方だな」

「そうですね。俺はそれ以外の作り方を知らないです」

「とりあえず、セイの作ったポーションを鑑定に出してみるか」

「それが早いかもしれませんね」

　結局、原因が分からなかったので、私の作ったポーションを鑑定に出すことになったみたい。

　それから暫しばらくして、研究員さんがどこかに出した私が作ったポーションの鑑定結果が返ってきた。

　驚くなかれ。

　私が作ったポーションは、それ単体で、何な故ぜか巷ちまたに出回っているポーションより性能がいいことが判明した。

　大体五割増しだそう。

「やっぱり、おかしな性能してるよね」

　私が作った下級ＨＰポーションを片手にジュードが呟つぶやく。

　私の作製したポーションは漏れなく効果が高いみたい。

　鑑定のために何本か提出したらしいんだけど、全て市販品より効果が高かったらしいのよね。

「教えてもらった通りに作ってるだけなんだけどね」

「色も間違いなく下級ＨＰポーションの物だけど、何でだろうね？」

「さぁ、腕がいいからとか？」

「んー、あまり関係ないと思うけど。製薬スキル、今いくつだっけ？」

「ちょっと待って。『ステータス』」

『ステータス』と唱えると、目の前に術者のみが見ることができる半透明のウィンドウが現れ、そこに私のステータスが表示される。

　これはジュードに教えてもらった生活魔法の一つ。

　そして、私が生産スキルのレベル上げに夢中になってしまった理由の一つでもある。

　スキルのレベルが数値として見えるっていうのは、やり込み要素の一つだと思うわ。

　こう数値で表されちゃうと、うっかりカンストを目指したくなっちゃうのよね。
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「今、８レベルだね」

　ステータスを確認し、製薬スキルのレベルを告げると、ジュードは「うーん」と唸うなりながら首を傾げる。

「８だと、まだ中級は作れないんだよなぁ」

「まぁ、何でもいいんじゃない？　効果が低いって訳じゃないし」

「いやいやいや、誤差で済ませられないレベルだから！　こういうことの解明をするのも俺達の仕事だからね！」

　効果が高いんだからいいじゃないと思っていたのだが、ジュード曰いわく、こういう謎現象を研究し、原因を解明するのも研究員の仕事だと怒られた。

　仕方がないわねと、引き続きジュードの考察に付き合う。

「他の人と比べても、材料の種類も使用量も同じ、手順も同じ、違うのは作っている人間くらいだけど」

「そうなんだよなぁ」

「後、考えられるのは注ぐ魔力が違うのかってことくらいだけど……」

「ポーション作るときに大量の魔力でも注いでるの？」

「どうかしら？　そんなに多く魔力を使ってはいないと思うんだけど」

「そうだよな。隣で見ていても、そんな感じはしないし……」

　薬草の量を増やしたり、注ぐ魔力の量を増やしたり、ポーションを構成する素材の分量を変更しても、他の人が作ったときには多少効果が増加するくらい。

　五割も増えるなんてことはなく、精々数％の増加程度だ。

　手順は簡単過ぎて、変更したとしても、最初に魔力を注いだお湯を作って、その中に薬草を入れて煮出したくらいかな。

　こちらは現在確立されている手順が最も効率がいいみたいで、効果が上がることはなかった。

　ジュードと一緒に、あーでもない、こーでもないと言いながら、何本ものポーションを試作して分かった結果だ。

「魔力に属性とかあるんだっけ？　それが影響しているとか？」

「そこはあまり考えられないかな」

「そう？」

「魔法スキルを持っている人が作ったポーションと持っていない人が作ったポーションで効果に差は出ないしね」

　戦闘スキルの中には様々な属性の魔法スキルと呼ばれるものがある。

　この魔法スキルには生活魔法は含まれず、一般的には魔法スキルを持っている人のことを魔法が使える人って言うんだって。

　その魔法スキルを持っている人の魔力は属性を帯びていたりするのかなと思ったのだけど、ジュードの話しぶりからするとあまり関係なさそうね。

「それより、セイが魔力以外に何か出してるんじゃない？」

「何かって何よ？」

「んー、よく分からないけど」

　そう言って、ジュードが笑いながら私の手をまじまじと見る。

　その表情は冗談を言っている顔だ。

　最近は打ち解けたからか、議論の最中にジュードがこんな風に冗談を言ってくることも増えたのよね。

「一体、何なんだろうね？」

　そうして議論は最初に戻る。

「とにかく色々と試してみるしかないかしら。原因を解明するのもお仕事なんでしょ？」

「ははっ、そうだね」

　そこからまたジュードと一緒に色々な条件でポーションを作った。

　私の一日はこうしてポーション作りで過ぎていった。





◆






　喚び出されて三ヶ月。

「『ステータス』」
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　研究所で只管ひたすらポーションを作っていた私の製薬スキルは21レベルまで上がった。

　ポーションは10レベル毎ごとに作れるランクが上がるので、現在は上級ＨＰポーションも作れる。

　ただし、まだ失敗することも多かったり……。

　上級のポーションは使用する薬草も貴重な物が多いため、あまりにも失敗が多いこのレベルでは中々作らせてもらえない。

　20レベルを超えて作った上級ＨＰポーションはまだ三つなのよね。

　それでも、そもそも上級のポーションを作れる人間が少ないから、研究員の私が上級のポーションを作れるようになったのは快挙らしい。

　今までは研究所に上級のポーションを作れる人間が一人もいなかったらしく、研究で使うときには外部に注文して取り寄せていたらしいので、私が作れるようになったときには、その分の手間とコストが減ると喜ばれた。

　製薬スキルのレベルを上げるためにはポーションを作る必要があるのだが、一般的には魔力が枯渇してしまうので、一日に作れるポーションの個数に限界があり、なかなかレベルを上げられないのだそうだ。

　私？

「相変わらず、おかしな量を作ってるね」

「そう？」

「うん。一日に中級のポーションを十本以上作れるとか、十分おかしいから」

　目の前の保管庫にはずらりと並んだ中級ＨＰポーション達。

　性能はもちろん一般の五割増し。

　研究所の所長曰く、下手をすると一般の上級ＨＰポーションより効果が高いかもしれないとのこと。

　そんな私の作るおかしな性能のポーションの原因を探るため、今なおジュードと二人、日夜検証を続けている。

　相変わらず原因は一向に分からなくて、私とジュードだけでは見落としがあったのかもと、最近では他の研究員まで検証に加わっているんだけどね。

　色々な角度から検証をとのことで、作製経過を検証する者、ポーション自体を検証する者等に分かれて検証を行ったのだけど、その間、私は只管ポーションを作り続けた。

　一日中。

　あれはいつだったか、その日、百五十本目の下級ＨＰポーションを作っていたときだった。

　ジュードが言ったのだ、「まだ作れるの？」と。

　それに対する私の返答は、「何のこと？」だった。

　そこで漸ようやく、一日に作れるポーションの一般的な個数というものを知った。

　ポーションに注ぐ魔力はランクが高くなるにつれ必要量が多くなるそうで、下級で百本、中級で十本程度が一般的に一日に作れる本数だそうだ。

　これは専門的にポーションを作っている薬くす師しの話で、研究所の人間はもう少し少ないらしい。

　確かにポーションを作っているとＭＰが減るけど、微々たるものだから、全然気にならなかったのよね。

　そこでジュードに、製薬中に魔力を注いでいないんじゃないかとか色々言われたけど、ＭＰはしっかり減ってるし、そもそも魔力を注がなければ、ただの薬草を煎せんじた汁ができあがるだけ。

　結局、所長の「性能が上がる方の研究を優先しろ」との声で、私はポーション作製の日々に戻った訳だが、少々調子に乗り過ぎたらしい。

　研究に使うよりも私が作るポーションの方が多くて、余るようになった。

　市場に卸せばいい金額になるのだが、如何いかんせん性能が一般の１・５倍で、このまま卸すと問題になるということで、研究所には現在素敵な量のポーションがある。

「また沢山作って。所長に怒られるよ」

「集中して作ってたら本数を数えるのを忘れてたのよね」

　噓です。

　早く文句を言われずに上級ＨＰポーションを作れるようになりたくて、レベル上げをしていただけです。

　薬草は薬草園の物を使っているので、この間、薬草園の薬草が少なくなってきたって所長に文句を言われたのよね。

　怒られるのは嫌なので、今日作ったポーションは自室に隠そうかと思い、今日作った分を保管庫から取り出しているとバタンと大きな音がして研究室のドアが開いた。

　後ろを振り返ると息を乱した兵士が「所長は？」と大きな声で叫びながら、研究室に飛び込んできた。

　所長室のドアを指差すと、大慌てで所長室に向かう。

　一体何があったんだろう？

　暫しばらくすると兵士と所長が所長室から出てきた。

「緊急事態だ、今ある回復系のポーションを集めろ」

「何があったんですか？」

「第三騎士団がゴーシュの森から戻ってきたんだが、サラマンダーが出たらしくてな。怪我人が多くてポーションが足りないらしい」

　所長の近くにいた研究員が聞くと、状況が分かった。

　第三騎士団はこの一週間、王都西にあるゴーシュの森で魔物の討伐を行っていたのだが、どうやらそこで甚大な被害が出たらしい。

　いつもは甘いマスクでにこやかに微笑ほほえんでいる所長が、鬼気迫った顔で指示を出し、途端にバタバタと研究員たちが机の引き出しや棚からポーションを研究室入り口近くの机の上に集める。

　私もジュードと一緒に保管庫からポーションを取り出して運んだ。

　机の上に集まるポーションを見て「こんなに！」と兵士さんが驚く。

　えぇ、最近溜ため込んでいましたから。

　保管庫から全てのポーションを取り出し終わり、その後、部屋に置いてある上級ＨＰポーションのことを思い出したので、取りに行った。

　部屋から戻ると、研究所のポーションを集め終わったらしく、ドアの外に来ていた荷馬車にポーションを積み込み終わったところだった。

「何人か一緒に来い」

　所長の指示で、入り口近くにいた研究員が荷馬車に乗り込む。

　私が走って荷台に乗り込んだところで、馬車が走り出した。

「ねぇ、ゴーシュの森って竜なんて出るの？」

「竜？　いや、出ないよ」

「サラマンダーって火竜のことじゃないの？」

「ん？　サラマンダーはただの火を噴く蜥蜴とかげだろ」

　一緒に来たジュードにサラマンダーについて質問すると、予想外の答えが返ってきた。

　サラマンダーって竜じゃなかったんだ……。

　脳内イメージでは火竜だったのに……。

「蜥蜴なのに、そんなに被害が出るって……」

「蜥蜴っていっても大きいからね。その癖すばやい。竜種ではないとはいえ、ランク的には上位に入る魔物だよ」

「そう」

　サラマンダーの脳内イメージが体長十メートルのコモドオオトカゲになった。

　これが火を噴いて高速で向かってくるなんて、対たい峙じした瞬間、生を諦あきらめて動けなくなる自信がある。

　そんな上位の魔物と戦うなんて騎士団も大変ねと考えていると、荷馬車が王宮の一角で止まった。




　すぐ側そばの建物に入ると、中は戦場だった。

「これは酷ひどい……」

「……」

　普段は広間として使われている部屋には、多くの負傷者が寝ており、彼等の間を医師や看護師と思われる人達が走り回っていた。

　部屋には怪我や、サラマンダーの火による火傷やけどによって呻うめく負傷者達の声が溢あふれ、医師さんの「ポーションはまだか！」という叫び声が響く。

　先程まで暢のん気きに構えていた頭は冷え、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、先頭に立っていた所長が手を叩たたいた。

「持ってきたポーションを配分しろ！　お前ら二人はあっち、ジュードとセイは向こうを頼む」

「「「「はい！」」」」

　持ってきたポーションを数本ずつ持ち、あちこちにいる医師さんに配っていく。

　医師さんは大抵重傷者の側におり、ポーションを受け取るとすぐさま患者に与えた。

　全体的にポーションが不足しているためか、普通であれば中級ＨＰポーションでもなければ全快が難しいような重傷者にも下級ＨＰポーションが与えられる。

　医師さんの気持ちとしては与えないよりはマシといったところかな。

　患者が生死の境目にいるならば尚更。

　与えることで生き残れることもあるからね。

「これは！」

　研究員に手渡されたポーションを患者に与えた医師さんは驚いていた。

　魔物の爪に大きく皮膚を切り裂かれ、荒い息をしていた患者にポーションを与えたところ、傷が完全に消え、患者も急になくなった痛みに閉じていた目を開き、恐る恐る体を確認していた。

　いたる所にあった細かい傷なども含め、全ての傷が消え、顔色も真っ青だったのが回復していた。

「下級だったよな？」

　医師さんは怪け訝げんな顔で、手の中にある空瓶をかざして見ていたけど、全て患者に与えた後であり、ランクの判別は難しいと思う。

　医師さんが与えたのは確かに下級ＨＰポーションだったけど、それはただの下級ＨＰポーションではない。

　私が作った五割増しポーション、つまり性能自体は中級のポーションね。

　医師さんに何かを聞かれる前にその場を離れ、次々とポーションを配り歩く。

　あちらこちらで医師さんや看護師さん達の戸惑う声が聞こえたけど、さくっと無視した。

　今は配る方が先だ。

「上級ＨＰポーションはないかっ？」

　広間の奥の方で、誰かの声が聞こえた。

　声がした方を見ると何人かの医師さんや騎士さんが集まっている場所があった。

　声がしたのはあそこかしら？

　手持ちのポーションに中級ＨＰポーションがあったので、それを持って向かうと、近付くにつれ議論している声が聞こえた。

「これは上級でも難しいだろ。回復魔法が使える者はいないのかっ？」

「回復魔法でも４レベル以上でないと……」

「聖女様はどうした？　あの方は４レベルの回復魔法が使えるんだろう？」

「それが、カイル殿下が、このような惨むごい場面を聖女様にお見せできないと……」

「何だとっ！」

　カイルって、確か第一王子の名前、あの将来禿はげそうな赤髪君よね。

　確かに重傷患者の患部をモザイクなしで見るのは、とてもきつい。

　スプラッターに割と耐性があると自負する私でも直視がきつくて、なるべく見ないようにしながらポーションを配ったのだ。

　あのゆるふわ愛良ちゃんでは、見た瞬間に気を失うかもしれない。

　愛良ちゃんが来られないことを説明する文官らしき人物に食って掛かっている騎士さんは、患者の友人だろうか？

　人垣のせいで患者が見えないため判断は付かないけど、上級ＨＰポーションでも持ち直すのが難しいほどの重傷のようだった。

　人垣を見回すと所長がいたので傍そばに行くと、気付いた所長に声をかけられた。

「セイっ！　上級ＨＰポーションは残ってないか？」

「ああ、それなら「団長！」」

　声のした方を向くと、医師さんや看護師さんが慌しく動き出した。

　患者の容態が急変したらしい。

　私も人を搔かき分け、患者の傍に行く。

　近くで見る患者は右上半身が焼け焦げ、彼あ方ち此こ方ちに様々な傷があり、生きているのが不思議な程の重傷であった。

　荒い息が徐々に静かになっていく。

「ちょっと、どいて！」

　医師さんを押しのけ患者を見ると、間もなく息を引き取りそうな気配がした。

　慌ててエプロンのポケットに入れていた上級ＨＰポーションを取り出し、蓋ふたを開け、口元に持って行く。

　大きな声で「飲みなさい！」と言うと、少しずつだが、どうにか飲み込めるようだった。

　ゆっくりと彼がポーションを飲み込むのを、周りの人達も固かた唾ずを吞のんで見守る。

　どれくらいの時間が過ぎたか、ポーションを全て飲み終わらせ患者を見ると、黒焦げだった皮膚が剝はがれ、その下から綺き麗れいな肌が現れていた。

　荒かった息も落ち着いたけど、それは止まっているという訳ではなく、穏やかな寝息に変わっていた。

　そこまで見届けて、ふぅっと、いい仕事したぜ的な息を吐くと、周りから「うおおおおおおおおおおおおおお」っと歓声が起こった。







　この続きは現在配信中の『聖女の魔力は万能です』にてお楽しみください


(C)Yuka Tachibana, Yasuyuki Syuri 2017
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